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ヘキシルレゾルチン丸の崩壊度試験に封ずる統計的考察

「第　1　報」

石　田　行雄 持　田　研　秀

Statistical　Review　for　Disintegrat童on　Times　Test　bf　HexyIreぎorcinol　Pills（1）

　　　　　　　　　　　　Yukio　IsHIDA　and　Kenshu　MocHIDA

　ヘキシルレゾルチン丸（以下「H」：丸と云う）の試験法中崩壌度試験は大切な試験法となっているが此の試験法に対

して競分の疑問を生じためで家の別な考察を行って見た・共の前に一応試験抹を逮べて見ると『内容200ccピーヵ

一に人工胃液100ccを入れ37。の1宜温岡持に剥ぎ液温が37。に蓬したとき検体’5個を投じ試験が完了するまで憧

淑を保ち丸皮の剥離又は開耀し始める迄の李均所要時間は20身以ヒ30分以内でなけれぼならない縫崩鰍での

卒均所要時間は60分以上150分以内でなけれぽならない』．今この剥離叉は開回し始める迄の奉均所要時間が

20分以上30分以内でそれ以外は不適格≧なるのである・卒均と云ふ概念は簡翠ではなぐ，例へば9，10，11の李均一

も1，10，19の李均も共に10で準欝憤としては同値である．rH」丸の挙均所要時間を2σ分以上30分以内と定め

たのも早く崩回すると胃の粘膜を刺戟して悪い影響があると云ふ意味であるから，幾ら準均所要時間が規格の内にあ

ってもその中の一個でも特別早く崩関するものがあれぼ意味がなく，回報値のみ『）試験では充分とは云えない．

　実例としてA，B，　C製品の5個の「H」丸の回虫度及び李均値を比較検討して見る．

　A　製　品　　　　18，23，23，25，25　　’挙均22．8　　合　格

’B　製　品　　　　12，17，26，29，30　　雫均　22．8　、合　格

　C　製　品1，　　　17，17，18，22，25　．．観取　19．8　　不合格　（翠配分）　，　　　　　　．．

　上の三者を見るとAとBは合格晶，Cは不合格品となっているがCが果してBより悪い製品であるとは愚われ

ない．即ちBはZF均22．8分で共の意味では合格であるが12分と云う早く崩壊するものがあるのである．故に亭均

値のみを以て到定するのはよい事ではない．

　〔1〕　私達は此処で標準偏差及び変果係数の概念を入れて見た・此れも未だ完全ではないが・古典統計学として一

応完成されたものである．現在は推計学を用いる方法があるが此れは「第2報」で述べる．

　標塗偏差Standard　Deviatio瓜とは変量κの準均甘露からの偏差κ’．を　”＝κ一商で衷はすと李均値の周りの標

準偏差σに　　　　　　　　　　　　’．　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’

　　　　　　　　　　　　峠漁一・）・又は・一圭》涛翫（綱・

で表わされる．又李均に対する標準偏差の相対的な値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　γ＝」三⊥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　露

　のことを変異係数Coeffideロt　of　variatio∬と云う．

　例B製品：一．
　　崩三度　　　12，17，26，29，30　　zF均値　22．8

　　　　　・σ一・4（12口22・8）粋（17722・8）井（26署2・8）％（3狸2●8）2＋（30－22・1）2一・…　．・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7＝4＝－Lo．31
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％　　22，8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

　　　C　製　品：一

　　崩漿度　　　17，17，18，22，25　　生悟値　19．8



2 循　生　試　験　所　趨　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一・・．2ら・一号吐一輪一…6’・

　私蓮に合格晶51製品及び不合格晶11製’1’，の樹壌度から各ζの標雄一差と変異係数を求めた．此処で仮りに変異係

数yが0．25以上のものを不合格とするとと今迄の合格品も脳不一となるユ1撃がわかる・（繊1及び撒2参照）・

　　　　　　　　　　　　　　　第1表　　ヘキシルレゾルチン丸5個の検定実例　・　合格品51例

検休
ﾔ号 二度 （翠三分）

ヘキシルレゾルチン丸5個の崩

@　　　　　　　　　　　・

亭均値　　　藷 標準偏差
@　1σ1

変異係数　　γ 1健來の
P到　定

聡≧0．25　を不一

㈱iとする場合

（1） 16 23 29 30 32 26．0 5．8 0．22 合格 合　　格

（2）． 15 20 22 25 25 21．4 3．7 0．17 合格 合　　格

（3） 15 25 30 30 31 26．2 6．0 0．23 合格 合　　格

（4） 9 12 17 28 38 20．8 10．8 0．52 合　格 不合絡
（5） 11 15・ 15 31 37 21．8 10．2 0．47 合　格 不合格
（6） 25 27 28 ’30 31 28．2 2．1 0．07 合格 合　　格

（7） 25 28 29 33 33 29．6 3．1 0．10 合　格 合　　格

（8） 15 22 22 28 30 23．4 5．3 0．23 合　格 合　　楕

（9） 12 15 24 28 30 21．8 7．1 0．33 合格 不合格
（10） 17 20 22 23 26 21．6 3．0 0．14 合　格 合　　格

（11） 23 ・27 29 29 37 29．0 3．1 0．16 合　格 合　　絡

（12） 25 28 30 33 33 29．8 3．1 0．10 合楕 合　　格

（13） 18 25 25 26 29 24．6 3．6 0．15 合　格 合　　絡

（14） 23 24 26 30 33 27．2 5．0 0．18 合　格 合　　格

（15） 20 21 24 28 29 24．4 3．9 0．16 合　格 合　　絡

（16） 22 23 27 28 3i 26．2 3．3 0．13 合　格 合　　格

（17） 19 19 19 21 24 20．4 1．9 0．09 合格 合　　格

（18） 18 30 31 32 32 28．6 5．8 0．20 合　格 合　　掛

（19） 16 19 25 30 33 24．6 6．4 合格 不合絡
（20） 20 26 29 29 33 27．4 4．3 0ユ6 合　格 合　　格

（21） 18 22 26 29 31 25．2 4．7 0．19 合’格 合　　格●

（2翠） 10一 25 27 28 28 23．6 6．9 0．29 合　格 不合格　・

（23） 19 ’20 21 21 28 21．8 3．2 0．15 合　格 合　　格

（24） 19 23 28 28 29 25．4 3．8 〔L15 合　格 介　　．格』

（25） 16 23 24 28 29 24．0 4．6 0．19 合絡 合　　楕

（26） 2工 22 24 24 28 23．8 2．4 0．ユ0 合　格 合　　格

（27） 24 25 26 26 29 26．0 L7 0．07 合　格 合　　格

‘（28） ユ5 20 21 23 28 21．4 4．2 0．20 合格 合　　格

（29） 22 23 23 25 28 24．2 2．2 0．08 合　格 合　　格

（30） 15 20 21 24 25 21．0 4．4 0．21 合　格 合　　格

（31） 16 18 19 24 28 21．0 4．4 0．21 合　絡 合　　格

（32） 18 21 23 25 29 23．2 3．7 0．16 合　格 合　　格

（33） 17 22 24 25 26 22．8 3．2 0．14 合判 合　　楕

（34） 15 18 24 29 31 23．4 6．1 0．26 合　楕 不三三
（35） 15 23 27 29 34 25．6 6．4 合　格 不合烙
（36） 18 22 26 28 29 24．6 4．0 0．16 合　格 合　　格

（37） 16 18 23 25 28 22．0 4．2 0．19 合格 合　　絡

（38） 14 22 22 23 27 21．6 3．7 0．17 合　格 合　　格

（39） 18 19 20 21 23 20．2 1．7 0．08 合絡 合　　楕
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引

　　　　　ヘキ叫レゾルチ醜の温点試験に対する嗣晶晶（第蝦）

三三総輝！

　「讐，

検体 ヘキシルレゾルチン：丸5個の樹 準均値 標準偏差 変異係数 従來の
γ≧0．25　を不一

番　号 ・壊度 （箪三分） 房’ ld γ 剣　・定 合格とした場合．

（40） 20 21 25 26 28 24．0 ．1 R．0 甲ρ・13 合格 一合　　格r
（41） 12 17’・ 26 29 30 22．8 ．7．i 0，31， 合格 不合格

』（42） 18 23 23． 25 25 22．8 2．2’ ．・ O．10． 合格 　　　辱〟@　格，
（43） 20’ ・24 24 27 33 25．6

．　　4．3　’ ’0．17‘

E
合格 倉　格．

（44） ．20 加 25 29 32・
　噛、

Q5．2≧ 4．8 0．19 合　格 合　　格

（45）』・19 22 27 37 ・37 28．4 7．5 0．26 合格 不合格．
（46） 16画 18 ＼19 24 28 2LO 4．4 0．21 合　格 合　　格

（47） 18 21’r 23 25 29 、．Q32 2．4 0．10
合格　暫 　　　　ず〟@樹

（48） 17 22 24 25 26 22．8 ．3．2 0．14 合格． ．合’格

（49） 21 25 28 35．・ 25．8・ 5．4 0．21 合　格 合　格
（50）・ 18 22 26 28 29 124．6 、4LO 0．16 合格 合　　格

（51ン 脚16‘ 18 23， 25 28 22．0 4．4 合格 ’合・　格

隙

．第，2表　　ヘキシルレ’ゾルチy丸5個の検定実例………不合格蹟11例

　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　、・1．’・
〔II〕次｝・上例の合柵・・例の鯛数（・…一255個）蹴・・て崩殿ρ三州と騨催蛛めグ・r嬉し，

て早る・膿・二丁・図の奴脚　　、　　．』　「ン

検体
A番号

『ヘキシルレゾルチン丸5個の崩重度　　　　　（単位分）　　　　　　　　　ト　　　　　、

季均値　　房 標準偏差
A【σ1

変異係数　　γ

（1） 15 15 15・ 17 17 ユ5．8 ’　　1．0 0．06

〈2） 13 ユ5 16 18 22 16．8 3．1 0．18

（β） 17 17 18 22 25 19．8 3．2 ．0．16

（4） 17 18 19 19 24 19．4 4　2．4 0．12
，

（5） 14 17・ 17 21 24・ 18．6 3．5 0．19

（6） コ2 12 13 15 21’ 14．6 3．4． 0．23、

（7） ’13 19， 20 22 25 19．8 4．0 ’0．20

（8） 13 17 ．18 20 21 17．8 2．8 0．16．

（9） 13 15 15　　’ 19 19 ：16．2 2．4
’0．’奄T

（10） 14 18、 19 19 21 ユ8．2 2．3 0．13．
一

（11） 13 16・ 16 20 27 18．4 4；8 0．26

〔

3・

29

〃

盲

　　侮　　・紛．馳助．多門　・砂　　♂鐙

第　1図　　二三値＝24．7（分）標準偏差4＝±5．58（分）

　　，
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第．3表61繍（5×51＝255佃）の亭繍と曙1雛．

級脚部鴛映骸囲が一三許・〃 μ’3　／（κ’十1）3　β23　βκ

9－11分 10 観 ．一 W
一1引 128 98・ 一ユ024 8172

ユ1－13分 12 4 」7 一28 196 144 輌1372 9604

13－15分 14 1 一6 一6 25 ・一 Q16’ 1276

15一コ7分 16　　． 17 一5 ・一W5 425 272 一2125 ユ0625

17－19分 18　　馳』 19’ 一4 一76 304 171 一1216 4864

19－21．分 20 23 一3 一69 207 92 一621 1863

21－23分 22 27 一2 一54 ．108 27 一216 432

23－25分 24 35． r1 一35
●‘ R5 0 一35 35

25一・27分 26 37 0 0 37 0 ．0

27－29分 28 ・33 1 33 33 132 33 33

29r31分 30． 31 2 62 124 279 248 496

31－33分 32 11 3 33 99 176 297 891

33－35分 鈎 9 4 36 144 225 576

35－37分 36 ・　1幽 馳　5 5 25 36 125 625

27－39分 38 5 6 ．　30 180 245 10SO

1255［ 1一・7・12・14｝・95gl．．一4・66・77・・

　　　．又変伽1ごついて女。の旧り卿次のモーメント匹で干せぱ．，

　　　　　　　　　　　　　　　渥謡べ雫ア．噛・・磁

　　　．｛叢i噌12ro＝326，‘｛雰2　であるカ≧ら，

　　　σ　　．’　　　　　　　1・　．　μ3＝c3（γ’3・一3V’1V’劉十2γ1’3）・………r……………・…・・………………・……。・・……（2）

　　　　　．1　　　　’　　　　　　　　　．．　旗4目64（γ／一4「レマ％’十6レ「1’21ノノー；3τノ「：’4）’∴・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　6・・・・・・…　帥…　（．3）

　　　（2題1）を代獄ると・　・．　　・
　　　　　　　　　　　　　μ5＝＝23｛一17．51－3×（一〇．67）×8，15争2（一〇，67）3｝』1－13．84

　　　　　　　1．．．幽｛艶一一φ・・87≒一…9

　　　　　　　　　　　　　メ三4＝隅3144．93　　　　　　魑

　　　　　・．．．．1・二一・部．，．■’．

　　　　弼・・〉倣るとき・左に肌てし’る「呼。なるとき繍対称・

　　　　　　偽＜1）なるとき，右に偏している．

　　　　煽αド3をコ謙にして・、之紘軒合に麟（Phtykurtiρ，　broa〔1）・

　　　　　・偽＞3なる場合篇長（！eptokuτtiσ，】灘mw）であるという，

b
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漁．S鵬t血縣w鉛霊ご蹴1’細網㎞購（2）
饗・職，．、　　　　　「　　・
1．4・． P．　従東のヘキシルレゾルテン丸（以下「H』丸と云う）の繊定に一日てほ一つの製品から5個の「H∫丸を収り出して瞼

堰D1・ゴ兆し，共の結果を回りて製品全休の崩一度として下定している．此処で別邸全休を偉葉四と云いその挙均依及び標塗
；　．　　　　　　　　ρ

ll．．「．，偏整を慰華均”1，母標準一口σとする．又取出した5個の楡休を標木といい，標木の地均戯及び槻弓郡差を樽本雫

1／敏．牙・㈱票鞠伽とする此の琳鱗雪山の勘・た撚として岡岬・れて・’るもの・・欄徽（撒不

認1．．雛黙灘1扉課畿驚灘織羅武勲諜糊瓢三編：
韓，∵査ll‘の毘苧均の信頼鰹界を｝Rめて見た．共の結果．信頼限外が15分力、ら35分以外に梱るものを一応不合格と定めて鋼
馬母
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凱＿，鍔灘1：∴二；編1量；；量1；：七
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ヘキシルレゾルチン丸の崩壌度試験に対する統計的老察（第2報）

　　　・灘懸継

一　　三徳鐘

　　　　　　残三三

．定法に・お・，合練あら噸・・…臓いことがよ嚇叡諏㊧噸購による力法・織議

で髄も鴨⑳高いもみに擁すぎ・（例・膿面心…’製鯵照）鞠融融も勿r瞭瞬ぎる（例
膿幡号1罷の製品参照）蘭ある・

　　　合格品20例：9　　・　・　　’　　　　　別 ．　・裏

軽

篭

孕

弓

汐

契

ll

㍉

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

躍協の舗壌急難2脚差回二三1騨
25 28 30 33 33 29β 合格
18 22 27 37 37 28．2 合格・

倶20 26 29 29 33 27．4 合　格、

工5 25 30 30 31 26．2 合’格

15 23 27 29 34 25．6 合噛格
16 19 25 30 33 24．6 合格，

18 22 26 28 29 24．6 合　格
10 25 27 28 28 23．6 合　格
P5 22 22 28 30 23．4　，

合1格
15 18 24 29 31 23．4 合　格
17 22 24 25 26 22．ε 　　卜

㈱i
12 17． 26’ 29 39 22．8 合格、
16 18 23 25、 28 22．0 合格
11 15 15 31． 37 21．8 合－格

12 15 24 28 30． 21．8 合格
14 22 22 23 27 ・21．6 合格
15 ’20 21 24 25 21．0 合・格
16 i8 19 24 28 窄1．0 合格
9 ’12 17 28 38 20．8 合格

18 19 20 21 23 20．2 合格

3。1　，

7．7

4．3

6。0

6．4

6．4

4．1

6．9

．5ら3

6，2

3．2

7．1

4．4

10．2

．7．1

4．2，

3．5・

4．4

10．8

1。7

0，1q

『0．27

0．16

0。23

』’

O．25

、0．26

0．17

0．29

0．23

0．26

0；14

0．31

0．20

0．47

0．33

0．19

0。17

・0。21

0。52

0．08

難よる

合　格

不合格　、

合　格

合格
不合格

不合格

合　格

不合格

・合　絡．

不合格・

合　格

不格合

合　格

不合格

不合格・

合　格’

合・空

合　格’

不合格

合　格

不偏推言量

3。4

8．6

4．8

6。7

7．1

7．2

－4．6

7．7

5．8

．6．9

3．6

7．9

4．9

11．5．

7；9

4．7

3．9

4．9

12．0

1．9

母集團李均値の
推　定　範　囲

25？6≦≦〃2≦≦34．0

17．5葦≦〃3≦…38．9

21。5≦≦〃2≦歪33．4

17．9≦三η霊≦三34．5

16．8≦≦〃¢≦≡34．4

15．7≦≦〃3｛≦33．5

18。9≦三〃2≦30．3

14．1≦≦彿≦垂33．1

16暫2≦三〃z≦≦30L6

14．8≦ぎ〃2≦畜32．0

18．3≦；網≦i葦27．3

13．0豆≦〃3≦i…32．6

15．9≦〃信≦i28．1

7．5≦三〃2≦36噸1

12．0≦三〃霧≦≦31．6

15．8≦≦2η≦蓬27。4

16．2≦≦〃2≡≦25．8

14．9≦≦解≦≦27．1

5．9≦≦〃2≦三35．7

17．8≦≦〃霧≧≦22．6

左回に3
よる到定

合1格
不合格

合　格

合’叩

合　格

合　格

合　格

不合格

合　格

不合格

合．格

不合格，

合　格

不合格、

不合裕．

合　格

合格
不合格

不合格

合　格

講

　　　　‘

　　　　3

　　　　三

’欝

　　　　：

　　　　灌

・露爲

・・

満引の概定に恥し・て不合格であったもの．

弓号

度ご

ヤ

5個のrH」丸の各穏婆　（爵位分）

李均値

@ヨ

従來の1）

ﾀ査によ
髢m定

標斜脚断割 不偏推定攣　　御
毎葉愚挙均値の推定範囲

左項に3）

謔髞ｻ定

1 17 17 18 22　25 19．8 不合格 3．2 0．16 不合格 ’3．6 ユ5，3≦”2≦24．3 合・格

2 17 18 19 19　24 19．4 不合格 2．4 0．12 不合格 2．7 16．1≦毎622，7 合格
3 14 17 17 21　24 18．6 不合格 3．5 0．19 不合格 ■　3．8 13．9≦鋤‘23．3 不合格

4 13 16 16 20　27 18．4 不合格 4．8 0．26 不：合格・ n　5．4’ 1L7≦吻≦25．1 不合格

5・ 12 14 16 19　21 16．4 不合格 3．3 0．20 不合格 3．6 11．9≦鋤≦i20．9 不合格

　1）

　’2）幽

’3）

李均値露が20分以下及び30分以上のもの不合楼． 、

　　　　　　干均官房が20分以上及び30分以下のものでも変異係数γが0．25以上あものは不合格．

　　　　　　母二二李均値の推定範囲が15分・以下或いは35分以上のものは不合格．　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　1『1ト漏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．．難勲

　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　結　　　　　　論　　　　　　　　　　　　　　　　　　．軸，、ご
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’9｝、㍉㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マみサノメユヨし

　　・推計学的方法にようて母集團挙均憤の推定範囲を決定ナる方法を用いた．理論的に云っても餓体の亭均値を以って’　　織目

雛蕪朧職錨脚堅磐驚羅欝細る脚合理的で灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　ロきニ　しゃぎ　

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　諸　　灘

　　疑

　　・冨・，鋤

蝋縫

　　　L

，　鷹1
　　．糊

『μ’鴫． 﨟f”・』』

　　’冨灘郎

　■：幽
　　，1・生け．馬
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1雛・一
衙　　生　　i試　　匿負．所：　姿昼　誉牽

ｵ　　　　．、

響麟識三三．．．・・∵・3

；箏臓回数例め躍励麟鰍て方

濯　　　　　　　　　　　　・　　　　　　’

　　　　　　　．．　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．

ヒ　へ　コ　ダ
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　ポのロ h　ナ

魁∵，i5，

1　　．’　　，

｝．1．・

轟、．，．マ

遠，1漆』ヅ、．，　　・，

叢

1欝．

ロコルこハ

燃．三．，：

1薩：1．二1．1．

ボ説》㌧．　，、・

1撚ン．

‘

●

‘F

，

’

菟：1．
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ヨ∵～欝地．．、．．

腺蠣

灘
鰹・，
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冑
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一一 mo．68、 フォール’酸の試験成綾．． 蝋

1黙跡

｝’；

　　　　　　　　　、　　　　　　　，　●　　一　　　．　、、　　　　　＼　　　　・　　　・『、．～奪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　㌧・ク牙・一ノレ酸の試験成績　、　『　己・

　　　　　　　　　・湖俊太郎太幡利一麻秀デ＿「・乞欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒

　　　　　　　　　　　　　　　　　Assay　o五Folib　Acid　Preparation　　一　一．・・

一ル酸（試製品）2種にういてと記の一般試験及び別報津田試薬による比色的孟艘瞼定並びに胱分析的な試験を三つ㍉　ヨ
　もや　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

やr三三するづゼ　　．　、．・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試，　験，・法・、

　　L　乾燥減量試料0．1gを遮光した無水燐酸正室乾燥器内で・120時聞乾かす．

　　2．三分　試料0．2gを女言上で友化後硫酸を加えて徹底的に荻回する，　　　’．

　　3．重金属　；四分に塩酸2～3滴を加え水浴上で乾澗後2％HCI　20　cc，で抽出し，濾過後水を追加して25　cc’と’．

　’し硫化水素水10ccを添加し三所に10分間放置後の呈色を錯漂準液と比べる（U．　S．　P．た肇じて行う）．『．　　

　　墾・』継試験（N・NR・嘩じ之｝・撫敏変蜘えた）糊…9母り・Nノ・・N・OHに解して雑を・QQI．

．cc：とし・．．テの1㏄に水80　cc・5遡ρ1’10画⑳％ギ・チ・液1cc謡え更に水を加えて全量を100・cとす一〆
．『

驕E・液の10ρcを分けその内2～5cc（7オロル酸20～50γ・PABAρ4～1コ口γに該当）につぎ別報PABAの比．

色品町郵呈色を御（純梓であれぽここでは呈色しない）：その辱測る（βとする）・血脈（鋤・の、

　は200cc位ρメろフラスコに移し亜二二059を加えて10分聞時々振り乍ら澱元分解後連脊又は濾過により透明
．な上済を傳．こめ2～5cc’ iフォール酸20～50γ，　PABA’ ﾌ4留10γに該当）を前記と岡様呈色せしめそめEを！1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨

・す・・家・・E』（A一β）を算出・別報曲Aめ比色三脚の（・）式の町代入・呈脚・cc中の・憎め霧灘1

当量（γ数）を出し，之に3・22を乗じて呈色液10cc中の7オール乳量とする．1

乾．’燥減量　　　　〉　　・

灰・　　・分　，　・’

重　．金　　属

・比色法による純度（無水物より換算）

．試　．験

一試料No。ユ

　　5．3％一

＿．く0．5％　”

　’＜50P・P・m・，

　　91．3％

成　　　績

　　試料No．，2

　　　　7．6％

　　’o．65％

　　　＜50P・P．m．

　　　96％

・N・N．R．の恕限量・

　　10％・．

　　0．5％

　　50P・P．m。

　　90％

・7ｲ壌
・’＝

D，．

一国醐．

！，購

乾＿両＿＿間、灘鶴需認定既＿噸騰
するよう9 i120時間）相当長時間の放置が必要凋う．又，星野（1949）iま嘗て本雛が2モルの結晶水賑し146・”で　、，

で・臓燥・た際…％（繍猷・モ・曝晶水の楓・・4％yの脚認めた・い繊・のNα・．・・‡継

る成績か回ると結晶水の存否細砂と罰・’ @　　　　　　　．　　　際．比色による醸試験に際し⑩恥・該当す徽御殆んど・であった・試徽酸性で治する旧式の如くグル　悔’

「タミ．ル，PABAが生ずる　　　　．一　　　　　　’　　　・．　　　　・　層，　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　献乳
　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トずロげ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓還元　　　　　　　　　OH　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，、榔n

　　　　　　　■　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’購



　　　、　　　画

：藤『謙譲；難まIL

礁灘ぎ．．’

　　　四聖　　　’・

・渥エll㌔い．一　　　　　　　　　　　　・　　　　・．騎　　　　　　　　　　．　　　　　，

騰〔・億って試料の艶…A・Aでなくグル・・ル・PA・A・・雌色であるが・・ぺ・・澱計・・より瀦の三一
’噛直@．あ三三スペクトルを比較したところλ撚τが相7‘に10ノπμ’ズレている程度である．勿論呈色に羅る迄の憎憎も蓮う

　　　　．成ラセミLactobacilhE　casei．factorに就て発表している．我々はス，ペク’トル分析によつノ（本品の純度を計りたいと考

．＼．・1：燃実験賄ってみた．艮ロ呼続N／1・N、・Hにとかし，頭麟の君が・．・．｝・鵬よう約・．・・25％のi鍍｝・・’

・．1．．1し，ス三唱麟・」一零・mで四四・・ル燭影した・．三三馳S・・c臨・・dの鵬1を比べたの謬言狛及曝

1玉∴．：窩醐の吸棚1線の一例醐2欧ある・　．，

1欝，課露盤鷺験矧1野‘1畿鵠る臨膿囎、懸紙嬬
㌍1噛列ヂ…カ・・ボ・酸或い蹴炭醸生ず・プテ・ヂ・化合僻難獺舳來す・・ともあり・・一ル酸に蜘

　　　　妥λ…・厭然品の382mμ，ラセ・‘初285～286ημ儲るとし・う．今286瑚のE｝’謡曲鰍＊壬の鍍を

1パ∵鋤すると（勿癒E猛と濃卿間にラ・ペール・ペールの方則澱立するとして）何才・も約78％餓砒鰍
’『’

@に比べ柵当低い依を輿えた．この結果は試料中に吸牧スペクトノレには余り影｛撫ぬが，翫後PABA或いはグル・タ

雛恥．唖　’．響．∵瀦．　言吾．．　‘・．
翻津一吻試験噸討畷㈱翻した成聯｛甑又饗的にフ太一ル岬量燃諭し

蕪．潔灘灘難識親饗羨響辮織繁雑編f瓢黛騨風
早苧．．、．．・・．　・　　　　’．層　　，（昭和24年12月）

鵜．．・箏域蟷依の裂　　．牌山t…蜘蝕蝉・

磯 回　壁書試．験　所　…護　告

淘罫揺．
｛灘1・

蕗・

鱒．．

1鰍
魏lI．
榔、．
鋤・．

灘

難ii

簸響
N。．、IN。．2　　i 犬　　然しcasei

�@　子

　合　　域
@・ラセミ
k．casei．認諾

一　　層．　　．

Q57mμ

「410

420， 　565
i255頂ほμ）

　「　．　　叫一

T91

2溺・・ン‘ 410 410 　350
i282mμ）

　　575、

365窯nμ 乏00 124． 195 脅07

義讃 M・
撃l・

．天　　然し．casei

�f子

　命　　威
@ラ・セミ
kcasei因子

　0
Q57mμ

991102　1

161 103

285mμ 100 100 100 100

365mμ ，48 30 56 36

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：交．．

New　and　Nqnofflcial　Remedies（1948）．

E．LR，　Stockstad；」．　BioL　Chem．，168，705（19｛7）

L．M．、VoIf．；Arch．　Biocbem，，21，24工　（1949）

「

献

●

’

「
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No．68 フォール酸の試験成績 ユ1

　4）

’．5）

6）

7）

出宮；ビタミ’ンB研究特別委員会報告．，33号（1949）

E．LRStockstad；」．　Am．　Chem．　Soc．，70，1（1948）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　層　　　　　　ibidり　　　　　　　　　　　　　．　　　．　　70，．5　（1948）

．桑田；ビタミンB研究特別委員会報告・，31号（1949）

　　　　　　　　　　　　　　　第　1　図

　　　　ロ

ao

1，5

f，0

0，5

、

2，0

，、5

　，

｛，0

0，5

0

第　2　図

　　　　　　　500　　　　　　　　！〕50　　　　　　　　600

PABA． 沫ﾊ50γ／10　cc，4cm．

2巳。　　　　　　～50　　　　　　500　　　　　　555　　　　　　4〔にl

　　　N／lo　NaOHゴ1mg／40cc，2gm．

σ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assay　of　Folic　Acid　Preparation．．　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Shulltaro　OGAWA，　Toshikazu　TABATA　and　Hideko　TsuKAMoTo．）

　　Two　commercial　Folic　Acid　preparations　were　assaygd　of　its　purity　by　colorimetric　mcthod　using　Tsuda・s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ
reagent（See・repor！on　the　color五m『tric　assay　of　PABA　in婁his．issue）・and　also　tested　of　otheτqualities　according．

to　the　m6thod　of　N．N．R．（1948）of　American　Medical　Association．

　　As　the　rcsult　of　the　test，　the　loss　on　drying，　the　agh（resldue　on　ignition），貫ho　hcavy　metals　and　colorimetric

purity　fell　with五n　thc　lim三ts　of　N・N・R・Ncvcrtheless，　the　ultraviolet　absorption　curves’of　the　spccimcns，　differed

to　some　extenちfrom』those　of　natuml　or　sy孟1thctic裂adtobacillus　casci　factor，　which　was　previously　ropoτted

by　Stockstad得t　a1・and　purity　may　decrease　considelably　if　spectrophotometric　data　were　accepted　as　valid．

Discrepancy　may　be　discussed　on　further　studies．　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　By　reductive　hydrolysis，　Foliq　acid　yields　Glutamyl・para・aminobenzoic　acid兎vhich　can　be　assayedρ010rimetri．

cally　comparing　wi　th　pure　PABA　by　Tsuda’s　reagent．　．　．　　　　．

「

．　り

．

「

●

6
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バラアミノ・安息香酸（PABA）の比色定量法

小川俊太郎 塚町秀子
Colorimetric　Assay　of　Para・aminobenzoic　Ac五d

　Shuntaro　OGAwムand　Hideko　TsuKAMσro

P

o

　　PABA製剤の定童はPABA自体及び之を組成分とするフォール酸の試験法を確立するため必要であるので我々

の調査した結果を報告する．

　　PABAの理化学的定量法にはBratton（193718）（1）噺（2）以來多数の如意がありそのすぺてが比色法で，既にN・N・R・

　（1948）中のフォール酸の定量にこの手法が応用されている・我々はサルファ剤の呈色試薬として津田（1948）（12）の提

　洪したN（1らナフチル），N’（ヂェチル）’エチレンヂアミン（プラットン試薬のヂエチル誘導体で以下津田試薬とよ

ぶ）とに蒲眼し之を応用し甚だ良好な成繍を億た．　　　　’　．　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試　　　験　　　法

1．零細

　イ，50％アルコール　　・

　ロ．5N－HCI

　ハ．0．5％ゼラチン液

　二．0．1％NaNO2液

　ホ．10％尿素液

　へ．0．1％津田試薬溶液

2．

この内（昌）～（へ）は遮光冷旧する．

耶一（CH2）一N＜雛：

ノ＼／＼
［旧・1・H・C…

＼／＼／

　・渾田試薬（確酸塩）、

　　　糠準液U．S．　P．　XIII　R．　Ed…．に合一し純慶99。8％のPABAの19を5％アルコール1006cにとかし，

原液とする．木液ユccに水200　cc，5N－HC125　cc，0．5％ゼラチン液2．5ccを加え更に水を追加して歪最を250

ccにしたもの或いは原液2ccを水で50　ccに稀め，その5ccを水35　cc，5N一一IIC夏5cc，ゼラチン液0．5ccと

況和し水を遊加して50ccにしたものを標恥液とする．漉光冷偏すれぼ原液，標惣液共に3週閥は不変であった．

’3．操作法　疎取1～5cc（PABAの4～20γに当る）を10　ccのメスフラスコにとり水で．6．6ccとし，5N－

IICl　b．4cc，0．1％NaNO2液1ccを加えて況和し10分間亨アゾ化後，尿素液iccを混和・し25。（水浴）で10分

間放置しN2ガスを充分泡立たせた後に津田試薬溶液0．5cc及水を加えて全最を10　ccとし混和し，生じた紅色を

15分間後に測光する（S55四光板），対照液は水でよい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試験法の検．討・

　ヂアゾ化時間の影響は10分聞以上不変，5分間以下では不足である．

　尿素による分解は25。で充分振視して行う時10分聞でよいがN2ガスを完全に遊出して置かぬと後に測光楕の壁

に泡が財用して誤差を生ずる．

　呈色時聞は15～120分間は変らぬから比色，測光等はゆっくり行ってよいが，濾紙で回すと呈色物が吸蒲きれ損

失が起るので，各試液が透明なことはもとより，操作中に呈色液に塵埃の混閉せ典よう行う必饗がある．

　ゼラチン液は一応N．N．　R．のフォール酸試験法に準じて使用したが，後にその有無が成繍に無関係なことが分つ

たから省いてもよい．

　　　　　　　　　　　　　　　　呈色の吸牧曲線と標準曲．線

スペ。力膿計｝・より求め嫡醐の吸蠣大1よ555mμ，域騨％の値1よ・・4・3でカレフリ・光度計i・よる．

倣より少し低かった（別掲フォール酸の試験成下第1図）．

　プルフリヒ光度計で測光したところPABAの4～20γτに就ては呈色の左と呈色液10　cc中のPABAのγ数と

の閥にランベール・ペールの方則が成立し，廻章式ほ次の如くであった。
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　　、　　　　　　　　　．PABAのγ数／呈色液10　cc≒26．8・左・・・……・一・…・・………・・…・…・・………・・（1）

　8γのPABAに対応するEのMは0．299で，7回測定の．君のσは±0．006に成った．

　我々は上記の方式に従い郵漆品1種，外國製品2種の純度を搬したが何れも標準品と殆んど違わなかった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　．　　　　語

　　　ロ
　津田試薬を用いるPABAの比色逮量法を瞼討し，．操作條件を決定した．本法はPABA製剤の嚇漣に利用し得る

と信ずる．　一

なお，本調査に用いたPABAを提供された和光純薬湿式会耐及津田試薬を供輿された山之内製薬．株式会冠に謝意を

表したい．　　　　　　　　　　　　　亀．　　　．　　　．　　　　　　　　　．　．・

　本調査費用の二部は文部省科学研究費に仰ぎ其結果を日本学術会議ビタミ．ンB研究特別委員会（昭和24年11月）

の席上発表した．．　　　　（昭和24年12月）．

1）

2）：

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

10）

11）

12）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　　献

A．C．　Bratton；J，　Biol．　Chem．，122，263（1937！8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　ibid．，　　　　　　　　　　　　　　　　128，537　（1939）

H．W．　Eckert；ibid．，148，197（1943）

B．Kisch；Expt1．Med．　Surg．，1，66（1941）

K．C．　Blanchard；」．琿01．　Chem．，140，919（1941）

R．Kirch；ibid．，．148，445（1943）

H．Tauber；J．　Am．　Chem．　Socり63，1488（ユ941）

A。E．　A。　Wemer；Lanceし，237，18（1938）

C．J．　Morris；Biochem．　J．，35，952（1941）．@　　　　　．．

A．J．　Fuller；Lancet，，240，760（1942）　　　　　　　　　　　　曹

S．Ansbacher；Vltamins　and　Hormo夏es．，　Vol　II，215』（1944）

津田；薬学．，Vo1．　H　No．1（1948）

　　　　　　　　　　　　　　Colorimetric　Assay　of　Para－aminobenzoic　Acid

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Sh皿ta■o　OGAwA　and　Hideko　TSuKAMoTo）

　Para・amiIlobenzoic　acid（PABA），　one　of．血e　structural　constituents　of　Folic．acid，　can　b6　as6ayed　colorimct・

τicaliy，　uslng　Tsuda’s■eagenちanew　diethyl　der1vatlve　of．　Brat色on－Marsha1Ps　rea3e皿t．

　Mcthod　to　be　used　is　as　follows：Transfcr　the　solutiQ鳳tQ　bc　testcd，　equivalcnt　to　4～20γof　PABA

into　a　10　cc　volmetτic　flask，　d三1ute　with　water　to　make　6．6cc，皿ix　well　afterζdding　O．4cc　of　5　N・HC1弓nd

1・c・fO・・％N・NO…1・ti・n・and　th…1・t　it・tφd　f・・10　mi・・t…Add．1・c・f　10、％・・ea・・1・ti・・…dこ

ψer　keePing　it　i皿awateτ4〕atb　at　25。　for　10　minutes，　add　O．5cc　of　Tsuda’s■eagent　and　sufJiFient　water．

to　make　10　cc・｝theh　mix　we11，　and　in　15　minutes　later，　measμre　theτcd　color　by　Pulfrich’s　photomcter　using

water　for　blank（Filter　No．　S　55）．

　The　st尽n（lar4　sc輩le　must　be　draw“aga1nst　puτe　PABA．

　　　　　　　　　　　　　　　　　’

●

‘
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澱粉分解酵素の効力検定に関ナる基礎直勺研究（第2報）

局方パンクレアチン検定法の心慮速度論的研究

寺．山 崩 菅　山　修二

　　Studies　on　the　Estimation　of　Amylases　II．

Kinetic　Studies　on　Pancreatic　Amylase　Estimation

　　　Prescribed　in　Japanese　Pharmacopoeia

　　　Hiroshi　TERAYAMA　and　Shuji　SuGAYAMへ

1．隔 絶

　現在の局方パンクレアチン1）の澱粉消化力の規格は，59の馬鈴薯澱粉と，食塩0．03gを，90　ccの水にとかし

た澱粉糊に，酵素0．01gを加へ，400で腿々揺動し乍ら，1時間反応させたのち，直火で速に諸沸し，冷接歪容擬

を，100ccとなしたるのち，此の溶液20　ccが，沸縢フェーリング氏液40　ccを脱色すべきことを定めている．之

を局方ヂァスターゼに比すれば酵素の皿は1／5，40ccフェーリングを還元さすために使用する反応液殻は2倍であ

る，極めて大ざつぼではあるが，大体パンクレアチンの局方規格は，ヂァスダーゼよりも2。5倍程高いといへる．第

一報2）にも違べた如く，酵素活性度を，反応生成物を測定して瞼定する場合，その反応速度が，その條件のもとに於，

て，酵素の活性度に比例する場合でないと，正確な瞼定は行い得ない．

　ヂァスターゼの場合は，職質に対して酵素鼠が大にすぎ，1時間後に反応生成物を定思するときは，【庇に，酵素反

応は黙りに近づいていて，反応型式は，酵素皿に関して一次式より醗逸し，従って，酵素fi㌃と速度恒数とは比例しな

　い條件にあることが分つた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸

　今回署々ほ，局方パンクレアチンの澱粉漕化力試験法につき同様の実験を行ひ，その反応速度論的研究を行ってみ

　た，　　　　　　　　　　　　　　　．’

　　すなわち局方試験と全ぐ同一のスケジュールで澱粉の酵素的分解を行はせ，時間的に一定緊緊反応液をとって，そ．

の麦芽糖の定肚を行った，

　　2　実験力法並びにその成績に就て

　実験條件は，局方と同様である，即100。に於て，3時間乾燥した焉鈴薯澱粉5g，及び食塩0．03∬及び約40。の

　水30ccを内容約200　ccの」し栓！曇にとり，揺動し、つつ更に熱湯60　cc・を注加し30分間電湯煎中で熱したのち，

‘40。に冷却し，均等となった糊液に，パンクレアチンを一定扮加へ，同湖度で履々揺動し乍ら反応を得わせる，時

　々反応液5ccをピペットでとり，2＞／10沃度20cc，～＞／10苛性ソーダ30ccを加え，室温に10分間放置後，稀硫酸1cc

　を加へて酸性とし，1V／10チオ硫酸ソーダで滴定．して，之よりN！10沃度消拠量を求めた．実験に使用したパンクレア

　チンは，市販の某就製晶であるが，別に局方品ではない．吾々の試験によると局方の約3分の1の澱粉漕化力を示し

　た．

　　第1ソ乏は，パンクレアチンの量を変化させた場合の沃度消費五赴の二間的変化を示すものである．

　　之を図示すれば，第1図となる．第1図に於て，時聞0に外挿した値即ち0．5ccは，使用せる澱粉【｛i休による最

　初よりの鴻費猛である．

　　今2V110沃度液1ccが麦芽塘17．15　m9に相当す’るとし又局方フェーリング溶液1ccは麦；芽糖7．4　mgに巻「1当

　するものであるとする．然るときは，局方フェーリング溶液1ccほ2Vllo沃度溶液。．431ccに相当する，局方規

　完に於て反応液20ccが4pccのフェーリング液左選面するとしているから，反応液5ccは10　ccフェーリング液

　にあたる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　しかし，本実験に於ては，．反応全液量を最緩に100ccにしてそれから20ecとるといふことなく，最初90　ccの水で
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第　　1　　炎

パ　ン　ク レアチン蟄

1。mg　「 　　　　　　　120mg　　　　　　　l

30mq

反応時間㌧vん，ヨード野宮

@　（分）｝　．　（cc）

反応時間l

戟i分）［
π／10ヨード消費

@　　　　　（cc）一　　　一　　．　　一　』　｝　　一

反応時間
@　（分）

”Aoヨード一環
@　　　　（cc）

　　　　　　　．

48 1．83 22 1．13 25 2．30

60 2．08 31 2．14 36 ．　　3．37

70 2．49 41 2．69 46 4．02

80 2．80 59 3．65 56 4．65

139 4．49 83’ 4．70 75 5．75

151． 4．79 ユ10 5．7／ 84 6．18

150 6．78 106 6．92

152 7．90

、

●

第　．1　図

πムσ

ヨ

1

ド

溶
液
貢
献
量
〆　、

CC

）

7

6

5

“

3

2

1

　　　　　ノ　　　　　　　　　　

　　　／！＜　　　／　i
／1≦二！／一 @i

多・・〆　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　●

日糊‘分，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70　●80　　臼0 C9．　’30　　’：～0　’30　　’鵜　　’50

とかした隔ままで，特閥的に5cc宛とつて，還元糖を測定している訳であるから，契際は，還元糖を測定する場合反

応液の濃度は約1019倍濃いことになる．即ち，局方規定の選元力を，この二丁で反応液5ccについて換算すオtば

1＞ノ10沃度液を0．431cc×10×10／9＝4．79　cc約4．8cc＊滑費せねぼならないことになる．

　次に，本実験データに基いて，．その反応速度垣数を計算してみた．最初の反応全液量を90ccとすオtば，反応液5
　　　　　　　　　5＞〈5
　　　　　　　　　　　　9である．糖化の最大限を75％とすれば，基質の初濃度αは，0．2083gとなる．之をcc中の基質のfまは
　　　　　　　　　90
ノ＞／10沃度溶液に換噛すると，12．15ccとなる．’冒0に於ける満費量0．5ccを補正して，11．65　ccを初濃度とみな

す．同様に各時間に於ける沃度の…省内且より夫々0．5ccを減じて，反応生成物濃度κ’をうる，速度1頁数κは次の

式によつ・言鰍・・婦h嵩彦ヒのKの一鞭・示・たものを繊ゼある・

、之を図示すれば，第2図で昂る．之より反応時聞60分に於けるκを各々求めると，0，0079，0．0053，0・0026と

なり，此の閉係隠酵素量の301ng，20　mg，10　mgと極めてよぐ一・致する．3く局方頬定の條件に於けるκは0．0079

であって，今回を，局方ヂァスターゼにおけるκの約0．025に比すれば約3割引の1である．而もκの値の時間的

変勤が非常に少ぐ，酵素最に関して比例的であることは，理論的にパンクレア1升グの樵定法が，チァスターゼのより

も正確であることを回すものである・ζのことは・パンクレアチン活計の場合は・泊化反応の初期部を測っているに

O　　　10　　20．　50　　舶　　50　・60

噛この値は左程嚴密なものではない．実際には之より少し高い処である標に思ふ．づ吾々はのちになって日局はフェー

　リング1cc．が麦芽糖7．4mgに相当ずるとかいてあるが之は誤り．で8．4mgが正しいことに気がついた，この事
　は佐麗ξ，小川（薬誌．昭4，956）により述べられ又吾々も之を確認した．

●
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●　　、

対しヂ・スターゼの一品反応の品切部をはかっているからであると考べられる・故にヂ・スノーギに於ても酵素

∫i｝を少くして測定する～∫‘が出來うる様に：方法在改良する事が望ましいと思ふ．（25年2月ユ5日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　2　衷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

パ　ン　ク レアチン飛

10mg　　｝
20mg　　l　　　　　　　1 30mg

反応時間
@　（分）

の　　κ 反応時間
@　（分）

’　　　　I
j　｝　　　　i 反応時間

@　（分）
κ

48 0．002526 22 0．004638 25 0．006715

60 0．002430 31 ・0．004896’ 36 0．007858
一

70 0．003005 41 0．005080 46 0．007822

80 0．002750 59 0．005344 56 0．007866

13軌 0．003017 83 0．005388 75 0．007988

151 0．003042 100 0．005390 84 0．007961

150 0．005ユ64 106 0．006614

第2図

文

　1）

K
反

応
・速

度

数

献

qdo3　　　＿＿†皿』一一く助）．
G．OO、　．

：：：1／イ憂一一一一・
　　　〆覧
00的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば
・… @　』山脚・一二⊥レ　一』
qOO2

　　　　　　　　　　　　　：
・．・・1　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　：

　；O　　宅0　　50　　亨0　　50　　δσ　　，ρ　6σ　ツρ　ノ00　”o　／2σ　’30　’仰　　κ0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間（分）

＿」一＿噌一日申開閂．」L＿＿＿ム＿一＿r』噂一＿』｝＿一＿L＿＿」

白木薬局方第玉改正版． 2）　　観了試，　67，　35　（昭不！125　年　3　月）

〔附記〕　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　．

　日局に於けるフ出一リングの三元力の誤謬を訂正して計算を行うと，ヂァスタ戸ゼ検定の時ほ，反応液5ccは

　N／10ヨード9・6ccを，パンクレアチン検定の時は100　ccにしたのちの反応液5ccはNノユ0ヨ」ド4・8cc．を夫

　々淘費しうることが．局方の限界ということになる‘〔25奪ユ2月22日〕

　　　　　　　　　　　　　Studies　on　the　Estimation　of　Amylases　II．・

　　　　　Kinet…c　S血dies　o血PaPcτeat三。　Amylase　Estimation　P∫escribed　in　Japanesc　Phaτmacopoeia

　　　　　　　　　　　　　　．Hirosbi　TERAYAMA　and　Sh百ji　SuGAYAMA　　　　　　　・．

　　　The　resultg　of　the　kinetic－studies　on　the　estimation　method　of　pancreatic　amylase（Jap．　Pharmacopoeia

　　　　　　　　　　　　　　の
Ed．5）show　that　the　reatioa・is　monomoleculaτ．

　　　The　iodometτic　estimat…on　is　disccussed　as　a　prcferab！e　method　than　the　one　using　Fch1三ng，8801utio皿．

●
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局方ヂァスターゼを使用するα一化穀粉のα・化試験法認

その試瞼成績について

　寺山　宏　 一菅山修二
〇nthe　Assay　Method　ofα・Corn　Powder

using　Diastase（Jap．　P。）and　the　Results’

Hfroshi’ sERAYAMA　and　Shuji　suGAYAMA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　ん化穀粉と云ふのは，穀糧（主として米i殺粉であるが）の中の澱粉質だ所謂α一化して，泪化し易い形に保存し，乳

幼見等の食餌に供せんとするものである．α・化と去ふのは，生澱粉の欺態の澱粉をβ澱粉とよんで区別するために設

けられたものであって，生澱粉を水分のある状態で熱処理して三井糊化を行はせたのち，之を速に乾燥下水すること

．によつて得られるものである，β一澱粉とα一澱粉の差異が最初に岡題となったのは，オ0ランダの学者Katz等のX・線

勾直による研究以來である．即天然生澱粉（β澱粉）はそれぞれその起源によって，A型，　B型，及びC型の3種

のX・線図形を示すのである．例へば小麦，米，玉蜀，黍，裸麦等は同一典・型図形を示し，又，馬鈴薯，カンナ，下等

の澱影｝はB図型を示す．処が之を，充分な水分の存在で，弘化温度以上（通常鞍及び穏では60～65。以上）一定時

間（温度が高い程短時間でよい，98。では20～30分でよいといふ）処理すると所謂糖化し，，斯の様な状態では，

澱糧はA，B，　C何れの図形も潰失し，無定形化する．比の糊化澱粉を，無水アルコールの様なもので速に引水する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もと，もとの如何にかかわらず，新らしいK線干渉図形即ち，Katz氏の所謂弘図型を示す檬になるのであって，学

問的には斯際なV・図型を示す澱粉をα一澱粉と云ふのである．この様にX線干渉図に著しい差異を示すα，β両澱

粉は，之を相律的にみれば，一つの転移溢度をもつて相接する同質異形と考へられる．即低温度ではβ澱粉が安定

であり，高温度ではa澱粉が安定である．’ ｹし乍ら，蘭にも述べた如ぐ，α＃βの転移は水分が適度に存在する場合

にのみ可能である．従って，一旦高濃度でα一化した澱粉を，・可及的速に脱水（通常水｝8．6％以下ではα→βほ起

り得ないと云ふ），或は又，極めて多量の水中に貯藏する場合等は，α一化の野壷保ちうるものである．澱粉は，葡萄糖

が長くつながった講造を有するものであっそ，セルローズと異る処は，その高分子構造が，セル亭一ズの如く，伸長

した1伏態でなぐて，螺旋1伏にまいている事である．この状態はα・澱粉に殊に顕著であって，β・澱粉は，α澱粉より

繊がもっと伸びた形になって雌ダリしていると考へられる・斯く考へる時は・α澱粉は田楽に比し・ミセノレ骨導

をとわ難いことが容易に納得されうるのであって，牝の毎∫は，α一興甥がβ澱粉と異る幾多の物理化学的性質を示す

ことと一致するものである，即ち水に対する膨壁越，色素やアニリン等に対する吸著性，アミラーゼによる被分解性

．等何れも，α澱粉の方がβ澱粉に比して著しい．

　以上の琳から，澱粉のα一化試験は斯際な性質の差異を利用する瑛が考へられるのであるが，之が乳幼織部として

利用される意義から考へても，アミラーゼ1こよる被潰化力試験を行ふことは最も適したものと考へられる．

　α澱獅のアミラーゼ被溜化力試験については，最近食糧研究所（食糧庁）の報告が繊ているが，之をもとにした農

林省試案は，37。で，試料19’（予め水分を測定し乾燥物に換算）に対し，1％三共タカヂァスターゼ溶液30cc

を作用させ，1時間後に，ベルトラン氏法で生成還元糖を測定し，葡萄糖として，20％以上なるべきことを規定し

ている．吾々は，此の規楕の根拠となると考へられる旧記食糧研究所報告を吟回し混つ補足的なご三の実験を行ひ，

三i共タカヂァスターゼに代るに局方ヂァスターゼを使用し，且つこの試験法に関する根本的データだの一つを補足し

霧たのでこエに，実際の試験例と共に，実験結果を報告する次第である．

　1）局方ヂァスタ一陣を使用すべを事にりいて，

　三共興タヵヂァスターゼは現在吾國に於て，生馬．されていないし，又その効力に就いて，局方規定がないから，之

を試験用に使用することについては，不統一の危駿が起る．従って，嚴密な局方試験に合格し，一定の効力を有する

醜が確認せられた，局方≠アスターゼを使用するのがよいと考へられる．

　2）試鐡に於て使用するヂァスターゼの懐度は，浬元糖の生成量に如何懐な彫饗を及ぼすかという問題．
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　三共興タカヂァスターゼを使用するといふことが，不統一の危険があると伺膿，予め使用する酵素擬の影響につい

て，充分なる基礎的1認識をもつていなければいけない，

　啓々は之をたしかめる意味で次の如き実験を行ってみた，内容200ccの目玉三角フラスコに，約37。の水100

ccを加へ，田頭59（水分換算）及び各樋量（100　m9よりユ9まで）の局方ヂァスターゼを加へ，直ちに密栓後，

1分間強く振ってのち，1時間岬置後N・塩酸1ccを加えて作用をとめ，濾過し，認液5ccにN／10沃度溶液20

cc，及びN110苛橡ソーダ溶液30　ccを加へ，誓｛混に約10分間放置したのち，稀硫酸（1：4）を加へて酸セkとし，’

Nlloチォ硫酸ソーダ溶液で過剰の沃度を滴定し，之より，沃度の漕領袖を計算する，（侮実験に使用した局方ヂァスタ

ーゼは局方試験に於て，フェーリング氏液40ccを隠元し，42　ccでほ講元し得なかったものである）。

　局方ヂァスターゼは稀釈剤としてデキストリンを使用する～働｛ゆるされているから，相当多猛のヂァスターゼを使　　，

用する場合にほ，局方ヂァスターゼに起因する湿元糖の生成を考慰しなけれぽならない．そこで，吾々は，試料のみ

加へないで，局方ヂァスターゼについてのみ，同條件で沃度の消費量を測定した処，酵素200mg用ひたとき，Nllo

沃度溶液0．24cc漕窪しp酵素10001n8用ひたときは1．15　cc．漕費した．之より大体この租度の酵素の使用｛【t範囲

に於ては，酵素1001ngに就て，0．12　ccのヲ鯉？があるとみな調Lうる．之導の値｝ま，，哺己試料の澗ヒ実験に於て，

使用した酵素五士に応じて差引かなけれぽならない，

　酵素最を種々に変化さした場合の，α・化穀粉（市販餓休の1種）の被漕化力ほ次に示す如くであろ（第1墾ξ）ユ三一：

鋸1…i鰭

局方ヂ，スターゼ 7餓N／lo沃度溶液

使　用　孟tmg
瓶雨（CC）1概後（CC）

　0
100

200

300

400

800

1000

0。30

4．98

5．70

6．32

6。80

．8．05

8．24

0．30

4．86

5。46

5．96

6．32

7．09

7．04

　筒2＞110沃度溶液1CC　lま麦芽税117ユ5　mgに相当す

る寧ものとすれぽ，最高麦芽糖として原試料の約50％と

なる．之を図示すれぽ第1図で示される．之より本実験

第　1　図
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の條件で1よ，酵素fltは800　mg以．1＝｛汰殆どその麦芽糖生成彙に影響を輿へなし、事が分る．農林省週案に於ては，19

の穀粉に対し，ユ％…三共タカヂァス触目ゼ30ccを仙超している。即ち酵素黛ば300　mgである．之を？∫々の∫Hひ

た59の取調に換算すれば，酵索最ユ．59となり，箸し，タカ・ヂァスタ一帯と局方ヂテスターゼが同型度の効力を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た右すると仮定しても・酵素は最大分解率を示すに充分以ヒに加へられていることとなる．

　3）局方ヂァスターゼを用いた，α。化穀粉のアミラーゼ鼓消化力試融法．

　賦料α・穀粉2g（水分換算）及び局方ヂァスタ一城を0．59を37。の水40　cc中に加へ，1暫噛して，1分間強

く振私したのち，37。の恒温槽中に翻置し，1時間後，N・塩酸1ccを加へ，反応を停．1ヒさせる．これをメスシリン

ダーに移し，水を加へて100ccとし，よく混ぜたのち澱過しその認液（若し試料が獄のα・化したものであるときは，

伸々灘過が出來ないから，此の場合は遠心分離して上暦液をとって構ない）20ccをとり，Willstattcr・Schudc1氏

の沃度法によって，生減還元糖を麦芽糖として測る．即ち反応液20ccに，　N／10沃慶溶液30　cc，　N・苛性ソーダ

5ccを加へ，10分間室温に放置したのち，稀硫酸（1：4）1　ccを加へ，直ちにN110チオ硫駿ソーダ溶液で漣定を行

凶、．斯膿にして求まった億は，ヂァス両刀ゼによって，分解きれて出來た還元糖の外にガ試料中に最初から存在して

辱葡萄糖とすれば2W10沃度液1ccは葡萄糖9．005　mgに相当する．　’
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．いたもの並びに，酵素とし七加へられたものに起因するものが一緒に含まれているから，別に之等について夫・翠独

にその還元量を測定して，之を補正しなけれぽならない．即ち初めから．2＞・塩酸1ccを加へ，ヂァ．スタ」ゼは加えな

いで，・前記同様処理，操作を施して，試料の最初から有する還元力を測る．又別に献料のみを加へないで・ヂァスタ

ーゼのみについそ，同様実験して，使用するヂァスターゼについてその還元力を定量する．

　以上の補正値を差引いた値は，ヂァスターゼに零って，分解された還元糖の量に相当し，之を各試料について比較

．し漕化される程度を測り，もってα・化穀籾の品質を鋼定せんとするものである．尚此の條件と同檬に．してrα北しな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のい穀粉として，糎（7部掲）の生穀粉及び生澱糧（馬鈴薯）について測定を行った処，かかる條件では画生綾粉の場

合ほ麦芽舘として．13．8％を生じ生馬鈴薯澱粉の場合は全然還元力を示さなかった．』之た対して，馬鈴薯澱粉を糊

化し，直ちに，アルゴrルで脱水して作った，α・化馬鈴薯澱粉について同檬に試験した結果は60．0％の麦芽踏の生

成を示したド．

　4）市販α・化澱粉の岬町成績について，吾々は以上の如き方針に基いて，市販のα・化澱粉について局方ヂァスP

ぜによる被爆化試験を行いたる結果は次に示す如くであった．乾燥物質に対し麦芽糖（％）として示す．

臨体認 1・5％迄1・・％迄55％紅 60％迄 1・・％魔

総：　数34 内・訳1．・．　1・1・71 ・1 ．3　．’

　　　　　　　最低45。4％．最高63．0％　亭均’53．7％、

準均騒％麟の滑化率を示すこととなる・川平の最大被順化率を7甥とし穀粉中の蛋白質陣門・脂肱粗雛

等ヂァスターゼで潴化されない成分の総和が7％前後とみるならば，最大69％ゐ滑化率を示せば充分といふ事に

なる．

　本測定は，当試験所生化学部と終始密接なる協力のもとに行ったものであって，川田技官始め同試験部各位の御援

勘に対し深謝する訳第である．（昭和25年2月15日）　　　　　　　．　．　　　　　　　　　　　　。

1

■

　　On　the　Assay　Method　ofα一Corn　Powder　using　Diastase（Jap．　P．）and　its　Results

守　　！

　　　　　　　　　　　　　　　Hiroshi　TERA：YAMA　and　Sh冠li　SUGAYAMA

　　　The　f6Undamental　e冬p6rimentS　Op　the　eSt1matiOn　methOd　Of　degreeS　Of　alphan玉ZatiOn　Of　CO1阜’幽pOWder

using“diasねse”（Jap．　Phamaoopoeia　Ed．5）were　practised．．

　　　2gof　alpha・com　powder，，0．5　g　of　diastase　a皿d　40’cc　of　water（37。｝are　mixe4　by　vigorbus　shakip9

．f。τ・・e　mi・ute　a・d＄t・・d．・t　37。1・・th・卯Q・組t　fQ・・只・h・u・・Th・曲・・racti・・i・st・pP・d　with　the翠ddition

of　one　cc　of　N・HCL　The　mixt聡re　is　trapsferred　into　a　mes寧cylinder，　filled　to　100　cc，　and　f五1tered．　The　amo・

unt　Qf　maltose　in　20　cc　of　t虹e　filtrate　is　determined　iodometrically．　The　average　amount　of　thus　generated

maltose　was　54％（max．63。0か日　min．4与．4％）　　　　　’

、

’



20 衙　生　試　験　所報　告

市販インシュリ財製剤の試験成績（第2報）愚

長　澤　佳　熊　　苗村徳次郎　　寺　岡　葉　子　　三　橋　謙　一

♂

The　Test　Result　of　Colnmercial　Insulin　Preparations　in　Japan
　　　の

　　　　　Kakuma　NAGAsAwA，　Tokuj　iro　NAEMuRA，　　　　、

　　　　　　Yoko　T£RAoKA　and　Kenichi　MITs叩AsHI

　　歯噛の一入長澤は昭和17年，インシュリンは必ず幕際瞼定法によって試験すべきこと，その突天冠について報告

　　し1），次いで当時極めて不良なインシュリン製剤が市販されていることを指摘した2）．我國では独自の立場から魚類

　のスタニウス小体を原料とするインシュリンの工業的賠｝識功し（長澤）・），当時においてもその芽生効竃あったの

　であるが，現在では欧米撞2品のような，牛，豚など屠殺隙の腓臓を原料とするものは殆ど全く見られたいようになつ

．　た．従って今回の試験は外海では存在しない魚類特にかつをのスタニウス小体から褥たインシュリン市販品の試験と

　いう点に新らしい興味iがある，

　　盈虚全部；魚類を原料とするインシュリン市販品で，市販名ぼイスジリン，インシュリン隠田過，インシュリン一日

　榮，サノシュリン，フイゼリン，ミニグリンである．こρ外に参考として米國製インシュリン（lnsull琴1njection・

　Squibb，1cc中40箪位含有，有効期限．．1950年1月30日………当所試験時目は1949年6月18日～25日）を

　　も使って，当所の標準品と比較試験を行った．

　　瞼体としては粉末製品と液体製品との2種類があり，液休ほ1cc中10箪位3くは20応命含有と衷記してあるもの

　でゴこれ等が実際の市販品であり，粉末の方はこれ等の了i∫販晶を製造する原料となるものである．これ等の瞼休はい

　ずれも当試験所で試験をするという前拠で呈出されたものであるが，そめために特別に製造したものはな野と思うド

　又，極信等が瞼涌し，合格したものがそのまま市販品となっている場合もある．但し，かかる楡休探収方法による今

　回の試験成績がそのまま現在のインシュリン市販品の一般成績であるとは云えまいが，これ等の域観によって，製造

　　　　　　　　　　　　　　の　会肚が製品の効力の確遅を期し市販品を改良した点も認め得るのである。更に改めて採取した瞼体についての試験実

　施の計画も進められ，その成綴を近く報告し得ると思う．　層　　　　　　　－

　　標画品　は國際標準晶インシュリン結品1mg＝22珂ユ位のものを使った．この標準品は1939年に当所に宛て山際
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　聯盟衡生部より題られたものである．窒素ガスが充たされたアンプー♪レ中にイン’シュリン結品粉末が密封されて汐る．

　　この歌態では長年月の聞安定であると思う．

　　方法効力箪位瞼定法と窒素量測定法の2方法を探用した，後者は特に年休の瞼体に対する原料インシュリンの精

　　膿を察知するためで，通常100耶f血についての窒素量mgを測定した．試織休｝こ対してはその町1位劇、t例えば1

　m9ゆの効力期位数を知舛暮れば翻熱度が察知されるので，若干例の外は一般に窒素を定撮しなかった．’

　’効力虚位搬定法は著者の既に報告した方法工）に準拠した．即ち試験前24時聞絶食させだ：家兎にインシュリンを注刎

　～して∫注射前後の血糖の降下盆を調べる方法による．常時の飼料としそは立腐粕と雑革を充分に輿え栄置駅態の不良

　　なものやイン．シュリンに対し鋭敏すぎるものや鈍感すぎるものは試験た使わないこととした．

　　試験日には朝家兎耳翻脈からの第1回探物を行い，インシェリン瞼休を注射して後，1．5，3，5時聞後に釘∫2，鋸

　3，第4回の探血を行い，Hagedom・Jensc臓法によって血糖量を蘭回する．この試験には家兎8匹を使い，4匹ずつ

　　甲，乙2群とし，甲群にはその休重2kgにつきインシュリン標準品0．8丁丁を注射し，乙群にはそれと大休同じ効

　　力を右すると思われるインシュリン自体を注射する．更に1掴間後に同様の試験を同じ家兎を使って施行するのであ

　　るが，この際には甲群には瞼休を，乙群には標準品をいずれも第1回と同最注射し第2回試験とナる．

　　箪位算出法　以上の方法により測定した血糖値から

　　　　血糖脚一注射欄（mg％数）一童1…月後3回探血判の血糖llt李均（mg％数　　　　注射前血糖五Kmg％数））・1・・

砦第1報は文献　2），この報告は長澤．佳熊：インシュリンの薬化学的研究第7報．
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を算出し，使用家兎中故障を起したものを除き最少6匹についての2回に互る試験結果を，検体，標準品のそれぞれ

を注射した場合について合計し，　　　・

血穂脚比（％）蝿遡の家兎の ﾐ講譲騰欝鼎雌璽の鐘・…
を算出し，これが5％以内であるときは注射した瞼休と標準晶とは同じ力齪を有するものとし，5％以上であると

きは5％以内となるまで三体の濃度又は注射量を適当に埆減して試験する．　　　　　　　　　　　　　　　　一

　窒素量測定ほ胡弓薬局方XHBくはXIVセミミクロクールダール法による方法4）で行った．

　第1表は原料粉末の瞼定成績であって，最高純度1mg＝14翠位，インシュリン協会の協定纏度1mg；9軍位以

下のもの，即ち不合絡品は．12例中5例である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　第2表はインシュリン注射液の強定成績であるが，’6例中表記単位に等しいもの2例，90％あもの1例，80％の

もの2例，40％のもの1例であって，昭和17年に於ける成績より遙かにょいが，ここに試験した市塵品は我國に

於ける一流製晶であるζとと，しかも著者等の試験を前提とした馬体であることを考えれば，その他のヅ般市販品や

ご流製品（これ等の検体以外のものが必ずしも二流製品ということはできないが）の坦位が如何であるかは想像に難

ぐなも塞心すべきもの施る．…　　　　　　　　　　　　一　　b
　純度　については第1表の原料粉末の1mg中の輩位数及び第2炎の100畢難中の2＞量から想際し得る女口ぐ9米

國薬局方（0・85mg以下1ゾノ100外位）又は佛國薬局方（0βO　mg以下一1＞1100準位）の悉・渡に合格するものは少く≒も

粉末1mgr14聡位以上の製品であるから，第1表及び第2表を通じて検体総数18例中1例（第1衷C製品）のみで，

昭和24年度薬剤部長会決定規格案1．Om9塗下’2＞1100車位に合格するもの2例（第1表C，D），インシュリン協会

の昭和24年3月の暫定目塗1mg二9贈位以上（約1．6mg以下1vlloo箪位）に合格するものは10例（第1表易・

葛，C，　D，瑞，　E』，丑，第2表■D，1Z）2，　D3）である．ちなみに結品インシュリンでは0．65　mg　1＞ノ100軍位である．

　次に既述の米國製糖の試験結果は検体量の不足から最終決定に至らなかったが，第3表の如くで大体の推定では表

記三位の約85％と思われる効力を示した．有効期間内の試験ではあるが，我國では製品の貯法規定2～10。（米局方

0～15。）の温度條件が守られていないからと思う，ともあれ現在の米姻製品でも保存中適当な考慮が通われないとき

は，効力が減員す為ことを知った。従っでインシュリン注射液は理想的には独逸製品に見られた熱｛1，地向き包襲イン

シュリンの如く，乾燥粉末として用時溶解するのがよいと思う．我國に於ては現在生癒的に製造し得る技術漂準1さ1

mg；14箪位の純度を有するインシュリン製剤であって，これが昭和24年度末現在に於ける経済的に探算上可能な

母高技術で為ると思われる．然し，技術上の進ルは行詰っているわけでほなく『，設備の完成と件って一段の飛躍を見

る可能性が多いから，今後我國に於けるインシュリンの生産見遠しは開朗である，但し，著者が幾度か警告している

ヱう．に，我國の製薬業者の通弊である無釜な競雷による原料ス引田ウス氏小体の駐雪靴や・市場の懐乱を招くときは・

二，三年前に現出した如ぎインシュリン生産の危機を再び招ぐ心配が充分に存在するから，努めて留早しなければな

らない．生々業者の乱立時代であった昭和23年始あのインシユリ層ン生蓬業者数ほ約17，昭和24年末現在実際に製

造している業者数は5に過ぎず，匂しも経済上や精製技術上か戯功してし・る生諜者1ま1～21辻を越えないのでは

なし、》う、とも，思う．

　インシュリンの精製法その他に関しては近く別に報告するとして，昭和12年以來この閲題と関係し続けた著者と

しては，我画こ於ける魚類インシュリンの將來に大きい期待と，同時に生毒関係者の鯉解に対す即きな不安とを

繍じている．

　　検　休　名

　　　　βl

　　　　B2

の　　　瑞

　　　　C

　　　　D
’

第　1　表

表記蝦位
ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

シ

シ　　●

シ

シ

シ

シ

原料粉末検定成績

　　検定一点軍位ノmg

　　　　　5．5E

　　　　　5，0E

　　　　　9．oE　l

　　　　10．oE　’

　　　　ユ4．oE

　　　　12．5五1

最終検定月日

23－11－13

23－11－9

24－3－14

24－12－8

24－3－31

24－2－10

じ
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　　　81

　　　F1

　　　172

　　　F3

　　　E2
　　　正」1

　　　〃2

　　　　　　　　　　第　2

　　　　災記期位　　検定扇～績
検休　　　　箪位／1cc　単位11　cc

　C　　　　20　　　　　ユ6

　Dl　　　　2（D　　　　　20

　Z）2　　　　20　　　　　20

　1）3　　　　40　　　　　36

　1ノ　　’　20　　　　　　8

　σ　　　　10　、　　　8

　　傭考　アメリカ薬局：方の規定

　　　　佛薬局方の規定

　　　　インシ堅リン結茄

’1）

2）

3）

家兎
番号

　1

34

35

41

36

37

　A

家兎体蹴

　第；1回　2．2｛

第2回2．2
　第1回　2．0｛

　第2回　2．1

雛器8
　第1回2．25｛

　第2圓　2．2

　第1回2．1｛

　第2回2．0

　鋸1回　1．9｛

　第2回1．9

三際標塗品

ナ　シ　　　　　　　　　　3．0・醒

ナ　シ　　　　　　　　　　8．0亙　　●

　　　　　　　　　　　ロナ　シ　　　　　　　　　　　8．5五

ナ　シ　　　　　　　　　　　9．5E

ナ　シ　　　　　　　　　　　9．o君

ナシ‘ @　　　10．2E
ナシ　　　　11．3君　・
ナ　シ　　　　　　　　　　　9．8君

衷　インシュリン照射液検定成績

　　裂記100躍位に　　実際の100箪位に
　　対する1〉彙mg　対する2＞量mg

　　　　く1．5　　　　　　　　　　くユ．5

　　　　　1．6　　　　　1．5

　　　　　　　　　　　　　1．6

並L糖減少率比％＝

第　3

　1cc轟1三位’

　注射cc／2　kg体重
（実際注射量）冒耶位（表記）

Ao．8（0．88）口0．8E

B　o．8（0．88）目0。8E

Ao．8（0．80）＝0．8E

B　o．8（0．84）＝・0．8E

Ao．8（0．84）＝0．8E

Bo．8（0．86）自0．8E
「B・．8（・．99）一・．8E

Ao．8（0．88）富0．8E旨
　　　　　　　　　　　，Bo．8（0．84）冒0．8E

Ao・8（0・80）一〇，8E

Bo．8（0．76）自0．8E

Ao．8（0．76）＝0．8E

　　　　　　272．2－218．5

23－9－8
24－5一一23

24－6－5
25「・1－11

25－1－9
25－1－24

25－3－3

25－4－4

簾膿・蝋％）

　　　　　　　　　　　　80

　　　　　　　　　　　　100

　　　　　　　　　　　　100

　　　　　　　　　　　　90

　　　　　　　　　　　　40

　　　　　　　　　　　　80

0．85mg以下　　　　　105～95

　0，801ng以下

　0．651ng

　B　インシユリンーSpuibb　　　lcc＝3炎記11寡代⊂

憩坐＿＿　　血鰍郷注射前　　　　　　注射後　　　　　！＿＿訊＿＿へ

　　　　へ　　　　1．50寺「削 3rl謹…”日50｛F「1｝1

1ユ9

112

113

113

U9
114

106

100

125

106

117

121

63

53

38．5

34

59

58

57

44

68「

51

74　’

40

一一一…． ~100≒19・7％

　72

　71

　45

　79

　62

　66

　61

　58

　72

　48．5

　85

・67

83

92．5

46

99

79

87

97

73

74

94

94

73

272．2

交

5芝沢｛1…f1昆：　日オく内分泌学会楽IE君苫，　日召　17，　18，　123～143．

長沢f甦貫蔓＝薬業もヒ來，H召17，第153号，，1～9．　　　－

長沢佳熊：薬学難誌，昭17，68，287｛’291．

献

A
39．6

62．0

43。5

42．0

39．6

45．5

　最終検
　定月日

23－10－26

24－2－18

24－6一ユ5

24－5－13

23－11－9

24－4－12

B

35．5

37．4

38．6

32．0

47．5

27．5
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　4）　U．S．　P・Pha即acqPサia　XIII，672～674、　U・1　S．　P．　Pharmacopeia　XIV　740～742。

　　　　　　　　　　　　　　　The　Test　Result　of　Commerci年1．Ihsulin　Preparations　in　Japan

．’ @。（K・k・m・ぬGAsAWA，　T・k・」i・・N証MuRA，　Y6㎞TER岬KA　and　K・・轍M・TsuHAs正・【y　℃

・・J・pう・・i・・曲か・ep・…i・n・h・v・加・n　m・d・。…fS拍lmi・・’・・Φ・・cl…fb6hi・・fi・h　S…・・e出・1・．W・・1d

War，　and　the　result　of　these　tests　draws　much　intere6t　frorn　the　view－point　of　testing重he　qualities　of　fish　lnsulin

preparations・　　　　　　　　　　　，　．　　　　　　　．　　　，
．The　test　mothbd　we　used　is　the　Marks’rabbit　blood　sugaτ10wering　method，　and　we．compared　wjth　the

intemational　standard．　We　indicated　its　purity　by　nitrogen　contents　pe口00　internationa1移nits　q・u・）．

　The　result　is　as　fo11Qws：

　1，　Insuli且powder．．　　　　　　．　　　．　　　　、　　．　　　　　．　．　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　．

　　　　・．Number・f・ample・teste4・一∴・．一・・14．

　　　　　Units　per　mg　of　powder・・………・……43－5，5　i．　u．　　　　3samples

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　8．0｝10．O　i．　u．　　　　　6samples

　　　　　　　　　　　　　，．　　．　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　．　　　　　．　　　　　　　　　　　　　脚

2．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．0－14。01．u，　　　5samples

　　　　　　　　　　　　　　　ロ

Ins面皿lnjections．　　　　　　　　　　　　　　　　．
Number　of　samples　tested－2一一一・6．　　　　　　　．

　　　Units　obtゆed　by　us（Labeled岨itS　100％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　sarpplc

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80％　　　　　　　　2samples

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　sample　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　『．．100％　　　　　　　2・・mp1・・

　　　　　　　　　　　　　　’’’’”●’●’●’●’’”・’o’。’’”●。’●児●’・’・一・・・・…　け。・●・・…　’・・・・・…　け・。・・・・…　一・・・・・・・・…　’・・

　　　　　　　　　　　σ

，

、

1

・

●

．、

o

●

L

．

℃

o

，

鮨

●

，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横　　非　　泰　　生　，　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　On　the　Toxlc三ty　Test　of　Arsphenamille　and　Neoarsphena買ゴ11e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yasuo　Y（軍OI

アルゼノペンゾール，ネオアルゼノペンゾール等の駆梅剤1姶成化博論占であるが，張力や効力に関する生物学的．

検温なしには医薬として安心して使うことが引引ない．各國の薬局方が化学的検査のほかに生物学的検定を要求して

いるのはこのためである．

雛磁正日本薬局方では∴アルゼノペ〃一ルは1／300溶液，ネオアルゼノペンゾールは1／150溶液（無菌生理的

食塩永）を調興し，和声209につき1ccの割で，休電15　g内外のシロハツカネズミの犀翻豚内に注射すること6

疋，3日間左躯｛し4疋以ヒ生存，即ち死亡2疋以下であれば合格とする．これすなわち同一操作で6疋中のあるもの

は坐存，あるものに死亡と別の反応を認めている．極めて多数のシロハツカネズミを用いて一定の死亡率たとえば乙

・・噸た・しても，それと同・群の・‘1・駅・疋を糊1・冷する1…銑・すなわち・疋死亡する・は・｛

らず，死亡数1よ4疋のことも2疋のこともある、ある検俸を局方により灘性試験するに第1回は死亡2疋で合格，第

2回ほ死亡3疋で不合格と試験のたびごと結果が異り鋼断に迷う場合がある．「確率論」よりすれぽ当然のことで一．・定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　1　表

　（A）6疋ヲ用イテ試験シ死亡2疋以下ヲモツテ合格ト規定スを場合ノ死亡率五Z）κイモノノ二三スル確率・

．一
_　乙。κ　　、

?_ぐ
ゐ1）　10 LD　17 五Z）　33 ω・・ P・・67

〔　合格スル

@硝　　’率
0，984

　　曾

O，938 0，681 0，344 0，100

（B）30疋ヲ用イテ試験シ死亡10疋以下ヲモツテ合格ト規定スル場合ノ死亡率L・0κノモノノ合格スル確率・

＼＼　　ム。κ　　覧＼、

m肇　＼＼．一
Lb　lo LZ）　17 〃）　33

ω、・［・…　　　　　「

一　－

㈱iスル
m　　　…率 ・㎝ P・鰯 似585

oα・・9・ia…

　　　但・．・・亡麩一・D・71死命去一ω33’死亡稽一・D・7・記・ダ・　　　．

の毒性LDKのものは合格する確率はρ，従て不合格となる確率は1一ρと1E確に計算することが出來る・着しP又

は1一ρが1」雛は0に充分近ずけぼ合否の結論は試験毎に動ぐことなく大体一定で実地上差支えない・局方では6疋

中死亡2疋以下は合格，3疋以、ヒは不合格であるから，眞の多E亡率が1／3（2！6）と1／2（3／6）の問，叉ほこれに近い層

とき魏断が一定しないのはある程度止むを碍ないとして，眞6死亡寧がこれより遠ざかりたとえば116又は2／3，即

・ちしD　17またはしD　67のと．き試験結果が著しぐ動摘するのは望ましくない．雛1翼（A）は一定の死亡奉をもつ検

休が配力に合格する確率を示した．LZ）17では合格する確率は0．938，100回試験中94回合格となるに過ぎず・乙

Z）67では合叙する確率は0．100で10回の試験中9回不合格となるに過ぎず，何れも結果は一定でない．蘭諸は製

薬業珊に対し相当に無灘のものを有灘であるとして100回1」16回’まで販資を禁止し，後者は相当に下灘のものを無澄
　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ほ

であるとして10回に1回ほ鰍を言午すという糊1を招く．か齢矛盾鰍用動物数が齢て少数で働・6疋｝・1置

ぬためで，結果を一定にするためにばより多数の動物を使用せねばならない．．
今・’仮・…疋・使用・死亡・・疋（　　　　230×一一　　　　6）以下・舗・蜘・・繊（・）・・示す通・・1㈱い・噺転ず

る．二〇ユ7、のものが不合格となるのはユ000回中5回の1切で，6疋使用の折100回に6回であったに比して1110以

下の割である．LD　67で合格することは1000回に1慶もなく，6疋使用の折ユ00回に1度合格する割であったに

比すれば相当の開きである．また〃～50では6疋使用すれば大休3回に1回以上の割で合格，残りは不合格となり

実際ヒ販扱いに困るが，30疋使用では合絡は20回に1度よ．りも少ぐ結果は不浦足ながら大休一定する・何れの場合

■
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も30疋使用すれば6疋使用するよりは試験結果が相当に畢嘉して認るが，理論餉には更に多数の動物を使用するこ

とが望ましい．然し使用動物が有限である限り絶対的に一定な結果は保証されない．

伊東技師は嘗て市販のアルゼノペンゾール類の調査報告を行った1）．第五改正日本薬局方の規定に三つたが條件を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第瀞2表　（1）

薬品名1　　検体N・A　試験開始昭和・年・務・8日
試験目副　　渤撒　　　試験終了昭和・年・・月…
動物蝋［・1・｝・1・1・｝・18！・1・・1・・1・2iユ31ユ41ユ5i・6i・7i・81・9｝・・｝・・i・　231餌

体重（・）i1拓11？、｛11，111dllJ1？，111、11％11？調1％［11，tll，11dlldll，i1％Fl。11d1？，11守、t1学，111、111。

雌　雄「・・1・国・同・囹・！・1・「司・囹・i司・♂・1司・｝・i・1・

検体稀釈劇　・・3・・　｝　・・325　i　・・3・…　　　275

注射後・日日畑生置生園生1生園生躍生胆生國生園死遅生i生国生園生

グ2日目國生壁生園生葦生園生壷皿園生生国1囮生1生息生園生

〃3叩生生1生国生蜜生置生｝生国生園生国生D園生生1生園生生

飛騨生／・1　・／・　1　・／・’　　・／・　1　・／・

薬　　品　名 検　　体No．　A 試験開始　　昭和7年11月18日

　　　　　　　
試験目的1 毒力試験 試験終了　　昭和7年11月セ1日

動物翻125t・・：27281・gl・・｛・・132133［341・5［36！37138139｝・4d・・「・2i　43144145！46471・・

二三（・）1聖，！11，ill、11％i1％｝11、1ユ1，11％i1？、｝11。！11。｝11。11チ。｝ユ1。111、111，！11，illd1←。11？，11巨，t1？。i↓％

雌 雄囹δ囹δ囹δ｝aδ囹♂1δ囹司δ「6囹δ同δδδ囹司δ

灘判別 1：250 1：225 1：200 1：175

時後・副死園生頭型生！坐園生生生園死國死！生i・巳1死1死垂死図・・

〃2日目D園生男生置生園生i生国死！生P圏1園川団ID｝申
〃3口塞生童生国生｝生国生園生■生■生■生巾・■申団・1

到定生／・，！ 5！6 5，ノ6＿ 3！6 0／6

更に嚴密にし，シロハツカネズミはすべて雄とし，約129のも』 ﾌを購入し，15g内外となるに及び試験に使った．

その成績の一部を第2表として掲げる，検体No．　A・はアルゼノペンゼール，検休No．1はネオアルゼノペンゾール

だから夫々1／300稀釈，1／150稀釈だけやれぽ局方試験としては充分の筈であるが，そ’の上下の濃度でもやってあ

．る．同一検体では高濃度のものは低濃度のものよりも毒性は高く死亡率は大の筈であるが，検体No．　A．に於て稀釈

度1／275で死亡数0，1／300で死亡数1となり，検体No．1に於て稀釈度11ユ50で死亡で5，1／125死亡3となり逆

である．高濃度でやるごとはそれよりも灘｛生の強い別の検体を試験すること，低濃度でやることはそれよりも毒性の

弱い別㊧検体を試験することに相当する．試験動物数を6疋に限ったとき僅か15検休中2例にかエる逆転が起きた

ことは注目してよい．毒力の張い検体が合面し毒力の躬い検休が不合絡となるに通じている．　’　　　　　・

　致死量を示すに近時しばしぽ乙D50が用いられる．サルバルサン雄性検定に於ても「6疋中死亡2疋以下」とせ

ず「6疋中死亡3疋以下」と死亡数雫数以下（即ち生存数牛田以上）と油土を以て区切りとするも何等差支えないの

でなかろう，か・注射液稀釈濃度の変更によってほ貸同∵内容を規定碩來る筈である・此の際・も「6疋中死亡3疋以下」

とするよりも「30疋中死亡15疋以下」等，使用励物致は出來るだけ増力nすることが望ましい．
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薬品名　：

試験ll的，
動物柵｛2a21121i2塁琴§

両派（・）i｝言鷲｝91言

雌　雄叫・固・
検姻　釈副　1：200　　　　　1

注射後・日曜生1生1生［生

〃2日トー生1‘1三1生1生田　　　　印　　1　　I　　I　　l

〃3剛坐：生1蜘1生

工臨定ζ蓬・／6i　6／6

・検　　休　No．1

第　2炎　（2）

試瑳灸開始　　　11得不1！861二1乃　16　旧

　　　　　　　　　　　　　竃力試験　　　　　　　試験終了　　昭和8年ユ月ユ9日

動物柵12
≠Q各21i2塁2§22211282孚，21｝2112乙：27・：・7・：273：274：2751・ラ・：・・71278t279！28・128・128212831・別：2851286：287：・・8

　　　　（・）i｝言鷲器3｝含ll暑！1夢1｝朧1？511τ、11？，｝ユ1，111，｝’％111，：11。麟，111，｝11d1％！1§。111。｝11、1ユ％11㌔

　　　　　雄固司δ1δ固δ1δ同δ1δ1司δ16囹δ囹δ神彩δ囹δ囹δ囹δ囹δ囹δ

　　　　　　　　　　　　　1…75！…5・　1・・’・25　1・・ユ・・
注射後・日曜生羅生：召・：生四生1生：生困死i死｝死1死：死：生1死；生｝生i…i死t晦死｝死｝死1・ε｝死

　　　・・曜・1・：生羅・創生：生1生｛生1巾il団日三生囮生Pi．1…・1・…巾田巾

　　　・月曜生：蝉1蝦生擁i姻生i巾ドf団1レ1言田生：幽・｝1国伸巾Dト1

6！6 1／6 3妨 1／6

　以上は國内で褥られるシロハツヵネズミはすべて同一規格にして，飼育もすべて同様，試験手技も同…であること

を仮定してなお皿つ起り得べき間題につき鯛れたのであるが，か」る條件を等しくすることは到底期待できないこと

であって，局方のサルバルサン軸性試験ほこの方画よりも結果が動揺し同一・結果を望むことはますます困難となって

來る．サルバルサン検定～1‘業はドイツでほGeorg　Speye｝Haus（Frankfurt　a・M．）米國ではNational　Institute　of．

Health（Washington）が恵ら生物学的険定を受持つよう定められ，英國でぽ國家が標準品を供給してこれとの比較に

於て毒婦や効力を論ずるよう定められているの【よ，これらのことを考慮して少しでも検定．上の遇誤を避けようとする

努力のあらわれである．

　木賊は恩師東京大学医学部薬理学教誓羽・林教授の御町開を賜ったことを記し感謝の意を害する，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。（昭和24無10月）

　　〔後記〕．上記論文投稿後，昭和25年謹，アルゼノペンジールナトリウム及びネオアルゼノベンゾrルの毒性につ

、き國漆品の実態澗査を行った折，上述の局方試験を各面休につき2回繰返すに，合格，不合格の結果が第1回と第

　2回とで柑反するものが，14検高目実に8瓦之に及んだ．このことは，1現行日本薬局方のサルバルサン類の毒性試

験の項が極めて不jE確で不安定な結果しか示さないという以上の理論酌結論が決して杞憂に渦ぎなくはないことを如

　募ξに物語るものである．

■

文・ 献
1）　　｛ノ，東：f陶試，　42，　57．9”召　8．

　　　　　　　　　On　the　Toxicity　Test　of　Arsphenamine　and　Neoarsphenalline

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Yasuo　YOKOI）

　The　regulation　for　the　tox三city　test　of‘‘arsphcnam1ne”and‘‘れeQarspllenaτnfne”mder　thc　present　Japancsc

Pharmacopoeia　only■equ五re　theτesult　of　injecting血e　fixed　amount　of　caclユinto　only　the　six　micc　1ntravenously，

　But　I　pointed　out山at，　from　the　statistical　point　of　view，　the　six　micc　are　inadequate　to　determine　the　toxicity，

bcsides　that，　there　must　be　many　factors　which　cause　the　inaccuracy　ofロユis　test；for　instancc，　scx，　feとd，　climate

etc．



No．68 ロダン酷酸エチルエステルの醤漁に対する防徽試験成綴報告 27

ロダン酷酸エチルエステルの醤油に封ずる防湿試験成績報告

干　山　重　勝 山　木‘昌　木

Experiments　of　Preservative　Effeヒt　of　Rhodanacet量。　Acid　Ethylester　on　Soy　Satlce．

　　　　　　　　　　Shigekatsu　HIRAYAMA　and　Masaki　Y芯魚MoTo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1緒　　　　・’言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　従來醤油の聖徳剤としては芥子油・ペタナフトール，パラテトロアニリン・サリチル酸・パラオキシ安息香酸・及

びその出スチル，桂波酸，フルアクリル酸，パラクロール安息香酸1及びそのソーダ塩，脂肪酸其他多数のものが報

ぜられている．

　サリチル酸ほ0．002％で防徽作用を有する．安息香酸は石．1139，6日で徽を生ずるが（6），パラオキシ安息香酸

のエステル類については，石尾，圷井，遠藤ぐ3），照野，渚下，烏山（8），黒野ゴ岩下（9）の防徽試験，伊藤，束，注（4）

の毒｛生試験がある，昭和12年6月内務省令第22号でエチル，．プロピル，ブチルエステルの3種を，醤油1しにつ

ぎ各0．298g，0．3239，0．3489の範囲内で混入する離を帯同した。ペタナフトールは醤油に対し強力な防徽作用を

有し，パラオキシ鶴翻ブチルエステノレに匹敵・0・005％で四四を岬　罰岬町｛・構・．紫田（5ηこよる・と・

ベタナ．フト・一ルは毒性強く，この毒性の点より飲食物，特に醤油の防腐剤として不許可になった．．芥子油は1／2000

で阯腐作用を現わし，衣笠，服部曳7・に依れほ石189（0．01％）では30日を経ても変化はないと云う．又桂技酸は石

18gで37日以上，90　gで43日以上徽を生じないと去う．パラアミドアゾベンゾールは箪独に使用する時は石180　g．

より大量でも殆ど効果を認め難い⑰．パ’ 宴Nロール安息香酸ほ0，02％で防腐作用を有し，毒性はサリテル酸及び安

息胃酸と殆ど同一である．フルアクリル酸は石509以上で著しぐ防腐能力を高める。脂肪駿では炭素数6～10個の

ものが卓効を有する．殊に炭素数10・のカプリン酸は0．01％で’30日以上防鷹作用を有する．藤川（1）によれぽ，地

衣酸から製したオルセリン酸のエチル，プロピル，ブチルエステルは各々0．015，0．005，0．002％で防徽作用があ

り，ミクロフイリン酸から得られるオリベトニドは0．001％で100日聞防徽作用があった・
　　　　　　し最近東畑弊ゆ秋谷獺は・ダン轍力欺鋤蠣剤として卓効あ灘を証明され謀京都薬專の膝川邸ラウ

リル硫酸エチルエステル及びロダン酷酸エチルエステルが0．001．％で80日間徽の発生を防止したと報じている．⑭

　小官等はロ女ン酷酸エチルエステルの干与阯徹試験を昭和23年3月よ’り実施した．共の威績は未だ不備ではある

が，試験を中止したので一応現在迄にll｝た結果について報告する．実験を援助された藤木京子，古藤カヨ両女史に態

謝する．　．　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　．．

　　　　　　　　　　　　　　　　II．案．験材料並に実験方法　　　　　　　　　　．

実験に使用した薬剤は・ダン酷酸エチルエステ・レを主とし，ペタすフトーノレ・芥子油・パラオキシ安・甑酸ブチノレ

エステル，・ダンカリ，・ダンソーダ，シアンカリ等を対照として用いた・供試用醤油は醸曲試験所より分譲を受｝ナ

た標準醤油をボーメ15。即ち比重1．152に稀釈して滅菌しゼこれで上記の薬剤を種々の濃度に稀釈したものを各試験

管に無菌的に5cc宛分注し，これに10倍稀釈した腐敗醤油を一白金耳且宛穂伽≠，28。Cの定温器に納めその発育

の程度を調査した．各区共4本の試験管を用い，3本は菌の植付を行い1本は標準区として萬の植付をしなかった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　III案　験　結　果

　1．　ロダン酷酸エチルエステル

　実験結果は第1～第5表に示すカ｛如くであるが，第1回は0．1～0．00001％の範囲内で試験を行い調査は12日で

打切ったが，徽の発生は0．0001％以上で1ま認めなかった．雛2回は0．0001～0．00001％の間を細分して試験を行

ったが0．0001％以下では6日聞で徽の発生を認めた．第3回は0．601～0．00001％の聞を細分して試験を行い，

0．0001．％は3日目では徽の発生を認めないが6日目にはi雅育を認め，0．0002％ほ9日目迄に発育しないが12日

目には発育して來た．同様の試験を第4，第5回と繰返したが，第4回では3日目より0．0001％で徽の発生を見，
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0．0002％でも15日同に発生した．第5回試験でほ18日日に0．0001％で徽の発生を認めたが0．0002以とで1ま

35日に歪っても発ξ≒しなかった．

　　　　　　　　　　　第1衷　　面ダン酷酸エチルエステルの防徹作用（第1回試験）

劉・1…1・…1・…81・…61・…41・…21・・…【・．・…1・・・…1

3日　目
植付

輯珊
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第・3表　　ロダン酷酸エチルエステルの防徽作用（第3周試験）

、㌔、一・ cJl　　　O　　｝　　0。1　　i、0・01　　　　0加ユ　10・00081Q・0006　｝0・0004・10・0002iO・0001　iO㎞1
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第4表 ロダン酷酸エチル出ズテル防微作用（第4回試験》

＼’一． A四・1…1・…【・・…1・・…8i・・…6・・…41・・…21・・・・…．・・…i
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1鮒
辮珊
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1　＝　一
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」植付 斑 ＿　　　　　　i噂

＝一 ＝一 ＝一 ＝一 ＝一 ＝一 耕i羅
．目

一一1…一トi．一トト1一一
9日

，陣
珊辮

＝， ＝’ ＝一

＝・
＝『 ＝一

≡聞
柵珊珊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　■　一?ｧ・一・1一トト　　一　一ト1 一1一
iI植付 報・ ＝一 ＝一 ＝一 ＝一 ＝一 ＝一 ＝一 珊 辮珊

・2日則　　　　1

熈卜…一一一1－1一一ト1一ト
＿岡三

＝一 ＝一 ＝一 ＝一 ＝一 ＝一

側輯 1擢

旨標準1一｝一i－1－1－1一｝一1一ト 一
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第5婁　　ロダン山回エチルエステルの防緻作用（第5回試験）

＼…2列・1…1・…1・・・・・・・…81・・…61・・…41・・…2！ 0．0001 0．00001

3日

　1’
@…植付目

十五’刊十

二一 ＝一 ＝一 ＝一 ＝一 ＝一 主一

標準1引…一ト1－1一一i一一ト
　　　　1

U日　目
植付

同等
＝一 ＝1一一＝＿　i二　1＿ ＝一 ＝一 ＝一 ＝一

‡十

標準1一［一一1一引引刊引一一
9日　日i

植付 撫
＝一

　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

≠P＝
一　1一
≠堰

二．一．

一　1一＿　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　一

@　L．二 三郷
1標準卜一1一嵩高

｝　一　山 ．　一　｝　　　　　　　　　一　　　一

P一

12日日…

…植付轄　　　1十

　＝

P　　一

＝一
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

黶@　　　　i　　　　一

w　　　1　　一

＝一 一　　　　　　　1　　　　　　一　　　．

¥一｝　　　　i　　　『
＝一 雄

i鵬・一一一ト1．一一一トi一一
15日口｝一

剛描 ＝

　　噛

?ﾟ
＝一 二一 ＝一 ＝一 ＝一 ≡1掛・

　　　一　　｝

c引一1一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

P一刊一1一ト1一一
　　　　1　　　　　植付18H目1

@　　　：標準

群珊
＝一 ＝一 ＝に　　＝」　1　－　1　一 ＝一 ＝一

二相 帯

1
｝植付職 一　　i　一

黶@1一一　　　1　　一

＝一 　＝，　－　　一 一’@1　一
黶@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

Q　1　＿

＝周
輯世 辮＿一

21日目l

@　　　I

i’標準卜1一　一一一一一ト　　1
30日目

植付
辮 ＝一 ＝一 ＝一 ＝一

＝

一　　：　一　　i　一

＝1＝
揃

柵珊珊

瞬 一 一1－1一一一1一一一1一
一　．　　　一

35日目
柚付 珊措

＝1＝一　1一 ＿　　　　1　　　　＿　　　　　　　　　＿

黶@ド＿　…一一　1　一　　　一
＝一 ＝軸 　　i　什

r関
蜘一一一一一引一1－1一一

　2．パラオキシ写照香酸ブチルエステル

　実験＆ll果は，第6，第7表に示す如ぐであるが，第1回0．001～0．00001％はの間を細分して試験を行ったが0．001

以下では3日11｝詮鰍の発生を認めた・釘∫2回は0・1㌘0・001％の犀罫1を舞11具して誕疑行ったが0・004％迄調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の期1糊中（15日間）に1よ徴の発育を認めなかった．

第6衷 パラオキ安息香酸ブチルエステルの防徽作用（第1回試験）
　　　　　　　●

＼一一、＿　　00　　　＼＼ ・！…1・…1・・…1・・…81・・・…1・・…41・・…21・・・…、・・・・…

3日　目

　　　珊鮒
＝一 ＝一 ‡十 典　1　＋　｝　＋

�煙P‡
＋　1　什
{　　　什＋　1　＋

辮世

一　　　　　「

黷P一［一1－1
．　一　　一　　｝

?@　　　　　　　一　　一．
．　　一　　　　一　一　　「　　　　　一　一　　一　－　　　　　置　一　　　　一　　　一　一　一　一

@I　　　　　　　　　　　　　　　I

@l一　［ 一ト
一　　一　　　｝　　一　　一　一　．　　．　　　一　　．　　一　　　　　　　　　　　　　　　．　’　　，　〒　一

@　1

6日　目
植付

梅｛≡ ≡｛ 欝 鞠輯劃L」＿刊±＿．＿
白帯惜

報湘措
一L　一　一

一　一　　一　　　　　　　　　　一　　一
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1標準1　－　1　一．　1

一1一卜一一卜擾擾卜
9F日　日

卜師≡・　＿　　＿一　　　　一　一　　　　　一一一一　　一　』剰刊一

≡辮 辛辛翻轍羅
．馬

�[

卜・卜
一　一　一　一｝．一　ゴ　　．一　一

撃P一一一トト
12日目

植付ド紐 ≡≡撫辮唱際・ 年年辮
標準トー引一一トト　一一一i一
鮒措 ≡三鱗帯 帯帯帯描’搬

15日目

@． 劇 一…一ト｝一一一一一一
18日目

鮒一壷　三≡L借⊥…〕⊥辮⊥辮隙隙一・1一一L－i．一一トト●1一一

劇
粥7表　　パラオキシ安息香酸ブチルエステルの防徽作用（弟2回試験）

％｝・1・…｝・…1・…8｝・鯛・…4｝…q・1・・…｝・・・…1・・㎜・・

3日　日
画荘 に

＝一 ＝一 ヨ1≡ ；輩
‡’十

ほ
‡十

副 引一一■一一一・引一一二
6日　目

細紐 ヨ 引≡…≡蘭’無価i辮
則一門門卜・トレー一一トト、

　，
X日　目

冊　1　一

冝
に， ＝一 1≡に蟻王事・ 輯

馴 一一一一・i－1一トトi．一一
12日目

引言『’≡1 ≡’｝’≡ 二一 ＝一

二仏惜 冊掛珊 柵措冊 レ推一一

劇…引引ヨートト1－1一…
　．
P5日日

植付 ｨ≡に　≡卜≡：’≡i 辮⊥構卜 劃’鍵一一1

灘「二『： 一i引引一トi’一　　・1
3．芥子油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　．　　．

第1，2回試験では0．01％以下すべて徹の発育を見たから，第3回試験ほ0．1～0．01．％の間を細分して試験を

行った。0．02％は4日目に徽が発生したが0．06％以上でほ15日迄その発育を見なかった1

　　　　　鑓＆浅　芥子油防徽作用（第1回試験）
＼o｝・　…｝・…1・・…1・・…8！・・・…i・・C・・41・・…21・・・…1・・・・…

，日日画癖．≡に ≡一⊥封卦封1｝1 i十

1標蜘一1－」一一一 一ト 一一
・日・綱嬬≡上賄≡． 翻’帯1．三三t繕1鍵
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厭 一トト1一トトドー5i　【一
＿…u一曹㎝

9周　同
植付

柵　一一

冝 辮に諏 辮｝帯 翻構蒲
醐一トi－1、一1引・一…引引｝刊

｛　　　　　　　一

12日同
植付 Y ＝一 癬「≡｝報i搬 柵　．ヨ…●1　柵　1　柵

|辮t・辮i轍
標準トトト1一一　一一1一ト1一・

15日置
植付

野冊・ 韓 ＝一 報 ．帯［三一 撫惜

欄
珊冊｝

9副一1引引一一■【一一1一ト
18日目

’栢f缶
雄・ ＝一

班に 辮脚撫 陥 1韓

標塗 1一トト・’1一ト　　ートトトーt一1

第9表　芥子油防‘徽作用（第2回試験）
。i ・1　　　0，1　　0．01 0。001　0．0001＿　幽＿　　，　　、　　　　　　　L　■　　－r一　　　　　　＿　　　一」　　一　馬　　　一 0．00001一一　一　．一　一　｝

3日日
植付

珊 ＝1

f

一　　　7　　

@柵
@柵
@珊

0．008　0．006　0．004
o　　　　　　　一　　一　　　　一　、　　一　　一　　　　　　一　一　　　　　　「　一　　．

0，002

｡［ll一ト 報」⊥，一．一

劇一1一一「一　　　　　　　i
¶LL雄1…一1

十日
推 ＝一 辮 、冊

ｵ
縦貫 珊柵戸 撚冊 糊辮　　　　柵冊　1 揚冊柵

6日　同

@1 麟一1一一1一ト　　一1一　一1－1一

9臼　同
植付

・舞 ＝剛

柵珊翫 韓冊’ 桁柵柵 講．封十 料十

�[

柵冊柵

総1
選曲

劇一1－1一ト／一一1一ト1－1一
12日「1

副辮 　＝

黶Q』＝＿

．墨一L無一ト
柵珊二一 巧智 難上細」｝一i一一 レ1一

一
　　　胴　　　　　　　　　　　　　　一　　　．

j一　一1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一皿　　　　一　　一　一　　　一　一　■　　　　一　　　　　『　皿

v　｝　　　　　　1

第10裳　　芥子油防雪作9用（第3回試験）

　　　％i・【…1・…1…61…4…2・…｛燗

3日　同
植付

珊軒什

＝一 ＝一 ＝一 ＝『 ＝一 ＝一
士一

劇一　一1一　引一・一一
6日　目

植付

珊昔升

一　1－　1－　1－　1一

≠P＝にに1＝
昔輯 一’ yF‘’…

劇一一一　一　一一一　一
9日　目

植付
描 ＝層一 ＝一 ＝一 ＝一

升升吾

辮 置［
｛

標準’ 鼈黷P一　一　一　一ト　　一
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ノ ｝心 @　　1憩付1－辮　　’、　≡　　i　≡　1　≡　i　≡　　i　幣　　i　帯　　｝　辮

12日置

|1蜘刊一一1引一r一一一

：劃引一一ト：一一一一1一
、

　4．ベタナフトール　　　　　　　　　　　、　　　　　　’、　　　　　　　　　　　　、　　臨

　第1，第2回試験共0．001％以下は3日目より緻の発育を認めたので第3回試験は0．0ユ％ん0．001％の間を細

分して試験を行った．0．006％は9日目迄，0．008％は調査期間中（18臓聞）その発育を阻止した．

　　　　　　　　　　　　第11衷　　ペタナフトールの防徽作用（第1回試験）

％ ・・…｝・・剛・・・… 0．000010．000001

’廊噛3日目i　一二 7＝｝マーT「　＋　1＋　．1・汁
@一　　　＋　　　＋　　　＋一「　＋

i鄭一引一連一1一一
　　　　　植付
U1ヨ’目1

畢、≡：舞1要撃鐸

，醐、一引一トい1一
9日　目1

騨L一一卜トレ1一
　　　　F
@　・　1植付
P2日目1

唾…三惑L輯 際際
ド「㎜

措　　　　　　　　　出

鼈黶@一1一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『

第12衷　　ペタナフトール防徽作用㈱2回試験）
00

・1 0．1 0．01．
「・・… 0・0608｝1・ρ・・6i・・伽・

0．0002 0．0001 0．ODOO1

3日

　：
@　　　1@　植付：目幽　　i

辮・1 ＝一 1　一・

g　一

@一

　十　　i

@十　一
@　　　旨C　十

即』
禔@・

柵辮什

｝灘… 掛 i辮
1　柵i　柵i　｛什

1嘔 ［剰 一；
一 1一 1－1 一1 一 卜1 一1 ．　　　一 1一

6臼

　　　　～
ﾚ！回付1

措　1
y‡｝

＝L　　一． ！　一

p＝
1　朴　1
p輯’1

滑　｝

u1
輯珊

｝抽 辮
冊惜撫 冊群

● 騨i 一 一
1．一

1一 一．
u

一 卜｛・ 一1 一 卜

9日

　　　　1@二三【目　　　1

辮1冊
二一 i　一

p一
P　　一

i＃i・　癬 十拝　1

�

珊辮 1韓i、冊　1 搬⊥旺1　冊
P辮

剰 一 「 1一
　　－　　　一　　一．　．　一一」7　　一　㎝　　一

P一 一
噂『　一　一　一・

@一 卜1 一 … 一

12月．目

植付　　1

帯 ＝｛ 1　－
P　＿

P＿
…欝1 冊・

O二

慨世 噛lI　冊　i 報i
冊　1柵　！

ﾑ

　辮1「冊

麟「 1
， 1一 1一 一 一 弓 一 1一｝ 一

15日口、

　　　｝；穂付l　　　　I

辮 ＝一 i　　＿

@＝

1　刊十

@揖
斑： 叢 　珊　1

A辮1
縦1 辮 耕

、副 一 一 1一 一 一 一

1＿　lI　　　　l

一　　i 一 ．　　一
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　　　　　i鮒18日「r

・・

＝一 ＝一
1‡掛 輯‡珊

搬． 日1
弁当

鞠
瞬司一 一 一 一 一 一1 一

！　　｝
一

‘

樺

第13衷　　ペタナフトールの防一作斤f（第3回試験）〆

％ 010・qO・・11α0・8 0．006　0．004 0，002 0，00ユ 0．000ユ 0．0000ユ

　　　　，1　　　　　植付

R日

冊辮
＝一 ＝｝ ＝一 ＝一　■

出土士 土十十 恭十十 十冊十 柵戸十

目・　　ヒ

剛壁 一 一 一 一 一 一 一 一 剛 一

6日　同
植付

・維 ＝一 ＝一 二一 ＝二一
士士十 個個十 十十十 十卦蒔 辮．

標剃一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

9日　目
櫃付

冊珊惜

＝一 ＝一 ＝一
＝一

惜措惜 封｝1‡

撫構
論題

標塗 陶　　　　　　．

一 一 一 一 一 一 一 鱒 一

　　　’

P2日同
植付

珊辮
＝一 ＝一 ＝一

十軒暑 辮柵． 辮 推 帯 縦

興趣 一 一 一 一一
　　｛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

@　｝ 一 一 一

15日日
野付

辮 ＝一 ＝一
＝　輯一　　　冊 欝 構　　1柵　　1　帯惜　1　研 搬． ｛1

標準 一一 一 日一 一 鞠 一 一 q

18日日
植付

辮 ＝一 ＝一 ＝一
引墨 珊辮 辮冊 措・構

轍
冊i廿珊

標準一「一一 一｛

■ 第14糞　シフンカリ防徽作用
％1・｝．… …■・・咽・・・…1・・C・…

3日　目
植付

黶@＿

ll｝≡ ‡十
‡→一一 ‡同一 ‡十

　　．．」L．一

梺艾黶D卜・ 嗣

㎝　　一　　　．　一　．　　　　　一　　　　　　　　　　｛　㎝　　　　・　　一

@　　l　l一

6日　目
柚例

下口　iiL一． ‡十 三二 柵1‡ 刊｝珊冊 惜琳惜

属下　　一 晒 一 一 一

9日　「】

緬付

冊辻三

辮 辮 冊1‡ 冊惜冊 珊珊借

劇一 一 一斑卜
．　　一 一　　　　　　　　一

12日同
植付

珊鞭 構． 縦 雄
．一�u．
@柵
@冊

柵珊冊

蜘一 一
　　　　　　　　　　　　一
鼈黹g0｝一

15日同
植付

斑
冊冊措 二十 冊撰一 闇闇丁目

丁丁
一『，

@髄 ・一一
一　　　一　．　　　　｝　一　　．　　＿

P7　1

　5．シアンカリ

　当所生物化学部戸井捷官からロダ

ン酷酸エチルエステルの動物試験の

結果シアンカリに類似の頚3伏がある

との談話があったのでシアンカリの

防微試験も併せて行ってみた．その

，結果は第14衷に示す如く3日目に

b．1％でその発資を阻聾したが6日

目には微の発育を認めた，侮醤油中

の水素イオン濃度の影響によったも

のではあるまいかと考え，そのPH

をN！10HC1及びN／10　NaOHで

5．0，7．0，9．0・と変じ，これ｝こ1密を

栢付けたがアルカリ側に於ては発育

を阻止したようであるが，標準区も

発育を認めなかったから水素イオン

濃度による関係とは考えられない．’

（第14，15爽）
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第15表　　シアンカリ防徽作用に及ぼす水素イオン濃度の影響

水素イi醗酵［ ・pH　5 、・H・　1’　pH　9
』　一ρ…＿．一1崔「｝．o　lo・1｝o・01ρ601曾60110600011　0　｛o；1：0・01｝0601；860110600011　0　i6・1to・01｝060118601｝060061

3日日

6日目

鮒＃ヒ芒‡‡＃‡＝＝‡‡‡コゴ＝『＝＝＝
＋1一

十 ＋朴’ 十 十 十 十

醐…H十トトト二一HヨーH十1ヨー
植欄≡鵬闘坦坦推班≡≡≡≡≡≡
．標準H－H－1一ト「十「一H－1十H－H一

9日目

柵

戸付帯
＋冊
＋冊
＋措 報三川欄上聞

十

十

十

±

±

十

十
。土

±

士

±

十

±

±

十

±

標準ト北上一一H－1一十1一…1一…一
書16衷　　ロダンカリ及ロダンソーダ防微作用（第ユ回試験）　　6．ロダンカリ及びロダンソ簡ダ

》

薬　司・ダ助・レダ・・一ダ
●　　％1・1…1・…1 ・’ P…1・…

R日　目
植付

霜野十 十重升 十升十
専暑

十二・昔 朴二丁〔

印判■■一1．■■一

6日　目

朴卦升 軒卦十 朴十十 背骨粁 升十十 昔井升

標準 一 ■一1－1一
＝一

尚ロダン基を含む化合物としてロダンカリ及

びロダンソーダの防微作用を試験したが，調査

の範囲内では全く防徽作用を認めなかった．

’（第16，17表）　、

第17表　　ロダンカリ及びロダンソーダ一鎖作用（第2回試験）

薬　劃・・ダ・カ・　才・ダ・ソーダ・
％レ・1…1・…1・・…1・・・…！・．・・…！ ・1…1・…lq，…［・・…尋1・・・…1

3日　目

葺 葺鮒陥　　葺　轟　　葦　　・斑斑陣　葺．辮
　　　　　…　　一｢一ト1－1－1－1∴　ヨー一一1　　111一

｝■　　　｝　　．｝

P一

6日．目
植付

辮 辮 辮 搬 斑

舞当世　　　辮
碓 辮

劇一ト1一トト1…一1一［…一ト1一
9日　日

’欝 報

植付、儲雄　　雑題　　報　際嶺 珊

I　　l　、標準卜rト　■一　一L　一　一　一　一　一　一

12日日
植付

上下・轍』 柵冊帯 冊帯冊 一揖珊 惜椙柵 照．冊・ 掛二三 惜十汗帯． 二丁錯 柵冊冊 一一冊 二丁冊

標準1－　1一　｛一　1二　i　一　［　一　｝一　1－　lr　｝一　［．一　ト　一　、

緬付 雄・闘 辮

撫辮蝋』虚報辮雄15日．Fl

D
標準 引一　一i 一 一i 一L1■引■一ト

●
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　　　　　　1　　　　　・　　．　　IV　考　　　　　　　察

　”ダン酷酸エチルエステルは0．0004％に於て何れも全実験期間を逝じて徽の発生を認めなかった．膝川⑭は

0．005％ではラウリル硫酸瓶子ルエステルと同膿80日に至るも微の発生を認めなかった．ロダン酷酸エチルエステ

ルの灘症」伏がシアンカリのそれに類似しているというので，その防徹試験を行ったが9日目0．1％で徽の発生を認

めた，3くロダンカリ及びロダンソーダ1よ何れも0ユ％3日で巳に徽の発育を認めた．その防徽効果に於て相当の開

きがあるものと思われる．

芥子油は従來石189（0．01％）で防微作用を有するといオつれるが（7》，小官簿の賦験では0．01％6日，0．04％

では15日で磁の発生を認めた．

　　本報告に於ては・ダン西撤エチ・・工若テルの齢雌対する防鰍験をペタナ升一ル，パラオキシ安息翻ブチノレ

　エ或テル，芥子油，シアンカリ，ロダンソーダ，ロダンカリ等を対照として行った結果に就て逮べた．ロダン酷酸エ

　チルエステルは0．0004％（12日援），ベタナフトール‘よ0．008％（12日後），パラオキシ安息香酸ブチルエステルは

0．004％（15日後），芥子汕は0．04％（12［1後）シアンカリは0．1％（3日後）迄防副作用があったが，ロダンカ

．リ及びロダンソーダは一心作用がなかった．　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引　　　用　　　文　　　献

（1）藤川幅二郎：有機性防腐剤に就いて有機合威化学協会誌．4’：10～13（1948）

（2）騰川幅二郎：飲食物防腐剤の研究，（第35報，第36報）於京都奨学大会発衷昭24（1949）。

（の　石尾正文，坪非三四，遠藤輿作：食品中パラオヤシi既息香酸エステルの試験方法に関する調査報告衛試．

　　　，50，31～46，　日召　13．　（1938）．

（4）　伊藤幹愛．東野【1｛，注文1匿：パラオキシ安息査酸エステル類の毒｛生試験報告徐」試，45，177～184，1眉10，

　　　（1935），

（5）｛」｝藤野愛，柴田義雄：ベタナフトールの毒性iに関する調査報告　衡試．36，25～詑，昭5，（1930）．

（6）1衣笠豊・服部安販：フルアクリル酸並にパラアミドア2オの「ンツ孝一ル外数種毒物の醤油に対する防微効力比

（，）難聾唖黙溜瓢協謙譲＿鰯二一衛試．7亀、8，一1、8，昭、一

　　　（1929）．

’（8）黒野勘六，岩下信雄，烏山史郎：パラオヤシ安息香酸及びエステルの溝酒防腐擁並に醤油勘腐性に就て醸班

　　　試験所報告，17，1～5，昭8．（1933）．

（9）黒野勘六，岩下直島：パラオキシ安息香酸及び共エステルの自訴防腐｛生並に醤汕防徽性に就て（筋二報）醸逝

　　　訳低所報告119，37～42昭9，（1934）．

Experiments　of　Preservative　Effect　of　RhQdanacetic　Acid　Ethylester　on．Soy　Sauce．

　　　　　　　　　　　　Shigekatsu　HIRAYAMA　and　Masaki　YAMAMOTo

・1曲・p・esent　p・p・・wc・ep・・t　the・・s・1t。価・6・・mi。匝。。。紬e　p，csew、ti。，　e歪fec脇6f，h。d。。　acctl・・cid

ethylester　o1二soy　saurce，　in　comparison　with　that　of．β一naphtho1，　p－oxybenzoic　acid　bulylester　ctc．

Rh・d・・ace・i・a・id・伽ylest…β一・・phth・L　F・xy玩nz・i…五d，　m・・1・・d・il　and帥ssi㎝（・・d1・m）・y…t・

（for　3　days）showed　the　preservative　actioa　on　soy　saurce　a田1e　co旗ccntτation　of　O，0004％，0．004％，0，008％，

・nd　O・1％・e・函・tive1箪0・由…漁・y，　b・帥・t・・si㎝・魏d。・di。m，h。d。n。t。協。wゐ。　P，ev。ntive　effect

a8　far　a8　at　the　c・・cen“a丘・n　gfO．1％．．
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大根及沢庵に混入したSalicy1酸の検出反回並に

　大根に現れる該反慮の妨害現象に関する知見

鹿間嘉久藏． ・大．熊　誠　・一・

Studies　on　the　Detective　Reactions　of　Salicylic　Acid　mixed　in　the　Garden

Radish（Root　of　Raphanus　Satives。る．）and　the　Takuan（Pickled　radish），　and

on　the　Phenomena　which　distm7b　those　Reactions　in　the　Garden　Radish．

、
Kakuzo　SHIKAMA　and　Seiichi　OHKuM入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・緒　　　．　言　　　、．　．』　．一．．．

　　沢庵の様な醸酵｛物物質に防遮りを添加することは，それ自体無意義であフて，碗在まで沢庵に対し防腐剤試験の

言触聞かない燃し乍ら沢庵揃外に回する場合，ヒれを繍とすれぼ樽詰で邊る．よ蝿よ曙済的であ’り，商

　品慨値も高ぐなると云う見地から，沢庵の罐詰が蛾出品として登場した．我々は沢庵の様な醸酵性の物質で，加熱処

　理により商品三値を落とすような物を罐詰とすることの可能｛生につき疑問を持って，防腐剤の試験を行ったがたまた

　まSallcy1酸の存在を検知した．罐詰に防腐剤を添加することは決してあり得ない講ではない．罐詰の自的には食品

　保存の為の演塞加熱鍛菌の為ぽかりでなぐ，蓮搬の便，．三品蝦値の向上等がある；圧搾罐詰，孕乾燥野茶罐詰等は其

　の例である．　・　　　　　　、　　　　　　「　　　馳．　　　　・

　　我々ほこエに本肝試品についてSa1量cy1酸あ検出試験を行い・四阿化学的試験に‡つて其の存在を確認した・又・

　大根及沢庵中にはSalicy1酸検出反応中．Jorissea反応に対する妨害現象が現れたことを検知し，それに就ぎ若干の

　検討を加えた．伺大根の特殊成分としては，Rettich611），　Raphanol　2），　Methyl　mercaptan，　Sinapin』等が報告されて

　いる，又，Salkotvsky（3）ほp・Oxybeロzylse㎡δ1の存在を報告している．

　　　　　　　　　　　　　　　　11．供試贔に就いてのSalicyl．酸検出試験　　　　　　‘

　　1．搬　　　盛　　　　・

　　本実験に使用した供試品は某肚の製品であって，輸置1品として製造したものである．その製造工程の詳細は発表す

　ることは出來ないが，、大体有機酸で処理して，Ta■tra21ne及ウコンで蒲色して罐詰とし，適当な三度で一丁時聞加熱

　処理したと称するものである．．実験の結果，蒲色料としてはTartrazine及ウコンの少量を使用し他の色素は使用し

　ていない．有機酸はクエン酸である．爾対称の為市販間話を便用したが，これはTartraz三ne及AUrami鵬の少量を
．’

g用している．而して各検体ども人主甘予料及他の防腐剤は便用されていない．

　　2、定性呑吐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　．．

　　Sa11cy1酸検出法としτは，　A・0・A・C・詑載の過クロール鉄面：応及Jbr三ssen反応4）の他に’Millon反応を加えて

　試験を行った．試験法の詳細は実の如くである．

　　（1）検体処理（Pheロ01性物質共存の場合のSalicy1酸紬出法（5））

　　検休を大根おろしでおろし，それを浩浮な布片で圧漉し濾液をとる．残渣に適量の水を加えてよく覆搾庄漉し濾液

　をとる。この操1乍を3回繰返す．この濾液をあおせて10％塩酸で明らかに酸性となした後，Ether’にて4回抽出す

　る．Ether抽出液を飽和重曹溶液と3回振盤拙出した後，　E止er液を少蟄の水で1回愚迷し，洗液を重曹溶液に合せ

　これを塩酸酸性として再びEther・で4回抽出する，Ether液を脱水芒硝で腕水し，室温で自然に蒸発させる．

　　（2）　蝸クロール年酒瞳

’　蒸発残渣に0．5％過クロール鉄溶液を最大の色調が出るまで（2～3’滴）加え，そこに呈色する色調をみる．Salicy1

　酸があれば盈紫色を呈する∫

　　（3）Jorisse1瓦友晒　　　　　 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

●
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　蒸発残渣を少量の湿水に潜解し，冷却し10ccとして試験管にとり，5滴のユ0％亜硝酸カリ溶液，5滴の50％●

酷酸及1滴の1％硫酸銅溶液を加え，輝かに混和し30秒煮沸し2分聞放置する．そこに呈色する色調をみる・

Salicyl酸があればBQrdcaux赤色を…呈する．　．　　　　　　　．．

　（4）　工聾liHon　2竃鷹

　蒸発残渣を少量の温水に溶解し，冷却し10ccとして試験管にとり，砧酸第二水銀溶液5滴を加え，重湿煎中に2

分間加温綬冷却し，之に稀硫酸及距砒酸ソーダ溶液各1滴を加え，再び鷹読煎中に2分間加温しその色調をみる，

Salicy1酸があれば櫻紅色を呈する．

　以上の試験法に依り供試品及対称と．して11」販沢庵を3種試験した成綴は笏1衷の如くである・．

第　1　三 歳

番号検　・休樋・・一・・鉄反応レジ・・蝉貼 ミロ　ン反応

■供試沢国蝋色㈱障褐色研） 櫻紅色　（冊）
　　　　．　　　　　　．　　一　　　　　　．　　．　　．　　　　　　．　　　　　　　　　　　一　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　「　　　　　　　　　幽　　．　　　．　　一　一　　π　　噌　一　　　　　一　　一
黶@　＿　一　　　＿　．　　　　　　　　．　　一　　魑一　噛　一　．　　．一　　．　．　　一

@2レ　〃　　1・〃　（冊）i　〃．　㈲ 〃　　（冊）

3【　　〃　　i　〃　㈹t　〃　㈱ 〃　　（冊）

・1鰍沢庵繍液糾・〃　㈹1　〃　（君） 〃　　（暑）

　　　　　　．　『E1・臓沢庵（酬血紫色ω隊 色（・）陣紅色（・）

・1　〃　剣　　〃　（・）’t　〃　（・） 1　〃．（・）

・1　〃　（c）1　〃　（・）1　〃　（・）・1　〃　（＋）

証呈色反態は搬臨100gより抽目し鉦：切∫｝に抽塒物をとり2之に就いしζ行つ拓ズカツロ内ぽその内聞の程度赴示す毛ので反懸の陰陽を示すらので

　　はない．以下各衷これに準ずる

　以上の試験に依れば過クロール鉄反応及Mi11。皿反応｛よ対称試験にくらべて貸手であるが，　Jorisscn反応は褐色を

幣ぴているとは云え陽性であると断τ∫することは出來ない．爾Jorissen反応を行う面斗鍾の検液は微に黄色を111｝びて

いる．又Salicy1酸の稀灘溶液を｛1…成しそのJorisscn反応の呈色と，対称試験のJorisscn反応呈色と．を重ねて翅1麗

したらば，大休に於いて供試品の是色と同様の色調を認めたので，略Salicy1酸の存在を推定することが川來たが，・

爾微量化学的試験を行ってその確矩をはかった・確定試験の方法としては比色計によって呈色色調を分折する方法も

考えられるが，この場合各種の不純物が混入していることは明らかであるから，より確実なる微量化学的方法を撚用

した．　　　　　『　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　F

　3．　微量｛ヒ撃的定昏生試1諺i

寒性試験の狽に述べた撚に依って抽仕1した囎を少しく力曜し々がら2～3翫肋蒸溜水で処理し・此れをスライ

ドグラス上に滴下し，自然に蒸発して鏡倹し，次に下記の各試薬を滴下して試験を行った．爾対称たる市販の沢庵に

ついても同じ試験を行った．

　（1）硝酸画一’水銀溶液（約10％）1滴を加え析出する結品を鏡検する，Salicy1酸は総状に集合した針1伏結砧か

　　叉は短い柱献品，父ぽ遠隔品の物質となる6）．

　（2）P－NitrosQdimethylanilin（約10％）1滴を詠え析出する結晶を鏡馴する．　Salicy1酸は襯色のプリズム晶，

　　3くは柱状結晶の物質となるσ），

　（3）　過クロール鉄溶液・（0．5％）1滴をカロえ反応を見，更｝こ鏡検する．

　以上の試験を対称たるSalicyl盤面のものと比較しながら行った，共の結果は次の如くである．

　　（イ）供試品抽出物恥のものの鏡倹図は第1図の如くである．11i販沢庵の鏡検図は第2図の如くであり，Salicy1

　　　　酸の鏡検図は笏3図である．明らかにSalicy1酸と同捺の結艮ll湛を供試品のみに発見した．

　　（ロ）供試品抽出物に硲酸第一フ1く銀を加えた鏡倹図は第4図の如くである．11∫販沢庵及Salicy1酸はそれぞれ第

5図及第6図である．明らかにSal｛cyl酸におけると同様の結品を供試品にのみ発見した，
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　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

（ハ）供試品抽出物にpNitrosodiKnethylanilin試薬を加えた鏡倹図は第7図である．｝1∫販沢庵及Salicy1酸は．

　　それぞれ第8図，9図であり．明らかに供試品にのみ，Salicy1酸に於けると同様の気品を認めた．

（二）供試品抽出物に巡クロール鉄溶液を加えた鏡検図は第10図である．市販沢庵及Salicy1酸ぽそれぞれ第

11図及第12図であ’り，明らかに供試品にのみ，Salicy1酸におけると同襟の結焔を認めた．
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　　　　　300×
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　　　第　5　図

　　　300＞く

（市販沢庵十HgNO3）

　第　3　図

　300×
（サルチル酸）

　　第　6図
　　　300×
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　　　　　第8図
　　　　　　300×
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　　第　9．図
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　　　　　　　第10図層　　　　　　第11図1　　　　　　第12図
．　　　　　　　　　　　　　　300×　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　’300×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　300×

　　　　　　（β辱試晶十FeCI3）　　　　　　　　　　　　（iij阪沢∫妊十FeC13）　　　　　　　　　　　　　（ガ・ルプ」ル酸十FeC13）

　　以．しの試験に依れば供試品については，こ義に賦みた全ての試験が男らかに陽殴であり，対日たる市販沢庵につい

　ては明らかに陰性であるので，供試品中にSalicy1酸ヵ｛含有するものと確定して齪りなかろう．然して大根及沢庵中

　に細icy1酸が天然に含有されているという報魯を聞かないし，又こエに試みた対称試験がすべて陰牲であったこと

　より，供誠品中のSalicy1酸は故意又は偶然に添加されたものと考えてよかろう，

　4．定量試験
　　　　　　　　●
　Salicy1酸の定心法としては直：接定三法，プロム化法及び比色法箏があるが，この場合は　Salicy1酸の含i乙tは極め

て二三であると思われるので比色法を二二した．比色法には，W．　Hcinz及R．　Limprich　7）による過クP一ル二二

「応を応用したものと，F．　Sc11。tt　8）によるJor1sscn反応を応用したものとカミあるが，　Jorissen反応を応用したもの

はこの場合利用出來ないので過クロール鉄反応を応用したものを用いる外はない．然しながら該法といえども此の場

合は何等かの形で障書されることは以上の実験に依り明らかであるが，試みに供試品の過クロール鉄反応を下部Sa・

1icy1酸に依るものとして定量を行った，鼓に供駕晶としてば，液汁を混ぜた繊請内容全部を山回休とした．

　（1）試験法
　　呈色反応の項に述べた抽避法に従って抽出した浅盗宝，少量の熱｝易｝ζ瀞解し冷後慮過し洗幽して10ccと癒し・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ，1七浦に0．5％過クロール鉄溶液を滴下して最大の色調を出さしめ，その色調を｛票準Salicy1酸溶液（1　mgのSa・

　1icyl酸を50　ccの水に溶解して訂継哩する）を同il淡に処理したものの色調と比較（Ncssler比色管を用う）定1まする～

　（2）試験成績
　　　　　　　｛∫馬爪爵轟　　　　　　1kg中・…・……・・・・…　…………………　…・…・・……・・……　…・…………61ng

　　上記の試験の信頼憐には多大の疑間があるが，たとえSalicy1酸を含有していても極めて微猛であること1よ明ら

　かである，爾盲試験は現在の段階では，その正確性に日読があるのでこれを行わなかった，

　　　　　　　11L　添加物及既知物質の影響及酸塵理の影響並にJorissen反慮の妨害性

　1．添加物及酸魔理された添加物の影轡　　　●

供試品及市販沢庵‘P｝こぼ，絶料ζしてT・・t…i・r・ウ・ン及A・・amh・を鮪’しτいるので諭む出操作「11にそオ瀞

のあるもの，又はその成分が入るか，又は実験誤差的に抽Ill物に混入して，反応に影響を與えるかもしれず，又これ

等の酸処理きれたものが影響を興えるかもしれない．又供試品にはクエン酸が添枷されてあるので，．これが反応に影

響を輿えるかも知れない．我々．1よ此等の影響を陥回するため，…応次の実験を行った．即ち供試品と同理度の色調を

示す此等3種の蒲色糾水溶液並にそれ箏をク」「Z酸処理したもの，及ゲpH　3のクエン酸水溶液につき，一夕の抽田1栗

作州えた抽｝i物こ？き・上記4i肋反応を行った・又此の抽1肋｝こ・澱沢庵の抽出物1こS・li・y1酸．（極聯朧液

1～2滴）を加えて，その過ク『一ル鉄反応が供試品のそれと同程度になる様なSalky1酸の泣を加え，これに就い℃

上記の斉一応を行った，その結果ぽ第2炎の如くである．この試験結果よりこの抽出燥1乍1こ於て1昆入するおそれのあ
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る微量のTarなazine，ウコン，Auramin，及クェシ酸は，共にSalicy1酸あ検出反応に対して重大なる影響をあたえ

ないことを確認した．　．　　’

第　3　表

番号 添　　　加　　「物 1過クロール鉄反応
亜硝酸ソ晶ダ反応 ジョリセン反応 ミロン反応

8 タrトラヂン 呈色しなレ・ 殆ど呈色しない 殆ど呈色しない 殆ど呈色しない

9． ウコン』 同　　　上 同　　　上　． 同　　上 ・同　　上

10 オーラミ．ン　　　　．1 ．同　　　上 ．・． ｯ　　　上 同　　上 同　　上

11 クエン酸　　　．
同　上露　同．上　　1

同．上に同上
12 一タートラヂン　　『．，

¥サルチル酸　　　・． 　　　・w紫色㈱． 殆ど呈色しない 赤　　色　（卦） 櫻紅色　（升）

・3標㍊チル酸　・ 1同　上 同．．上 同　　上 ．同　　上

・・41㍑撫
1同　　　上

’．ｯ　　．上　　■ 同　　上き　’
「向　上．　｝　　　｝

・5階霧・酸コ『同上『噛　上　伺．虫．1 圃　　上　　．

・6障就享態伽刊　　　　　1 同　上　1同　．上　　1
同　　上 同　　上’

17’　1 1鋤霧糠一ラ．1
i’・・

同　上レ同　上 同　　上 同　　上

・8 ﾛ聾男舞ラ西 ／局　上・ ．同．　．上
．　　　　　　　　「

ｯ、上 同　　上

一　1P9「・ 鞭享議　ll
同　　　上 匠・1一圃．上’■同・．上．

20 ．鞭蕪・・コ「同　上1同　… 同上1同一ピ
．21 撃蟹霧藤・．1．』 同　　』上

．同　　　上 同　　上 同　　上・

22 撃響多ジ彫糠II @　　1　　　　　L　　　　　P
ｯ　　　上■　　同　　　上 同　　上 ．同　　上

　　　　註，クエン酸そ呪の腿ク・一ル鐵購を妨害することはす寵知られて幅ヵ｛，ζの抽出法撫どこせぱ上記の女ロく影響旨い澗「殆ど

　　　　　　呈色しな予選色仕｝の程度で劫，燕溜水のみにっし焦て穿つ二合と蹴豪である。　　　．．　　．

　　　2・・P・0・yb…2y】r・・f61の髄　　』　　r一

　　本検出法によって抽出物中に混入するおそれのある従來知られている物質にはp・Oxybenzylsenfδ1（HO－C6H4二

　CH2－NCS）があるが，理論的には抽出されない筈である。しかしながら実験誤差的に混入するおそれもあるので次
可． ﾌ実験を行った・購姻の三物をAlr・h・1｝・下し・水で緻・煮干B・てAI・g与・1を志せ・め濃搬をカ・

　えて酸性となし，煮沸して鉛糖紙を用いて硫化水素の発生を検した．その結果は次の如くである．

検”－昌’体 硫化水素試験（三三紐摩応）

．大　　　　根 ．陰　　　一　　牲

○

これについては筒微量化学的試験を行う必要があ為が，これは他日にゆずった．したがってP・Oxybenzylsenfδ1が該

抽出部中に存在しないと云うことを確認することは出來ないが，す．くなくも抽出法よりして存在しないことを推定す

ることは出來よう，　　　　　　　　．・　二　　　　　．　　、　　・　　　　　　　　　　　　　’璽

　3．酸虜理の影響　　　．．　　　　　　　　　　’　　　”．
　供試品，市販沢庵，市販沢庵をクェン酸で処理したもの及市阪大根，南瞑大根をクエン酸又は硫酸で処理したるの

につき，定性試験の項で濾べた抽出法により徳た柏出物につき，．．過クロール鉄反応，Jorissen反応，　Millon反応及

亜硝酸ソーダ反応を行い，．父市販沢庵及市版沢庵をクェン酸処理したものにSalicy1酸を加え，．h記の袖μ接lfつて．

■
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鴛た抽出物につき上高の反応を行った。その結果は第3衷の如くである．こエに亜硝酸ソーダ反応ほJorissen反応

と同捺に処理し最後の硫酸銅の添加を行わないものである（但し亜硲酸カリの代りに鞍下酸ソーダを使用した）．筒酸

処琿及Salicy1酸添加は次の方法に依った。

（1．）　クエン四魔理　定性試験の項の検休処理にのべた濾液に10％ノェン酸を漏液に対して約10％割合に郡加

，し（pH　3），沸騰水浴中で液量を…定に保ちつエ3時間加源する．

（2）硫酸慮理　同上濾液に10％硫酸を滴下してpH　3とし，沸騰水溶中で液量を一一定に傑ちつエ3時聞加溢す

　る．

（3）Sahcy］酸添加　定言試験の項でのべた抽出法によって得た抽出物にSalicy1酸を加え，その過クロール鉄

　反応が供試品のそれと同稚度になる切なSalicy1酸の批を別の上記検休に加えた（番1｝Bはこの最のSalicy1酸

　のみについて行った）．

第　3衷

番号 検　　　酬過・・一ル飯応仁轍ソ叛応1ジ・リセ脚・卜・戒応

E31供試沢摩 匝紫色㈱隊　色㈱隊禍鮒）陣紅色㈹
，241　〃 同　上（冊）同　上㈲1同上㈱1同上（封＋）

・51　〃 同　上㈹1同　上㈱国上㈱瞬上（珊）
・6i市’販沢庵（A） 　　　　－譿F（・）隊　齢）1黄．齢）1趣紅色（・）

・71・〃　　（B） 同　上（・）1同　上（・）／同上（・）瞬上（・）

・81　〃　　（・） 同　上（・）1同　上（・）国上（・）園田（・）

・9ゆ一正理庵（・） 菰紫鮒）隊　色㈲国権）1櫻紅鮒）
・・！　〃　　（・） 同　上（＋）1同　上㈱1同上㈱1同一±轡）
・・i　〃　　（・） 同　珊）瞬　麗日同上㈱1』・上㈱．
・2樋販大根（・）

艶紫色（・）障　色（・）障色（・）「櫻紅色（・）　　　　＿一＿＿＿一　r＿＿一　＿　　　＿一．　一一一h一　　」一．・r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　一一一・

・31・〃　　（B）
同　上（・）1同　上（・）国上（・）図上（・）　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　噌　　一　，　　一　「　　一　　　　　一　　炉　卑

341　〃　　（・） 同　上（・）国　上（・）瀬上（・）国⊥（・）
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　一　｝　噂　　一

R5沙一1騒理根（・） 並紫色㈱隊　色㈲隊鮒）1・櫻紅鮒）
‘36i　〃　　（・） 同　珊）1圃上㈱国上（州同上㈱
、37i　〃　　（・）’ 同一上㈱．．・同…上㈲国上（昔）同上（＋D

38脇趨透鑑（A） 菰紫鮒）憐　色（什）隊鮒）陣画面）
・gl　〃　　・（・） 　　　　一ｯ　珊月同　珊）1同上（酬同上（粁）
・・1　〃　　（・） 同　上㈱樋　二月同、珊）樋上㈱

」L⊥専藤浪　（・） 　　　　　　　　　　可　　　　　　　　　　　　　　　　　｝－．．戟E紫色（＋）け｛色（・）1費褐色（昔）1櫻紅色（普）

421　〃　　（・） 　　　　　　　　　　　　　■　　　「　　　　匿　■　　　．ｯ　上（刑同　・・ヒ（・）1同珊）1同珊）　　　　　　　　　　　　一　一　　　　　．

一τ1』〃　　（・） 同　上㈱i同　上（・）国珊）巨“上㈲
44隈堅鞠㌶謬（・） 　　　　　　　　　　　　｝　　，　　　一　　一．　一　一　一　一一｝一　　一．ｸ潔色㈹隊　鮒障髄（昔）1櫻紅色㈱　　　　　　　　　　　　　　　一　　一

．＿＿　．＿噌　　一　　，　弊　　　　　　　　　　一

E51　〃　　（・） ，同　一・（冊）「同　・・㈲i同上（什）1同上（帯）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

46

47

48．

幅撃霧糠ン（・｝

！奪購巌　（A）

〃
（B）

49

．50

〃
（C）

薩耀㌶謬（・）

・・1
〃

（B）

・21 〃 （C）

53陣撃鳳酸酸（・）
541

55

B

〃 （B）

〃
（C）

サ　ル　チ　ル　酸

箆　紫－色（冊）

箆　紫色（升）

同 上（昔）

黄 鮒ア1．難色（釧・繍鰍）・

黄

上（＋）． P筒・上㈲

色（・月黄褐色㈲．陣紅鮒），

同

同
上（升）1同

論鮒）陣

同　　上（吾）

上（・）． P同上㈲1同珊）
色㈲、匿艶㈲

同 上㈹1同

櫻紅色（珊）

珊〉「同上㈹・i同上㈹
同

上（冊）1同 上㈹1同珊）1同上㈹
藍’紫色㈲1黄 色㈲1黄褐色㈲陣紅色㈹
同 ・上㈹卜同

同

上㈲1同上㈲
上㈹1同 上㈹1同上㈱

同　　上（冊）

1同上（珊）

艶紫色（・）・1黄 色（・）1赤色㈲陣艶‘・）

註，蒸溜水に詠いての亜爾酸ソーダ反懸及ジヨリセン反懸ぽ黄色｛±）である．

ノ

　上記の試験成績争・ら酸処理の影響に関しては，次の享が結論されるであろう．．，

　（1）SaHcy1酸が含有されていない場合，過クロール鉄反応は苑紫色，亜硝酸ソーダ反応及Jorissen反応は黄色

　　に呈色し，その度合妹酸処理に依って増大する。　　　　　　，

　（2）Salicジ酸が含有されている場合，　Jorissen反応は黄褐色に現れ，その度合は酸処琿によつ：（増大する．

　　4，Jorisse皿：反縢の妨害性

駈の実験｝・於て，添加趣繊の串・1i・y1酸そのもののJ・・i・・e・即｝潮5か1・赤色で劾㈱3表B）抽ll玉

物にそれを添加した場合は常に黄褐色であることより，この場合Jorissen反応は常に妨害されたと言ってよく，そ

．ゐ妨害牲には呈色の色調を赤色より黄色に導くものがある．而して毎れは蒲色三共の飽の添加剤の影響に基ずくもの

ではなく沢庵あるいは大根本來の成分に基因するものである．

　　　　　　　　　　　　　　　　IV．妨害現象に關す．る試験　　　　‘

　Jorissen反応の妨害性にpいては，これを仔細に検討すれぽ，．メ：根と沢庵の間には若干の相違があるかも知れない

が，以上の実験についてのみ見れば，略同様の現象を示して來たので，我々はこエにより自然吻である大根について

のみ，検討を進めることにした（術こエに使用した大根は市販の秋作大根であり1～二月の貯誠期間をへたと思わ

れるものである）．

　1．．試験方針　，　　　　　　．　　’

我々は以上の実験を通じて，次の離隔を認識した．
　　　　　　　　　　　ゆ’④　大根に於いては過クロール鉄反応に対しlSalicy1酸類似反応が現れる．

⑧　大根に於いてはそれにSalicy1酸が混不されている場合・その検出反応に用いるJorissen反応は妨害される・

◎　大根に於いてはそれにSalicy1酸が混入されていない場合，　Jorissen反応及亜硝酸ソーダ反応が黄色に現れ，

　而もこの両者は常に略同程度に呈色する，

⑪　④⑬＠の現象は大根を酸処即（pH　3）するこζによって増大される・

⑤④⑮⑥の現象は略不行的連関性を以て増減する．我々は之箏一蓮の現象が酸処理によって塘大すうどとを中心．

　として如何なる抽出部分に現れ，又かエる抽出部分に於てもなお李行して現れるかどうかにつき検討を加えた．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　こ一こ抽IU方法としては第4表に示す如くSalicy1酸の抽出方泌を参考とし，主としてCarboxyl基及Phen61

　性水酸基を中心とした方法を必用した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のしかして酸処理の方法としては，クエシ酸を用いたものと硫酸を用いたもの瓦両者にづき行い，いつれもPH　3．と

’

9“

喉
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して3時聞沸鷲水浴中に加淵した．又この場合．Jorisscn反応1よ黄色た回するものを（Salicy1酸をカロえた場合ほ黄褐

色）陽榛と称することにする．筒本実験が，木実験の親椀に於ける，各呈色反応の鏡敏度の範囲内の検討であること

は冒なまたない・

　　2．水層鶴分の繊討

　検液を直接酸処理して第4爽の分別を行ったものと，一旦酸倥Eth壁可溶権物質を除いた水層を巖処理して，第4

炎の分別を行ったもの，及それ等にSalicy1酸』 �ﾁえたものにつき比較検討した．その抽出順序及び抽出部分の符号

ほ第5爽及第6表に示し・その呈色反応の成績1ま第7衷に示す如くである・dμこ依ればC部分は・γ及β部にMiUon

反応が±の堺田に現れた外は，奎て陰憧であって，」・記一蓮の現象ほ現れないことを示している．　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・第　4　裳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　検　1　液

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HC1酸セ駐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．i工一テル抽出

　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　．　　　i
　　・　　　　　　　水　　　 膚　　　　　　　　　　　　　　エーテル層
　　　　　　A．酸性物質でエ．テル不溶性獺　9（、）這。H。。ノール性撒・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　四隅で一・テル不溶性獺　（，）㌔一・H・ルポ。酸類　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0／
　　　　　　C・塩基性物質・共の他，　　　　　　　　（3）　エーテル可溶性中性物質，共の他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　．　　．1㈱N・H…拙
　　　　　　1
　（1）NaHCO3暦

（カルボン酸類めNa塩等）・

a）

b）

c）

d）

e）

箪純カルボン酸類

フェノールカルポン酸類

強エノール性物質

フェノール匪水酸差の

水葬i原子が他の原子醐

によって置換された

カルボン酸

　　　　「

　エぬテル府

（1）フェノール類

（．2）　エーテル可溶性中性物質
　　　そ
　　　1　　　3％NaOH’
　　　抽山

R1画（〉一）
∫。〉碑

2箇以上のカルオξキシル薦旨

の内いぐつかがエステル化

されたカルボン酸類

’（・・）旨。・H暦

　　（フェノール類等）

a）箪純フェノー．ル三

駐；Rはヒの場奇．必ずしも組炭化水業一幅示す毛のでぽない．

し

　　　　　　　　（III）・エ’一テル層

　　（中性物質等）

a）　純中性物質

　　アノレコーノレ

b）

c）

d）

淡化水素

ケトン，アルデヒド簿
。　　．

R｝　　　＼
　　　C＿OR’
　　　ノ

Rレ〉一

R　＼
　　　C－OR’
　　／
∫6＞ゆ・・即
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翻
F

欝‘ゴ

熱∴1
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a…テル三編∫『’巨‘・1∴’∫’．「ぼr「嘔＼繋

』．．

翼ノ・

鍵’

聾　『

　κ

ヂ

11
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’　　』

灘機織鷹島慧鷺難鵬熱血畿理蹴熱藤
、 眞 輪

編，，㌦

「

臨

一

　’　第5襲

@　検

齊O処理

　　　　　一
@　　　　　　　－
t1
@（pH　3）　・ 一

ヤ

　　　第1⑪，⑬，

　　　　6衷
@　　◎各部分の虚言

D三三（エーテル溶液）．

’亀 ・灘
．　胃　　馳 HC1酸性エーテル向座’ 飽和Na耳CO3 粥y・1・

i
一・@1　　． へ　　　庫「

－

抽出
一　水． 暦’ 工幽テル暦〆 1

　　　　　　　　　④　　　　　　　　o

@　　　　　　　　　　，@検　　　液．　　　　、
_IH・i酸性エーテル細

　　　　NaHqoδ．暦

@　　　瀞　　　　　　　　　　　、」　、

@9
@　　　1‘　　Hq暦

HC1酸性エーテル抽出

@　1＼エーテル層

　　　エーテル麿
@　　・・瞬N姻翻　　　　　　　　　曼

隅’晃

・　　’水

`r　．

@　1・

　層　　　　　・

_処理（PH　3）中和後・

gC1酸性エーテル抽出

@　　　　　・1，

　　　1
@昌一テル贋‘．　　　⑧

A

「9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

@　　　．　・　●

」永洗エマおノ嘩　　　　　，

読1眉 エ・一レ、嵯篇蟹鞭

応O

∵徽

@1な｝㌔，レ．’L、f、

水． 贋 エーテル層 エーテル液 ‘いド■

　　亀y、　　「「

7－

’　　　　　　◎．’

@　　　　　　’

C　　9

　6
謔V衷　　　　　　■　　’

　　、

@　9
I　　　．

　（β）、　　「

m

騰鍛　勲瓢

番号 検．　　　　体1 降～r一・・飯応 亜轍玖一販応1 ジ・蜘反応「 P』ミワン反応　r

騰．

55

T6　、

^7’1

T8

T9

U0ズ
U1

U2

U3　・

Cγ二、㌃

bβ　　　　　，　一　　、・C窃’

aγ

`γ　「

fBβ

`β　・
aα畠．Aα

i黄　色（±）1同　　上（±）

@同’、、上（土）

P・藍紫色（＋）㌦
堰D豊紫色（昔）1黄　　　色（士）　　　　　　　ノ．同　　土（≠）㌧同　　上（士）　同　　’上（±）

黄　　色（士）

ｯ　　上（士）

ｯ　　上（出）

ｩ　　　色（＋）

ｩr　色（升）
ｩ「　』色（士）

ｯ　　上（＋）
ｯ　　上（士）』同　　上（士）1

一色（±）

縺i±）

Aニヒ（土）

F（＋）

F（卦）　　　「

F（士）　　　，上（＋）

縺i±）

縺i土）

・』櫻．紅色（士）
¥1，濠重驚嘆　　　　　　　　　鳳u・o’客　　　　　色（＋）i　櫻紅　　　　　　　　　　　汽隻’血紅色（昔）聴蓼

?ﾄli欝　同　　上（土）

・照髪・｝彦

E菖　蛋・・β」．

ｶ戯
餌65666768 Cγ＋サルチル酸

bβ＋ナルチル酸　　　ゐCσ＋サルチル酸’』

aγ＋サルチル酸

`γ＋サルチル酸

三三●色（曲．
P、同　　・上（珊）5　同　　’上（柵）

z．．上㈹｝伺　　上（珊）

黄　　色（士）

ｯ　　上（士）
ｯ．．　’」三（土）

ｩ　　色（＋）「

f費　　色（升）

紅同．同黄褐’、黄．褐、色（昔）∫色（朴）．

縺i暑）

縺i冊）

F（＋）．

櫻・紅色（珊）　　　　，

ｯ’．・上（葡

ｯ　　，球冊）
ｯ．．・幽上（十蹉）

ｯ　　王（冊）

@．

難し鳥・・ト1「・’、・・「灘鰍

　69，　　　　　F　70ズ　冗　72

Bβ＋サルチル酸
`β＋サルチル酸rBα＋ナルチル酸

`蘇ナルチル酸

1同　上（冊）・

P向・上（冊）

�@瑠

同・　上（±）

ｯ　　上（±）

ｯ　　上（±）
ｯ　　上（±）　－　　　　　L

．

今織同一．同・’ 色僻）

縺i昔）

縺i什）

縺i升）

・同　　上㈱）
ｯ　　」＝（借）　　覧

ｯ　．，上（珊）

ｯ　　上㈱）

τ

灘ii　『滋蟹一躍潔雛

　　・9」、h　L4．

・・

●

＝∂

驚

撫情備榊：∫凱軸帰榊
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醗三碧
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芽

．．’ ﾋ‘・，’㌦－∵’

征　生　‘べ　験　所，．報　告

「く“L　　’．・ご．・．

，タ誌∫；．

P　　㎏
．≒

’

第　8．衷

・副　検 休腱　磁劇酸ソザジ・リw反応・…ン反応
．73．

V4

、（1）の酸処理物　「　　’

i1）の未酸処理物

｝陸紫色㈲
P同　上（＋）

黄．色（＋D．

ｯ　　」＝（＋）

黄”　色（昔）

ｯ．⊥（＋）

棚紅色（昔）㍗．櫻紅色（＋）

75 （II）の酸処珂物 i黄．色（・） 同　　上（＋） 同　　上（＋） 同　　上（土）

σ1）．の未酸処理物1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

P（III）轍濯物「（皿）の未酸処理物　．

1同　上（士）i同　　」二（土）

早v・（・）

．1司．上（士）

ｯ　　上（土）

ｯ　　上（士）．

‘二野紹同　　」二（士）． 　同　　上（土）・P　費　　色（出）

@同，　上（出）

80

W1

W2

W3

W4

ガ．σ）の醜肋＋サルチル酉空
�恣蜚Q酸　　（II）の未酸処理物十サルチル酸　　（III）の酸処理物＋サルチル酸　．（III）の未醜理物＋サノレチノ畷．

｝鶏紫皇llB　藍紫色（珊）i　同　　上て冊）

謗≡香G．．　　■

黄　　色（辞）

ｩ　　色（＋）

ｩ　　色（士）

ｩ　　色（士）’費　　色（土）

?@色（ま）．

費白色（→十）

ｿ褐色（＋）

g　　色僻）
g　色（君）

g　．色（升）

g　　色（升）

櫻紅色（珊）

N紅色（辮）
N紅色（冊）　噛

N紅色（冊
D櫻紅色（珊）

N紅色（｛の

が略

騰

蒸

．職＿噛、＿避＿＿＿＿灘餓舶及恥＿対＼
　　　応ずるものである）．。れ蘭ク。．ル甑応の撒蝕考慮に入れ、ぽ，．朧一蓮の徽が齢のf解物にしたと、租

騨？響も現岬畔四隅た絶●．＿一「1
麹部雰三三四魔：欝隷塁繍懲三三猶禦四三欝窯濃下は’各回　旧

藩．．幽1・．1．．・’回結．1．．1費．・．1・・一11隊

やギ癒鎚鰻蟹1繍～て上置一こと帥㎞反応の㌣欄興に干1燃な翻，
　・．「F10

　｝識

難
騨
憲・

冴こ報告‘よ三農部長兼生化学試曝寒部長，田中嬢博士並に，前同部長大岡塘二郎1奪士の格別の御配慮を賜ったものであ

．ることを記し，こ二に両先生た謹んで～糊の意鎖する．

　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　● 　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　｝　．

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w　・糟ワ｝．5鯉．　．馳⑳乙



・・ D∴．・一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
．ず

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　’　　　　　　　　”

　鳳　　　　　　　　　　　　　・．　　　　　　　　　　」

　　　　　　　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　　　Nρ！．68ン大臓沢庵に混入したsal瑚酸旧版応並｝・大根｝・現泌該聯働額象｝・関す脚見・47／

・く
E…

D∫’ A．… @．．．．㌃．．丈．．．．．．ジ献．．一．．，．『∵．．．『．・．．－1．・1’．・

　　　　　．1）　Gadamer：Archl．Phar血り237，507，（1899）．　．．　．　　　　．　・．，．　．　．　　．．　・．．．’．　　．．．．　6．　・・　　　　．『

、書；．．齢盤甥111：．』1㌍k「ll『騨5岡1！94）●ll．r．．：一1．1．1・1’1．．．．，．．

，、．

・窪；1．．躊畳職轡：工噛幽讐．2糊｝』．叉．’∫．．．．1・．．・』．．［㍉．”．．．．［一

層糊躍糖誰瑠鷺1盆∵ll与’岬i∵‘ゴ・1．．1．1・1．一・．；．．

．・

P）．平r『latt：．cl瑠1二轟．bde繭、・・。ぬ、61．lr｝・。頭1・噸．孟繭・』Rldl∴．

　　　　　　　　　　　．・．1．噛（R・…fR・伽坤S・・ivesL）明止ラT・㎞・・．脚・dR・⑩．，　＿．〆　・
　　　　一　　．㌃1　．．　1・　1．．』』．∫窺1譜thr聴讐？平eロ肝v’聴ch　dir㌣やthrse　R6苧とtioh昏∫n声6　ra1τ4en．．　　’・．・　　　　▼．　　　　　　　　　・・

．・． ｡　’．．　．一（K・μ・、＄・・K蝋lbd艶ii・hi：0・K⑳）一一．　．■・．　F　P．

1轄羅監r認畿畿ll認翻：識鵬二．．l
　　　　　ml・・d．’i・．・h・聯・・？註hd．・adi・h・・hd．．・h・・出・、saliけii・．琴・i♂・1ik・蜘i・hl・6・耐by．浄φ井‘・三醐d’s．　a・d

　　　　Mi11。・1・．・e・g・嘔・無d　J・践＄・e・．漁i。…⑱。di聯・i瞭・士6・b・i6h曲。w・d　y・11・wご61・｝ih－c・・6　ilVa・b・t．噸d

　　・i・th・m・．閲d凶通haサ壁・1・・㏄・・幽喚d．翫・t出・・e戸h・nQm細Ψ・・e　lh・μ・δ4鋤d　4ec・6・・¢d　in血・・alld　with．、「．，

　　　　acl・．．1・e・脚・f・仙e　sampl聞・・．一．．・．．・．．・、．．．，■．．’＼’・　　　　．・1

・綴・謙騰蹴1織額際噸岬｛hセ岬帥1岬ille轡・’遷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　隆

㍗．・ll．．ll：1窓1二1．1湯lll．□IFIII・．．ll弓．二・1

　　　　　　　　　　　　　　一、．㌧・＿1．＿．一．＿．．・．．…．．・．r＿・．．．．．∫’．蕎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．

一一’
D．． c．’ D．．

D1’．

A．

v∫L一．・．∴．．1㌃．．．・．・・．二．．L．

､　勇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　 ・，　．　　　　、．　　．　・　　　．．　　　，

・　　辱・　・．　’　■・・　．・一一：．’・■L．・L■　　　、｝・
’』

E．
D1・．＼．“・ll．既’r、．1．・．＼1．’1．1，．1．ご．1．1一．1．1、．．．：㌘巴、．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌦・一「．．』∴．．・．r．．1ゴ．．・、「．．、』』：．．1．．．「』∴1．・＿’．’．馳、．．・・

　　　　　　．　・．’．－一＼＿9・』・　一．1　．．・．．　・∫1・．．．．．・・『

　　　　　　1㌦・・．．：．．　．㌧．’．．　．0．．・一．　．　．　．・　　．・」　ご
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　「

　　　　　．．．、　　．　　　　　　　　　　　　r

　　　し　　　　を　ぼロ
　　　　リ　　　　　　コ　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　コ　リ

融累轟鰍．曜ん1一．＝．．．一．
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ふ‘　．4－・．

　　　　　　　　　・∴ll
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　　　層ρ」・．“

術．・生　鼠　験噛所　報　告1

顎

キ，』・

詳

1．

1∫

1層．，

1・

1‘l

l．’

1，．1

瀬．

し．・

二、．，

：il、

．，ガ

手，噛停．’・，

　　　　　　　　　　　湖欄用硝子容滞につ1いて
　　　「．●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　F　　　　　　　・　　　　　．　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　’藤非正道　　掘郁　 隆．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

．● E．
C・

D’ QRe・6a・ch・・the　G1・鈴。ontainr　f6「hjertio1｝si「

　　．1 　　　　M…㎞i・hi　F・・…nd笥・k・shi　H・・1・・　一．．・・．．’．●．「、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　・・．．冒．　　．　、’　　　　　．・　・　「r．

　現今注身欄は猫ζ共種獅をナ飛加しつ瓦あり，而して之等注射剤左保存する硝子導爆｝よ注射剤の需要の増加に作って

序し，その磯を欄！・物1鵬衛牡鱗を蘭す襯・あり・然るに之舗三脚撮近眼て眼矧．
粍醍燃料の入手ほ既に精容易となり，材質の研究と製艦技術の改善等により，減菌時の破損率少く，アルカジ溶出度

社友き良質なものを製造す：る71拝よ地卵耳蝉：易になりつムある現駅にも拘わらず爾粗悪なる，糖質硝子にて作製せる硝

子鷲が蝋・岬され・勘＝闘剤唖類嫡を陥鞭用され砕見牽け砂である『・．　　．∫
｝斗酒勲価…質，如何｝こ舞関係に只漫然と此等引綱使用せる場合1湘菌操個1破損多く且幣成分1燃剤に滋

ホれて潴llしレ踏めに注射剤が化学的に変イヒし，馨［駿，カ｛質に変化を興へ，藩だしきは液剤に混濁及沈澱を饒ずる節

・悪脇嚇・ざ・・のであ・・ゆて都幽・回忌騨子容器翻す・に地三局痂・3舗’・，
載の乱射藁菰硝子容止及』 坙{薬局方（第5改正）注射都i1子容器試験二等に準拠して自験を施行し，．冒∫販浬三一用硝

．裕撫徽しつ・，併せて上記の検：醐定を二二←，現在に於て最も醐癌検艘定錠脆勲肥州な

禰解池場より蜘ζと附に∴硝粥の…》燗輝糊醐岨の脚ヒ応Pた帯警器の側H騨．
．調せんとするものであうド　　、．　　　』　　　　．　　　．　・．　　　　　　　　’　・　　．、・　　　　．’
セ　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
．一 D舷臓省難騙｝監椰二二て臓射剤鵬窪子辮の測微正を企て・当所劇i騨費料．16積圏1餌素雌付を受
けたので之等に付，米園薬局方，注射剤用硝子容器試験及之に継ずる試験を施行し，共結果を検討して，．日本薬局方

1｝謝繍硝子糊の規定改正に対ナる魏にも供す二二である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試．験　　之　　郡

　　r脚牒局方による即身欄用石鯛容器めアルカリ溶出度試験．』・　　　　』．’　．∵

　　畑糊茄・3版蝋燭鯛綿子撚嗣つ卿α哩L狐・．脚・珈マ）に分類され・瑚聡堺の
ヨ二身椥・釈てω側・増置以下些々湖欄の瀕｝こ釣塀区別さオ・｛鯛興るぜ・の噛臥

　　猷験甲子の大略は次の通ウである．　　　　　’　1　　　　　　　　　　　　．、　　，

　　型1一勢州

　　繍，轍賭試料醐辞！．，’4幡筋の篤下，50獅の筋上嚇来燃溜フk及アルコー・・にて麟したるもの・エ0

9、締lrこし，．顧備・準望鋤・ラ・・に入れ・水40・・癩カロし・加庄釜｝・割・て・5鞭の焔玄L圧P・て3・三

鷹したる後，30分1姻に三訂し甑とし，フうろコを卿1呈し，i容1膿ろア励随フ・がルレ・陸垂旨示薬と

’してN160　HβO、で朧テ．融多柾をffいN150　Hβ0、のll曾費皿0．6　cc　1を越ゆべからず・

　　型r〔一試菰　　　　　　　　．．　　・　「　　．　　　．　　．・　』、’　　・・　　　　　　　　　　一

　　測：，｝に三々の学謹に｛芝って潮もつて3／4に煮う嫌フMOOO　ccに対して2滴の割にフェノーノレフタレインを

．回せ三三糺勲施し，カロ圧釜た容れ1四度の水回圧に｛・繍寵した繊・3⑭以1勺に回し瀧…と

・・1噸・て各辮よ購液を等騨づ塑聯の・・0・螺り．N／501職に三三るに・その　7瑚、‘

．・・5醜越ゆべからず・．　・．　　・．’19、．・　．・・　　．
　　型］に一試験

　・m勲胴柳こ処聡る胴ξを109課し予め’N／50Hβ0、を入れ24P調90．に回せ鞭麟・回せる
覇・似ヨ・11｝・入れ，耳15・耳・SO・‘5・・g卜え9・．出・・5．｝・働た磯浴中1・4㈱力瞭～したる後・．．・・チ・セ’レ．

．・dドを指灘としてN150　N・OHにて灘ら附リユ；四割N50　Hβ0・を瀧する・三三の粘N150　H・

欝避．

．1．’1」・ピ、㍉暫．も．　’．㌔

蟻

が’

．◎

ｹr＿ 聯葦鼎撫．鎌㌦餓讐掌



No．68 注射斗組硝子容器について ’49

SO4の5cc越ゆべからず．

　型N一一譲　　　　　　『．　’　、　　　　　　　　　　書

　試料に夫々の容量に従って水を旗充し，藍を施し，加圧釜に容れ15封度の水蒸気圧にて，1時間加熱したる後，’，

30分以的に100．1こ冷却し・’取出し・内容液100cc以上を正確に秤回し白金皿にて羅乾測し・溶lllせる硝子の鼠

螢を測定し，同量の水に就て盲検補正を行う・硝子成分の総溶出量・1しに対し3・5nlgを越ゆべからず．

上記の如き米國薬局方圃剤用硝子容器試験法に準拠し試験を施行したるに第1灘示す如轍績を得た・

　　　　　　　　　　　　　・第1表　米國薬局方に拠る試験成績

ノ

試 料型・試験型皿試験1型皿試験 型1v試験
白色・・プ・レA・…｝

　　　　　　　5　！

　　　・　　　　1

　　　　　B　20

　　　　　　10

　　　　　　　5

　　　　　　　1

　　　　　C20
　　　　　　　5

　　　　亭底　1

　　　　丸写　1

　　　　　D　2

　　　　　　　1

　　　　　E　20

　　　　　　　5

　　　　　　　2

　　　　　　　1

　　　　　F50
　　　　　　20

　　　　　　10
●

　　　　　　　5　、

　　　　’　　　3

　　　　　　　i

　　　　　　　O。5　’

　　　　　　500

褐色アンプルG20

　　　　　　ユ0
　　　　　　　5『

　　　　　　　1

　　　　　H　5
　　　　　　　1

　　　　　LI　20

　　　　　　　1

　　　・’J250

　　　　　　100．

　　　　　　　50
コバルトアンプル

　　　　　　　20
埋　　　　T．

　　　　　K．

・・431cc

O．99不適1

0，79不適1・

＿　　一

〇，41

　　－　　l
l：ll．1

0．33　　！

・．281

1：墓

0129

　　　　　セ
0．31　　　1
　　　　　ト
0．30　　　」

0．45　　・i

l蜘
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　

0．64不適1
0．55　　　i

　　　　　ヒ0．55　／

0．47

0．54　　　1

0．57　　1
　ニー　　1

・・95不馴

0・36　　i

O・43・　…

0。46　　1

0．49　　1
　　　　　0・31@｝
0・28、　｝

0・51．、［

0・48　　i

O．72不適1

0・39　　1

・・43　i

o・59　1
7．63不適ト

1．35不適

1：認
　　　　　
O・65不

．0．04

0．45

0．30

0．13以下

0．50

0。10

0．ユ3

0．13以下

0．13以下

0．13

0．13

0．13

0．13以下

0．13以下

・0．36

1：ll

l：ll

。．房

1：墓’

1：lli
O．18　　1
・．・3以下1

ρ．13以下：

0．20

0．07
　　　　ミ
0．08　　1
L・4不二

0．45

　1．05cc

　1．29

　2．05

　2●10

　0’89

　0。78

　1．00

　0．5S

　3．40

　－1．08

　5．00＿

　2．25

　2．76

　1．69

　1．78

　1．83

　1．82

　0．75

　1．45

　1．38

　1．44

　1，9G

　1．70

◎　3．58

　3．60

　3．39

　3．00

　3．50

　3．82
　『4．69

　2．80

　5．00

　’3．90

6．78不適1

1．89

1．89

1．90

5．95不適

　一狐9

3．25

3．10層

2．85

㍉
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注　射筒　Y．

ﾄ國薬局方規定
　噛
O，6cc．以下 O．5cc以下

7。13不紬
Tcc以下　　・

　一
R．5mg以下

　即ち白色アンプルに於て，A5cc及1ccの型1及型∬試験，　F　50　cc及500　ccの型1試験，」250　ccの型1及

罵灘盤馨躍嚇　細岡1鱗細細躍蟹
　π．日本薬局方による注射剤用硝子容器のアルカリ溶出度試験，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　日本薬局方に於ける試験方法は10分定規塩塩酸1ccに二二メチルロート溶液0．5ccを加えて1しとなしたる

・混液を砲子容器に注入して共4分の3四二を充し熔閉したる後100度に於て1時間加熱するに共赤色減雀昌することあ

るも至く漕失すべからず，である1試験の結果第2衷に示す如き成績を褥たゲ

　　　　　　　　　　　　　錺・表日本薬局加・拠る鰍成績』ll

．試 料 試　　験　　成　　績 到 定

白色アンプル 1赤色僅かに記す 1 適

20 1同　上 1 〃

一＿ ユ0 1　　同　　　　上 P 〃

M．10 1同　上 1
　　〃
黶@　　＿　一　　｝　　一　一

一 5 丁唖蝉i歎齋禾∫1 P　　一　　一

3 「噌雛蕪蕩齋呵1 ？

2
一　－　．

P同　上　’ 1 ？

1
　　　一　　一　　　　　　一

Pユ1黙器黙：黎7本｝1 P

o 0．5 魔欝蝋謙呵1　　　？

k一＿N．20（プL） 陽色働に囎す● 1 適

・・（角）1
同　　　上

」
〃

一一　「　■　r　・　　　－「　　　一　　．　　　■　「

5 1同　上
！

〃

@1曇 T　・ 1至く艶す 1不・ 適

，

K 防色働に鵬す 1 適

。

◎

　m　泣珊剤用硝子容器の試験に対する案

　米州薬局方試験法は日本薬局方試験法に比して試験の種類が多く即ち型の分類あり且つ試験に際し試料粉末を多猛

に要し（10g）且つ加1：E釜を使用する関係上，比較的に試験は複継であり；試料を多且に要する点が，現下の隈内の

各製造曲面で実践し得るや否やに関し幾分の疑問あり，出來得れぽ此等の点を幾分でも変え検査力法を簡恥容易にし

て爾11不備なきものとする考へのもとに型の極類をA，B，Cの3種としAは米局の型；に，Bは型】“にpCは型1V

に準拠せしめ，A，　Bの検査に使用する試料粉末も59とし且つ加圧釜の使用を排し実情に近ぐ水浴による諸沸浩を

探用し，3く指示薬もメチルレッドとして試験を施行したるに第3衷の如き成績をfl｝た．　・　．

．試験方法ほ次の如し．

　A．’仁和薬局方型1の試験r11試料粉末探耶～量を國5，9とし，加熱方法を沸騰水浴中で111岳間加熱と変え共他は米國

薬局方と同一方法に拠る．

B．三二薬局方型皿の試験中試料粉末探販量を59’としコ馳は米1藤局方と同一．・方撫こ拠る’ @，
　C，米國薬局方型IVと同一方iりξに拠る．

‘

’
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第3袋　案に拠る．試験成績1
　　　　　　、

試 料
A　試　　　　験　　B試　　　　　験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C試　　験

（　100H－C1漕費揮’cc）（昔H画灘㏄）（総溶出量m、）

／ 白色アンプル F二． 500cc 0．61
一 3．25

Jξ 250 0．44 2．34 3．10

100 0．32 1．05 2．85 ■

’i’

L． 50
ゴ’

0．58
一 一

甲

1 20． 0．43 2．00 一
1

10
『

r．82
一

M， 10 0．30 1．76 一
5 0．35 1．68 一で・．

1

3 0．38 L　　1．85 剛
2 0．37 1．05 一
1 0．37 1．10 一

巳

0．5 0．28 ユ．52、
一

N （丸） 20 0．38
｛

1．00 一
（角） 20 0．43 1．05 一傷　・4

5 r 0．42 1．75 一

　即ち本試験成績よりして，アルカリ溶出度はAに於てにN1100　HC10，5　cc以下，　Bに於てはN50．　H2SO13cc
飯下にして，C｝．於て｛湘子の総｝訓鉱山薬局方に等しで』、L｝、儲3．5mg以下が脳と思繍、る．’

　Iv　耐熱耐塞及浸蝕試験

　試料に各容器に従って夫々その4分の3容量の水，Nllo苛｛生ソーダ溶液，10％食塩溶液を充墳熔封したる後，沸

騰水浴中にて5時間煮沸したる場合及加圧釜中にて15封度水蒸気圧にて3時間加熱したる場合とに付き夫々加熱後

坂出し直ちに氷水喜Fに急冷して破損の状況を検し且つ水を充墳したる場合には冑不溶解性物質叉は硝子劉片を析出す

るや否やを眼下に検査せる結果第4表に示す如き成績を得た．

　　　　　　　　　　　　第　4　表　　耐　熱，耐　寒　及　浸i蝕　試．験　成　績

，

＼．試験方法　　　＼、

溜　　水 N110 NaOH　　　　　　　　　l｝10％ NaC1

・試・ド＼購・
－　．　－　　ρ　　一　「

　ユ20。

i加圧釜）

R時間

　　100。

T時間
　　120。
i加圧釜）3時聞

　100。

T時間－

　ユ20。
i加！二E釜）3時間・

白色アンプ・レ引 ＿・
一 一 一 一 一

B
一 一 ｝ 一 一 剛

・　　　　C
｝ 一 一 唱 一 一

D　　　2cc 変化なし 変化なし 変化なし 変化なし 変化なし 変化なし

1 〃 〃 ・　　〃 〃 亀〃 〃

E．　20
＿　1　　　】

一 一 一 一 『
5 〃　　　「

@　　1

〃 ’〃　， 〃 〃

2 ”　i
〃 〃　　　6 〃 〃 〃

1
一一 @　　　1

一 一 一 @　㎞ 一
F劉　　　　　　F

　　　「

黶@　　1 1〃

V

　　　〃　「

ﾁ熱時破損あり

〃〃 〃〃

@　〃　　　　し

10　　1　　　1
．〃　　1　　　［

一 変化なし　　｝ 〃 〃 〃

5　　i
R　｝　　1

　　　トゲ　、

E　｝
　　〃堰x　　ヴ

〃〃 〃〃 〃〃 、〃
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焼婁屯カロコニ

■

　1

　0．5

500

50 p
20

10

　5

　3

　2

　1

　0．5

二色アンプル
G

II

1

白色アンプル
L

M

20
ユ0

5

1

5

1

20

1

50
20

ユ0

10

5

3

2

1

0．5

1
1

1

5

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ケ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ゲ

〃

〃

〃

ケ

〃

〃

〃

隠灘蹴1
変化なし

〃

〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

：加熱轍福引

1燃璽損刷
肉ヒなし

1　　　　　　　〃

　　　　〃．　　　　1

　　　　〃

　　　＝
；力向砂口寺破損あり　’

｛加熱時破損あり

；加熱時破損ありi

1変化なし

〃

〃

〃

ド

1
f

I

l

レ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ゲ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

．〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

の

　　　　　　　　　　　・　　　　　　1緒　　　　＿論

　当所に於て集めた注射剤用硝子容器は，白色，蒲色メヒにアルカリ溶出度試験に於て米國薬局力をそのまエ適用する

も殆んど蓮i合する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　而して同・4燈者の製品に於ては大型容認即ち　50cc以上のものは小型のものに比較してアルカリ溶出度が大で

ある．その原因は大型のものは小型のものに比較して加工成型困難なる為め歪が大とな軌加熱による破損率が大とな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　一
る為め原料に於て或程度軟質硝子を使用するからであろう．

　斯かる点を考慮ナるならば注国用硝子容器に対する試験方法に於て従來の臼木薬局方は容器試験のみで簡胆に行い

偲るのであるが硝子容器の形駅，大きさの一定のものに就て比較する場合は租ヒその一義もあるが形駅及大いさを異

にする硝子容器に就ての訳験に対しては無意昧である．即ち小型の硝子容路稚，薬剤液の且に対ナる硝子の接触面が

大となり，従って武験は酷となり而も探坂試料中幾木力・の不適品を生ず，る結果よりして，か玉る訳験休を探坂せる製

品を剣定することは困難である，何となれば硝子の上衷面に或程度の変化を生ずる21∫は硲子の本質上及塵⑳包上よりし

て当然にして，例え同材質の硝子容器に於ても日本薬局方試験に於てはか」る違った結果を生ずる事があると同時に

又良質の硝子容器中に不良材質の醐子容器が混入している場合にも亦同様の結果を生ずるが故に日本薬局力試験のみ

よりして硝子容器の良，’不良を到定する71撃は無理である，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　この点米國薬局法に於ては材質試験に重点を置いている矧τは逼かに進渉したものである．

　米國薬局方と日本薬局方とに於ける注射剤用硝子容器に対する試験方法の差異を表記すれぽ第5衷の如し．

，＼
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第5表　　注射剤用硝子容器に対する日本薬局方と米國薬局方との比較

1・本　薬　局　方　1 米　　國．　薬　　局　　方

試験方法 容器試験　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　． 材質試験

試験設備 簡　　鼠　　　　　　　　　　　　一 　　　　　　’ｸ複難　　　　　　　　　，

型　の　分類 1　　種 1，広i［，ロの4種

加熱湿度及方法 100。水浴使用 121．5。加圧釜使用

到定及比蜘し
裾色による鋼定故個入差共他に倭る誤差多 　　　　　　　　　●阯ﾊ的である故比較的正確であり且誤差少し

’即ち米國薬局方は試料を粉末にしてアルカリ溶出度を測る材質試験を主とし，型1及型皿の材質試験が一般に使用

される型なるに対し型∬及型IVの容器試験は特殊な用途のものである，3ζ日本薬局方に示す如きメチルレッドのアル

カリ溶出による神色検査ほ口入差を件い易いが米國薬局方は溶出せるアルヵりを申和するに要する酸の所要量により

或は溶出物の重量等による定量的なる判定によるが故に良否の判定が容易で個人差が少い。但し型皿の試験を除いて

他はすべて加圧釜を使用するが故に幾分操作上の困難を俘うがしかし短時間に硝子容器中より多量のアルガリを溶出

する審が出來，加熱時聞が短時聞にて足る．殊に型IVの大型硝子容器の試験には迅速に行う為めにも是非とも必要で

ある．

　而して米國薬局方試験の長所を販入れ，現下の我國に於て製造者自身が加圧釜等の如き特瑚の装置無くして行い得

う当駈の案に於ては従臣の日本薬局方ぺ竹竿薬局方に於げる型皿の試験を除外せり・その理由は上記の如ぐ本試験に

於て特に小型の硝子容器に於てほ，本試験は客器の内面の上表部と内容液との反応による試験なるが為めに契験誤差

を生ずる凄多ぎを以てむしろ材質試験に重点を置くべき’なりと思惟するが故なり．但し試験方法として本案の論定は

米油薬局方よりも梢緩やかな点はあるも本案に拠り注射剤用硝子容器の性質を区分し，不良品を排除し痴る滋は米國

薬局法の検査に比較して遜色無きものと思惟す．

　次に注射剤用硝子壕に就ては試験を施行せるもの僅か2検体であるが共にアルカリ溶出度多く，米國薬局方試験に

於て不適になり．上等に就ては尚研究を必要とする．

　3ζ最近歯科用局所瞬醇用注射剤容器として硝子管の両端をゴム栓にて封ぜるものが使用されているが，此等に就℃

は硝子の材貿試験と共に，ペニシリン用硝子容器のゴム栓の如ぐ，ゴム擾の試験も同時に雄行ずる事が必要である．

　又注射剤が光線の影響を受けるを防ぐ目的に屡着色硝子容器が使用されているが，此等は使用の際その内容薬剤の

変質，析出物の有無等の鑑識上不安の点あり，’その離からしても使用を嫁け白色硝子容器を使用し遮光は包装等によ

り為すべきものと思惟す．（昭和25隼2月15日）

　　　　　　　　　　　　Resea：rch　on　the　Glass　Cgntainer　for　Injections

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Masamichi　FuJI　and　Takas与i　HQRIBE）

　We　made　aa　inVestigation・on　theεpecifications　of　the　glass　conta…ners　for　injecti。ns　both　in　J．　P，　and　U．S．P，

and　peτformed　the　tests　on　their∫apanese　productsゼAs　t1｝eτesults　of　these　tests，　we　can　confidentially　declare

that　the　specification　of　t五e　glass　contalner　for　lnjections　in　J，　P．…s‘‘Nobsense・・a皿d血e　one　in　U．s．P．　is

‘Perfect，．　But　we　dliak　it　is　tQo　strict　for　the　Japa“ese　products，　so　we　plse蹴ou■suggestion　i．　e．，　ouガspeci．

fication　is　to　classify　the　contalners　into　three霊ypes　such　as　A，　B　and　C，・　　　　　　　　　．
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歯科用合金に就て
藤　非　正　道 山　内　八　束 堀　部

Research　on　Dental　Alloys．

隆 楠雄

Masamichi　FuJ【1，　Yatsuka　YAMAucl　il，　Takashi　HoRIBE　and　Kusuo　TsuJI

　　　　　　　／

緒 ・言

　薗科補綴用合壷として雛しも金合金の使用を望むものである．がしかし金合金と盤もそれを必嬰とする補綴部の諸

劇震に依って，自ら物理的6機賊白及化学的憧質に限定された範囲があり，共の臨めには金合金を構成する成分の変

化及熱処理方法等を右考虚しなぐてはならない，

　それ故に之を使用す’る為めには之算の諸性質を熟知して技工事蹟し応用．しなくてほならない。斯くしなくては決し

て浦足すべき1補綴物は出來ないのであって，所謂金合金ならぽ安心して使用出纏ると云う霞fほ，か玉る上記の誌購狽

を等閑にして何れの禰綴部にも安意に使用出懸ると云う事では無い．而も現在歯科医師にほ純金が配給されている故

に之を以て満足すべぎ禰綴用合金を作製し之を臨床ヒ応用する～1‘は歯科医療上重大な礁であり，歯科材料学あ重嬰性

がある所以である．しかし現在の状態に於て，例えば白金加金線の如きもの1よ歯科医師が各自の技工室で作製する蹴

は殆ど不可能である．叉他の金合金に於ても成分不朋の添加金属を純金に合金せしめて金合金を作叛する眺等は改め

られねばならない．

　斯ぐ金合金に対して注意を喚起ナる所以は米國歯科医師会に於て制定された薗科材料規格によるも明白である．即

ち見惑格に於て金合金に聞しては，脇5号インレー鋳造用金合金潮田，第7号命命金線規格等がll訓1定され，継々に必

要なる物理的，機械的諸性質が要求され猶之に附随して種々の臨床上及技工上の諮要求が規定されているのである，

即ち繭紬医学の先進國米國に於てに金合金に忙して既に斯ぐの如き規格が制定され実践されているのである．力罵る

金合金を補綴肇の蝋理に離ずいて使用してこそ浦足すべき補綴物が出來るのである，此期持に米國の歯科医術に学ば

ぬぱならない．

　斯くの如く金属を必要とする補綴吻の諸要求が科学的に明瞭となるに従って金合金に於てきえ所謂漫然と金合命な

らば安全だと云1う考えほ是jEされ．なくてはならなぐなって坐るのである．又一方斯くの如く研究が進むに従って必ず

しも金合金を使用しなぐとも良い，むしろ補綴の極類に依って：は金合金よりも優秀な貴金属を含有しない合金が研究

され，作製され，応用される冴‘は必然的な～んであり，猶又金の節約上からしても必露な酢である．．

　熟畑へ共合血の系統ぷ，金合金系の如ぐ全般的にでは無くとも，その中の域組成のものが，局限的にでも使用慨値

のあるものならば，むしろ面部に対しての補綴物には金合金を使用する必要は無い．

　又層限的にでも使用される各種の合金を研究し，その踏性質を熟知するならぽ使用し鴛る合金の種類は実に多種で

あ叡水銀も之に銀一錫一銅一亜属合金の粉末と混飛せしめた銀アマルガムは充揖材料として既に歯科医療．il永きに

わたって使用され，3く口腔内で変色するη‘によって非難された銀も之に錫，亜錯，カドミウム等を入れ合金せしめた

鋳造廓用銀合金はインレー用合金として盛んに使用され又最も非難された黄色合金即菰銅系合金も歯科医搬しの使用

の歴史は殆んど金合金と等しく現在なお使用されている．　　　　　　　　　・

　箸済は蝕に於て現在使用されている菌科用金属に就てその諸礫質を研究発表し歯科医療上補綴物11勲の参考に供せ

んとするものであり，蛙に特にニッケルークロム合命の諮性質及之が菌科医療上衛生材料としての適否を諭ぜんとす

るものである．　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　・　賓　　験　　之　　部　　　　　　　‘

　∴ッケルーク！3ム合金が歯科医療上応用し始められたのは既に十数年前よりの事であり，今日迄に共の使用上の可

否に就ては種々職論されたものである，

当所に於て之が研兜糠三界されたのは聯116年及17年であって欝は当所の魏聯56号及57号にi｝己1燃～に
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いる．

　又昭和8年に発足した日本歯科材料協会の歯科厨料規格調査委員会も亦此問題を耶～」．げて來たのである．

　而して歯科用合金に関しては，規格制定及之が再検討に当って，歯科医療上及技工上の理境に近接せる條f’トを具備

して実験する事は殆んど不可能なるが故に．ll記の委員会に撃て親等された規格を輯検討しつエ之に準拠して化学的及

機械的性質の試験を施行して來たのである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　然るに其後既に8年の年月を経た今日に於ては自ら之が結論を下すに難くなく叉何等矛盾共他を見川さない秘の状

態となった次第である，

　第1節　　過去の試験結果

　（イ）．昭和16年に於て検査せるユッケルークbム合金に9樋にして何れも1％乳酸溶液，37。，3日間の浸潰試

験結果多少ともニッケルの溶出を碧たうを以て切点は衛生的見地よりして更に考究の要あるものと信ずとの結論を紺

ている，

　（ロ），昭和17年に於て倹絆せるニッケルークロム合金は16種にしてその結論は次の如し．

　1．塩化水i素溶液に対し七規格に適合せざるものにして1％乳酸溶液に対して蜆格に適合するものが日腔衡ξ1三的

見地よりして歯科医療上之が使用を理窟すべきや否やと船岡‘は甚だ疑問なり．この意に関しては再検討を要ナる．も

のである．．1

　2，昌ッケルーク”」、合金に於て1．％乳艘溶液に対して耐蝕性を有するものは僅かである．耐蝕性に乏しいもの

はその溶出金属の何たるかを問わず口腔衛生的見地よりして一応その使用を考慰すべきである，

　3，昌ッケル鱒ク”ム合金は硫化ソーダ試験に於て殆ど変化しない，此の点銀合金より遙にその硬質が優るもので

ある．

　4，1％食塩溶液に対してニッケルークロム合金は殆．ど総べてのものが耐蝕性を有す．

　5．晶．ッケルークロム合金は熔融点高き為め鍼蒲操作による変質は銀合金程に非ずと思われるも糞面の酸化により

化掌的性質に変化を幸すものである，しかしながら概してニッケルークロム合金に於ては鍼による影響大なり．．

　6．不ll硫訳験に絶てニッケルークロム合金は銀合金に蓬に優る．　．　　．　　　　　　　　　　　　　、

　7，・ニッケルークロム合金板1よ機械的性質が18K魚合金に類似す，故に圧印殊用及非頒引金鈎代用合理の性貿の

規鑓に遮合す，　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　8，鍼蒲就験に於て鋤γf部尉灘せず，而して銀贋後の抗張力40kg，血m2前後にして，伸張度は2（，％1塀受なり然

るに銀合ζhは抗張力20kglmm2曲後，伸張度ユ5％以下に減ずる故にふエる銀合金が歯科按：」二操作に適するや否や

或は口腔内の咬合共他による機械的力及厘蘇毛作用に耐乏衛るや否や疑問なるも，ニッケルークロム合金板は歯科技li二

操作は冠用金合金よりも困難ならんも機餓的憐質に於ては銀合血よりも遥に強し，

　以．しの如くニッケルークPム合金が｝坂資された当初ほ，日木歯科材料協会の規格も決定されて間も無い芦寺代であり

又歯科医彫上，特に口上面生．ヒの見地よりしてヵ犠るニッケルークロム合金が使吊に耐えるものなりや否やは桑ぐ疑

問にしてその成行を惣観する妖況であったのである．しかし昭和ユ6年より17年へと研究が進むにつれて3ζ一・方昌ッ

ケルークロム合金の耐蝕性も亦機械1齢戯も改聾されたのである．耐して機賊的性質に於ては歯科材料規格調査会に

於て発衷された如く，抗張力50kg㎞m2以上伸彊度ユ5％以下のものは血冠等の作製用としては困難にして，当初

のものは抗彊力501《9士n㎡摘11後或1よそれ以しのものが多ぐ技工操作の困難ジそれに伴う揃綴物の不完全が議論され

たのである．勿倫、E印豚用等の材料として1よ白馬は無かったのである．

　第2節　　現在市阪品の誠験成綴

　臼木歯科材料協会，歯科材料規格に準拠して試験せる現在市販されているニッケル．一ノロム合金の試験成績は本誌

窮67号に註己1博せる如く，言べ’塗品中昭和16年以肖Uより阪響きれている国柄のものは数極にして，その殆ど総べてのも

のが1％乳酸溶液に対する腐蝕試皇明笛が，1mg簿m響以下のものであり，機誠的性質に於てに抗張力ほ40　kg

／mm2，伸張慶25・％嗣後のものであり，抗彊力50　k9／mm2以一ヒのものは殆ど無い．而して1％乳酸溶液に対する

．腐蝕試験成町が1g叫℃m？‘以ヒのものは市；野飼として出るや否やその姿を回したものである．．

　又慣用としての線に関しても不錺鋼18－8鋼と典に使用さるべきものである．

　尚数種の歯科用合金に就て日木薬学会協定衛生試験法，飲窺物用器具検査”ミに準拠し瓦つ試験片の形態は日木歯科

9
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種 類1酬金殿
黄　銅　系

白

洋　銀

鋳

　　　〃　21

　　　〃3・i

　板，鋳4

　　　鋳明

色　　鋳6

系　　〃7
　　　〃．8　．

　　　板9
銀

御1

　　　
10［

　　1ユ1i

銀アマルガム　　12

　　　　　　　　13

　　　　　　　　14

　　　　　　　　15

ニッケルクローム16

　　　　　　　　17

　　　　　　　　19

　　　　　　　　19．

　　　　　　　　20

2．3＞く10－4

2．5×10垢3

　1×10－2

　5×10曽’3

6．2×10－4

3．1×10－4

1．2×10－3

4．8×10－3

0．2×10－4

　5×10－3

　1×10－3

　1×10－5

4．3×ユ0つ

4，6×10一弓

5．4×10弓

　1×10一窃．

　7×10』7

　5×10－7

　7×10－7‘

．3×10－G

材料協会，歯科材料規格に準拠し之を煮沸せる4％酷酸50c．c中

に浸漬し其儘放冷し一30分経遇後試験片を取出し液中に溶出せる金

属の量を比色定量するに家に示す如き成績を得た．

　即ちニッケルークロム合金は本試験成績ばよれぽ溶出金属量は殆

ど10弓程度のものでありヴ溶出金属は殆どニッケルである．かエ

る程度のものを嚥下したとして入休に対する毒性反応を発見するや

否やは他の歯科用合金に比較するも亦A・0・A・Cに於励る食品中

の金属試験を参照するも全く疑問なり．

結 論

　著者は蝕に昌ッケルークロム合金が歯科医療上衡生材料としての

適否に関して，結論を下さん乏するものであるし　”

　1．　日本歯科材料協会に点て規定された規格に準拠し化学試験を

行い1％乳酸溶液に対して減量1mg／cm2以下にして食塩溶液及

0．1％硫化ソーダ溶液に対して増減量0．1mg！cm雪以†にして変

色せず，0．05％塩化水素溶液に対しては，2mg／cπ」2以下なるも

のは使用に耐えるものと信ず．

　2．ユ％乳酸溶液た対して21ng／cm2以上腐蝕されるものに於

て，勿論この全部を嚥下したとしてん体に対する毒性反応を発見す

　　　　　　ロるに至るや疑問なるも，之等金属は口腔生理の支配下に在わその壌

境は複維微妙にして前記の如き腐蝕試験の追従し難ぎものなるが故

、に特殊なる用途，例へぱインレー専用の如きものを除き口三内に於て比較的円く且口腔粘膜に接触して使用される慰

　のに於：（ほ可及的に溶出せざる21ng，℃m2以下にして出來得れぽ1mg／cm2以下の如き合金を使用すべきま」｛はロ腔衛

　生的見地よりして可なりと信ず．　　’　　　　　　　．’　　　　　　　　　・…　　　　　　。●　．

　　3．鎌音後の化学的性質は鍼の影響が大なる故に鍼に対しては細心の注意を要す．

　　4，機滅的性質は金冠日共他の・ものに於ては抗張力が5σkg！mm穿以下・伸張度15％以上のものが望ましい・

　　以上の結論よりしてニッケルークロム合金の使用の可否はその合金の材質上，上記め諸要求に輝合するものに就て

　は臨床家自穿ゐ問題に属すべく既に物理的1機械的同化学的な問題では無い．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Research　on　Dental　Alloys

　　　　　　　　　（Masamich量FbJII，　Yatsuka　YAMANOucHI，　Takashi　HoRIBE　and・K：usuo　TsuJI）

　　Although　it　i6　a　co皿血。且concept　that　the　gold　a116か日is　the　most　satisfactoly　metal　for　dental　Pエosthesis，　it

　・may　be　admitted　to　say　that　the　gold　is血ot　always　satisfacto】了，　depeロding　upon　what　portion｛he　treat皿ent

－　is　required．　That　is　to　say，　Some　substances　can　be　obtained．afte＝acarefu㌃and　thorough・going　study　based　o皿．

　theory　of　prosthesis．

　　Th・・ef鵬妊w・fi・d・・m6曲g　whi・h　ca・be　eff・・tiサ・1y・pPli・d　l・cally・w・d…t・・6d　tq・・e　g・1d・11・y．

for　such　pa㎡c曲part，　keeping止is　viewpoi夏t　i夏。町mind，1et　us　t㎜our　attcntio旦to出e　possibilty　of　nikel－

　chτo田alloy　it　is　proved　that．we　caa　c6㎡identially　declare　that　such　metal　has　durability　and　is　fitted　to　be

・・ed，　a・1・・g・・．th・m・囲has　sせ・・9出t・・t・・d　wi出it・c・・…i・・dr9・cc－1essΦ・・1mg／・m2　i・ユ％1・rtlc　a・呈d

　solution　and　also　less　than　Oユ；ng！cm2・i夏salt　solutioμand，in　1％sodium　sulphide　solution・and　also．its　color

　does塾ot　tum三皿to．dar二一iロcase』for　both　solution，　a二1d　also：it・is　less　th玉n　2　mg！cm雪ia　hydrochloτic　acid

　solution．
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油溶性食用タール色素のビタミンA安定作用について

　　　　　　　　　’・．　大岡檜二郎．國東毒匹．．幽　．”

　　　　　　Stability　of　Vjtamin　A　in　Fish　Liver　Oil　in　Presence　of　Fat　Soluble　Coal・tar　Dyes

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Masujiro　OoKA　and　Toshio　K：u歯ITo
■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　序　　　　　　言
　　　　　　　　　　　り　　　
　　　肝油のV・Aは主どして過酸化物弐で光，熱によりて分解する，現在迄防酸化剤の研究は種々あり，ハイドロキノ

　　ン（1），V・亘（2），　N・D・G・A・（3）（4）等あるが，食用油脂0防酸化剤として充分とはいえない・著者等は油性食用タール色

　　素たよる翫効果が嫡に陥僻の上峨れるかを一中図・ナも編・禰酬Aの蜘・より酸雌解
　　するのを防ヰすることを見出した．以下其結果を報告する．　　　．　　　　　　・　噛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　實　　験　　の　　部’

　　　「1試　　　科
　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　9
　　　（1）色　　　素

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イエローAB：市販品を70％アルコールより再
　　　　　　　　　実駆に供．した色素　　図表工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．青…占5箔，融，煮103，9。．

　　〈⊃一N一匹
　　　　　　　　　　〉一〈

　　　　　　　　　　＼＿／

オレンヂSS（1」〔｝一Tolylazo－2－Naphtho1）

　　　　C17HI4N20

　　　　　　　　　　0H．

スダン1v（o・AmiロoazotoluQl一銘。一β一Naphthol）

　　　　C24H罰N40

　　　　　　　　㌣H・，　9H

叫どく＝〉喫3

イエロ．一AB（1The喚ylazo－2－Naphthyiamine）・

　　　q・H・ρNゴNH2

イエローOB（1－0－Tolylazo－2－1Naphthylamine）

　　『C17HめN3

　　　　CH3　　　　NH2
　　　　i　　ノー＼

　イエローOB：市販晶を70％アル’コールより

写1∫結占ム，融点1125。～126。．　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　オレンヂSS：純アルコールより肩細目，融点

132。，

　スダンF：ベンゾールとアルコールより再結晶
融、藍ミ　1860．

　（2）肝油　　メ労ヂキ，鯨の高翠位肝油を綿

栓濾過して使用した．

　II　酸化方法　　　　　　　　．　，

塞　→
気

図我1［急速酸化法

一噛

》〆

検油 盲検油

ボ

肱
フ

■
、〆
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　急速酸化（り）として盲検の肝油と色素を添加したる肝油とを夫々大試験管にとり，図表1【の如く直列に漣結し，一端

を水洗ポンプに蓮結して塞気を導入させた．但し試験管及び硝子管は同…内径を有するものを用いた．通気開始2時

聞後，対照管と可検管との順序を交代し，更に2時間通気する．酸化温度は40。．（電気恒温水槽），酸化後，検油及び．

対照油を室i昼に保存し，過酸化物の二三と，V．　Aの残存最とを測定した．3く卸置酸化としては検油及び盲検油を夫

々，内径5cm，容f1丘50　ccのビーカーに20　g宛とり，艀卵口内40。で放置し，高聞過酸化物のf暫ゴ‘tとかV．　Aの’

残存踊を測定した．

　111遇酸化物及びV．Aの測定法（5）（6）（7）（臼）　　　　　　　　　　　　　　　’

　前者はWhcelerの沃化カリ法で後者はSobe1とWerbinの活性グリセ戸一ルヂクロールヒドリン法で全油に就

き測る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　色素の干渉は試料を0．03％クロロホルム溶液にすれぽ避け倶る．即ち試料溶液1ccに呈色試薬4ccを加え1．5

分間25。に保ち生ずる呈色を賦薬添加後2～10分間にプルフリヒ光度計（S57）で日光し，別に用漁したV・A標

準品（分子蒸溜V．A濃縮物）を用いて作った衷に照してV・A（1・U．）量を計算する．

　IV費験成績

　（1）　色素の干渉

添加色素による呈色の干渉は予試験の結果試料をクロロホルムで0。03％以

下の溶液とすれぼ，約25000算1位迄の肝油ならば無覗出馨ることが少曝明した

ので此範囲で実験を行うよう立案した．

　（2）　急速駿化

　（i）・メカヂキ肝油（879001．U．）に。．1％のイエローOBを添加したも

のと対照防潮とを比較した．

　過酸化物：酸化前に，チオ硫酸ソーダのcc数1．24　ccのものが13日経過

後，対照は8．89cc（7．2倍），色素含；有肝油は4．23　cc（3．4倍）となった．．（図

墾ξll［滲照）

　V．Aの残存量：879001．U．のメ涛ヂキ肝油は13H後に対照は229001。U．

に落ち，破婆された％は73．9％であるが，色素添加油は60goo　l・Uに留ま

り，破製％は30．7％である．（図炎IV参照）

　（ii）鯨引二型（100000　L　U．）に0．1％イエローABを添加したものを検事

とした．此場合酸化は非常に緩慢で防酸化力もイエローOBで試験した時の如

ぐ著明でない．但し，イエローOBに比べ肝油め種類，通気條作も異なる．又

1．kl

際

ユ了1

位

1．U，

守

A
残

イf

蹟
）

9’卿

’陶ρ

7の〃

‘禽ヤ’

伽
タψ餌，

」翫．’

ユ鱒●

ノ献。

、

　’㌦・・．．4紋一。8

　　　　螺’照・　＼伽臓

ヱこ9g●！、▼

輌　　　一一　　ノ　4」魅　f　6　ぞ7’，リリ’2　・3
　　　　　　　億吃げ敦．

図ノ～IV二二酸rヒlilに於をナるAの山斗

急速酸化（iilに於てほ，或る期聞

後．添加色素は酸化促進剤となる．

（図表V滲照）

　VJAの破壌は或る期聞内は抑

制しているが，永く放置した場合

は殆ど同様になる．（図表VI参照）

然．し自然に貯える場合には空気を

導入して急激に酸化するような状

■

，．

　「

iゆ

り　ワ

§

て

｝　σ

誓。

婁

滅　f
解

｝・

ゐ4

3

2

’

π，r．e

　　　　　　　　μ8ば
　　　　団／

　　。／イ・

ゲ

ロ’弘ガ `♂遍’。破’『”》ノ’弘

図裟ll【急速酸化①に於け

　　　　る過酸化物の‘1言成

：況とは藷しく異るから，色素が酸化促進剤として作用することは殆ど鍍

いのではあるまいか。

　（3）　　孟了凄置目餐｛ヒ

　（i）　白長須鯨肝油（1193001：U．）を用い添加色素として，イエロー

AB，イェμ一〇BレオレンヂSS，スダン∬の4種を用い，濃度は0．1

％と0．025％の割に添りllした．別に同濃度のハイドロキノンを肝汕に

加え，その効力を比較した，23日でV・Aの測定は困難になったので，

＼

＼

＼
」
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Aの測定は止め過酸化物の測定のみ35日間
経結した．実験成績中代表的なもののみ，図表

顎，Xに示した．他の成績に就ては図表皿，

双を参照されたい．図表田，田に依れば，何

れも或る期間迄は過酸化物が強力に抑えられ

検
油

、19

に
要
す
る

るが後，急激に上昇する・図研W・、皿・D吸ぴM50

X，より見て0．1％添加の場合と0．025％

添加の場合とでは当然のことではあるが濃度

の高い方が強力であり，且有効期間力＝長い．’

同一検油に於ては，過酸化物の生成ξAの

破壌とは大凡亭謁しているが例外もある．．

　（ii）に於ては色素の濃度を上げた場合を

検した．試料は白長須鯨肝油1000001．U．）

を用い色素ほ0．2％及び0．1％添加した．

都合により過酸化物の成績のみを揚げる．’

　0．1％と0．2％では口置酸化（i）の時の

0．1％と0．025％程の差は無ぐ却って0．1

％添加の方が有効の如くである．（図表XI，　X旺

参照）．　　　　　　　　　　　．

　附置酸化（i）（ii）から油脂の過酸化物の生成

だけを考えればイエローABO．1％が最も有

効である．「（図表w，団参照）．

チ
オ

硫
酸
ソ

ー

ダ
の
CC

数

6

f

3

2

’

〆狸／
ア・”

名弗、由

●

ノ」「9∫‘巳

Jj’‘・（

　　　　　総　　　’　括

　汕脂に色素を添加し，翻置酸化を行った場’

合イエローAB，　OB，を加えたものは対照に

比・過酸化物の生成は麦構以下で有禦・

酸化剤であるが，八の甲州防止力はそれ程ほ

．強くなく，ハイドロキノンに及ばない．スグ

ンIVは酸化防止力はイェロ」AB，　OB一に及

ばないが．Aの破壌防止力は寧ろ両者より強

いようである●オレンヂSSは油脂の酸化防

止力及びAの破壊防止響胴に弱い，丁田酸化

，ず
，．

3　∫」　ワ　，　〃　ノ3　’夕’ワη」L’232∫」7ど？」’」”f37」？争’　夘撃fを7　㌻，’』’∫，　f∫　」フ

　　　　　　　　　’誓26＝，恐

』図V　　急速酸化（iりに於ける過酸化物の生成
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　　　　　　　5廻θ薮

　図表W　　急速酸化（ii）に於けるAの破壌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の場合同一・検油に就ては過酸化物の埆量とV・Aの破壌ば比例←ているが，過酸化物を良く抑える色素が必ずしも強

力なAの安定剤になるとは云えない．

　急速酸化の場合，イエローOBは油脂の酸化防止蛇ぴにV・Aの破屡防止に何れも極めて有効であったが，『同程度

の効力を予想したイエローABは初めは相当に有効であったが，後過酸化物の生成，　Aの破壌共に急速に進行した．

但し此の場合は勿蔀前回とは塞気の警入朕況も異ったであろうし，肝油の魚種が異るので，之に非って急速酸化に於

ける二岩の優劣を決めることは出來ない．オレンヂSSは油脂に添加し急速酸化を行う場合変色し実用にならない1
D

野比等の色素を添加して普通に貯蔵した場合に起るかどうかは疑間であるが，著者等が行った酸化促進法に於ては或

る有効聖徳を過ぎれば逆に酸化促進剤として働いた，此等安定剤としては防止力と同時に色素自身の酸化に対する抵

抗力が重要である．

　署者等が実験に供した色素｝よ油脂の防酸化虹ぴにV．Aの破壌防止力を示したがその分子構逝上の如何なる部分が

有効であるかは一切不明である．9

　今回実験に学用した急速，静置の両酸化法は短時口に色素の効果を知る為¢）便宜上の方法であって，普通貯誠注の

6

幽イ
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胎必ず・棚の細・たどる・は云え・い・鞍定剤甑な鼎・・のA㈱鞠の去撒に砂す・迄

観察すれば，．放置時の状態も大略この成績により察知し裡ると瓜う．

　終りに試料を提供きれた三栄薬品興業株式会耽，保二hケ谷化工江古田工場，池田化学株式会肚及び林兼水漆工業株

式会耽に深謝する．なお研究費は文部ぞf科学研究盟に仰いだ．
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　　Stability　of　Vitamin　A　in　Fish　Liver　O量1　in　Presence　of　Fat　Soluble’Coa1・tar　Dycs

　　　　　　　　　・　　　　　　．　（Masuliro　OoKA　and　Toshio　KuNITo）　　　　　　　・

　Recent！y，　the　consideτable　attention　has　been　concentrate（10n　the　stabillty　of　vitamin　A　in　fish　liver　oil　under

the　influcncc　of　iπadiation　and　air．oxidatioぬ．　During　our　researches　on　these戸henomena，　we　found　out　that

some　azo・dyes，　such　as　Yellow　OB，　possess　a　marked　antioxidant　property　against　air・oxi巾tion　of　vitamin　A．

　According　to　thc　aefation　md　air・exposure　test，　Yellow　AB，　Yellow　OB，　Orange　SS　and　Sudan　IV，　in　a

conccntration　of　O．025－0．2％，　acted　as　antioxidant，　but　so　far　as　dle　stabi！ization　of　vitamin　A　in　f…sh　livcr

oil　ig　concemcd，　hydroquinone　has　been　proved　to　be　more　pote耳t．　　　　　　　　　　’

　The　attitude　of’vitamin　A　and　peroxide　ln　o…1　have　bec駐traced　colorimetrically　or　iodometrically，　anくhhcir

Nhtionship　with　antioxidation　have　also　been　discussed．
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有機水銀化合騰の合成ならびに其殺菌力試験1第5報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田　　中　　　　穰

　　　　　　　　　　　gn　the　S‡udies　oξthe「Synthesis　Of　the　Organic　Mercury

　　　　　　　　　　　Cornpounds　and　their　Bactericidal　Power．　V．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yutaka　TANAKA

　画報1）に出て著者等は有機水銀化合体中Pheny1・mercury・nitrate，・acetate，4actate，・tarlrateの製法について研究し，

又それ等化合体の諸種の細菌類に対する力を調べた♂．

　署者は今回機を得て，C6H5・Hg・00C・Rなる型の多数の化合休を合成し，それ等化合体の性質を明かにしたので，

一括して報告する．　　　　　＿

　其1．．C6H5。H暫00C・R型化合体の製法
既述の襟・より・Ph・ぞ蜘・・c雌h・血・・id・・回り有撫・もって・F租楓家糊醗目半す・塩・し

て目的の化合体を得る．ことを知った．　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　○騨＋一ρ恥（押蜘脚，

よって，この方法を応用し，次の32種の醒纐を用いて反応を試み，1いずれも相当する化合休を得た．す凝・ち

（1）　Fo】㎡ic　acid

（2）　Acetic　acid

（3）P・・pi・ni・a・id．

（4）　a－13utyric　acid

（5）　iso・Bu騨。　acid

（．6）　n・Valeric　acid

（7）　iso－Valeric　ac量d〆

（’8）lCaproic　ac董d

（9）　Heptylic　acid

（10）、Cap尊。　acid

（11）　Lauric　acid

（12）．Palmitic　acid

（13）　Stearic「acid

（14）　Glycolic　acid

（15）　Amino・ace偵。　acld

（16）　Chloro・acetic　acid

（17）　Lactic　acid

（18）Oxalic　acid

（19）Maloロic　acid　’

（20）　Sucd且ic　acid

（21）　Tartaric　acid

（22）　Glutamic　ac五d

（23）　C｛tric　acid

（24）　Benzoic　acid

H．COOH
CH3COOH…・・…………・…………・…∴………　〔既逮〕

Cジ旺5・C60H

C3H7・COOH

（CH3）2・CH・CgOH

C4Hg・COOH

（CH3）2・CH・CH2・COOH

C6HlrCOOH

C6H13・COOH

Cμ1g・COOH．

C11H器・COOH．　　　　　　．　　　，

C15H31・COOH

C17H｛謁・COOH

（OH）・CHゴCOOH

（NH2）・CH2℃00H

C1・CH2・COOH

CH：3・CH（OH）．COOH・・一・・……．一・山・一一・〔既述〕

（qoOH）2

CH2・（COOH）2　　　　　　　　　　　　　；

（CH2・COOH）2，

〔CH（OH）・COOH）2一一………．…・…一…，…〔既述〕

HOOC・CH（NH2）・CH2・CH2・COOH

竪＞C一（卿・恥・

C6H5・COOH

L，
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（25）

（26）

（27）

（28）

（29）

（30）

（31）

（32）

Phenylacetic　acid

Mandelic　acid

Cinnamlc　acid

Salicy1…c　acid　　・

P・Oxy・benzoic　ac…（l

Anthranylic　acid

P・Amino・benzoic　acid

Phthalic　acid

CoH5・CH2・COOH

C6H5・CII（OH）・COOH

C6H5・CH窩CH・COO耳

C6H4・（OH）・COOII

（OH）・C6H4・COOH

CoH〔4・（NH2）・COOII

（NH．、）・C6H4・ρ00H

C6H4・（COOH）2

　以上の酸類を用いて鴛た化合体の性駅を列記すれば第1層目様である，　　’

　　　（附）Pheny1・㎡ercu可？hen・1ate

　次に著者は，論述の法を応用し，Pheny1・mercuτy－hydroxideに石炭酸及びチモールを作用させた所，予期の如く，

それぞれ相当するphenolateを結品として鴨た．

　　　　　　　　　　∩一隅H船㌦一r轡船＋II』・

　　　　　　　　　　＼／　　　　　　　〉　　　　＼／　　　＼／　　　　　　　　　・

　それ等の性1【尺は第2墾ξにあげた様であるが，溶解度は概して低い，

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　1衰

品　　　　　名・ 化　　学．．式 結　品　形 融 点騰繊・麟護 備考

＿　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　－　　曾　　」．　　一　一　． 一　　」　　一　　一　　　一

C6H5・Hg・Formia‡e

V一Acetate

V一Propionate

C7H』02・Hg

bsH802・Hg

曹gloOゴHg

　　　一　｝　　　．　－　　　　一　．

ﾛ灘瞳無色針朕 　　　　1@　　　レ
@　　　ヌP48－149．…一　　　　　1

@76。

0，201　　　　1

O．50

O，607

123．0・土6．5・

G23．0。±0．5’
P23．。・士耐

不安定

4 　　　　，V一正Butyrate CloH】202・Hg 無色細針状 92．5。　　　1
　　　　［
E0，119 120．0。土0．5。．

5 〃iso－Butyratc CloH思ρ出・Hg 1無色小鱗片状 1ユ17．5。　1 0，358 123．0。土0．5。 不安，i三

6 ’〃＿n．Valerianate C11H1402・Hg・ 無色針朕 72．5．・ P 　　　　1O．0439 120．0。土0．5。

7　8 〃＿iso．Va！elianate

V一Caproate

q1HMO、・Lg

b1武【1602・Hg

無色針状
ｳ色細四駅

121。　　1
V8・　1

0。08　　　1　　　　1

O，036

20．0。土0．5。

P23．0。土0．5。
1

9 〃一Heptylate C：5HlsOz・Hg 無色針朕 72。　・　1 0．0081　　　　1〔20．0。土0．5。

10 〃一Capτa奮e C1晶ρ2くHg 無色針状 50。 0．0071
120，0・土0．5・

〃＿Laurate

V＿Pallniate

C1sH鶉02・Hg・

b虹Hδ602・Hg

無色細針朕

ｳ色微粒状

75．5。

U2。

　　　　　1@0．0061
堰E・備

120．oo±0．5。
T120．oo±0．5。

　　〃6teamtc

@　〃一Glycolate

P51　〃一Amino圃acetatc
p騨．18t”一（脚e

｛C・・恥・0・Hg

撃b興・0・・Hg

撃b・H、0ゴN・Hg

?普@CMHloO4・Hg

無色細樹伏

ｳ色長板厭
･面厭1無色針妖

ｳ色針状
ｳ色小板状

88。　　　1
A67・（分解）1247。

P25．5。

?T3－153．5。

P99。

　0．020　　　　　1

@0．689炉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

撃n．012　1

@0．159
@0．041　　　　　1

@0．022　　　　　1

｛20・0。士0・5。

Q2．0。土0．5。

奄Q2・0．土0・5．

P24．0。±0．5。

奄Q0．0。±0．5。

有機溶

ﾜに不
n

〃一Malonate

V一Succinatc

V一Tartrate

CI5H1204・Hg2

b星cH1404・Hg2　　　　　’l

b16HMO6・Hg2

無色細板駅1無色細鱗片朕

ｳ色針駅

266。（分解）
P220。

Q35。

｛1：朧脚　0。024 i23．0。土0．5。

u．20．0。±0．5。 乾燥中
ﾉ，r絶

L機溶
ﾜに不

〃＿Glutaminate

V＿Citrate

C17H1704N・Hg2

b24H2007・Hg3

無色鱗片状

ｳ色微粒舩

245。

Q09。

不　溶

O，008

123．0。土0．5。

h123．0・土0．5・

P

溶有機溶

ﾜに不
n

〃一Benzoate

V尻P九e町1・aceta！e

C13H、002・Hg

b14H1202・H9

無色微粒駅

ｳ色細針状

　88．5。

?S8。

U

0，035

O，034

123。0。土0．5。

^23び…♂

●
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26 C’1ガHg・Man4elatc C星｛HI　203・Hg 無色針状
　　　　1208。

0，014
｝i20，0。ま0．5。

27 〃＿Cinnamate CI5H1202・Hg 無色針状 178。 0．616　i 2310。土0．5。

〃一Salicylate

PーP－Qxy・behzoate

C13HloO3・Hg

b13H：003・｝Ig

無色細板状

ｳ色針状

．161．5。

P82『（分解）

●0，014

O，017

｝20．0・ま0．5・

奄Q4．。・。。．5・

30 〃一Anthranylate CI3HnO2N・Hg 無色微細板状 156。　　． 0，017 20．0。ま0．5。

31 〃一P・Aエn玉no七e皿oate C13HnqN・耳9 無色長板状 162。 0．0202 20．0。土0．5。

“噛｝噌
32 〃一Phthalate C罰H：404・Hg2 無色柱駅 219。（分解） 0，013 23。0。±0．5。

戸

第　2　表

品 名

CoH5・Hg－phenolate

CGH5・Hg・thymolate

化　　、学 式

　C6H5・Hg・0・C6H5

　　　　　　　／CH3
C岬紗OIC・H・＼C卿

鶴形無点1三極・♪

無色緬針状　U9．5。1　0．0149．

無色針状112・5． P0・0060

溶　解　度
測定盗度

備考

・嘩・・引

20・ぴ±0・ず P不寧定

　上一尉1表を通覧するに　　　　　　　　　’　　　　　・

　（a）融点：飽和脂肪族喋り結合した化合休は概して芳香族酸を結合した化合休に比して融点の低いものが多い，

しかし脂肪族酸でも二塩基性酸の化合休は一般に融点が高い．酷酸系列において，その炭素数の増加と，融点との関

係は亭黙しない．又実験の範囲においては，iso北合休は概してn・化合休よりも高い融点を持っている〔第1図表〕．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ニ塩基性酸化合体の場合も同檬に，炭素数の増加と融点との僕係は準行しない〔第II図表〕．

　（b）溶解慶：一・・定温度において，飽和水溶液100年中に野営するその物質のg数を以ってその玉笹についての溶

解度として表示した．

　これによると，脂肪族酸化合体は概して，芳香族酸化合体より水に溶け易いものが多い．しかし，1000倍以下の

水に溶解するものは脂肪族酸中低級のものを結合させたもののみで，著者の実験の結果によれば，蟻酸一，酪酸一，プ

ロピオン酸一正酪酸及びイソ酪酸化合体の5種に過ぎない．しかして一般にiso・化合体がn一化合体より概して高い溶

解度を有している〔第III図叢〕．酷酸化合体は，それ堅肉，同族中溶解度の高いものであるが，その置換体中，水酸

基置換体たるグリコール酸化合体はその逼体たる酷酸化合休よりも溶解度が更に高い馴ま予期の通φであるが，メチ

ル基置換体たるプロピオン酸化合体がその母休よりも溶解度の高い聖秘よ予期に反した．又，クロル酪酸化合体，アミ

ノ酷酸化合体は共に母休より低い溶解度を有するが，アミノ酷酸の場合は殊に遊だしい。

叉・脂肪族酸でも多塩塑性酸は一卿こ溶解壌が低い〔第lv図表〕・殊に有機溶剤には溶解し難ぐ・．修酸一・酒石酸，

クエン酸化合休ほ殆んど溶解しない，

！働

！タρ

〃’

’20

！！0

！〃

9ク

7’

6ρ

∫ro

／

●

　　　　　へ　くらぐ39〈トらC7艦◎ρC’。　　（鬼　£’8

　　　　　　第　1　図　炎

　　　　融点比較園表　〔門門系列〕

　芳香族酸化合体でも，低級酸化合体は高級のものに比し

て幾分溶解度が高い。

C1冒Form1ate

　C，戸A6etate

　C3冨Prqpionate

　C4＝正；utyrate

　C5題Valerianate

　C6置Caproate

C7＝Heplylate

Clo瓢Capratc

C：2冒しaurate

C16潮Palm…飽tc

＼C星s冨S亡earate
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水10000分に溶解する各種化合休のg数
　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　〔酷酸系i列〕

．C1』Formiate

C．戸Acetate

C3＝Propiona～e

C4昌Butyrate

C5鼠va1αヨ3nate

CcロCaproate

C7目Hepけ】a！e

Clo＝Caprate

q雪・＝Laurate

C16＝Palmitate

q8昌Stearate
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水10000分に溶解する各種化合体のg数

C戸Oxalate［畿　1

〔修酸系列〕

　其2Co115・11g・00C・R型化合体の隷菌力

　Pheny1．mercu珊acetateの殺菌力についてほ秋葉朝一郎

氏2）の群細な研究がある．それによると．該品の殺薦力は大

休Pheny1・mefcury・ni漁teのそれと同襟である，更：に同氏

はPheny1・mercuy』actate及びPheny1皿ercury・tartrateに

ついても試験し，前珊は大休引itrate，・acetate．と同簿の殺菌

力を有し，後者は礎分それよわも劣る旨報じている．なお，

同氏の試験の成績に於て，紬菌を10分聞に減殺する

Phcnyl・merαπy・ace蹴eの最大稀釈倍数はg腸チフス菌に対しては40，000倍，大腸菌に対しては10，000倍，又ブ

ドウ球菌に対してlM2，000倍となっており，之を蘭述のPheny1・mercu畢n！住ateの殺菌力試験の結果及びWeed，

E盈er両氏尊の試験成績（既遮）と比較するに相当の開きがあるが，秋葉氏は之を，試料薬品の精粗の茄，賦料薬品

溶液の実際起り得る濃度の差，試験菌類の個性的差違例えぽ薬品に対ナる抵抗の差，その他，試験操作及び試験條件

の使かながら．の差等の集積によって起るものと設明している，　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　・’

　薯蔚は今回興した多数の同型化合休中，此較的水溶性の高い数極めものについて，その殺菌力を調べ，之をPheny1・

mercury－acetateのそれと比較する填とした．すなわち試料としてほ，　Pheny1・meτcury－acetatcを標準とし，次の10

樋を探った．　　　　　　　
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Phenyl・恥ercu置y・PτoP1on章te

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

・n，butyτate　9

・n≒Va！er三aロate

●iso6vaelria工≧ate

・caproate

・1actate

・91ycolate

・chloro．acetate

・malonate

●benzoate

1

　この外Pheny1・；nercury・phenolate　1種を同時に試験した・

　一方試験菌種としては大腸菌（E・coli　communis）及び黄色ブドウ三山の2種を用い・R『dd三sh法に従い所定の操

作によって殺菌力試験を行った，今回使用した菌種は弐腸菌1ブドウ球菌の両三共，薬品に対する抵抗強きものであ

った為め概して低い殺菌力の数値を得た．

　先ずphenyhnercury・acetateについて見るに，10分間に菌を滅殺する最大稀釈倍数は，次腸菌に対しても，ブド

ウ球菌に対しても共に10，000倍で，前述の秋葉氏の鴛た成績iご比して更に幾分劣っているが，大体に於て大差のな

い成績を衛た，その他のものに就ては，之を菌種別に見るに，大腸菌に対して，之を10分聞に滅殺する最大稀釈倍

数は，・lactate・の「10，000倍を除ぎその他は全部5，000倍である。しかして・phe夏01ateは例外で，その最高濃度

10，000倍に総て全然殺菌力がない．父ブドラ球菌に対しては，之を，10分間に滅殺する最大稀釈倍数興4so鎚1eル

anateが10，000倍，．．・malonate及び・beロzoateが4，000倍で，その他の7種の化合体は財部5，000倍である，な

お，・ph㎝ola重eはこの場裏も最高濃度10，000倍に於て殺菌力がない．之等成績を一括表示すれば第3表の檬になる．

以上，．之締する｝・・今回試験に供し焔種化合体（C晶Hg：00C・R）は・Ph・・yトm・・c㎎・ace総t・．に比して紛

劣るが，いずれも汰騨及びバウ球菌に対して各噸ん．ど購の殺菌力齢する・すなわち澱換勘鞄和脂肪

．酸であっても，劣皇族酸であっても，二塩基性酸であっても，ハロゲン含有の酸であっても，その構造の差は，各種

化合体の殺菌力に余り影響を及ぼさない事がわかった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　3表　　　　　　　　　、　’

薦ガ1一御薗欝　　　　　　　　　、＼　　　　　　　　　　　＼

．大．　　腸●　　　菌 ブ　　ド　　ウ・　球　　菌

・！・・11・5朦懸 ・1・・1・5－｝復炭駿

CJI5・Hg　acetate

b6H5・Hg　prOP1onate　．

b6H5・Hg・n・buけrate

b（1耳5・Hg－n・Valerianate

b6耳5・Hg・iso・Valerianate

b8H5・Hε・caproate’

b6耳5・H客一lac加重e

b6H』・Hξ・glycola紀

bG耳』・Hg－ch！qr（川cctate．

b6H5・Hg－ma1・nate

b（淳5・H座一benz。atc

bG耳』・Hg－phenolatc

ﾎ　　　炭　　　酸

142．8

V1．5

V1．5

V1．5

V1．5

V1．5

P42．8

V1．5

V1．5

　　　　　　　　1　　　　　1?ｳi雛i’iiii舗．讐1胤’51．撚ぐ翻澗1鰯　　160160i70レ

　　註　数字は殺菌最大稀釈倍数

　　　　　　　　　　．　　　　　・・　総

第1報以’下に簿た成償を一括要約’鋳れば次の如ぐなる。

括



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　68　、　　　　　’　　　　　衛生試験所報｛1～

　　（1）Mercuric・dlphenyl　lよエーテル中で…開張と加熱ナれぽ容易にPhcny1・mercu】肝chloτidgに変じ．文献記載の

　如く加圧加熱は必要でない．

　　（2）Pheny1・magnes量um・bromideに丁丁を作用させる場合，11il者1モルに対し後者を1／2モルを使用すれば・享

・献二二の如く，主としてMercuric－diphenylを召三成するが，必ずPheny1。mercr路bromideを傍生する・又，この際，

　回忌を過剰に使用すれば，主としてPhcnyl・merculy・bromidcを生じ，少量のMercuric・dipheny1を副生する。

　　（3）」＝記（2）に於て，Mercuric・diphenylとPheny1－mcrcury・bromideとほ同時に生成するものと思われる・

　　（4）Phcny1・magnesium・bromideに昇示を作用させてPheny1・卑ercuτy・chlorideを得たとの文献記載あるも，実

　験上Pheny1・mcrcury・chlorid6ほ生成しない．

　　（5）Pheny1・mercurレhydroxideに任意の有機酸（R・COOH）を作用させれぽ，それぞれ相当する化合休（C6116・

　｝lg．00C・R）が窩られる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

　　（6）C6H5・Hg・00C・R型化合体｝よ概して良い結凸として偲られる．酷酸系列に於ても，修酸系列に於ても，その

　融点は澱素数の柵加と挙行しない．

　　（7）瑞H5・Ilg・00C・R型化合休｛よ一・般に，水に対する溶解度が低い．脂肪族低級酸結合体の少数が割合に溶解し

　易いが，1000倍以下の水に溶解するものは僅力・に5毬に過ぎない．

　　（8）Pheny1・meτcury・nitmteは一般の細菌類に対して強い殺菌力を有するが，ブドウ球菌に対して特に弛i力にf1…

　催する．その石炭酸係数は，チフス菌に対して444，大腸菌に対して222，ブドウ球菌に対して1，000である．．」

　　（9）今回製したC6H5・Hg・00C・R型幅睡化合休の内，水溶性の高いものをとり，Pheny1・mercury・acetatcを裸

　華｛とし，Pheny1・mercury・propionate，・n・b｛ity】rate，・n・valerianate，・isG・va！erianate・一caproate・・1actatc・愈！yco】ateg

　・chloro・acetate，・malonalonate，・benzoateの10種につき，大腸菌及び黄色ブドウ球菌を対象として殺菌力試験を行

　つた結果，いずれも，螺準品たるPheny1・mercu＝y－ace亡ateより幾分劣るが大差のない殺菌力を有している・すなわ

　ち，置換酸基の柵浩の如何は，化合休の殺菌力の発現に余り影轡を及ぼさない様である．

　　（10）Pheny1・mefcury－P！1enolateはその最商濃度溶液に於ても，夫腸菌及び黄色ブドウ球菌に対して栽菌力を示

　さない，

　　雄文を終るに当り，研究中経始疏懇篤な御指導拉に御教示を頂いた京都大引教授刈米出火先生に謹んで愚謝の誠を

　搾げる，

　　又研究途行1こ多大の便宜を與えられた山之内製薬株式会田々長松島狂油糟，貴重な材料を多一こ高聞せられた太陽

　襲薬株式会耐：々長llll11進…氏，御教示，御職樋を頂いた東京大掌教授秋葉朝一一・郎i論士，同秋谷七月1博士，創立衛北画

　験所長近藤竃臨士，材料の患興を受けた東京薬堪女子部校長寺阪正信学士，厚：生技官板ヲ｝：孝信博＝1ご，坦トの方々に対

　し深き畷謝と敬意とを裏する．又実験に助力せられた京田登塒，鏡味忠王氏，山崎霧差配学＝1，，吉汐モ孝氏，1三f木戸雄

　氏に対し深くその労を謝するものである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　　験　　之　　部

　　（1）　P血eny1・1norcu1●y・fo1●1nia1しe

　　　　　　　　CGH5・Hg・00C・H〔M．W．322．66〕

　　Phenyldmercury－bromide　459，50％硝被｝銀溶液80　cc，30％養7性ソー，グ｝容液40　ccより製したPhcny1・mercury・

　hydroxideのアセトン（500　cc）溶液に蟻竣7．69（計算且の30％埆し）を反応させて得た成績物を，アセトンllOO

　ccから脱色再結晶きせた．放1厚於25　g，牧1ζ燐雲は理論倣の61．55％に相当する．末rlムは無色撚紐品で，融点136，

　5。，水100ccに0．2019溶解し，〔溶解変（飽和溶液ユ009中の物質の9数）0，201，以下之に蜜lllずる〕，アルコー

　ル，アセトンにも可溶である．本品は溶解の際加熱すると幾分分解する，

　　肌　料　0．35909：HgS　O．2597　g　C7HcqHg計算値1－lg　62．18，実験殖Hg　62．37

　　（2）　P血enyl・nhercu1’y・acetate　〔既蓮〕

　　（3）　　1⊃IRe1」y】・11監e】L●c璽量1●」y輌ID1，q，1，io11aLto　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　C6H5．Hg．00C・CH2・CH3〔八1．W．350．70〕

　　前項に董llIじ，　Phenylmercury・bromide　459，50％硝酸銀溶液80　cc，30％苛性ソー，グ溶液40　cc，アセトン40〔，

　cc，プロピオン酸12．1　g（計算皿の30％証し）より興ナ．粗製品27　g．之をアセトン3000　ccから腕色P∫三品1，

凋
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔M．W，378．72〕’
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼CH3

　Phcny・mercur酔br6mide　309，．50％硝酸銀溶液54　cc，30％苛挫ソーダ溶液27　cc，アセトン500　cc，イソー吉

轍11・1部計算量の20％増し）よ肥す・糠品239．アセトン300・6から再結晶し，精製品18・59を得・

敗傷率は理論量の58．22％に相当する．本晶は無色針状結晶で，融点121。，溶解度．0．08，アルコール，アセトンに

も溶解する．

　試　料　0．3102g：HgS　O，18749　Cli駈ρ2Hg計算値Hg　52．97，実験値H952．07

　（・8）　．P血enyl－1皿ercury白eal｝roat6

　　　　　　　C6H5・Hg・00C・（CH2）4・CH3〔M．W．392．74〕

　Pheny1・mercury－bromide　309，50％硝酸銀溶液54　cc，30％苛性ソーダ溶液2・7cc，アセトン500　cc，㍗プロ

ン酸11．7g（計算量の20％塘し）より製す．粗製品24．5．　g．アセトン200　ccから再結晶し，精製品209を得．牧

得心皇は理論鼓の62．10％に机当する．本刷は無色細針状の結品で，融点78。，溶解度0．036，アルコール，アセトン

にも溶解する．

　試　料　0．2799g：HgS　O．1629　g　C12H1602H君計算値r㎏51．07，婁だ験値H9，50，19

　（9）　Plleuy1・1nercury騨11elDtylate

　　　　　　　C6H5・H9・00C・（CH2）5・CH3〔M．W．406，75〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　Phenyl・merc叫y・brolnide　59，50％硝酸銀溶液9cc，30％苛性ソーダ溶液4．5cc，アセトン100cc，ヘブナル

酸1’．89（計算1止）より製り、r粗製品4。29．アセトン30　ccから再二品し，．請製品3．39を傳・1牧了昌率は理論量の

精製品21．59を鴛．牧得率は理論量の48．72％に相当する。本陣は無色長針状結晶で，融点76。，溶解度0．607，

ナルコール，アセトンにも溶解する．

　試　料　0．32159’：HgS　O．2098　g　CgHloq耳9計算値Hg　57．19，実験値Hg　56．26
●

　（4）Pl且6町1・mercury一皿・butyrato

　　　　、’　C6耳5・Hg・00C・（CH2）2・CH3〔M・W・364．71〕

　Ph鋤i・merculy・brcmide　459，50％硝酸銀溶液80　cc，30％苛牲ソーダ溶液40　cc，アセト・ン500　cp，「正酪酸

14．4。g季（計算量の30％増し）より製す，粗製品31　g．アセトン3000　ccから再結晶し，精製品259を餐｝．牧得率

ほ望1｛論量の68．57％に四顧する．本品は無色細針状結晶で，融点192．5。，1容解度0．119，アルコール，アセトンに

も溶解する，

　試’料　0．30889：HgS　O．19詣g　qoH120メ㎏計算値Hg　55．00，実験値Hg　54．12　　’

　（5）　】P1盈elly1．111erCl且ry．iso・butyrate　．　　　　　　　　　．　　　　．　　　・　　　　　　　　・

　　　　　　　。、頭熱。。d。ゴC瑞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔M．W．364．71〕
　　　　　　　　　　　　　　　＼CH3

　Phenyhnercury－bromide　45　g，50％硝酸銀溶液80　cc亀30％苛性ソζダ溶液40　cc，アセトン500　cc，イソー

酪酸13．4g（計算量の20．％墳し）．より製す．粗製品30．5g．アセトレ1500　ccより再結晶し，精製品25　g塗傳。

牧駕率は理論量の54．．46％に相当する．本州は微細鱗片状結晶で，融点117．5。，溶解度0．358，アルコール，アセ

トンにも溶解する．

　試　料0。32079：HgS　O．2009　g　CloHI202Hg計算値Hg　55．00，実験値Hg　54。01

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’（6）　Phe1亘y1・n匙ereu畳1ry8n・vaIerianate　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　＿

　　　　　　　C6H5・Hg・QOc・（CH2）3・CH3〔M。W．378．72〕

　Pheny1・merculy・brom至de　309，50％硝酸銀溶液54　cc，30％苛性ソーダ溶液27　cc，アセトン300　cc，正吉草

酸12．59（計算量の30％増し）より製す，粗製品3＄g．アセトンユ50ccから再結晶し，精細晶289を得．敬得

乏餐は理論量の88．12％に相当する．本晶は無色針状結晶で，融点72．5『，溶解度0，0439，アルコール，アセトンに

も溶解する．

　試　料　0．25909：HgS　O．1570　g　CllH140鵡計尊値Hg　52．97，実験値H952，26

．（7）　Pllelly互・1nere亙lry・iso・valeria皿ate

　　　　　　　。茜H惑。。C．CH。CH／C琉

■
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●

58．02％に相当する．本品は無色針状結晶で，融点72。，溶解変0．0081，アルコール，アセトンにも溶解する．

　試　料　0，38909：HgS　O．2189　g　q3Hl　sO2Hg計算債Hg　49，32，災験値Hg　48，53

　（10）　Pheny1・me1’eu1●y・capmte
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　C6H5・Hg・00C・（CH詔）8・CH3〔M．W，448．80〕　　　・

　　Pkenyl－mercury・bmmide　59，50％硝酸銀溶液gcc，30％苛性ソーダ溶液4，5cc，アセトン100　cc，カプリン

　酸2．49（計算彙）より製す・，粗襲品4．89，アセトン30ccから裾結赫し，篇製占轟3．69を徳．敗偲…肇は理論猛の

　57．36％に相当する．木品は無色針状轄lllヨで，融点50。．溶解慶0。0071，アルコール，アセトンにも溶解する．。

　　賦　料　0，35009．：HgS　O，17849・．C16瑞40鯉9．計算値Hg　44．69，実験値Hg　43、94

　　（11）　■Dhellylgコnorc竃1ry日1飢皿ato

　　　　　　　　C6H5こHg・OQC・（CH2）10　CH3〔M．W．476．83〕

　　Pheny・mercuryるromide　O．99，50％硝酸銀溶液1．6cc，30％衛性ソーダ溶液0。8　cc，アセトンnO　cc，ラウ

　リン酸0．5g（計算量）より製す．粗製品1．8g．アセトン20　ccから桝結101し，精齪品0．7gを褐。敗鴛率は理論』

　最の58．34％に相当する．本馬は無色細門門結品で，融点75．5。，瀞解度0．0061，アルコール．アセトンにも溶解

　する6　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　’　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　．　1

　　試　料　0．31909：HgS　O．1530　g　C1…H：ρ2Hg計算値Hg　42．07，実験値Hg　4ユ．40　　　　、　　　’　　．

　　（12）　1Dhelly1一コnercury－paImitato　　’

　　　　　　　　C6H5・Ilg．00C・（C耳2）14・CH3〔M。W．532．90〕

　　Pheny1・mercuτy・bromide　109，50日置1，1酸銀溶液18　cc，30％苛性ソーダ溶液gcc，アセトン400　cc，パルミチ・

　ン酸9．19（計算血の30％堆し）より製す．粗製品21g．アセトン300　ccから再結凹し，糟製品12．59をで辱．

　牧得率は理論猛の84．01％に相当する，本品ほ無色微細粒朕．描品で，融点62。，溶解度0，006，ア・ヒトン，アルコ

　ール1こも溶解する．

　　試　料　0・423Q　g：HgS　O．1796　g　C2μ3〔ρ2Hg計算億Hg　37・64，実験鮫Hg　36．62．

　　（13）　　ID】1elly監・1nelrcu且ry願stearate

　　　　　　　　C“16・Hg・00C・（CH3）lo・CH3〔M．W．560。93〕

　　Ph・ny1・m・・c・帥・・mld・459，50％曜日溶液80　cc，30％轍ソーダ溶液40　cc，アセトン600・c，ステア’

　リン酸47g（計算最の30％堅し）より製す．粗製晶90　g．アセトン3500　ccから魯結晶し，糟製品659を碍．

　牧得率は理論htの92．06％に相当する．：本品は無色細柱外見晶で，融点88。，溶解度0．020，アルコール，アセト

　ンにも溶解する，

　　試　料　0．31429：HgS　O．i259　g　C24H4102Hg計算値Hg　35。76，案闇値Hg　34。54

　　G4）　IDheny】・111erc亘uryの9】ycOlate

　　　　　　　　C6耳が晦00C・（OH）・CH2〔M．W，352；67〕

　　Pheny1→meτcuτ箔broπ1ide　309，50％硝酸銀溶液54　cc，30％苛性ソーダ溶液27　cc，アセトン与00　cc，グリゴ

　ール酸8・29（計算：壁の30％増し）より製す，粗製品199．アセトン500ccから再結晶し，精製品ユ2．59を得

牧f聯は職皿の42・26％に相当する・本品｝燃色長板二品で，融点167．（分解），溶解陵0．689，ア・ゆ一・レ，

　アセトンにも溶解する．

　　試　料　0・235ユ9：HgS　O，1531　g　CsH803Hg計算値Hg　56．90，実験値Hg　56，14

　．σ5）　五⊃110ny】。1軸er6ury・ami逓。弓＝しcetato

　　　　　　　　C6H』・Hg・OQC・（NH』）・C】鴇〔MW．351．68〕　　　　　　　　　　　’

　　Ph・・y1・町・・c呵・b・・mid・309，50％石艘銀溶液54・c，30％醗ソーダ轍27　cc，ア卦・550・c，ア・ノ

西搬8・19（計靴の30％屑し）より製す．粗製品399，アセトン2000ccから再結品し，勲品309をflL牧

」膵i燗倫的である・木品【よ無色鱗厭繍もで・融点247．諮亀鍍0．012，アル・一ル，ア・ヒトンにも瀧ける．

　試．料0・30229・．耳gSO・1969gC・瑞0岬g計算値恥57・07，実験値Hg56．18

　　（16）Phony】脚merα1ry・ehloro・acetate

　　　　　　　C茜・Hg・00C・（α）・CH2〔M．W．371，13〕
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Ph・岬m・・c晦廿・midρ309・50％三脚銀轍54　cc，30％灘ソー嬬液27　cc，アセトシ520…モ・ク

ロル酷酸10．2g（計土量の30％増し）より製す．粗製品一27．5g．アセトン500　ccから再結晶し，精製品229を一

得．牧得寧は理論量の70．65％た相当する．本品は無色針状結晶で，融点125。5。．，溶解度0．159，アルコール，ア

セトン｝こも溶解する．．．

　試　料　0，38109：HgS　O，2365　g　CsH703CIHg計箕値Hg　54．05，実験値Hg　53．51

　（17）：P箕1eny1・mercury・1actate〔既述〕

　（18）Phenyhnercury破）xalate　　l．　　　e
　　　　　　　C6H』・Hg・00C
　　　　　　　。、晦。。乙〔騨餌3・30〕

　Phehy1－mercu呼bromide　459，50．％硝酸銀溶液80¢c，30％苛性ソーダ溶液40　cc，．アセトン5506c，修酸10，

29Φromideに対して孚モルを計箕量とし；その30％回し）より製す．ここに得た粗製品を水，アセトンで充分

洗早し，そ暮量269．牧得率は理論量の99．3％に相当する．本品は無色小板状結晶で，融点199。，溶解度0．022，

；有機溶斉珊こは溶解しない．

　試　料．0．29039』：HgS　O．2080　g　q4HloO4Hg2計算値Hg　62，3β実験値Hg　61．79

　（19）Pheny1・mereury・ma1011ate

　　　　　　　畿：1：》・瑞．・MW　32・　、．

　Pheny1－merculybromide　459，50月硝酸銀溶液80　cc，30％苛性ソーダ溶液40　cc，アセトン・520　c¢マロン酸

8・79（計難の3・％増し）よ比す・粗製品37・59・アセトン5…cから滞晶し，鞭品31・を傳救騨

‘よ四三㊧．74・96％｝こ相当鍋・本品購齢1撚雛で・幽26ぴ．（分解）・二度。・075・アルコーノレ・アセ

トンにも溶解する．

　試．料　0．30139：HgS　O．2106　g　CI5H！204H92計算値H961，02実験値Hg　6026

　（20）　Plleny1■111ercul・⊃㌔succillate　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　1　　馬

　　　　　　　C6H5・Hg・00C・CH2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、・．．

　　　　　　『　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　〔M．W．671．34〕
　　　　　　　C6H5・耳g・00C・CHz

　Pheny1・merc嘩y－bromlde　309，50％砒酸銀溶液54　cc，30％苛性ソーダ溶液27　cc，アセトン515　cc，コハク

酸6．59（計算量の30％埆「し）より製す．粗製品15g．アセトン1000　ccから再結晶し，精襲品129を得．牧得

率は理論量の42。62％に相当する．本品は無色細鱗片朕結晶で，融点220。，溶解度0．018，有機溶剤に難溶である．

　試　料　0．25949：HgS　O．1780　g　q6HI｛04日頃3計算値Hg　59，75，　i遅験値H959．16．

（2D　P血en￥1・mercu・Tta・t・ae〔既述〕　’．、．　　　’．

　（22）・Pllelly1－mercu町・91utalnillate

　　　　　　　：嚢：霊：1：：：：琵〉・興・M町…3r・．一・．．、

　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　NH2　　　　　　　　　・　　　　　　．　　　　　　　　　．　　・

　Pheny1。merculy・bromide　309，50％硝酸銀溶液54　cc，30％苛i生ソーダ溶液27　cc，アセトン700　cc，グルタミ

ン酸7．89（計算量の30％増し）より製す，粗製品28．59．アセトン4000ccから再結晶し，精製品17．59．を

得．敬：傷率は理論最の59．57％に相当する．本品は無色鱗片状結晶で，融点245。b水に不溶，有機溶剤に．も甚だ’

難溶である．

試料0・30559：HgS　O・1994g　C・・HI・0・NHg、計算値Hg　5ブ．28，甕験値Hg　56．28

　（24）　1）heny1．nLere亙星rJ＿be皿zoこしte

　　　　　　　CGH5・Hg・OOC・CGH6　〔M，W．398．70〕

　Phenyl・mercu母bromide　459，50％硝酸銀溶液80　cc，30％苛性ソーダ溶液40　cc，アセトン525　cc，安息香酸

19．99（計算量の30％埆し）より製す．粗製品47．59．アセトン500ccから再結品し，精製品35．59を得．攻．
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　　72　　　　　　　　　衛生試験所報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　得蓉iは即論最の70．73％に相当する．木品は無色徹粒状結品で，融点88．5。，溶解度0．035，アセトン，アルコ7ル

　にも淋解する．

　　誠　料0．19259：HgS　O，1106g　C！6H1。OzHg計算値Hg　50．29，実験値H949．53

　　（25）　IDheny1■nMり1．cln・5㌔覗Dhe】［ylacetate

　　　　　　　　qH』．Hg．00C・CII2・C．H5〔M．W．414．70〕

　　Pheny1・mercury・bromi（lc　159，50％硝酸銀溶液27　cc，30％苛性ソ．一ダ正面14　cc，アセトン510　cc，フェニ

　ル酷酸7．49．（計算最の30％増し）より製す．粗製品15．6g．アセトン200　ccから再結晶し，穂拠晶13．89を

　彿．牧ll｝率は理，；価1の79．71％に相当す●る．本極は無色小針状結品で，融点148。，溶解度0．034，アルコール，ア

　セトンにも溶解する．

　　詞　料0．35109：HgS　O．1分13　g　CMH1ρ＝Hg計算値Hg　48，61，実験値H947。73’

　　（26）　　lb】且ellyl。コuorc竃且1・y．！na1且｛le】ate　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　qH5・H19・00C・（OH）・CH・C6耳5〔M・Wボ428。71〕

　　Ph・・y1・m・・c・帥・・mid・209・50％石臓銀溶液36・雫・30％雌ソーダ溶液1串cc・ア廿ン550　cc・マンデ．

’ル酸8．69（計筑〔随の30％埆し）より製す．粗製晶24．5g．アセトン3000　ccから再結晶し，穂製品16．89を鶴．

　放ll∫率は理論量の70，06％に相当する．木晶は無色針状結晶で，融点208。，溶解度0．014，アルコール，アセトン

　にも溶解する．

　　試　料　0．38259：｝㎏SO．2011　g　C14H1203Hg計算値Hg　46．79，実験値Hg　45．99

　・（27）　■Dhe皿ylgn題e1●cury・cilllMunato

　　　　　　　　C6H5．Hg・00C・CH：CH・（㌔H5〔M．W．424．71〕

　　Phcny1・mcrcury・bromide　209，50％硝磁1銀溶液36　cc，30％苛性ソーダ溶液18　cc，アセトン550　cc，桂i皮酸．

　109（計算猛の22％檜し）より製す．粗製品29．89．アセトンユ000ccより再結晶し，精製品23・59を徳・牧得

　率は理論澱の96．81％に相当する．木‘慰よ無色針1縣、穿晶で，融点ユ78。，溶解度0．0ユ6，アルコール，アセトンにも

　溶解する．

　　試　料0．35009：IlgS　O．1881　g　C15H120zHg計算値Hg　47．23，突験岐Hg　46．34

　　（28）　IDhelly置・me1’cu1・y・salicylate

　　　　　　　　C6H5．Hg・00C・（OH）・CGH5〔M．W．414．70〕

　　Phc皿y】・mercury・bromide　159，50％硝酸銀溶液27　cc，30％苛虐ソ’一ダ溶液14　cc，アセトン510　cc，サリチ

　ル酸7．59（計算最の30％埆し）より製す．粗製品ユ8．6’g．アセトン200ccから再結品し，精興贔16．59をf竃｝．

　牧得率は理論ほの94．84％に相当する．オく品は無色細板状結1111で，融点161．5。，溶解度0．014，アルコ鯛ル，アセ

　トンにも瀞解する．．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　－　　．・．

　　鐸ぺ　　＊千　0，4115g：IIgS　O，2272　g　C旦3111‘，0311g　詮｝工〔責了1｛g　48．38，突験伍直IIg　47，61

　　（29）　Phenyトme1’cury・1，。oxy・beIlzoate　　　　　　　　　　　　　　　、。

　　　　　　　　CJ｛5．Hg．00C・（OH）・C。H5〔M．W．414．70〕

　　Pheny1・mcrcury・bromide　209，50％硝酸銀溶液36　cc，30％苛性ソーダ溶液18　cc，アセトン550　cc，　P・オキ

　　　　　　　　　　　　　　　の
　シ1ウ息香酸9．．6g（計算最の30％埆し）よわ襲す．粗製品27．5g．アセト．ン500　cc．から再結品し，精襲品21．59

　を得．牧lll率は即画面の92、88％に相当する，本品は無色釘1伏結Ill‘で，融点182。（分解）溶解度0．017，アルコー

　ル，γセトンにも溶解する．

　　試　料　0．3710欝：IlgS　O．2050　g　C13H眠ρ』Hg計算偵Hg　48，38，実験値H947．64

　　（30）　PLeny1・1皇herCu1・y・allt】1ranylate

　　　　　　　　C5H5．IIg・00C・（NH2）・C6H4〔M．W．413，70〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　Phelly1・mercury・brom！dc　209，50％硝酸銀溶液36　cc，30％苛幡ソーダ溶液18　cc，アセトン350　cc，ゲント

　ラニル酸9．69（計算nの30％増し）より製す．粗製晶35g．アセトン500　ccから再結晶し，精i輿品21。59を

　得．牧得率は理論硫の92．90％に相当する．木品は無色微細板状結品で，融点156。，溶解慶0．017，アルコール，

　γセトンにも溶解する，
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　試　料　0．39209：Hg与0・2163　g　q昌HuO2NHg計算値Hg　48・49，実験値Hg　47。57　　　　　　　　　　　　L

　（31）　Pllelly1・】nerc亘亘重ry・1レan」illo・bellzoate

　　　　　　　C6H5：H9・00C・（NH分・C6H｛〔MW・413．70〕一

．Pheny1－mercury・bromide　20　g，50％硝酸銀溶液36　cc，30％苛性ソーダ溶液18　cc，アセトン350　cc，　p・アミ

ノ安息香酸7．6g（計算量）より製す竃粗製品259．アセトン300　ccから再結晶し，精製品15　gを得，牧得率は

理論量の64・82％に相当する・本品は無色長嗣伏結晶で，融点162。・溶解度q・0202，アル『一ル，アセ．トンにも

溶解する．

　試　料　0．41009：HgS　O．2269　g　C13H11儀NHg計算値Hg　48，49，実験値Hg　47．71

（32）・■⊃1皇elly1・1豆夏ereury．IDhtl聖alate

　　　，識：1：》C画一・9・33・

　恥eny1・mercury・bromide　309，50％硝酸銀溶液54　cc，30％苛性ソーダ溶液27．cc，アセトン600　cc，フタル酸

9g（計算量の30％増し）よわ襲す．粗製品249．アセトン700　ccか5喜結晶し，精製品20．5gを得r牧得寧は・

理論量の67．95％に相当する．本品は無色注欣結鼠塊で，融点219。（分解），溶解度。．013，アルコール，アセトン

にも溶解する．

　試　料、0．30159：HgS　O。1923　g　C幻HMO4Hg2計算値Hg　55。77，実験値Hg　54．99

　（33）　’Plleny1弓nercury・plle1101　ate　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧

　　劇　　C、H、研9・0・C晶〔MW．370．69〕”
　Pheny1・merculy・brom量de　20　g，50％硝酸銀溶液36　cc，30％苛1生ソーダ溶液18　cc，アセトン200　cc，石炭酸

5．29（計算：は）（アセトン15ccに溶解使用）より製す．粗製品10．59．アセトン100　ccから再結晶し，精製晶69・

を得．敗傳率は理論量の28。95％に相当する．木叢は無色細針1伏結晶で，融。点119。5。，溶解度0．0149，』アルコー
　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

ル，アセトンにも溶解する．

試．料0．30189：HgS　O・1873g　C・再・・OHg計3陥Hg斑．1琴，実験値Ilg留．52　。

　（34）．IDhelly1・1ne1。Cury・thyn夏01μto

　　　・q脚蝋：霊・MW・2ε75・

　Pheny1・mercury・bromide　209，50％硝酸銀溶液36　cc，30％苛性ソーダ溶液18　cc，アセトン200　cc，チモー

ル8．4g（計算量）（アセトン20　ccに溶解使用）より製す．粗製品8．6g，アセトン100　ccから馬結晶し，精製品

3．7gを得．牧傳率は理論鹸の15．5％に相当する．本品は無艶針状結晶で，融点112．5。，溶解度0．006，アルコー

ル，アセトンにも溶解する．

　試　料　0，32559：HgS　O．1744　g　C‘6HI80H9計算値．　Hg　47．00，実験値Ilg　46．18

　（35）　C6H6・H9・00C・B型化合体の穀菌力試強

　Pheuy1・mercury・夏itrateの殺菌力試験に準じて行う．すなわち，各試料を可及的高濃度の溶液となし，之途滅菌水
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

で稀釈して各種濃度溶液となし，各稀釈液5．Occつつを殺菌力試験用試験管にとり，之を20。の水槽に浸し，検液

が20。になった後，之に口碑菌種（第1回は大腸蜀，’第2回は黄色ブドウ球菌）の37。，24時間ブイヨン培養0．5

ccつつを注引し，作用時論5分，10分，15分毎に直径4mmの白金耳をもつて，検討中より1白金耳量を10　cc

ブイヨンに移櫃し，37。に48－96時聞を培養して菌発育の有無を検した．〔昭和23年12月〕

文 献　　’

（1）勧試，44，26〔昭和9年3月〕；46，205〔昭和10邪3月〕；48，165〔昭和11年3月〕；51，70〔昭和13

　　年3月〕．

（2）秋野三・風聞：衡試，51，70〔昭和13年3月〕
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

The　Studies　on　the　Synthesis　oj　the　Organic　Mercury　Compounds

and　Their　Bactericidal　power（V）
●　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　（Yutaka　TANAKA）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　In　thc　previous　reports（1），we　discμssed　about　the　synthetic　methods　of　pheny1－mcrcury・ロitrate・・acetatc，・1actate

and一・tartrate，　and　tested山eir　bacteτicidal　powcr　against　several　bacteria，

　　Recendy　I　sy夏thesized　32　compo岨ds，　which　were　the　type　of　C〔｝H5・00C・R，　by　neutτa1レing　Pheny！・merculy・

hydr・xyde　w五山vari・㎎・rganlc　acids．　Alm。st　a皿・f　them　were　c・1・rless　c那ね1s・

　　Inτcgard　to　thb：helting　point　of　the　compounds　of　acetic　ac1d　ser！es　except　formic　acid，　the　compou夏ds　which

have．carb。Mtoms　of　even　n㎜be畑曲owed　hi幽melting　poin＄，　an舳。　compoun（k　which　have　carboh　atoms

of　odd加mbers　showed　lo、v　melting　polnts．　The　compound　of　10　carbon　atoms　acid　showed　the　lowest　melting

point（chart　No・1）・

B・t．as　t・th・。認i・a・id　S・・i㏄，．・n　the　c・ntraη，　the　c・mp・un面f　aci・おwi出ca・b・n・t・m・。f・v・n員umbers

showed　low　melti㎎point，　and距e　compounds　of　aci（B　with　carbon　atoms　of　odd　numbers　showed　hi｛ホmelting
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
P・in燈．（ch磁N・．　II》．．

Th…1山ili偵・s・f出・駆・w・qmp・岨由w・・e脚…1iy　1・w・The　c・mp。・n面。f・1iわh・tic　aci面wi山1㏄・th・n　4

carbon　atoms，　d遮solved　in　water　of　1，．000　times　of　their　weiεht，　but　the　compoupds　of　acids　with　more　than　5

caτbon　atoms　weτe　almost　insoluble　in　water．　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　Iinvestigated　the　bacteτicidal　power　of　compound8，　which　were　comparatively　solublc　i龍the　water　agai駆st

Escherichia　go1！communi5　and　Sta戸hylococcus　aureus・．As　tlle　rcsult・pheny1・mercury・acetate　showed　the　most

effective　bactericldal　power・against　the　two　bacte■ia，　and　the　rest　of　g　compounds　were　known　to　be　a　little　less

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

powgrfu1，　and　wcre　almost　equally　powerful　with　one　anotherr

●

9

●

●

o

D
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一■ Dr． tエンバノレビタFノレの禦三十ついて1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　板井孝信　　　　　．　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　…h・M“・療…町・h・≠Ph…厄・・b・・aI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　Takanobu　ITAI⑪1

持縦購催眠剤である・。．・バル彦タール（ルミナール）の難四時輸ぜられた．難試験及磯回の記録

は黙で饒失したが識災直前の言己録が臆臓のもとに残ったので当時の言邑撤鋤乍脚見蝶あた．鰍購

品醐練た呼野あるが鯵考になやぼ幸である・

　　　　　　　　　　　　　　　　　。。担　、、妬。。、R　　→’さ。C傷。

　　　　　　　　　　　　　　　　　頗2H・0冨菊と。墨一’

．1一

ﾟ譲螺知四阿：1識譲1：瀞－1．．

　　　　　　　　　R＝一CH3　　敢字ぽ　1）に依る理論牧得率を示す・

　　　　　　　　φ＝・CrH・・中日は此鰍於ける鰍そ恥示す・鵡R＝一C晶

（H）2）欄 @　　　　　　一・歯、＋C・（・C燕）2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓦a＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　qH51

　　　　　　　↓　　　H劃・・副，、．8％…

　　　　　　　　　　　　R目一CH32）3）；　R・＝一C匿H54｝6）
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　．自記のように何れもBenzylcyanidを原料とし修酸エステル，ク”ル笈酸エステル又はDi霞thylcarbonatの何れか

でPhcnylmalo119aurcdicstcr　5くほMtri】を作りアルヤルハロゲ∴ドでアルヤル化して結局Phenylathylmalonsaurc・

diegtcrを尿素と結合するのがホたるものである。3くPhcny1翫hylma！ongaurcnl重ri1と尿索を縮合し・Imidobarbiturs5ure

を作り加水分解する方法もある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製　　造　　実　　験

　我唄よ土記の報告を追試して見て，（1）法が最も行い易く，牧得率もよく．，安慨な方法であった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　エステルを形成するアルコールの毬類ばメチル，エチルで比較して見た結果Risingの記述に反：してエチルの方が

良好であった．当時メタノールがエタノールに比べて格段康慣であったが前滴を用いた原慨計算は高く出たし，多量．

の物質の請製には再結目より蒸溜の方が三組であった．

　（ID洪中には牧得率から見ると良いものもあるが，当時ナトリウムアミド，クロル炭酸エステル等は入手し難ぐ，

又エーテル，ナトリウムアミドの使用のため危瞼を比うなど欠点がある．もっともエーテルの代りにデカリンを用い

れば相当な成績を挙げられる’．

　ヂェチルカルボナートも入手し難い薬品であり，共他の点でも上のような～∫fが言身．る．ナトリウムアミドの代りに

粉末ナト身サムエチラー随「用いて溶媒なしに行えばニトリルにCaτb註thoxy基を入れる⊇1‘は相当な四二を挙げ衛た

が興造には用い鴛べき離でない．

　上記の理由で結局（1）法を探用して更に細かく検討したg

　（i）　He11町1　cya皿1⊂1

　原料の雄化ペンジルの晶質が問題である。即ち相当正確な沸点を示すものが必要である・1大休Ofganic　Syntheses7）

の方法を乱用して各薬品の且，反応三二を変えて試験した結渠，製造例のような礁となった．手数を省く為蒸溜を省

略した．此処に出來る粗製品は黒褐色の油で相当粘稠である．藏庄蒸溜して見ると未反応の塩化ペシヂルを三三含み

Benzy！cyanidの外に多し1の樹脂搬物質ぶある．此中から結冊も販111したがBenzylcyanidの軍合したものらしく摘査

していない．然し之等を含む原料を次の段階の原料としても二二二丁なく，エステルの初溜を除けばよい，反ってフ

ェニル酷酸エチルの牧皿は良かった．

　青化カリ又はソーダは工業用の固い大きな塊をStamp　mi11で確いて用いるのが良い．つまり可及的炭酸塩等を含

まぬものを用いる～んである（純度80％以上）．反応後水洗するとき乳濁して分離しにくい琳があったが此際は共部分

だけ分ち取って食塩を加えて塩析した．未反応の胃化物を含む水溶液は高い廃気管を持つた釜に密閉して硫酸を加え

て数聴聞加熱後流出する覗こして居た．之で中毒に起らなかった．

　溶剤のメタノールは可及的少鑓を用い，簡！鴇こ蒸溜するものだけ回牧して後は捨てた．回牧品は家の仕込に使い，

不足分は尿素と縮合する段階で数回使ったアンモニア臭のかなり強いメタノールを以て補った．

　反応釜共他の襲置の図は今回時日のないため記さない．釜の材質は耐酸珊測引鉄器を用いて好結果であった，然し

之は当時塑造を急がされた関係上間蓮いないものを選んだわけで』もっと廉慣なよいものがあろう．

　製造例こ一　駁辞した霧化ソーダ43．8kg，水30　Lを内容400　しの釜に入れ麗絆加温して溶解し，之にメタノー

ル70L及び塩化ペンヂル80　k9の混合物を二二しつエ二二後70一γ80。に2時聞加温する．後常圧で20　しのメタノ

ールを回面し之に水100Lを加え麗押して食上と宥化ソーダの混合物を溶解し分液する，油贋は2回水洗し放置して

よぐ水と分け貯記する．

　食撫と胃化ソーダの混合溶液には濃硫酸18kgを滴加加熱して後，廃棄する．

　（ii）　IDhemylessigS越ure…itllylostor　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　Organic　Syntheses8）所載の方法逸簡易化して行った．　Benzylcyanidは前回のようた粗製品である．麗押し乍ら濃

硫酸を滴加すると少し後で発熱してアルコールポ蓮流する．冷却器は相当容量の大きいものが望ましいが小さい時は

外浴に水を通して冷してもよい（低し冷しすぎない亦が肝心）．油層を族酸ソーダ溶液で没愁する訂‘は特別の場合の外

は必要がない，乾燥剤に塩化カルシウムを用いたが，使用しないでも初溜を除けば殆ど黄陣‘よなかった．Bcnzy！chlorid

に対する理論牧衛率は約80％である，

　製造例：一回目anid　150　kg・アルコール202　しの湿合物に麗曝しつU農陸図192　k9を滴癒し1夜放置した後，財

田を水蒸気で加温して7時間還序する．冷後水を加え，分遍し油暦（下唐をなす）を3回水洗，塩化カルシウムで乾
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燥，’〔Phenylessigsaureを生じた場合は10　kgの炭酸ソーダを溶かしたもので三三する〕減圧蒸溜施行（少量の初溜

を除けば定涕点で溜繊する）。1週間に2回以上仕込．

　（iii）Oxalsaure浅thyles亡er　　　『　’　　　．　　　、
　Organic　Synthesesg）その他の製法は皆無水の修酸を用い，アルコール塩酸，又はBenzo1一四塩化炭素一水の共沸混

合物を用いて反応せしめているが何れも手数，装置に於て煩わしい．著品等は四塩化炭素，トリクレン（Trユchlor翫hy・

1en）ベンゾール（此際火災の二一を考えて前者との混合物）を溶媒としてアルコ．一ル濃硫酸を用いるエステル化の常

法を用いた．此際塩化カルシウム乾燥は使用しないでよい．・可及的早く蒸溜して直後に使用する事が必要である．放

置して酸性を呈したものは仕込前に必ず蒸溜し直して中性のものを使用する審が肝要である．1度蒸溜したものは3

～5日は使用に堪える．牧傳率85％附近（1週間に3回仕込）．　　　　　　　　　　　　　　　　、

　製造例：一修酸（結晶水含有）50kg，ベンゾール360　L，酒精72　しの混合物に擬心し乍ら45　kgの濃硫酸を・

滴加後45。で7時間反応，翌日下記の液を棄て炭酸ソーダ5kgを任意の水に溶かしたもので1回洗牒，更1と水洗2

回，常圧でペンゾ「ル声高，減圧蒸溜．　　　　　　　　．　　　　・，

　（iv）Pllellylmalo11Sanreatlly］eSter　　　．　　　　　　　　　’
　Organic　Synthesesg）の方法を簡易化した．即pheny！oxalylessigsaure　esterのナトリウム塩が固化した後アルコー

ルを減圧で充分溜話したものに酸を加えて遊離する油分を販つた．アルコール回牧のため加温する操作は牧量の向上

に役立つた．此反応は水分のない程山高を埆す．製逡の際は容器の外浴に水蒸：気を通じ乍ら乾燥吐気を通じて充分乾

燥したので実験室の成績より更に向上した．此原料は無水である醜が大切である．但局：方純アルコールを用うる時は

存在する水に相当するだけのナトリウムを過剰に加えて行えば充分間に合うものである．又メタノールを用いた事も

．昂るが別｝岐障はなかった纏ヒ等アル・一・噸の脱水｝こ1漸品の時1L｝こ附き109・回心品の場合は29のナトリ

，ウム屑（ナトリウムの皮）を加えて蒸溜した．

　ナトリウムの鐸入は早く行い，自熱で還流を起させ充分ナトリウムを溶解させる．此為には還流冷却器がよぐ利ぐ

事と廃水素の出る管を幾分太めにする必要がある．実際ば2吋のパイプを用い途中に塩化カルシウムを充渡した塔を。

置いた・　　　．　　　　・　．　　　　　　　　　　　　　・

　Phenylox嗣lyless…gsaureesterから一酸化炭素を放11iさせるには180～200ρが必要である．減圧蒸溜釜の外浴の油浴

をガスバーナ7で180↑げ2qo。に加熱し，眞塞ボムプ写引き乍ら釜の蓋に髪幽し：たパイプ々ら断続的にエステルを吸　　．

込ませて分解する．マノメーターを見て減圧にある醜を目安として之を続け頭部を分解し絡ってから蒸溜を開始する．

全休を溜出させた後，血液を再蒸溜する．玉柏を除き（大部分Phenylessigesterである）剛敵を取れば無水のものを・

得られる・同室ポンプの廃気管は2階の屋上の高さとし一酸化炭素を放出した．之で中毒は起らなかった．牧得華は

Phenylessigsaureest6rに対し70rゾ75％である．

　製造品：一　温水メタノール又はアルコPル300しにナトリウム23．13　kgを加えPhenylessig£伽rcesteq50　kg，

修酸浅々ル137kgを加え擬拝する．1夜放置翌日メ〃一ルを圃父し（常圧後減圧）乾回する．之に20％疎酸

300Lを加え油暦を分ち取り3回水洗（塩化カルシウムで乾燥後）三国蒸溜す．（1週1回仕込）．

　（v）Pllelly】試thylmalo1LSaurediathylester
MR1・i・g・・d　J・Stir騨1）・Wi・licc号・slo’・C・n・ad・・Limp・c卜11）等の繍の方法を参考とし多少臨画力・え

た．然し反応時間の長い凄（30時間以上）プロムェチルが失われ易いことが欠点である。加圧下に反応させればよい

ようであるが容器の関係上実験して見なかった．

　此処に鴛られる油は定沸点を有するが原料と殆んど差がないので之から品質を油断する離が出來ない．それで一定．

條件の下に尿素と縮合せしめて，生じたバルビツール酸を重暫で処理して（後述）フェニルバルビッール酸の有無を

しらべて之から原料となったフェニルエチルマロン酸エステルの紳度を鏑温した．それによれば最小限度30時簡は

加温するを要し，40時聞以上の必要はなかった．反応後アルコールを初め常圧に，絡り｝ま減圧で匝牧し残渣に可及

的少量の水を加えてプロムソーダを溶解する．此回牧アィレコールの獄溜はブPムエチルの原料とし後溜1瓢ヒ階程の溶

剤に使う．プロムソーダの濃厚：水溶液には適量のプロムシーダを追加してプロムェチルの原料とした．油は減庄蒸溜　　・

で精製して敬得率約90％附近である．

．製造例：一　純アルコール160しにナトリウム10．25㎏を加えフェニルマロン酸エステル110　kg，プロムェチ
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ル68kgを加え麗搾後放紐，翌日より30時聞（蓮続でなくてもよい）加熱還流した後アルコールを溜去し約ユ00　し

の水を加えて撹控分液し，油糟を2回水洗後塩化カルシウムで乾燥し減圧蒸溜する，（1回仕込9日）．

　（vi）　Bron1誌tlly1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　大体普通の方法で1乍り水中に受けたものを分概して塩化カルシウムで乾燥したものをそのま舷用いる．少しの酸性

は支隙がなかった，

　製造例：一回牧アルコール1001，に水40㎏を加え反応釜中の螺旋管にブラインを通し109以下に冷却し皿擬

搾し乍ら100しの濃硫酸を滴加する．之にプロムソーダ（又は回牧濃原水溶液）を加え麗押後外浴に蒸気を通じ加熱

し溜去する，（残渣ほ熱時に反応釜より坂出さぬと芒硝が固結する）之を塩化カルシウムで乾燥貯照する．

　（VU）　Phenobarbita1　　　　，　．　　　　　　　　　・

　従來の川下1）2）3）4）は他のバルビツール酸の製造に於けると同じぐ加圧下に100●以上に3～6時聞加熱し，甚だし

きに釜っては加熱を中絶して内圧を披紳崖加熱して居た．牧鴛尋1はバルビタールのような断機なものでも40％を

出ていない．…勘等は試みにや妊で反応を行った所溶解肌熊にあった内容が加熱の継続により沈澱を拝し且アンモ昌

アを発生する亦を認めた．之は加熱により尿素及び隼じた製品が分解する為であると考えて先ず反応時間，及び温度

を低減したところ牧三門が約50％に上った．

　次にアルコロル類の検討を行ったがメタノール，ブタノールが」：く，プロパノール，イソアミルアルコール，エチ

ルアルコール等は好結果を輿えぬ酢を知った。

　尿素，ナトリウム，メタノールのf丘的関係，反応條件を種ヒ変化し大休下記のようなところに落付いた．調子のよ

い時は粗牧一丁が90％逝くに上る時もあり，ZF均75％附近｛よ鵬実であった．此反応にも水分中層禁である；反応

釜の乾燥（蔚蓮）門門の水分門門ま面脈に曇帯せねばならない．尿素野点の確実なもりを潔び減圧，60。に数時間

乾燥し，メタノールも前逮のように使用蘭ナトリウムを加えて蒸溜したのを用いた，側壁品はアンモニア臭を発する

が10回位ばどうやら使用に堪える．此後はベンヂルチア昌ドの製造に廻した．

・反応時間1よメタノールを回牧する時間を含めて長くならぬように注意する．（ゑ休で3～5時聞）反応後冷水に潜か

しペンシール又はトリクレンで抽出して分解物を除く．之は活性淡の処理と共に必要で，かくしたものは精製が樂で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ある．

　製造例：一　メタノール200しにナト’リウム8，89　kgを加え乏にフェニルエチルマロン酸エチル50】㎏，尿素45．

5kgを加え71～72。（外浴ぽ105～110。）1時間還流せしめた後メタノールを回嚇し，（180～185　L，少くも共傘勢位は

回牧する∫之に氷水165Lを加え600gの脱色淡を加え擁拝後トリクレンを初め100L，，更に次の2回80L宛を

加えて洗溢後27L宛バケツに坂り2％硫酸15L宛を加えて結晶を映出せしめる．一・部を乾燥して水分の丑を知

・り他は湿ったま、精製に廻す、（1回仕込7月）　　　　　　　　　　　　　一

　（viii）　精　　　　　　製　’

　再結品働聰ましいが多門の処理｝こはイ下燃を用いる訂‘は煩鷲しである・故に低温で炭酸ソーダに若鯉し活性淡を

加えて澗紙でよく潴過，．稀硫酸を加えて一品な析出させ遠心分水機で振切る．此際境酸を用いるとクロルイオン．の反：

応が鏡敏のため局方試験にかエり易い．フェニルパルビツール酸の爽難を除く葛に可及的炭酸ソーダ不含の2％取

稗溶液に浸iして洗い再び蓮心分水機で振切り水を注いで洗灘後振切る。結晶塊ほ可及的低温に渉・薫圧乾燥し吊して製品

とする1此歩留は約80％，製品は光沢のない軽い粉末肌結乱で局方によく適合する。色，熔融点で不滴になった礁

はなぐ，アルコールの溶解度の項で不適になった翻まあったが，水洗を完至にすればよい・．　　　　　　　　・

　職例：一糠品．4．2㎏を2％芳識ソーダ65しに溶かし艶炭100～1209を四脚欄過・之に2％硫酸

27Lを加える，　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　◎

　以1・の撒，麟に於てほ当時の襲薬繊月蹴博1甲州多大の貧徽灘徽健があった・燐鉱遭力珂能になっ

たのは当時の部員堀内淳一郎，山本栄両氏に負う所大なる超〕のがある．又昭和13卑秋よわ昭和20年3月まで製薬

部で次々と協力．して下さった伊藤孝司，四維嶽，大家大二，桑山孝男，篠崎好三，清水二郎，高ll：靖，田中早苗，鍋

島昇，堀部jE男，光窟陽，渡辺順璋諮氏（五十曾順）及び工手路君がある．献身的な努力を回想感謝しつ、残った1

人として不完全な報告を綴った次第である．（昭和25年2●月）

1

ノ
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　　5）田中，宮永：・衡試．31，117～125．
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　　7）邦訳Organic　Syntheses合溺1，108．　　　　・r

　　8）　Organic　Syntheses　　　　　合刀｝皿，286，

　　g）　　　　　　　〃　　　・　　　　　　　　　　　　　　．572．　　　　．　．

10γWislicenus：Ber．28，815（1895）．　『‘

11）　Conrad　u．工impach：Ann．204，129（1880）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　”．　　’・On　the　Manufacturing　of　Phenobarbital．．　　　．　　　．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Takanobu　ITAI）

　　19described　our　experienセe　on’manufacturing出e　phen（治aτb！ta！at　th語laboratory　du漁g　the　last　World　Waτ・

．1曲・距・dis　su・h　as　sh・w・i・（1）・・d　it　i・t与・…whiρh・h・・e　pre・i・u・m・出・面w・・e・imp1証i・d・辞d　imp・・

．oved。　The　figures’in　the　brackets　indica重es重he　obtained　yields　by　our　exper1ments．　All　ourτesults　hdve　been

improved　comparing　to　those　previously　repoτted，　especiaUy　on　the　condensation　progress　of　pheny1・dhy1－malo血ic

ester　with　urea．　The　main　po量nts　of　improve醜ept　are　that　absolute　methano1脚s　used　as　the．solvent　and　also

shortening　of士he　reaction　times（including　t耳e　times　needed　fbr　disti111皿g　off　the　metha旦01）．　　　　．　，

＼
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溶性フェノバルビタール製造について

● 板　i井　孝．信 紳　谷　正夫

　　　　　　　　　　　　　　　On　the　Preparat董on　of　Soluble　Phenobarbital

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Takanobu　JTA1　and　Masao　KAM温

　　　轍％ル・ルビタール縦來・・ル・ナールソー茨・．として知られて居る・・ノパルビタールのナトリ・ム塩であ

　　り，用時蒸溜水に溶解して注射を行う．前篇のフェノバルピタールと典に職時中年額30～60kgを製迭した．此際の

　　記録も職火で失ったので僅か残った1例の記録に記憶よりの蜘見を付して報告とする次第である．

　　　溶性フェノバルビタールの製法に関する文献は殆どない．淋性バルビタールの製法に準じて水溶液で塩を作ろうと

　　すると環の開裂を來←て分解して紛．そこで無水エチルァル・』・同1ナトリゥムェチラートと共に煮沸すると細1

　　性のナトリウム塊が折出するので放冷後吸引灘過して無水アルコール，無水エーテルで洗溢すると白色結品力：とれる

　　が，放既するとべたべたとなり製晶にならない．

　　　溶媒にメタノールを使う、と溶性フ匡ノバルビタールは非常に溶け易く相当濃縮して～9シラップ状を呈するが放置す

　　ると固化して結品となる．之を湿気を感けて吸引濾過又は還心分領して母液を充分に去り無水エーテルでよく跣諜す

　　るときらさらの白色結晶となる．之を無水燐酸を入れた減圧腫燥露，又は70。（5mm）位の加温減圧乾燥器で乾燥し

　　軽ぐ加東くと結品性の粉末となる．　　　　，　　　　　　　　　　　・

　　　初期にはアンプル中に熔閉し℃貯諭した寮乾燥器中に湿気，炭酸ガスを慰けて貯えればよく，必要に応じゴム栓付

　　の瓶に小分した．　　　　　　　　　　．　　　　　　．　　　　　　　　・．　　’　9

　　　器具，溶媒の無水であることは嚴重に守らねぼならぬ所である．従って濾過の撮作は防湿前置付きの器具内で行い，

　　宿将室も可及的乾燥肌態にナる．

　　　ナトリウムほ腿ζ食塩を含有するので良質のものを逡ばねぱならない，餌料のフェノバルビタールは局：か品を用い

　　るが此中の塵埃，繊維等は嚴密に除かねぽならぬ．即東洋濾誠131号の・2～3枚及びその外側に励二重の袋をおけば

　　上々である．潴紙の枚数は透明度と偲過速度をにらみ合せて決める．

　　　結樽より母液の分離とナトリウムアノレコラート，フェノバルビタールの除去を充分に行うと製品の水に対する溶解

　　度がよくなり吸湿する礁が少くなる．之にはエーテル幽幽及び乾燥ほ十分行うことが必要である．

　　　母液及びエーテル忙々液よりほ溶剤を回亡し更にフ．エノバルビタールを遊離せしめて原料となし曇る．．

伽　　此隙エーテルの回牧畜のわるい訂肋吹点で更に適当な溶媒の探索が必要である．フェノバルビタールの利用ぎドはよ

　　い，　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，

　　　製比例：一　フェノバルビタール1160g，無水メタノール2，000　ccを混じて粥状とし～ナトリウム1109，無水

　　メタノール1、500ccより作った溶液を徐々に加え，少し加療して溶解し之を硬質茄子型コルペン中に灘過する，之

　　を約40。の浴巾に浸し減圧濃縮し溜液約2，000ccに画すれば相当に粘稠になる．直ちに肉厚：コルペン（吸引瓶のま

　　うなもの）に入れ換え放冷すると結品が朝出し全休殆ど固結する，之を羽二重の袋に濾集3ζは遠心分離し，乾燥工一

　　テル3～5Lを用い3～4回洗溢を行う，直ちに減圧に加溢乾燥すると紡品性の塊で得られるから軽ぐ礫いて乾燥器

　　中に貯えるユpO169．

　　’以上の実験，襲造に際しては当時の製薬部長近藤竜博士の三指灘貧徽鍵を頂いた．又堀内淳一郎，鍋島昇路民の熱

　　心な御協力による所多大である．此処に記して感謝する次笏である．’（昭和25年2月）．

　　　　　　　　　　　　　　　　On　the　Preparation　of　Soluble　Phenobarbita1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Takanobu　ITAI　and　Masao　IくAMIYA）

　　　The　soluble　phenobarbital　was　produced　from　phenobartbital　using　sodium・methanolate　i既methanoL

■



，No．68 常圧液相接触還元における水素吸牧量の決定に就て 81

常圧液相血鯛還元における水素吸商量の決定に就て

　　　　　　　　　　　　　　舘岡　栄一

　　　〇nthe　Dete㎜ination　Qf　Volu皿e　of　Absorbed　Hydrogen

under　the　Catalytic　Reduction　in　Liquid．Phase　at　Nomlal　Pressure．

　　　　　　　　　　　　　　Eiichi　TATEOKA

　　　　　　　　　　　　　I．緒　　　　言
9

天然卵胞ホルモン，エスト。ンの接触還元に焔エストラジオール灘品の製造｝・当嫡常の測容法ぬる灘還

元装置を用いて常法により行ったのであるが当時冬季のため室溜の変化著しく水素吸牧量が明瞭ならず又共の濁元も

長時間を費したのであるがまず不成功に絡つた．．そこで今までに提出された水素吸牧量を表す諸式を検討し特に試料

が微量でしかも二元に長時間を要する場合にも適用し得る式，換言サれば比較的廣範囲な溜度変化に堪え得る実用的

な一般式を決定して所期の目的を蓮することができたので，こエに報告する．

　　　　　　　　　　　　　　　　II・永素吸牧量に関する諸式の検討

　今までに提出された式はi弐の如くである．

　　　　　　　　　　　　　　　M・〃φ・1，604．10幅5
　　　A（1）　　　　　　　　　躍驕
　　　　　　　　　　　　　　　　E（273．2十’）

　　　　　但し鰐ご軍結合の数

　　　　　　　E；　9．．

　　　　　　　ルf；分子量　　　　　，

　　　　　　　　〃；　：水素吸牧」i透

　　　　　　　　ρ；大気圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビ

　　　　　　　　　　　　　　　7・760
　　　B（2）∫　　　　　　　　　γ胃γb
　　　　　　　　　　　　　　　　273・ρ

　　　　　　　y’ダある時間｝こおける水素ゐ容積

　　　　　　　yb；標塗主面における水素の容積

　　　　　　　丁；絶体i認度

C（3）

D（4）

　　　　　　　　　22437×S　　　　760（1→一〇．003665×’）
　　　　　　　ガヨ　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　潮r　　　　　．　ρ一zσ

　〃；一個の二重結合に対する水素の田干量

　3；物質（9）

　ル∫；分子量

　躍；垂養溜に於ける蒸気圧

　　　　　　x－M×1・響×1噴ll鑑・雛舞；｝

　X；　二重結合の数

〃，が；測定前後の水素の量（CC）

ρ，グ；　　〃　　　〃　　大：気庄

　γ；反応管及導管の至i容積

も

式A，B・Cにおいてρは一定の温度’の函数として與えられている．「式A，，Cにおいて防を’。Cにおける測定ll“

の水素の五奴cc），y』’を’。Cにおける測定後の水素の且（cc）とすれぼ騨三一Wであり従って〃嵩〃‘となる．即

ち測定前と測定後の高度は同一として組立てられている．
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　式Dは〃＝拓一琉’を塞礎として式Aを変化したもので，湿度差が大であれぽ当然誤澆ほ大となる．然し此所に

用いられた試料の多くは大休一時問以内即ち分凧位にて反応完結する物が用いられ，かつその鼓も瓦の耶位であって

永素の吸牧量も又100CCのマクロであるゆえ目的が蓮せられている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　III。蒸気圧の問題

　この場合一番問題になるのは試料の溶剤と測容管中の水の蒸気圧の変化であって，これは可なり大きな数値を與え

る．今窮一図においてρ・，ρπ・を隔や岨，水の蒸気圧，’Pを大気凪Pπ・を水％の圧力，πを常数とすれぽ一一定一度

においては次の式が成りたつ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pπ2十π（ρε十ρπ20）目P

反三管
国

管

第　1　図

みσ

P

彦

　　．．Pπ2＝P一”（ρ8十ρπ20）　………………・・…・…（1）

　ただし　〃＞0

　今蒸気庄を分子蓮動設よりすれば，液面より飛び田す分子数

と液面に入る分子数が等しくなり，不衡状態を成立した場合飽

和蒸気圧を呈するものと考えて次の仮競が耐～立するものとす

る．「密閉器中で二成分の液休が各々独立に存在する場合無限の

時間のあとには二成分の液休は同一成分の混合液休となる」混

合一休の蒸気圧については古くDukem・Margules（5）の藷名な熱

力学的関係式があるが最近倉田，田村（6）はi欠の機な実用的な理

論式を誘導した．

　　　　　　　　　　P目μ」（εσ4ゴ／44）P14十μβ（τσβ4／4β）P刀十2（μ」μみεσ’εσβ詔μ44み）：’2P．〔η

　　　P4．P83液体・4及Bが夫々箪独に存在する時に示す飽和蒸気圧

　　　μ山μβ；夫々A，B成分のモル分率

　　　2σ4，鞠；夫々14，β成分の重皿：分率

　　　44，4β；　各成分の比重

　これは縦軸にP卿助，横軸に温，βのモル分率をとる時はその混合蒸気庄曲繊はあたかも4，Bの沙臆曲線のご

とく孟，βを直結した線の三時に内側に弧を描く．よって（1）式のπを近似的に，2＜1とおいて差支いない．よって

家の様に制約することができ’る．　　　　　0くηく1…・……・…・∴……・………・・…；・…・…・・……・……………（2）

IV。大気圧に側て・
突測の結果を第一衷に示す．

第　一一裟

げ

　　　時間

卲ﾀ
8．35 9．35

黶@　　　　　一　．　　　」　一

・…5
P…35｝ユ2・35

13．35 ・4・35
撃T・・5

16．53
。臓4鰍函　　　　　r　’ 4760atm

i・・ユ・州　i　1　756・・i鴨・・5i75…1755・・．［・5・・2i755…［・・・・・…
需　　」

P
1・・．ユ2曇766・・i767・31・66・・176・．6レ65・・｝・65・5｝765・7i76・・81765・・i…｝・…3

・63・・176…／・…8・・，・3帥62・・1762・7i　　　　l76…176・・5176・・5t・・…1・・・・・…

1・・，・4曇76…1・・…レ6・・2レ6…レ・…レ59・・i759・・レ59・づレ…2｝…｝’・・…3

・・，・5雨1763・51763・3｝・6… 764・・L・・3・51　1　1　1　レ…1・・…6
・・，・8帥67・・ レ66・・ ・66．・レ65．8｝・・5・・レ65・・レ65・・レ65・・レ…7i…1・…3

恥位mmHg

、これによると大気圧ほよどほの天候の激変がない限り大した変化がないことが解る．又細々は測定時の絶休値を知

る必要はなく，水素亭亭皿（」σのを可及的正確に知ればたりるのであるから大気圧の高高はさして重要な因子とはな　　‘
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ピ

らない．　　　　・　　　　　　、　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　。

　　　　　　　　　　．　　　　　　：V．式　　の　　誘　　導

　今水素ガスを理想気体とみなし絶体温一丁におけるπモルの水素の圧力及容積をP，y・とし標準歌態におけるそ

れらを恥，％とすれぽ　　　　　　　　　　　・Po三一πR7b……・…・……：………・…・・……“・……・！・………（3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」pγ＝＝π1～T・・・・…　。。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　1・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　∵・・・・…　（4）

　　　　　　　　　　　　　　　　（3）／（4）・・・・・・…」PoVb／1⊃y【昌21〕ノT・・・・・・・・・・・・・…　。・・一。…　一・・・…　。・・・…　。・・・・・・・…　一・（5）

7左を反応一号測耳管えの導管の全容積とし（これは実測により求められる）〃を測容管の読みとすれば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70昌7κ十〃。…　一・・・・…　一・…　…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一…　一・・・・・・・…　（6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　γ置γK十ぴ・一……一・…・………一・・∴…・・…一・……一（7）

式（1）（6）（7）を式（5）に代入して簡箪にすれば

．　　　　　　’　　　　　　　　　　　　273．2｛（Pαε拠一73Σ》）（1！κ十zノ）一γκ1273．2（273．2十’）｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　但し　0≦％＜1　　　　　　　　び0＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　273．2十’

　．室温の変化がほとんどない場合は次の様に簡略化せられる，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　273．2（〃一γK／273，2・’）．
　　　　　　　　　　　　’　　　　　　”0＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　273．2十’

．　　　　　　　　　　　VI．式の検討及nの決定
　式の検討及”の決定のために一白試験による：水素の量の標野状態選中値と蒸気庄の補正値を加えた場合のそれと

を比較した．実験は反応管に酸化白金触媒及溶剤としてエタノールを加え試料のみ加えず行った．糾ま蒸発面積の大

小即ち反応管の大小形状及導管の長さなどによって定まるから0＜π＜1の範囲内の三軍な常数を入れてみて始点よ

りの李行線に一番近い値をとる．これは予め実験に先だち水素の漏洩試験の時に定めて置くことが出來る．本実験の

場合は”＝1／2が適当であった．次に測定値箪にπ冒1！2とgた時の補正値を示す．実験條件としてはP’0225mg，

エタノール50cc，γk躍388．3ccなり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　二　表

〃 レ．・i ∬…（m）．1
び0

1・・（〃一・1・） ．　　　び ’。C xrime（m） び0 ガ。＠冒1／2）

92．5 16．7 0 64．8 67．6 18．6 145 38．5 22．2

91．6 16．3 10 64．5 69．0 19．0 200 39．3 22．5

90．4 16．4 20 63．2 69．8 19．1 220 39．5 23．2

90．0 16．3 30 68．2 18．2 265 39．6 23．9

89．8 16．3 40 163・0 69．4 18．7 290 40．1 23．7

84．2 16．3 60 57．6 69．0 18．8 330 39．7 23．2

75．3 16．2 70 49．3 60．8 18．5 350 39．8 23．8

71．0 16．2 85 45．3・ 67．1 17．8 390 39．2 23．6

68．1 16．2 100 42．6 67．0 17．9 415 39．0 23．4

65．6 16．3 115 40．0． 67．3 18．0 430 39．2 23．4

63：8 16．0 150 40．3 67．3 18．0 460 39．2 23．6

63＝0
U2．8

16．0

P5．9

185
Q00

38．3

R8．0 一 腎夜’　：放 置

62．5
U2．3

16．1

P6．1

225
Q45

37．4

R73 23．5
64．8 117・0 l　o 138・3 123・9

62．3 16．0 265 37．3 23．5 計算は10 吋計算尺を以て した．

62．4 16．1 290 37．3 23．4

一 夜1　放 置

56．9 14．2　1 0 36．2 22．6
以上の内， 溶剤が完全に還元されたあ との経過を第二

62．4 16・51 。　　40 36．7 22．8 図に示す．1

62．6 16．6 50 36．7 22．6　　　　　騨

63．6
17．ol 95 37．2 23．8

　　　　　　　　　　　　　　VII．エストロンの還元

エストロンの接触選元に就てはDan量e11i，　Ma面an，　Haslewood法（7）及Dissbher1法（8）があるが何れも酸化白金を
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鼠鴨飼tの轍煙

　眺8％この

O　　　f一，一一・2　『　4　き航】6・？．’7

．　　　　第　3　図　’

　　．：．触恥して・P～36哺力・・？て噛して・・る・牒験にお・・ては試料としてエ・ン』一・・よ剛廉霞・lllしたF・・25・℃

　　．．めもの・コ00mg，　f撚としてiよ．　Ad・m・の酸化白金を用いた．之｝まPtC1、・211C1＋6HP（武卜η1一級）を郎訳0・ga・i・

　　　面出・・i・．P．506に従つ鯉賦したもの臨いた諮剤としてはエ身ノールを轍及轍銀にて精凱再面したもの

　　　を脚た・7時間P翫玉台徽i油画タノール細切蒸溜戯宝物塗ベンゾールより附聞した・劇迂は地1
　　173～175。Cのもの87　m慕，之は米局面品である。，座元の経過は第三図に示す｝

鋼　　　　　　　Vln・摘一・一要
　　　　1ざ常庄液n1接触還元における水素の吸牧最を定めるに際し，卵胞・1竃ルモンの際に微量にしてかつ還元困難なる物

　　　質に対しては今までに昆出された諮式は適用困難なこと凌指摘したポ　　　　　　　　　　’

　　　　2・濃元に長時聞を要することは必然的に淑度の変化を考慮に旧れねばならない．よって蒸気圧の問題を検討し二

　　　成分の混合液隼の蒸気圧に及んだ．しかして〃なる常数を與え一？の仮定のもとに．0く”く1のごとく制約した．

　　　　3．’大気圧を測定することによりその影響は余．り大でないことが分つた，　　’　　　　　　　・

　　　　4・澗圧の影回入れ嬢舳な一鰍を灘いの億を鍛鵬定めた・
　　　　5・出ストロンの還元を行いヅ般式の滴用により共㊧逡元経過を朋鵬1なら，しめ，ために逡元時間を7時間に矩縮せ

　　　1一め褥た・一丁米局適晶のエストラジオールが好撚1に懲長した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　鍛に姦臣験捕うに勤君㈱嫌蹴卿鳩翠韓鎭2溢綴に規欄嚇蝦した・こ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IX．丈　　　　　　献
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Slo吐ta　u・Blanke；J・Pra1Ft・．　Chem・，1431L　（1935）

L．Gattcrmann：Die’prax．4．　Org．　Chemks；1937，　S・374．

メロラ1｛…；　≧藁≦詮ざ3，　（メく14）　1，

翫∬り；薬1ξ占　（昭11）517．　　　　　　　　　’　”．’

Dukem；Compt・rcnd・，1021449．（1886）

介田，．田村；物性論研究．1951．（1948）、

Daniclli；BiodL　J．27319．（1933）

Diきsche4；Na“v。23’315．（1934）　　　　　　　　　，

●
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高等植物の殺虫性に関する研究（第・斗・報）一二豫試験的二二につ“℃

・（防虫科学第15，39（1930）二三抄録）

鰍　’
慾

　　　　　　　　　　　　山　ロ

東灘大燈伝染病研究所・　佐．々

一　孝

’学

鈴＊．　猛．

飯田．加古

Stud正es　o鷺the　IllsecticidaLAct云on　of　Jdpanese　Plants（Part　L）

　　　　　Screerlillg　Te6t　for　Insecticidal　PIants．

　　　　　　　Kazu亡aka　YAMAGuα11，　Takeshi　Suzuq，

　　　　　　　’Manabu　SAsA　and　S亘z面clli　IIDA

　　　　（Ins重itute　for．Epidemics　Research，　Tokyo　Univcrsiちつ，

　　　一三の丈献父眠聞鰍にξらゴ・れず全ぐ白紙の立場から斑9の三三勿を探集傷シ・ウジ・ウバ吊幼虫を胤’

　・．．ズ節取な殺虫試験を行い若干のデータをかきねたのでここに報告する．

　　　．19皇8年3月よリユ949年11月置灘る聞関〕1｛地方二丁とその周辺の地40数ケ所のL11野から羊菌下物門（Pteτ…dΩP・

　　　hyta）と舗子摘物門（SpcτmatQphy向に属する植物を173科65S腐におたり，1337種及び43品種を探渠した．探集

　　　した樒物1よ‘1三草のま瓦直ちに根・路・葉・花・果実・樹子算の部分を別々に或はぞのいぐつかを一緒にして5gをと

▽．1・，霧網30ccのがくと如こすりつぶし，棚勿の剛￥と共にその1・・をとつτ検f4・と【．た・従って水・11iこ湘∬して

　ざ．くる成分瀕献繊鵬としてf剛する以外に水に不溶の部分顧毒として或ぼ時に酒虫灘として作用することに
ヂ．

「　なる・

ll‘∫徽勲の蝋融とし魚2・．の糊　翻・て代・飼育をく「聞えした・・ヴジ・ウ・｛エ（D・？・ρ・hi1・hyd・i．

貌睾1・kt・v・・t）・脚・を，目・・た誼径約・・5・嫡さ編・mの管襯1轍休・cc・加え・費融i糊入れ・

蹴．．・∴タ・mに1・m二形の丑嶽を立て・．・〃厩する．ご娚穿鞭％．物二丁に獺し241！平押び48時1服｝こ．

譲．・鵬嚇節線灘三編灘綿繭懸．P蹴雛下鮪節簾
野．．四脚を蜘てその生徽隔ゆた・　　，．

ゼ「、1．．　　．　　　　　　　　．．　　　　・緒・．・　　　　眺

11．・1；一工　芋歯植吻F『（nerldophyta）及び面子植物門（Spermatopbyta）1二属ナる植拗を173科658属にわたり1337種
の　　

三訂甥三図温徽壊叫喚即答1糊綿弓欝三三6以上，三

冠のまの三三端幽晦鶏謂鴇黙認鷲灘三三・鋤1・
▽蹴ち1．叉燐～｝1（P・1yg・nace・e）・バラ科（R・・a・eae）・ス・〃・科（C・p・if。1iaceac）・イ岬｝（P・rccae）．の植物

1ヨ：1ゼジ・S頓d鵬㎝膿球眺撫蹴幽1．（一）．．：
駈；．・．．　（…u・・慮…IA叫T泳・1・・S一・・1…b・…A・nd　S一…hデ・・n・）．・

1’．，，・A1・・ぎ・・醐・c・cc・1・g　t・吊・・血・出・三・・ect舳！・・ffec亡w…p・・f・・典6dρ・1390・sp・ci…随d　f・・mき（・73　fポ

1∴1・’ili・・脚）・f　p1・1・t・c・11ec・・d・y．・…Qm　T・…d・・・…ピ・・抽・噸…h・岬・・・…1・陥…D・一

1．．

k
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　．∵1「．　　　Studies　on　the　Insecticidal　Action　of　Japanese　Plants　Part　II．

　　∫．．．，　　　Ageneral　Method　of　Detectillg’Effective　Fractloll　lmd　its．Application　to　24　Species‘
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　　　　　（i）我々は殺虫性櫃物成分を系統｛自に検黙する薦め一般倹三法を設定した．その日的とする処はなるべく少量の

　　　　検体について簡易な一・貫操作により数極のフラクションに分ち宥効成分がその化単的性質によってそれらの何れに來．

　　　　るムを礁認ナると共にその化学的性質を推知し家の殿階としてのイ∫効成分の抽出，梢製構逝研兜の手がかりとなし鴛

　　　　るに騨潤色反応実性麟姻r＄に行伽こある．我・は各種溶鶴宅による獄鋤1脚こよらず，磐看勤検休．（生

鼠1．懲艦雛驚羅驚糀諜窯｛膿灘騨羅1
総1・鵬分（・・・…）・に多｝げ，・1・性紛・・必要あ欄・蒸燃留・・肌，概紛伽・1・）と不概紛（・・ac

懲．II　）・にわける・酸嗣・湘伽脚・・アアルカ・性・な・一一テル・クー・・レム混融で隅棚ナ伽ρIV），

撚．翻脇灘捌1邸煙して水雑紛（F…v）とする洛乃ク・・畔飴さるべ湘物齢としては大
雪．納　　凡次の様なものが予想されるであろう．．

：戴羅1繍瓢姦鷲副業離マ。雨植＿嫌蠣1・・
麟・・不膨面舳質：・　　．　　．．　・
：灘．』，・・獺酸・・ルポキ・・嘆を持たないが灘を滑菰・　　．
しドリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

曙　．　W　アルカロイド共他の植物性塩塞．

翫・国脚化物，隙，蜂囎体，〃・浦味質，・・の麟三子化働．

樋1．．・飽ラクシ・・ンにっし・ては予想される物質を対照として次の徽艶実性反応螺用した検嘱tは1～2滴を規

癬．．、・旧記鷲膿懲糊儒孟慰灘離温憲繊券齢灘旧藩鰹1搬式
、尋IW，’．19誌ε化第二鉄液（■，血，V）・・N・ph翻試薬（皿，V），亭i・b・・m…B町・h・・d反応価V），灘蹴（皿，・V，V），

：獣．・．。、・一三吻、・・徽（∬，wl，5％アル，．，レ魯里轍銀液（皿）・，　F、・d，蹴（W）・，。グネシ，ムと轍ア

籍・．「ルコ：一ル（II）勢，10％氷野酸プロム（＊印は今・圓実施しなかった），

、妻：・．（2）殺虫三方回して1ま酪約、．5。m，長さ約2。，mの・11試験管に水、。　ccを入れその・1・｝・各・・妙。ン
ヅピ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鋸「，1　0．1cc．を滴下しよく振りまぜた後γカイエカくCu1cx　pip…ens　Pa11ens）3～4膿幼虫各10匹を加え25。の雅卵器中に

緕マ託し2塒徽4鱒鞭の耽幼蝋の鋤蝋｝尉幅％を以て干鯛と定めた。この際実験帷回した幼
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「≠暢∵｝験による谷フラノンヨン間の殺虫性の比較は定性的なものに止まることを附言する．．
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．　　　　　　　　　Sta翁dard　Color・Names’and　Color　Descfiptioll　of　Veg6table　Drugs．
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・　・　　　　　　　　　　　山口∵．・1翠．・　 下村噛@霊　・　　　　　ド
　　　　　矧ミ…艇こ瓶・られてし・る色名は勿三三門技徽算明・｝学的分野に探用され七いる色名も統一博き，勝手な儲

　　　　法によρている．’血ヒ牛疫肌態を打開する為に職後色に凹係する各方面の専門家経験渚にようて色名の統一にういて論

ひ　飾れていた・綜たま聯123年8脳工省蝶一二獅腔会化蝉術用脚員会齢科会｝こ於いて・当用漢字
　　　　の制限を機会に色名の統一について提案があった．爾束，目木娩格協会と色彩糾学協会の協力によって4ケ月に亙つ

　　　　て罐1の色触について回した紡果，一∫款多数力鞭すろ侃》色撒を回し個年ユ2～嚇可類会に於い

　　　　て之を標準色撒と御け榔に決定した・．『
　　　　　膿照明学会に於いて1璃早く之を卜し，土州多貯標準部に於いても関聯卜し，出來るだけ工熱の色の名

　　　　付げ方を此の方浩に僑る准｝こ決定した．・又二部省に於いても旧く山般の色彩教育に此の色名法を採課する段階に溌つ

　　　’た，た’またま山口，’下村両按官ほ一癖法公定1｛｝小委員会生薬雛一部会部員として，局方改正調査の生薬事項を担当し

　　　1ているが・螂酩の統一醐し噛癖案の幟を傭練たので色感会委員枇の励姻て・此の新しい色
　　　　名法を実際に生薬83種，．粉末ζ1｛薬31種に適用し標～1姦色票について色名巻決定し（第1墾ξ）1廻に共結果を色相，彩．

　　　　嵐嘲るさ”」こよる多顯を行つ繊斌（第2表）に肌轍｝する・標鞄徹の旧記三法・解説に肌ては照明

　　　　三顧，32（昭和23卵）P．175；3蹴・融融について，及び｛ヒ学鯛域，4（ユ950）P・236；村上糊・i三一牽・

　　　　、’附孟：標準色面と生獄宰物色徴謬照練たしヤ　’　　．

　　　　　比色の條件は哨天時明るい室内の北側に面した場所で10｝3時迄の闇に測定した．

　　　　　比色に用いた生薬は個癖程度によって上，中，下の3種に区分した．これらの資料は國立衛生試験所生薬試験郎に

　　　　・於いて保管している。　’

　　　　　餓料の一弗を撒された棘大藍擁学科の柴田，藤田両博士に深謝の意圧する・．　　　，・1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．防1衷

　　　　　　　　　　’．11｛海　人　寡

　コ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

・21寒天　（細）1上
・！炎・．角「外面い

　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ

1一魏麗レ

料㈱瞭趨騨色琶に・暑彩計・・順縢黒黒輔局繍
　　　　　　　　　．1

i上等州

蠣諾鰍婆
　　　　　　　一破折面l　l（巽基）

7桂　皮　外面：中
　i　　　　魑内面1
8：肉三隅　外面1中幽
　i．（縮々）　　内　面1
，㌧。カ。サグ。ダ’i・上

　5　　　　　外　面1
　　　　　　　　内　面；

1ごく．くらいあカ、　1ごく～らい脇か

　ぐらいはいあか　　　　1くらいあか

i贈契：きあ、、　｝群雀騰’

隊く・嚇む・副・らいむ・・き’

くらいはいあかむらさき’

ごくうすいきあか

1ζrくうすレ、きあカ、

　うすいき

ごぐくらいき’あか
iあかるいはいき’あか

1くらいはいきあか
；はいきあか

1ぐらいきあか『

1糠融か
1ぐらいほいきあか
i．　　　　　　●
，はいきみのきあか

　くろ

　ごくくら㌧・むらさき

　うすレ、｝まし、～

‘うすいあかむらさき

｝1麗あか

陸どり
！ぐらいほいきあか
ドらいきあか

ll懲姦あか『

iうすいはい
1き（P）
，くらいきあか

o

1の色名

1陰影
1　暗紅
1荻白
』呈白邑

職三塁

　紫黒色・

次白色～
淡紫紅色

　　備考

　　　　　1．

．膿繍不
1購色陣
1次褐色　I
l褐　色　；

陵褐色i

騰｝
i類襯色

1・、

∫墨
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木
類

根
茎
及
び
根
類

資料
番号

　10

11層

12

ユ3・

14

15

資料鯛灘標準色蓄によ忘物u炉冨魏難欝朧記載塵
　　コ　　　　　　コ　　　モ

石榴皮　外面
　　　　　　図面

　〃　　　外面1
　　　　　　破折面』

コンズランゴ皮外面
　　　　　　　内面

キナ皮　　外面
（スクチルブラ）内面

　　　　　　　　　ノ〃（カリサヤ）内面

牡丹皮　　外面1
　　　　　　破折牛

黄　　柏　　内面
　　　　　　破折面1
　　　　　　外面1
　　　　　　　　　　五倍子　内劃
’．@　　外・面1

16 焔齧ﾘ
17

エ8

ユ9

20

イリス根

蓑’蓬
生　　姜

海　　薮

・・ P和纈　翻
22！黄　蓮

｝横蠣｛木部
23 P　ト根鋪’

24

25

26．

27

28

29

30

31

32

外面1
破折面1

表面
外面
外面
破折面

　　　1
外面i
禽

外罰
面部i

吉草繰　外面
川　　菖　　外面

サルサ根　　外面
（ホンジュラス）内鞘

　　　皮部　内面
コロンボ根　破折面
　　　　　コルク贋

黄蜀葵根　　外面

セネガ根　　外面

遠　　志　　外面

甘草‘コルク暦
（中函産）　木　部

大　　費

　！

3倒ゲンチアナ根　外面1

1，　　内画
34　1竃　　　　0唐　　．　根　　　　　：

　　　　　　　　根　茎1

35桔梗根（晒）外面i
　　　　　　　　　　　l

　　　
」二　1くらいはい音あか
　　　
　　｛うす・・き

下

中

中

中

上

上

上

上

．上

上

上

中

上

上

上

中

上

上

上

中

」二

上

上

上

上

［くらいはいきあか
　うすいきみのきあか

　くらいはいきあか
　あかるいはいきあか

　ごくくらいきあか
　はいきあか

　はいきあか

　くちし、はいきあか

　ごくうすいきあか

　くらいきみのき’あか
　き
　はいきみのぎあか

1あかるいはい¶‘
！はいき

1ぐろ　　、
．iごくうすいき

　しろi

lはいきみのさ’あか
・！

　あかるいはい
　ごくうすいきあか
1　　　　　　　』

iごぐをすいきあか

iごくくらいきあか
1は：いきあか
1はいきみのきあカ、

膿漏’
　はいき’あか

　ごくうすいきあか

ドぐうすいきあか

1ごくくらいきあカ、．

1きみのきあか
I

lきみのきあか
1くらいはいきあか

　くらいはいき’あか

　くらいはいきあか

はいきあか
’うすいきあか・

ごくうすいきあか

　うすいき
　くらいきみのきあか

　うすいきみのきあか

はいきあか

あかるいはいきあか

　くらいきあか
「うすいき

［ごくくらいあか

1はいきみのきあか

・屠みのきみ勘～
瞳いきあか，き（P）’

1きあか・はい・

i

lくち、、はいきあカ、

1あかるい恥縞か
．ドらいきあか

あかるいはい
はいき’あか

ごぐうすいき・

　しろ

はい

はい
あかるいはい

「うすいき

1はいき
1ぐらいきみのきあか
防すいき
「ごくくらいきあか

　ぐらいはい～
ごくくらいきあか

／はいきあか

　はいきあか
　ぐらいきあか、
　しろ

　き
　はいきあか

iしろ

はいき1
　あかるいはいきあか

　ぐらいあかみのき・あか　．
　き

きみのきあか

建ろ

iあカ1みのぎあか～

1ごくくらいきあか
I
Iきみのきあか
t

、一線黄色～

1目近褐色
1類黄色

：褐色雄
』　　　1

灘翻
1褐色1
；　　　　I
I　　　　　！

　　　　　i

…．一　曜
…．　［

1荻白色　1
謂荻褐色1

　黄白色
、白色、卜

　濡色　i．

i麟
1幣黄白色i牛透明

　　　　　1

，　　　i
帯黄次色1i

；篇首黄色・
：淡黄色

1暗褐色i
　　　　　I騰i離r
’「．鷹剖
1　　　　　　　　

帯褐荻色’1

　褐　色　l
　　　　　I

。ろ一ごくうすい，あか鵬聯繋1，あか

　　　　　　　　　　レ

，白　色　l
l三囲艶～l

l織色1
」　　　　1
瞬閥黄色！

｝骸絶l
l白　色　「

1淡褐色1

　白　色

　黄　色
帯次褐色｝

纒甜
1淡荻揚色1
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類

花
類

果
実
及
び
種
子・

類1

三二
番号

36

費　　料（部分）

371筍
　　381牛
　1

39

資料の
品質程度

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

吐楓 ~折副

　　　薬密密

　　　夏外面1

サレップ根外面i
　　〃

茸鳥頭

ヤラツパ根

外面
外面
破折面

外面
　　　　　横断面

白川附子　外面
ユーカリ葉面面
センナ葉　　道面．

ウワウルシ藁　堅ξ面

コケモモ葉雪面
マンダラ葉表面

　　　　　葉柄
ヂギタリス葉　表面

薄荷竣　　雛型
睡榮藁　　衷面
ヒヨス藁　　表面

サフラン

丁　　字　9花床
　　　　　花　沸

ミナ花
除虫菊花

小豆殖

クペバ突

胡　　椒・

舌四花
管状花

果　皮

種子
果皮
果　皮

毬子
果圏面

外面

出『

上

上

上

中

上

中

上

中

中

中

じ11

上

中

上

上

下

中

中

中・

上

中

中

中

標準色婁による新しい
　　　色　　名

ぐらいほいきあか
ごくうすいきあか

くらいきあか
あかるいはいきあか
しろ

日局方記載の色名を標準
色名に直訳した色名

はいき

くらいはいきあか

くらし・はいぎあか

ごくうすいきあか

ごくくらいぎあか

　くらし・はいきあか
　しろ

しろ

はい～
き～

くらいはいきあか

日局方記載
の色名

一時褐色
類白色

備考

59

60

61．

62

63

〃　（白）

山　　椒

〃

澄　　皮

薗　　香
　　〃

蕃　　椒

贈1
外　面
内　面

果皮
果　皮

果　皮

　　〃　　果皮
　　〃　　種子
キササゲ突果皮
　　　　　毬　子
　　　　　穂子毛

中

Dl書

中

上

　上
　中

。上

中

上

上

ごくうすいきあか

あかるいはい

はいき・

あかるいは：いき・

くらいき　　．

くらいきみのきあか

くらいみどり，はいきみ
どり，はいき’
くらいき’～はいき・

｝ましし、みどり～

はいきみのきみどり

はいき

あかるいはいき

はいきみのきあか

くらいあかみのぎあか

ドぐうすいき励

1

ごくくらいきあか
はいき

きみのきあか

ごくうすいき

　うすいきみのきあか
　くらいきあか
　　　　　　　
ごくくらいきあか

ご〉くらいきあか1
はいきあか

1うすいきみのきあか

　くらいきあか
ごぐうすいき

　くらいあかみのきあか

1ぐらいき・あか

はいきみどり～はいき・
ごぐうすいきあか

あか～
きあか～一
くらいあか
くらいきあか
うすいきみのぎあか

くらいきあか
はいきあか
ごくうすいぎあか

iごくく・いきあか

！ごくくらいきあか
l　　　　P

ぐらい‘まいみどり

きみどり

くらいみどわ

くらいみどり

くらいみどり

みどり～
うすいみどり

みどり

くらいきあか
うすいきあか

みどり

純白色解
白　出

語色～
白　色
汚褐色

　階褐色
暗類白色～
　曙褐色

昭荻超絶

類黄黒色、1

　暗縫色

　晴線色

　暖緑色

緑色～
跳躍色

線色

　　　　　　　　　　陪荻赤色くらレ、あかみのきあか

　　　　　　　　　　1褐赤色

うすいき’

くらいき’あか

ごくくらいきあか

ごくくらいぎあカ・，

ぐらいきみのきあか

ごくくらいきあか
ごぐうすいき
ごくくらいきあか

　くらいきあか

Fしろ

iきみどり
1きみどり

あか

あかみのきあか

き・

くらいきあか
うすいきあか
しろ

褐色
淡褐色

類緑色

淡類黄色

｝褐色

三絶i　黒褐色
碧掲典礼

　曙禍色
淡黄白色1

　晴褐色

懸1
　〃

赤色1．

赤褐色

黄色
暗褐色
淡種絶
白　色
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草
卉
類

コe

も

糖
類

樹
脂
類

動
物
生
薬

粉
末

資料

ﾔ号
資　　料　（部分）

標準色 ﾔによ薯新しい’ 日局方記載の色名を標準
F名に直訳した色名

題島民 備考

64 肉豆藏　　外面 申 くらいきあか
くらいきあか　　　’

禍色
しろ しろ 白瞑色

65 芥子（白）　外面 ，中 はいきみのきあか’． 欧洲産

〃（黒）　外面 申 くらいあか 欧洲産
〃（日本産）外面 上 はいきあか，うすいきあか くらいぎみのきあか 糟黄褐色

うすいきみのきあか ごく’くらいきあか． 幽幽色

66 亜廓仁　　外面 上 くらいきあか くらいきあか 褐色
光沢あ

67 杏　　仁　　外面 上 くらいぎあか くらいきあか 褐色
子葉 しろ しろ 純　白 研折面

68 苦扁桃　　外面 上 ぐらいきあか、
　　　　　子　葉
｡牛子（外）　　　　　面黒

@〃（白）脚絆
zミカ　　外面

上中巾

ごくうすいきあか（しろ）

ｮろ
ﾍいあかみのきあか

､すいき’みめぎあか

くろ

､すいきみのきあか

ﾍいぎ　　　　　　o

　　　　　破折面1　　　’1

E腿晶　黒棚黄色

ストロファンツス子 中 あかるいはいぎあか はいみどり～

ﾍい 響暫陣
72 伊豆縮砂　　外面 上 ごぐぐらいは1し・き’あか～ 1

あかるいはいきあか
「

73 渠茱萸．　果皮 上 ごくくらいきあか
■

74 当　．薬　　花騨 ．上 ぎ しろ 陣色
75 延命草　　葉‘ 中 くらいほいき～ 1 ○

はいきみのきあか
r

塾 ごくくらいき’あか～
あかるいはいぎあか

F

76 アラビアゴム 上 ごくうすいき～
ｲくうすいきあか

ごくうすいき， 無色，

�ｩ色
透明

〃 中 ぎあか
・

77 トラガント ，上 しろ　　　　　　。 しろ 1白色 孚透明
〃 中 うすいきみのきあか 1

ミルラ　　衷面

ｼ　　脂

上中 うすいき’みのきあか，き

?ｩ，くろいあか

ｫあか～
ｫみのきあか

き，あかm　くらいぎあか

Eき～

ｫみのきあか

　類黄色
@類赤色，　禍色 傘透明

ｧ明

80 コロホニウム 上 きみのきあか～ き
E　類黄色

透明

〃 ．中

きあか
ｲくくらいきあか

きあか

81 サンダラツク 上 うすいきみのきあか うすいき 1淡黄色 1牛透明

安息香　　実’質

@　　　　願粒
gルーバルサム

上中 きあか～
ｭらいあかみのきあか
ｲくうすいきあか

ｲくくらいきあか～

ll瑠謝あか～

ｭらいあかみのきあか

1轟轟馨欄赤門

厨

はいあかみのきあか 1
84 ロカイ　　表面 上 ごくくらいきあか／、 ごくくらいきあか　　　　　i 曙隅色 ほucid．

破埣面 ’きあか～ あか～ 類赤色～
ごくくらいあか はいきあか　　　　　1 淡褐色

85 阿仙葉　〃 上上 うすいきあか
ｭらいきあか

ごく・くらいきあか
Pくらいきあか　　　1

雛魯
lPegu階Gambir

ゼラチン

ｨ　　臓

上上 無色 比ろ　　　　　　・
奄､すいき～

奄ｭらいきみのきあか

　純白色

P淡黄色～

ﾍ顧倒

透明

88 晒蜜膿 上 ごくうすいき
しろ　　　　　　l　　　　　　　　　　　l 白色～　！

ﾞ臼色　i　　　　」

葛澱粉

ﾄ澱粉

上上 しろ

ｵろ

しろ　　　　　iしろ　　　　　1　　　　　　　　　　　　

’

’
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資料i
　　　費　　料　（部分）
番号！

　　L

酬の1標目による新・い嗣力記載の邑纏・畑局撒1鰐
品質程度1

　　　5
角 名

91　小麦澱粉

92一朧三民

93馬鈴薯澱粉

94　茨柏末
95　石榴一越

96．生姜末
97　甘野末
98　小豆毯末

99　三根末
100　白胡椒末

101　竃膿末
102　蕃木末
ユ03　・マン．グラ葉末

104　　rヂギタ　リス葉末

　　　　　●

上

上

上

」3，

上

」二

上

中

中

中

上

上

上

中

しろ

しろ

しろ　　　　　　　　　　：

き．　　　　　i
あか・いはいき　⊥

ごくうすいきみのきあか1
うすい泌のき勘、い
あかるいはいきあか　　1

あかるいはいきあか　　一1

は・嚇嚇か，｝
うすいきみのきあか　　1

ごくうすいき

lll：さ．　i

色名に直訳した色名　　の色名

しろ

しろ

レ融副
i白倒

1

レ

105 薄荷葉末 下 ぐらいはいき　　　　　　　i 1
ユ06

P07

当薬末　　ヤ

R椒末

」ニ

[ヒ

あかるいはいき　　　一1

ﾍいきみのきあか
@　　　　　　　　　1

「 灘
108 胡椒木 中 くらいはいきあか　　　　　1

@　　　　　　　　　1
ている

109 延命草末 rl～ ．『 ｮらいき　　　　　　　　　　1

1ユ0 丁子末
了ll くらいきあか　　　　　　　1

111 芥子末 中
　　　　　　　　　　i
､すいきみのぎあか　　1 日本漆

1ユ2 ロカイ末 上 はいきみのきあか　　i Hepa・

113 カスカラザグラダ末 上
はいきみのき勘、　i　　　　　　　　　　l tica

114 和大黄末’ 中 きみのきあか はいき

115 ゲンチアナ根末 土

　　　　　　　　　　　うすいきみのきあか

あかに

ﾟい
116 肉桂皮末 上 はいきあか 一　　　　　1
117 桂皮末　　　’ 中 はいきあか i

118 藩野末 上 きあか i　　　　甲

119， トラガント末 上 はい　　　　　’ 僅かに

卜 きみの

ﾍいi　　　　　　　　　　　　I

第2裳　生薬資料の色に．よる分類

色柵・よ紛類t駿による頒1 阿明るさ，’による分・類

、負＿墾．！遇．

　　r．RP　　　　　ユ．O

　　R　　　　　4．0．

　　r．YR　　　　　2♂5

　　YR　　　　　43．5

　　y．YR　　　　29．O

　　　Y　　　　　17．5

　　y．GY　　　　O．5

　　GY　　　　　1．5

　　g．GY　　　　O．O

　　　G　　　　　O。5

！彩度播副

1　　…

2　1
3

4　　　1

5

6

7　｛

8　　　．・

、ll

％　1

、1：l

ll：：

21：l

l：1

認

Munsell
Value

　9，5

　8．5

　7．5

　6。5

　5．5

　4．5

　3．5

　2。5

　1．5

1％（有彩色無彩色）1％（無彩色）

6．5

17．5

15．0

0．0

28．0

4．5

18．5

9．0

1．0

161：l

i21・O
l　O・O

l　5・0
　　0．Oi

i　　o。0

　　0．0
1ユ．〇

　一
■
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　　　　　　　　　　蓼科（Polygonaceae）植物を原料こする

　　　　　　　　　　　　　　虫歯騙三園の製潭研究（第一報）　　、　’．

　　　　　　　　　ソバ属（Fagopyfum　Gaerten）植物を原料とする高密駆除薬の製逡

　　　　　　　　　　　　　　　市　川　重　春　　　　小　幡　利　勝　　’

　　　　　　　　　　　　　　　鈴木F　繁　　 学田川秀雄
　　　　　Research　in　the　PreparatioII　of　Rouれdworm　Vermicides　fro風the　Plants

　　　　　　　　　　　　　belonging　to　the：Fam．　Polygonaceae・（1）　　　●

　　　　　　　　　　Preparation　of　Roundworm　Vermicides　fro皿the　plant

　　　　　　　　　　　　　　belongi　ng　to　the　Genus　Fagopyrum　（1γ　　　　　　　一

　　　　　Shigeharu　IcHIKAwA，　Tlos項ikatsu　OBATA，　Shigeshi　SuzuKI　and　Hideo　UDAGAwA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　　言

　人糞を肥料として使用9・生野三食や漬物を好む関係撮齢、ら我が國の農村で｝無名的に姻虫症の高勒点で世　。

界一と云うかんばしくない名声（P）を博していたが，職畢中都市から農村え疎開した人々の多かったことや都市でも

家庭三園の奨励の結果人糞を用いての三三作りが盛に行われたので二二後は都鄙の別なぐ姻虫症は頗る高率となっ

た．これと反対に蜘虫駆除特効薬サントニンの轍入は杜絶し，又主として台湾から翫ばれていたサントニン代用薬海

人草の輸邊も出目なくなって営門は全く二二的｝こ慢延し二丁対策は焦眉の急務となった，

　依って吾々ほ昭和21年4月以來調奪部員となり天然資源を原料とする寄生虫駆除薬の製逡研究を命ぜられ之に潰

回した．　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　．

　扱て二三駆除薬としての理想的條件は効力のあることは勿論であるが，．副作用のないこと，原料あ豊富なごζ，更

に廉慨なことも欠くことの二二ない二二である。

　かような條件を浦足させるに足るものという目標の下に調査を始め先ず寄生虫の駆除に有効な植物として成書に記

載され又は口碑に伝えられているものを牧録して一覧表を作成したところ第1表を得た．この中払虫駆除薬としては

12種を数えることが出來た．この12種に就き先ず原料的に考察するに最も種類の多いのは蓼科髄物であって，牧野

富太郎・根本完爾共著：訂主増補日本植物総覧に依れば蓼科植物は7属に分れ143種類もある，この中古來果間薬と

’してのみ地域的に使用されていた拙物で未利用のものにつき科学的の裏付をしやうと思い先づ原料的に豊富なソバ属

植物を撰び調査することにした．

　9成書に依るとソバの粉を生食すると姻虫を駆除するとあるが，食糧不足の折柄ソバ粉を使用するのはもったいない　　・

ことだし，静岡縣や長野縣下でほソバ茎を小学校の見目に煎剤として使用しているという話であるから，ソバの種実

晩穀及び選別の際に得られる茎虹に脱落する未二種実及び葉の部分（以下脱落葉と呼ぶ）を利用できれぼ実用的で而

かも経済的であるから之等を原料として試験を行うことにした．

　　　　　　　　　　　第1表　寮生虫の駆除に有効な植物一覧表

科　　名 名称陣門物名匿効紛陣．州法響応症 　　－�@　　　考

菊　　　科

Z　　』科

ﾖ　　　科

﨟@形　科

ｴ　贈科

黄花三
ｺ下支奈

y蕾

　　　クソニンジン
@　　セ　メ　ン　シ　ナ
忠Z纂潔ミ∴；酸漿！・ホヅや

ｶ紫獅．蒋ざ　酬リンダ・ウ　剰セ・ブ・東雲馴、シノノメグヅ

葉未開花穗

q　　仁
f1生食全　列煎剤　”　L”塑葉1鯛塗布　〃　〃　　炉

葉をもんで塗る

�p
禔@三

剽po煎剤塗布　、　。　　　　　　　　　　　　　　1

駆虫
�詩

f虫
ｬ見の寄生虫

¥二指腸虫
P　，1毛颪

?試

R鼠

ナタウリの種子は米局牧載

pL．1オ永ヤマジソ

oヤマ遡

P　　　　’
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科　　名 【名捌 原植物名 陶紛1 使－ p瀬 適応・ 備　　　　　考　　・

石南　科 木黎薩 ハナヒリノキ i若　　葉 煎服 駆虫　一

緻　形　科 阿・　魏 ア’　　　　ギ 茎　　藁 液汁をチンキとす 守門
噛石榴　科 石榴恨皮　9

ザ　　ク　　ロ 根、　皮 煎用 蜘虫織独 日局牧載

胡　頽　科 胡頽子 ナハシログミ・ 樹　　皮 煎用 蜘虫糠虫

衛矛　科 桃葉衛矛 マ　　　ユ　　　ミ 子　　突 頭　颪

漆樹　科 塩膚木 ヌ』@ル　　デ 樹　　皮

乾　　漆　　◎ ’ウ　　　ル　　　シ 〃

樹液の乾燥品を摘砕妙熟

駆　虫

大回科 加廠刺 カ　　　マ　　　ラ 果　　実 煎用　’ 回虫　　．

棟　　　科 棟 セ　　ン　ダ　　ン 木　　皮 青木皮を去り煎用 就虫
〃 果　　実 煎用 〃

黄棟樹科 黄棟樹 ニ　　ガ　　キ 樹　　皮 二二液 颪
〃 幹魑枝 煎服■ 駆　虫

芸香科 山　　微 サ　ン　セ　ウ 子　　実 煎剤 蜘　虫　　　　　． 一回猛59

二二科 淡梨子 ハ　　マ　　ビ　シ 果　　実

鐵薇科 林檎花 リ　　　ン　　　ゴ 花
，

烏　　梅 サ　　　　メ 子　　実 燃加　　■ 蜘．虫 一回f辻49

櫻桃根 ミ　ザ　ク　ラ 根

酷林子 カナメ　モチ 果　　実 雌花の紅色をおびる
苦蘇花 ク　　　　　　　ソ 落　　花 煎用 撫　虫　　　、 1迄麓燥したものを用

憶　　　科 天台三頭 テンダイウヤク 根　　部 乱用 子供の腹の虫
円

・

石竹科 押麦葉 ナ　デ　シ　コ 葉　．

黎　　　科 黎 ア　　カ　　ザ
アメリカアリタ 蝸虫，鞭虫．十二指
サウ 腸虫，來洋毛様線虫

蓼　　　科 篇　　蓄 ニ　ハヤナギ 蓬　　葉 煎用 蝸　虫 一田畳5～25g
爲　　諺 イ　ヌ　タ　デ 〃 〃

ハ　ル　タ　デ 〃 〃

蕎　　愛 ソ　　　　　　バ 極　　突 粉の生食
，

胡桃　科
山胡桃　， オニ　グル　ミ 果　　突 生　食 蝸虫

三白藁科 残　　英 ド　ク　ダ　ミ 詮…　葉 煎汁・ 駆虫
百合　科 ．蒲 ニ　　ン　昌　ク 鱗　　ii差 生　食 嵜生虫予防

山　　蒜 ノ　　　ピ　　　ル 塾　　葉 〃

亜 ニ　　　　　　　ラ 〃 〃

百部　科 百部根 ピ　ヤ　　ク　　ブ 根　　塊 煎汁 駆虫 ，

下欄科 楓椰子 ビ　ン　ラ　ウ　ジ ’子　　突 糠虫
一回沿4～59．独局牧臓

大腹子 ダ・イ　フ・ク・シ 〃

禾　木　科 慧萩根 ハ　ト　ム　ギ 根

麦　　桿 コ　　ム　　ギ 変購茎
松　　　科 松 ・マ　　　　　　ツ 青　　葉

生食又ほ妙りて粉 1　　　　　　　　　　　　　　　　　●

D姻虫，十二指腸虫

・一 ﾊ　科 橋，　実 カ　　　　　　ヤ 果　　契
末坐　食

姻虫，糠虫，十二指

ｰ虫

17個宛毎日生食或150－100個生：趣

二二　門 綿畔引 ヲ　　　シ　　　ダ 地下輩 エーテルエキス 〃　　　　〃　　．　　〃 日局11父叡

眞菌植物部 堪1　、菌 オ　ギ　タ　ケ
辱

●

紅藻樋物部 鶴側目 ・マ　　　ク　　　リ 全　　草 ’煎服 蜘　虫 H局開脚

　　　　　　　第1章　蛆虫駆除藥製造試験に使用した原料・

習々が牙虫駆除薬の製鰍験に使用した原料はソ・嘱（F・g。1脚mG・e・t・・）中のナ〃・｛（F・g・P脚mw19・・e

H肌…ae・ti鞘m　NEM・T・），アキソ・・’“・・．・・加瑚・1・N・…T・）及びシ・クチ〃・・（F・g。P卿瓜C即。・購
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MEISSNER）であるが，アキソバを夏ソバの播種期に臨時に播種したものも3種目る・各原料の播種，探集，処理方’

法，仕込日韓を一覧表にすると第2表になる．

　検体番号No．1及No．2は当所府内で吾々の栽培したもの，　No・3は同じく前所長松尾博士の栽培品，　No．6及

No．7は同じぐ穂物部山縣技官の栽培したもの，　No．4ほ1千葉縣葛飾郡朝日尉に於て遠藤興作氏の栽培晶，　No．5は

　　　　　　　’　　　、第2表使胴原料の問細表　　．

翻原料名瞳年齢瞬馴採集年劇操撒の遡融綴仕醐・脚働

No，1

　　　　　1アキ・ソバ

e　部　分 盤1翻瞬
No．2 アキ・ソバ

ﾆ　落葉
2218．下旬 完輪画珂瀞騰灘1 10 〃

｝〃

M・レ・キ・バi22…下旬 　　　　　　　　　　　　　一P種実完鯛22・…下旬｛纒糎縛首錘議節別… レ【松尾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　幽　一　　　　　　　　　　　　一　『l・匠キソ基，123・タ・下旬脚E盛期：・ゴ…25隣鰭町分騨燥H23…2・鞠藤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　｝　　　　．　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

No．5
　　　　　1

｡繍23・嫡 繍晦鮪1羅縫薄恥 ’　　　　　　1
@　　　　　玉川1

甑・陵彪載i…5・・蠣花盛期123・7・・gl刈職・1雌期離蘭｝　　1用賀晦
M庵齢劃23・5・・gl－23…26ド　〃　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　．　　　一　　　　　　．　一

レ［〃

　　　’

l嘱㌔壌
一　　■　L　幽　　　一　　L　「　　『

@　バ123…下総 鯛・3．…蜘1潔離騰突櫛汚Uの｛ 1　　陸田
一　　馳　．　冒　一

M・陵砲利ソ劃　　細事前レ　　｛　　　　一 脚
川崎市諏訪町六六〇大黒初太良ll氏が王川に於て栽培せるもの，N・・8は川崎市西生甲に於て農家の栽培品の脱落葉，

層No．9は前小石川植物園長松崎直枝費より分興を受けし榛を当所構内に移植したものより発芽したものである。

　詠口のためソバの栽培面心と牧雨量を表示すると第3表となる．

　　　　　　　　　　　　　第3婁’原料ソ・パの・栽培面積と牧穫量糞

検　体
番　号

栽些細袖壁判生（重kg）量 乾燥葉
　（kg）

乾（燥kg）茎備
考

N・司　・5 障囲・28・2xi（毒：§銑）1（｝慧：曇2％）］ナ・・バ

N・・61・9・・！… ・6・・｛（2．765．88％）旨，茎：翫）1ア・・バ麟）

．Nα・1・… ・・2｝・6・5 （3．85U．81％）1（、1：ll％）i
〃

特検1・3・ 1935 ・・…i・5．・・料・26．・・一1アキ・・バ

　謎：零脆落葉，x生醗落葉30．4kg十生茎97．8　kg＝128．2kg

　　　特倹1よ強目部圃場藤田技官に栽培を依頼して傷た結果である．即ち昭和23．8．25播種，23．11．6古集完全

　　種実57kgを悟得した副産物である，　　　　’　『　●

　　　乾燥前壷乾燥室欄の括弧内数字は生蝋最に対する乾燥書留である．　　　　　　　　・◎

　　　　　　　　　　　　第2章　　ソバ属植物の蛆虫駆除力に就いての子試験

　ソバ属個物の蝸虫駆除作用の有無についての予試験を行うため先ず検休番号No．1の乾燥葉拉No．2及No．3の

暁落葉を原料として次の調製法に依り乾燥エキスを調製して豚飼虫試験及び入体試験を行った，

　予試験用槍体調製法：

　a）豚姻虫予試験用検潮調製法：一検体番号No，1の葉の部分4209を熱湯（4島3L；3L宛）で3回浸出し，

各浸液は冷後析出した粗製Rutinを濾噛し，各濾液を夫々水浴上で蒸発乾固して乾燥エキス（合計90　g）を穏た

（第4譲参照）．
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　b）　入二品試験用検体輩出法：r二二番号No．2の脱落葉2809宛A，　B及びNo・3の腕二葉2559を原料

として夫々熱湯（3．5L2L；2L）で3回浸ll！しA及No・3三三ほ冷後祈川’した粗製Rutinを濾1反し，前立を三

国永浴上に蒸発乾固して乾燥エキス合言『29．8g及合計48，5gを鶴た．　B浸液ほ浸出液をそのまま水浴」＝に蒸発乾

固して乾燥エキス合計44。7gを1ξ｝た（第5婁参照）．

　第1節三二爵二二験：
　a）法で調興した乾燥エキスを使屈し豚の蜘虫を使用し次のブ∫法で殺虫力を試験した．．

　試験方法：硝子円筒2個（A，B）にAscaris£uilla當蓋｝｛セ（Ringer　Dale液＊）600　cc宛を容れ之に」＝記乾燥帯キ

スをAに129，Bに309を添加し擁絆して溶解してから豚の蜘虫を9匹宛入れ甑温器中に約37。にf呆ち3時浸

出にその蓮動状態を観察したが24時間経過してもAぽ歪部生存し，Bぽ4匹のみ迎動しなくなった．

　寧Ringer　Dale液処方：CaC120．024％；KC10．042％；NallCO30．05％；

　　　　　　　　　　　MgClz　O，005％；91ucose　O，05％；water　100　cc．

　土記予試験の翻果はソバの葉のエキスは訳詞虫に対しては作用しないか作用するにしても甚だ身蝿いのを認めた，即

ちソバの葉の干キスほ回虫に対しては接触灘ではないらしい，

　第2箇人体予試論
のソバの紮のエキスほ蘭節の予試験の結果豚姻虫に対しては接触澄でないことを認めたが吸牧毒であるかも知れない

と考え，b）法で調製した各樋の耽燥エキスを検休として当所細菌部長八田技官に依頼し入体試験を行った紡果は駆虫

作用を有すとの報告を徳た．　　　　　　．　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　第3章　　ソバ植物体中有効部分の決定試験

　入体の害虫に対する予試験の結果ソバ暁落葉の乾燥エキスの駆虫効力を確認したから，次にソバ植物のどの蔀分が

イr効であるかを決定するために検出番号No・1より分離選別した緬物休の各部分より，次の調製法に隔り製造した各

種乾燥エキス（第4衷参照）を振幅として人休試験を八田技官に依漏したところ，各種エキスとも大同小異の駆虫効

力を有すとの報告に接した．

　有効部分決定用楡俸調製法：

　検体番号No．ユの開花最監期に採集した全心（生心L1約10　kg）を採集直後，競物各部分（花，葉，叢及根）に分

目1湿帰し，室内に拡げて蔭乾し，6日後に秤∫ltするに花4009，葉490　g，霊1520g，枳190　gを倶た．これらを原

料として次の処理法で乾燥エキスを調製した（第4淡参照）．

　a）花4009（6日同）を黙湯（3L；2L；2L；2L）で4回浸出し，各浸出液は冷後祈潤した粗削Rutinを濾出

し，各澱液は夫々水浴一1：に蒸発写吃燥して乾燥エキス（合計77．9g）を鴛た．

　b）葉490gほユ0口日に秤孟｝するに420gになった，これを熱湯（4L；3L；3Pで3回浸111し，各没出液ほ冷

回折出した粗製Rutlnを澱嬉し，各濾液は夫々水浴上で蒸発乾燥して乾燥エキス（合計909）を律た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　c）輩15209は25日日に秤五旧す’るに9009となった．これを約ユcmの長さに細切して，熱湯（9　L；6L；6L）

で3回浸出し，各浸液は濃縮し冷後高出する粗製Rutinを二二し，各澱液は夫々水浴上で蒸発乾洞し乾燥エキス（合

計159．8g）を鴛た，

　d）　根1909を40’日Flに秤量するに1209となった．これを熱湯（2　L；1．5工；1．5　L）で3回浸ilHし，各国i液iを

夫々水浴上で蒸発乾固して乾燥「ξキス（合計19．3g）を鴛た．

　　　　　　　　の
　　　　　　　　第4衷　　ソバ植物各部分の牧打目拉各部分より乾燥エキス調製試験成綴表

二二翻晦・l　　IM・枷賊恥嘲封液：臨・柵
1一・・得剣32．・i・・。・1・4・5

a）．花

@　400g
1溝聯｝「…　125・・t・8・6
陛響闘す1 ．…　1…　1・・6・5

b）葉　iエ・・徽・ 1 42・5｝・…　レ・7・・ 1

7．4

9．4

1．85

　　副備考
177司熱湯
L＿i讐§羅
1・9・4751N・…2L

lL狸」熱湯
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検三号Ml　　IM三指恥、2抽IB液：Nα・一蹴・抽畷計1備考
履909

i4209）

　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　一
No．1：4
mo．2：3
mo．3：3騨位す1・釧　…2／・副』一i・鰯

一キ・得量・185・・　5・・｝・9・■・一i・593　　　鱒
B）茎
@15209

@（9009）

熱層 秩D

mo．ユ：9工

mo．2：6L
隻響幽す・1・・5・2　・・…【・細1－1．・・．5・2陣3：6

エキス醐91・2・8｝・・2・1…　｝一1・9・3 睡d）根
@1909

i1209）

油漉’「・隅－1…23i・4・5・i－l　l
　　　湯
mo．1：2L
mo．2：1．5

滋藤下刻　・副　・…i…　i一 ・…5陣3：1・曲

射5表　　ソバ醗落葉より乾燥エキス調製試験成績表

、

匝・抽峨翫・抽畷M・棚液 計瞬　　考
　　　　　　　　　　〒　　　　一　　｝　7

黶E・鰍・1・5・7［…　1・・6’29・8
検体番号No．2

ｮ　落葉、A
@　2809　　　　レ‘

癖騨に1・・…i28・521・8・79］
Rut1nを分離後

Gキスを調製す
』　｝騨に対す1・・6！・…1…　1・…
一キ・繊・1・・．・い3・・1…　i44・7

検体番号No．2

E　落　葉　B

@　280g

瀞聯にi・…5・i…42．1・・34’
R面nを分離せ

ｸエキスを調製

ｷﾔ響嗣す1・・961・・851…41・聯
一　　．　－　　｝　一　L

黹L・画面・124・・巨4・・［・…1・ま・
検体番号N・・3

E　　落　　葉

@　2559

1岡・7卜29・・1・9・・1
Ru伽を分離後

Gキスを調製す

砦響嗣す 1・．61・．7　3．・　・9．・

　　　　　　　　　．　　第4章　　蛆虫駆除効力試験用検体調製に就いて

　第3激の植物体中有効部葺の決定の結果ほ共効力は各部分とも大同小異であるのを認めたから，植物休を各部分に

分離選別するような煩維な処理を行わなぐとも実際悶題としては，乾燥茎や脆落葉を原料として駆虫剤を調製するを

得策と考え，集團試験用検体として家の檬な種々の製剤を調製することにした．

　（1）「各回製剤の効力比徳用検俸調製法＝　　　　．，　．　、　　　　　　　　　、　　　　　’　、

　A　一汁：一検体番号No．5の脱落葉1kgに水10　Lを印加し，加熱して時々六戸しつム1時間煮沸後布袋で

漉過し，袋を軽く圧搾して煎汁約6Lを得る．残渣ほ更に水4L、を加え30分間煮沸後同様に漉過圧搾して煎汁約41

を得る．前後の煎汁を合併すると約10しとなるから，1回の用量を200　cc宛（呂原料209）とすると50回分の煎

剤が傳られる．これを1回200cc　1日1回宛3日間蓮用させる．　　　　　　　　　　　・

　B煎馴：一検体番号No．7の茎を仕込みAと同様にして調製する．

　C煎鋼：一検体番号No．5の脱落葉3．6　kgを熱浸（No．1～No・3）した煎汁を貯聞するために水浴上で蒸発「

乾燥し乾燥エキス（2969）とし，これに乳糖244gを添加し540gとし1回3g（＝原料20　g）とし180回分と

する．　　　　　　・

　a一エキス：一二休番号No・5の醗落葉600　gに水6Lを加え1時聞煮沸し，濾過し濾液4Lを蒸発し』て乾燥

エキス47．59を徳．これに乳糖42．5gを添加し90　gとし1回3g（＝原料ユ3．3g）宛30回分とする．

　b一エキス：一ケ日半弓No．4の生茎3．7kgに水5Lを加え，1時間煮沸し，濾過し，濾液を蒸発して乾燥工

◎



　／
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キス56gを循．これに乳糖349を添加し90gとする．ユ同3g（一生茎1診3g≒乾燥茎20g）宛10回分とする．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　c一エキス：．一検体番号No．6の乾燥葉600　gを熱湯（5　L；3L）で2回30分間宛黙沸し，灘液を放冷後析出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つした粗製Rudnを一別し，母液を合して水浴王に蒸発濃縮し，稠厘エキス状となした時dtに乳糖109を加え更に

水浴」＝に蒸発乾固し乾燥エキス759をf｛1．これを1回2．5g（嵩原料20　g）宛服用する．

　d一掃キスニー。エヤス調製と同一・の原料6609を冷水（5L；3L）で2回冷浸（舟回24時間浸潰）し，徳たる

浸出濾液を唾壷．しに蒸発し乾燥エキス（55g）とし，これを粉末となし澱粉を混和し全猛gOgとし1回3g（詔原料

20g）宛服用する。

　e一エキス：一検体番号No．6の乾燥茎600　gを熱湯（5L　3L）で2回1時間宛黙沸し濾過し，濾液を水浴上で

蒸発濃縮し棚曇エキス状となった時乳糖15gを添加し，夏！に蒸発して乾燥エキス75gを得．之を1回2．59（臨原

料209）宛冨侵敵する，　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　．

　f一エキス：一eエキス調製と同一の原料600gを冷水（5L；3L）で2回冷浸（24時聞浸濱）し御たる浸出｛慮液

を水浴上に蒸発して乾燥エキス50塞を得．これを粉末とし澱粉を混和して至皿90gにし．1回3g（目原料20　g）

宛服用する，

　（11）冷浸製剤と珊瑚製翻の効力比較用検体調製法レ　　　・　　　　　　　　　　　　・

　No，ユ9乾燥葉の冷浸iエキス調興（冷浸パーコレーシコン法）．

　心休番号No・7の乾燥藁を原料とし米國薬局方第13版の洗動エキスの調製法Process　C・Fractiona1　Pcrcolation

に準拠して次のようにして三川後乾燥エキスとする．

　乾燥葉1kgを3凹してA・5009；B・3009；C・2009とする。　　　　　　　　　　　　　，

　A．5009に水400ccを加えて15分間放置して湿潤させてからPercolatorに入れ，上部に多数の細孔を畔ってあ

る板及びjR錘をのせて水を加へて葉の上に薄く液雁を作る程慶とし（水3Lを嬰す），1夜浸？L「倣置した後，班分2．5

ccの速度でperco！atcし，最初の200　ccは別に保存し，次に得る抽出液を順次に300　cc宛別々に捕樂してA．　No・

1～No．5とする，
　　　　　　　　　　　ロ
　B，3009にA，No．1：300　ccを加えて湿潤きせた後A・No・2，　No．3，　No・4，　No・5及び水を用いてAの場

合と同様に・Maceration及びPcrc。1面onを行う。．　Macera面nにぽA・No・2～No・4の大部分合計850　ccを要し

た．郷分2ccの速度でPcrcolationを行い，最初の300　c6を別に保存し，．次に鴛る抽出液を順次に200　cc宛別々

に捕集してB・No・1～No・5とする・

　C，2009に．B．　No．1：200　ccを加えて湿潤させた後B，と同標に処理する，MaceraUonにに・No．2～No．5の

…部650ccを嬰した．斑分1．5ccの速度でPercolationを行いPcrcolate　500　ccを捕集した．

　A．及B．の最初のPercolate及びCのPercolate合計1000　ccを水俗上に蒸発して稠厄エキスとなった時乳糖

40gを添加し更に蒸発し乾固し粉末とする（96　g）．これを1同2g（臨原料21　g）宛服用．

　No・20熱浸乾燥エキス調製（Rutin分離）

　No49のPercolation維了後の残渣を水2．5L宛3回30画面煮沸肉片1し，浸出泄液を冶後析出した粗面Ruti血

を画集し，母液を水浴上で蒸発して乾燥エキス130窪を1竪，この中98gに乳糖10gを混和し1089．となし1回

3g（窟原料22　g）宛服用する．　’

　No．22乾燥茎の冷血エキス調製（冷浸パーコレーション法）

　検体番号No・5の乾燥茎を長さ約1cmに細切したもの1．8kgをA．0，gkg，B．0、5kg，及びC．0．36　kgに3

分しNo・19を少しく改変して次の様に浸潰抽出を行った．

　A・に水4．7Lを注証し，1夜浸漬後醐過して浸出液（A．　No．1）2．6Lを御．残渣を0．8しの水で洗い，唾液及豪

語合計3．4Lを使用してB・を浸漬し，又A。を新しい水4しで浸潰し，1夜放置後言過して夫々没出液（A．　No．

2）3．5L；（B．　No．1）1．85　Lをfl｝た．

更にB・を（A・N・・2）串・5しで浸漬し，、C・を（B・N・・1）1．85しで浸心し，1夜諭してから漉過し，浸1∬液（B・

No・2）3・1L及び（C・No・1）1Lを鴛た．全浸出液を水浴上で蒸発しτ稠阻なエキスとなし，之に乳糖1009を況

和し更に蒸発乾固して，至量190gの乾燥エキスを徳た．この中95　gに乳糖10　gを混和し105　gとなし1回2．5

9（≒原料209）宛服旧する．

4
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　No，23乾燥一陣浸絡了残渣より熱浸エキス調製

　No．22の冷浸i終了残渣に熱湯10　Lを加え30分間煮沸後漉過し，残1査は更に水10　Lを加え同声処理し前後の漉液

を合して水浴上に蒸発して乾燥エキス65gを徳る．この申33gを坂り乳穂9gを混和し42gとなし1回1g

（≒原料20g）宛服用する，・　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　か　　　　　　　・

　No．24赤地利ソバの目引より熱浸乾燥エキス調製

　検体番号No・9の生血2・4kgを約1cmの長さに細切し㍗ものを熱湯（2平；2・5L）で1時間宛2回煮沸浸出し・

濾液を合して水浴上で蒸発して乾燥エキス36gを得．1回1．59（≒原料113　g）宛服用する．

　No・25乾燥葉を熱浸しRutin分離後乾燥エキ・ス調製

　検体番号No・60乾燥葉1．4kgを沸二水（14　L；8，5L；8．8L；8．5L）で4回毎回30．山間煮沸浸出し，冷後析出

した粗襲Rud聡を濾回し，母液を水浴上で蒸発して乾燥エキス2859を得1之に孚L踏39を混和し2889となし，』「

1回4g（≒原料20　g）宛服用する．．　　　　　　・

耳。・26乾燥脱落葉を熱浸しRuti且分離後乾燥エキス調製

　検体番号No・5の脱落葉1kg’を原料としNo．25と同様に処理して乾燥エキ耳8091を得．之に乳糖199を混

和し999となし1回1．59（寵原料15g）宛服用する．

　No．27乾燥脆落葉の煎剤

　検体番号No・8の乾燥脆落葉をA・煎剤と同様に処理して調製し煎汁200　cc（轟原料209）宛服用する．

　　　　　　　　　　　　　　第5i章．ソバ属植物製剤の蛆虫駆除効力試験

　第4章の（1）及び（11）の調製に依り試製した各種製剤につき蝸虫駆除効力の試験を当所細菌部長入田技官に依頼し

たところ同氏は群馬縣新田郡郷戸村小学校（（1）検体使用）：拉川崎市西生田小学校．（（II）検体使用）の学童に対し，集

團試験を行い，その結果を巳に公衆衡生論難誌Vo1．5No．2December　1948（ソバの駆虫効果について）及び日本

　　　　　　　　　　　　　　当面表　　（1）各種製剤による山回劇1区除成績衷

成　　　　　　　　　　虫

難1排虫者i排劉慧細動一 簾騰臨全舞
供試駆虫剤

@　　　　lA’ソバ煎剤彫 1暮IL塞li51131 66．71131
P1：§11壽　　「

3．5

ｶ：1

1ζ51 覆12 21．1
Q8．9

Q3．5

ソバエキス

9註呈 18§雪

　夢
@壽．　4　5

　60．0

@77．8
@55。6
@62．5
@66．7P　55．7

『1ま珪7

1：ll：91：1

　　含

@　・§1　　6　　9・

　釜

D§

@§

22．2

P6．7

R3．3

R7．5

R3．3

R3．3

1リ』スター錠
s阪品QOOO．ヘキシルレヅルシン錠 1310

??P

650
T8’61

49．6

S7．9
V6．3．

2160
Q08
P44

§：§2．3 988
X2
X6

206
R金

20．9
?T．2

T3．9

第7表　（11）冷浸対熱浸製剤による姻虫駆除成綴衷

検体 服用者数 服　　用　　量 隣姦陶率1齢 一人当り
r虫匹髪

No。19
●8 　　　　　　　　、

P日1回29宛6日 8 100 102 12．8

No．20 3 〃　　　39　　〃 2 66 17 8．5

No．22 4 〃　　2．59　　〃 4 100 58 14．5

No．23 7 〃　　　19　　〃 ．6 86 55 9．2

No．24 8 1日1回1．59宛3日 8 100 43 5．4
幅

No．25 13 1日1回49宛6周 11 85・ 135 12．3

No．26 10 〃　　1．59　　〃 8 80 17 ’2．1

．No．27 44 〃　（209）　〃 36 82 334 9．3
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医科大学翁面第16毬4コ口ソバの駆虫効果について（第2報））に報告されたので，ソバ属植物製剤の颯虫駆除薬と

しての西面は前記隠文を参照願うことにし，ここには試験成績衷（第6印面第7炎）のみを掲げることにする．

　第6表蚊笏7衷の試験成績糞を通覧するとソバ属植物各種製剤とも従來の市販の姻虫剤に遜色のない効果を発揮す

ることが認められる．　　，

　以上白虎した試験の結果を総括して結論とする，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　　　論

　1．　ソバ属植物の蜘虫駆除力は接触面ではなく吸牧毒と思われる，

　2．　ソバ属植物の各部分とも心血駆除効力に差を認めなかった．

　3．　ソバ属植物を駆虫剤として使用する際は各部分に分離選別する煩離な処理をしないで，ソバめ極実を脱穀及び

選別の際にそ鴨れる…雛に脱落する未黙鰍…及び藁の部分を利用するのが得策である・

　4．　ソバ三哲物ほ学童に対しては乾燥茎は1回209，腕落葉ほ1回159を煎剤3ζはエキス剤として，3日聞又は6

月聞通用させるのが適当と認めた．

　5．ソバ属梱物は煎剤として使用してもエキス剤としても駆虫効力には大差ないが，農村などでは煎剤を用うるの

が経済的であろう．但し煎剤は貯蔵に耐えないから貯蔵のためには乾燥エキスに賦形薬を加え錠剤とすると一・暦使利

である，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　6，ソバ属植物の二二駆除成分は冷浸でも熱浸でも殆んど差を認めなかった．

　7．ソバ植物体は姻虫駆除用として使用する目的にほ牧穫後雨に晒らさぬ様に，又かびの生ぜぬ三一’般の生薬管理

と同様の管理が塑ましい．

　なおソバ属植物の有効成分の究朔については，目下各樋の製剤にづき試験続行中であるから，次稿で発裏する考で

ある．

　末研究は前所長松尾仁博士御書旨灘の下鴎行ったものである．

　本研究に際し効力試験を御担当せられた当所細菌部の各位鼓植物部各位の原料ソバ栽培の御協力に対し深厚：な謝嶽

を表する次第である．（昭和25年1月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引．一用　　文　　献

　刈米蓮夫・木村雄四郎共報：和漢薬用植物，

　牧野窩太郎・根本完爾共薯：日木殖物総覧．

　國訳本三綱臼．

　木田正次編：日本二物名彙．

　　　　　　　　　　Research　in　the　Preparation　of　Roundworm　Vermicides

　　　　　　　　　　ゴrom　the　Plants　belonging　to　the　Fam．　Polygonaceae（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Preparation　of　Ro岨dworm　Ve㎜icides

　　　　　i’，・1．’，：　！・・中th・恥柚・！。ゆg・・出・

　　　　　｝L、…㌔．　．冨　・．・G・…F・g・py脚ω　ご”．’．．’’ 等㌧㌔
D1、’

　　　　　　　　（Shigeharu　Ic正IIKAwA，　Toshikatsu　OBATA，　Shigeshi　Su加KI　and　Hideo　UDAGAwA）

　We　made　anτesearch　on　the　preparation　of　roundwom　vcmicid（錦uslng　such　raw　materials　as　Fagopyrum

vulgare　HI肌var．　aestivum　NEMoTo，　var．　au重umnaIe　and　Fagopyrum　cylnosum　MEIssNER．　Wc　produced　decoctions，

・powdered　extracts　of　decoctions，　c61d　water　extracts，　and　mother　liquid　which　was　obtaincd　by　removing　the

precipitated　cnldeτut量n，　etc．，　from　their　leaves　and　stems，　and　tested　their　vermic1dal　effect　against　roundworms．

　As　a　result　of　these　experiments，　we　came　to　the　following　conclusions：

　1．Roundwom　vermic…dal　factors　contained　i塊abovc　mentioned　plants　considered　to　belong　to　thc　abs⑳tion一

1〕oison，　but　not　to　the　contact・poisoh．　　　　　　　　　7　　　　．

　2．　1．eavcs　and　stems　of　these　plants　do　not　differ　each　other　in　their　vermicidal　effcct．

　3，It　had　better　to　utilize　leaves　and　stems　obtained　in　casc　of　thrashing　seeds　as　a｝aw　matcrぬ10f　thc

Velmicide．　　　．
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　　4．■tis　proper　for　schoo1℃hildren　that　the　decgction　or血e　powdered　extfacl　prepared．from　159血of　leaves

or　20　gm　oξst6ms，　as　ong　dgse，　is　given　once　a　day　fQr．．three　t6　six　days．

　　5，There　is　almost　no　diffbrence　in　the　vermicidal　effect　of　decoct三〇ns　and　powdered　extracts　madg　from　，

them．　In　rural　districts，　it　is　economical　to　use　decoction，　but　tablets　made　from　powde｝ed　extracts　are　more

su五table　to　be　stored．for　long　time，　because　the　decoction　ca皿ot　be　preserved　for　a　long　l　time。

　　6．Thele語a1卑ost　no　difference　in出e　vermicidal　effとct　betweenl止e　cold　watpr　extracts　and　hot　water

ロ【tracts・　　　．　　　　　　　　．　　．　　　．、　　　～
　　7．．It　is且ot　desiτable　to　expos母these⇒1ants　belong　to　the　Genus　Fagopyrum　to　thc　rutin　becとuse　they　beco－

m・．．m・uldy・i・・寧r・・f・i・i・g・・d・tq・i・g　th・m　i・6・d・・t・聡・出・m甲th・・aW　m・t・・i・1・f・…μ・dw・㎞・…

micide．
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Rutinの製造に就いて（第1報）

ソバ属（Fagopymm　Gaerten）ホ直物を原料とするRutinの製造

璽　　　　　　　　　　　市　川　：重　春　　　　鈴　木　　　繁：

　　　　　　　　　　　　小幡利勝　　 宇田川秀雄　　・

　　　　　　　　　　　　　The　Preparation　of　Rutin（1）

　　Preparation　of　Rutin　from　the　Plants　belonging　to　the　Genus　Fagopyrum．

　Shigeharu　Ichn《AwA，　Shigeshi　SuzuK1，　Toshikatsu　OBATA　alld　Ilideo　UDAGAwA

緒・ 言

　1842年WEISS1）は芸呑（Ruta　gτaveolens　L．）の至難から結lll姓の一祓分を抽出分離してRutinと名づけた．共

後此物質は多数の研究者に依り各種の植物から抽出分離され，今日憎め研究では約50極の植物中に含まれているら

しく，．研究者の異るに従いその名称も区々でRutins百use，　Mcli龍，　Phytomelin，　ViolaΦercitrin，　Sophorin，　Myrticolo・

rin，03yritin，　Eldri馬Globulariacitrin及びΩμerccting！ucosorhamunosid等の名で呼ばれている・その組成や構遭

についても幾多の化学者の手により研究され，BoRNTRAcER2）はC13H臼Q喜を與え，　ZwENcER及びDRoNKE3）は

C当H2sO15を提案したが，1910年’PERKINりは従來の分う試は何れも誤りでC凶H30016が正しい～1‘を決定した．

HLAslwETZ5）はRutinを稀鍛モ酸と撤沸するときほΩueτcctinとZuckcrに分解することを報告し，次いでScl】M・

IDT6）はRutin．は加水分解によりΩuercet1nとGlucoら。及びRhamnoseの各一分子を輿えることを諮めた．更に

1935年目至りZEMPLEN及び　GERECs7》はRutinはRutinoseの結合した配糖休で非糖質がフラポノールの一種

Ωueτcetin（5■，3’，4’一tetrahydroxyflavono1）である所謂Ωuercctin・glucosidと確認しRutinoscの結合位置をも決

定し蝕に始めて図の機な構造式を與えた，
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■

　然るにRutinの用途に関しては何ら研究珊の間に関心を呼び起さず，何も知られていなかったが，研究渚の一人

CoUcllg）はRudロ¢）携造式がHespcridin（Vitamin　Pの一一因子）に酷似していることに気づきRutinをGRIFFITH

に選り臨床試験を依頼したので同氏は之を始めて人品に使用したところ毛細血管の脆弱性を回復すること糞認め臨床

報告8）を発婁し，又SHANNo9》ほ更に之をくわしく追就してRutinの効果を確め，　Rutinこそ恐らくVitamin　P囚

子であろうと示唆した．

　妓に蘭世紀から知られており植物界に廣ぐ分布しているRutinがVitaminとしての鼠要｛生をもちまた治療上にも

火きな期待がかけ♂れるようになり，各方面の臨床報告10）が発衷された．それに依るとRutinは毛細管の脆弱性を

o
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回復し滲透性を減弱させる特殊な性能を発揮するので高血庄症に頻発する脳濫血，網膜出血等に血圧降下剤，出血防

止剤として高血圧や脳濫血を心配する八々の聞に大変な人気を呼んでいる外，血管性紫斑病，肪出血，糖尿病，漕化

管面出迩症，織内障，その1也に応用され，United　S｛at6s　Dispensatorγ24th　Edition』P・1574に島尻される様になっ

た．文ビタミンP因子としてビタミンCやEpinephrinの酸化防止剤として賞用され最近NNRはRutinV三ta；nin

Cをも受諾牧載ナることエなった．最近サウス・ゐリホルニア大学リウィリア．ム・クラーク博士の研究結果Ruth1を

原子爆揮にさらされた動物に興えると症状を回復することが出來るというので原爆症の治綾にも一役買うものとして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o‘‘ ｴ子病の妙薬ルチン”等と称してその効能が紹介されている．

　吾々は昭和21年3月より蓼科穂物の姻虫駆除薬としての効力試験に蒲手したのであるが，蓼科植物中先づソバ属

（Fagopyrum　Gaerten）植物より駆虫効力試験検事調製中副生物としてRutlnを孜得したのでその試験域績に就て報

告する．　　．　　　　　　．　　　　、　・

　　　　　　　　　　　　　　　第1章　ソバ属植物とRutinに就いて

　文献を徴するにソバ属植物は第19世紀以來屡々化学者の研究の目標となっていたらしい．1849．年C．NAcHTI・

GEL11）はソバの茎（Buchweize夏stroh）中に黄色の色素を発見し之を木綿染物工場で使用することを提案している．．

又1854年W，H，　v．　KuRRER12）は画シヤでは1852年以南木綿総を染めるのにΩuercitron面deの代用として安

厭なソバの茎を使用していると報告している，

　1959年E・SD耳UNCK13）はソバ（Pqlygonum　Fagopyrum）の葉の中から黄色の結晶性物質を分離し，この物質は

WEISS1）のRutin蚊にRoc肌EDER及びHLAsIWETZ14）のRutin蜘reと同様の性質を有することを認めた．

　1908卑へWuNDERLICHゆほソバ（FagoPyrum　esculcn如m）の完全に開花した花の乾燥品から黄色の結晶を分

雌し之をFagopyrum－Rutinと名づけ芸香（Gar掩ロraute）・のRudn’と同一であることを証明した．　　』・

　1912年に至りJ．BRAND及びG・ScHARTEL16）はFagopyrum・R面nの研究という題目でソバのどの部分が

Rutinを含むかを決定するために植物の斉部分をアルコぬノレで抽出して得たRutiロ含有量を新鮮な葉1．78％，・新鮮

な花0．71％，新鮮な茎0．09％，乾燥した全草1．02％として発表した．

　ツイラデルフイヤの米國農務省のEastem　Regio且a1　Research　LaboratoryのDR・J・F・Cou（H及びその協力者17｝

は安耀な．R嘩n原料の探求に着手し従來知られているR面n含有出物を分析の結果ソバが最も有望であるのを認

め，更に研究を進めソバの中のRutinの含量と成育期について調べた画幅坂後の処理際件を種々変化’して試験レ

た結果次の結論を下している．

　‘‘ソ．パは発芽後25日から30日でRutinの含有率は最高に蓬ナる．更に10臼から14日待つとソバは一暦よく

成長するので段当の最大牧量はその時に得られる．

　未黙なソバは刈り穫ったら24時間以内に処理してしまわないとRutinは速かになくなってしまう，乾草のように

屋外で乾燥したりするとそれこそ本当にRutinは破壌される．乾燥を適度に早めても相当量の有効成分は失おれる，

　そこで無卦的乾燥法とも云うべき方法を提案した，これは一定の昌盛と面通室気の條件の下に葉と花を45分間で

乾燥するのであって，ごうすればRuti聡の減失を最少限に止めることが出來る．この方法では茎は乾燥することな

く葉や花と分け捨て工了うのである．

　．ソバを牧穫後F3～4時間でアルコールに浸ける．とRutinの減失が僅ですむ”

　1948年R．K．　EsKEw18）はソバからRut1nを分離する方法に関する特許を鴛た1

’上記諸氏のソバ植物からのRutin製造法を抄録して参考とする

’＼

　　　　　　　　　　　第2章　門門のソバ属植物よリRutinの抽出製造法

　〔1〕E．SCHuNCK法：一ソバ．（Polygonum　Fagopyruln）の葉を水と共に煮沸し煎液を麻布で漉過し，漉液に

少量の台糖溶液を加えクロロフィルその他の物質を注意して沈澱させ，溶液が透明になる迄悉沸してから濾過すると

黄金色の液を得る．之を酷沁々性として淡黄色になった液を放麗して黄色の結晶（Rutin）を析出させる。

　〔II〕A．　WuNDERLIcH法：一ソバ（Fagopyrum　csculentum）の花を10倍容量のフkで3回煮沸して抽出し，

圧搾濾過した浸出血液に卵白溶液を注心し透明になる迄煮沸してから濾過し濾液を放置してRutinを結晶せしめ析

・出した結品はKolicren又1よ吸引：猫過して分離し，熱湯から数回再結品して精製する・爾少量の不純物をも除写する
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　　ためには熱ベンゾールで処理して精興を行う．　　　　　　　　　’

　　　〔III〕」．　BRAND及びG．＄CHARTEL法：一F・g・py冗lm植物を充分痴ゆ98％アルコールで数日閤窒溜で浸

　　潴し，浸液を分離し残渣は更に新しいアルコールで再び数日聞総高し抽出する．合併浸液からアルコールの大部分を

　　溜録した濃縮液に3倍容∫逢の水を加えるとコロイド状溶液となる．之に15～20％の食塩溶液を濃縮液の1／6容量注

　　憎した後エーテルを添加し振温してクロロフィル，樹脂搬物質等の不純物を転回させてからエーテル層を分離する．

　　蝕に徳たクロロフィルを含まない溶液を…日間放置してRutinを析出させ吸引雄冠して精製品を得る．術之を40～
6
　　50％アルコールで再結品すると層雲となる．

　　　〔IV〕J．　F．　CoucH法：一乾燥した原料は熱湯，65％アルコール，変性アルコール，叉はIsopropanolを溶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　剤として抽出する，　　　　　、

　　　ソバを牧穫と同時に生のまエ原料とするときほ全草をバットに入れたアをコールに浸漬し一三夜放置して翌日アル

　　コール溶液を分坂し新にアルコールを加え更に一言夜浸漬してから分取する．アルコール溶液ほ合してアルコールを

　　溜去すると蒸溜賂中にRutia及びその他の可溶性成分が生輩から來た水に一部溶解した｝伏態で聾る．これを取り出

　　して冷却すると粗製のRutinが祈出するから之を灘集する，璽に此結茄を溶媒を用いて不純物を除去し純埣となる

　　回忌結品を行って精製する．

　　　〔V〕R・K・ESKEW法：一木法ばソノ｛（獅二品又は乾燥品）をエチルアルコール3くは稀酒篇で常法に従し・抽出

　　し，抽出液はアルコールを駆除する迄篠発してからRutinの完全に結晶するに先だち水を注加する（水ほ混合物を

　　沸鷲させるときにRutinを全部溶解させるに足るだけの彙を使用する）．此混合物を約5分問沸騰きせると脂肪，樹

　　脂質及びタール質は凝固する故此熱水溶液を遡過するとタール質等の混合物は大部分除去され，櫨液を冷却すると

　　Rutinは析出する．蝕に析出したRutinを吸引遡訂し沸東水から再結11占する処理法（水溶液を旬回5分間宛沸勝さ

　　せて濾過する）を繰り返へすと残留する脂肪や樹脂質は漸ii匁に除去され精製Rutinを旧る．

　　　もし父此精製品から不純物の痩跡をも除去する制札のある時は乾燥したRutinの結品を少量宛のベンゾール（ベ

　　ンゾール結品粥となる穫度）で洗糠すればよい．

　　　　　　　　　　　　　第3章　　從來のソバ属植物よりRutin抽出製造法の批判

　　　〔1〕法は不純物の除去の同的で錯雛を使用しているが，Rutinの含有f孟の大なる時は錯聴による不純物除去操作中

　にRutinが結砧となり析出して來る恐れがあるぽかりでなく洗記する不純物と一品目Rutinも亦吸荊されるから

　　之を回乱せねぼならぬ欠点がある．

　　　〔II〕法は卵白補齪法を行うが之は工業的には不経済である．

　　　〔III〕法ほアルコールで冷浸するから酵素によるRutinの分解を防1しする管）のには役ユヒつが，クロロフィル共の他

　　の樹脂物質を除去するため引火性の危瞼あり且回忌串の悪いエーテルを使用せねばならない欠点がある．

　　　アルコールで冷浸するから一見熱源を要しない様であるが後で抽出液からアルコールを蒸溜回下せねばならぬので

　　相当の熱源を遇する．

　　　アルコール浸出維島山の原料残泣中に著f直のアルコールポ残留するのでアルコールの二二が大きい．

　　　〔IV〕法は有機溶媒を正忌に使用するから，現在の二本の六情では成算がとれないばかりでなく〔III〕法と同搬の欠

　点1がある．

　　　〔V〕法は晶晶な操作で不純物除去の目的を蓮しているが，アルコ。一ルを溶媒とする故〔111〕法と同じ長所もあるが欠

　点もある，

第4章　　ソバ属植物よリRutin抽出製造私案

吾々は上強め従來のソバ属和自物よりRutlnを抽出する製造法に就いて一・応追試を行い比較試験を行った結果型押
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

＊）文献によるとアルコールは50％程度で最もよく酵漏を破晒する力があるが，之より％が上下するに従い酵素

　破心力は減退する．而して20％以下叉は90％以上では殆ど破壊力を認めなレ・．依って酵素によるRutinの

　分解を完歪に防止しようと思えば新鮮な原料には濃厚：アルコールを使用し，1；吃燥原料抽liiに1よ稀撒アルコールを

　使用するようにしてアルコール含量を50％程変に調節する様に心がげるべきものと信ずる．

　　実際には90’》95％ア2レコールを煮沸させながら生葉を少量宛添加（1面弗の中」ヒしない稚度に）1，て酵素の死

　滅を行っている．

亀
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の諸法は上記批到のように何れも一長一短があり，工業的製法として現下の物情ではそのまN之を探三国卒ないのを

認めた．よって吾が國の現状でも何等支障なく実施出來るような方法を目標とし，先づ有機溶媒や持殊薬品の使用…≒

極力遽けて而かも簡箪な操作で精製品を得ようと種々比較研究した結果次の檬な非常に赤堀で而かも速かにR耐油

を製造する方法に到達した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　私案法A（熱湯抽出法）：．

　ソバの乾燥葉1．5kgた沸騰水7．5Lを注加し30益聞溢沸後直ちに濾過し，犀搾し，残澄ほ同様に沸騰水4．5L

宛2回処理する．
各融灘4日融煙ると粗製R・・i・蜥出し洗降する．」，澄灘サイ・・ンで馴し，残海Fの粗製R・・i・

を布袋で自然漉過し．，水洗後70。以下で乾燥する、．

　乾燥した粗製恥tin．を粉末として丸底コルペンに阿れ，3．倍容量のメタノールを加え還流冷却器を附し加源煮沸

し30分間煮沸後吸引濾過する．不溶分は再びコルペンに戻し，直島ノ．一ル1．5倍容量を賜えて同檬処理して濾過す

る．前後の濾液を合せて：氷窒中に1週聞放置して結晶を析出ざせる鵜）．　　　　　　　　　　’　　・

　蚊に祈出したメタノーノレ再結品品を吸引濾賢し，最初風乾して附着せるメタノール分を揮散させてから70。以下

で乾燥．し腸末とする．

　乾燥粉末を熱蒸溜永200倍量中に三拝しつエ添加し5分聞加熱沸縢させてから濾過し，濾液を放冷すると精製

Rutinが析出する．依って之を吸引濾集し，洗液が殆ど無色と． ﾈる迄水洗し50。以下で乾燥する．

　メタノール再結晶を濾馴したメタノール母液〕は濃縮して約1／5容量として泳室に放冷すると更に租々不純なメタノ

＿、嚇二一結品品蜥出する．乏を興し商艇同様に熱蒸溜水再結晶法を繰鬼へして単品とする．

’メタノール再結晶の最後の漿液はもはや結晶が析出しなくなれば水で稀釈して放置し溶存せるR面nを結晶析出

せしめ回沸する．

　私案法B（有機溶媒抽出法）：　’　　　　　　‘　　　層　．　　　　　　　　』』　　　．　　　　　‘’

　ソバの乾燥葉1．5kgに60～70％メタノールを上方より庄力を加えて原料の衷面に溶剤の呼値を生ずる程度に加

え（溶剤必要量6L）一生葉を仕込む場合には90～95％メタノールを生葉の量の1．5～2倍容量使用する一1夜

回潰した後，濾過圧搾し，残渣は同檬に◎0～70．％メタノール4L宛2回処理する（毎回の浸液各4Lを得る）・各

浸液を合併して，水浴上で溶剤を蒸溜回牧し得たる濃縮液に必要量の水（析出したRutinを熱時溶解するに必要な

量）を加え，．一度煮沸して，不溶性の樹脂際物貿を大きな塊に集合させた後，．直ちに濾過して放冷する．1～2日後

析出したRutinを濾押し・乾燥吃てから私案法Aに述べたようにメタノール処理を行い・メタノール再結品畠を

蒸溜水より再結晶して精馴する。

　　　　　　　　　　　，第5章　　Rutゴnの製造試験に使用した原料に就いて

　吾々がR面nの製造試験｝こ原料として使用したソバ属植物はナツソバ（FagoPyrum　v皿gare　HILL　var・aestivum・

NEMoTo），アキソバ（var・autumnale　NEMoTo）及び弘ヤクチリソバ（Fagopyrum　cymosum，　MEIssNER）の3種

であるがアキソバをナツソバの播種期に播種したものもある．．．夢

　検体番号NQ．1～No・4は当所構内で吾々が栽培したもの，No・5は当所構内で松尾前所長の栽培品，　No，6及

びNo．7は同じく杉田佐十郎氏の栽培品，　No。8～No・9は千葉縣葛餉郡朝日村に於て遽藤興作氏の栽培せるもの，

No．10は玉川に於て大黒初太郎氏の栽培品，　No．11’）No．「i2は当所構内で当所植物部山縣技官の栽培品である．

，　検体番号No．13は小石川植物園の栽培品，　No．14～No，22は小石川植物園栽培晶の株を前小石川植物園長松崎

直枝氏より分與を受け当所樽内に移植したものより翌年発芽したものである。

＊＊）蝕に析出した結晶を蒸溜水より再結晶して得られるRutinは極めて純梓なものであるが，粗i鱒Rutinの
　Rutin含有量の少い場合には，メタノー・ル浸出濾液を相当濃縮し℃放冷しても結晶を析出しカ：い．このような場

　合には濃縮液に2～3倍容量の水を加えて稀釈して放置すると含量の多少により直：ちに或は徐々に梢々木純な
Rutinを析出する0から，これを吸引濾集し，乾燥後粉証して先づ180倍容量の蒸溜永から再結晶し，更に200倍

　穽：壁の蒸溜水から再結晶を繰り返へすと或る程度の純品が得られる．又粗製‘Rutinの品質が良い場合でも，メ

タンーノ峻出濾液から段階的｝・R・t1・蜥出騨ず｝こ・直接濃縮し2～3倍獺の水を添加し・」・記購の操．

　作を行うと品質の均田な精製Rutinが傷られ．る．

〆

‘
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各種検体番号の播腫，探集時期，探集後の処理方法，仕込日等を一覧表にすると第1婁になる．

　　　　　　　　　　　　　　第　1裟　　Rutinの製逡試験の原料明細表

検体

ﾔ号 原料
播　　毬年　月　日 探　集

栫@期
探　　　集
N　月　日 採集後の処理、

　　｝^1 仕　　込

N月日
爺地 備考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　一　　　　　　　　　一　，ll‘燃閲，。劃開花蜘，嬰、。．劉罷販後∫ll」購葉分麟1 ・ol塁．、0．｛劉用賀i自殺

M・隣花i〃1〃　〃1　〃　16　　州〃122・…gl

恥・1乾燥茎1〃1〃1〃1　〃　1…1・・・・…6〃〃li
No．4 暁落葉 〃 完熟時 22．11．上句

刈販後数日島蔭乾後脱
忠嚔嘯�O州の二一た
烽ﾌを蔭乾

10 23．3．25「

クi，’　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　　　．　　　一　．　　一　．　一

l・1〃1〃幣糟22・…鞠［ 　　　　／6t一

No．6 〃

ト1〃
〃 　　，Q2．11．上旬 寸言灘i・ ‘23．12．15

〃 杉田

恥・1〃1〃1一　〃1　〃　レ1・・・…5レ〃〃1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　¶l・i生葉鈴…下吻花期123…25｝綴響藤壷『 一1・・…26脚村陣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　一　　一　　．　　一｝　一　　一　一　．　・．　　　一

l・レール　；開花蜘23…25｝　〃 1■〃　〃・レ
　　1
]α10｝㈱三

　　　　　l　　　l23・4・」∵旬i完熟時i23・6・下旬
’　　一　　　　　「　　　　　　　　　一」一一　　　L　一　　一L　一　一　一．一　　　．　一

?竭ｦ日面忘種籾を節｝　　1
?T欝を集312317・’5．　　　　　雫　｝　圏　・　．　　〒

ヨ三川 大黒

M・1轍剰23・…gi開花盛期｛23・7・・9．i 搾取後即日二葉欄・1・・．・…9用質1山縣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　一　■m・・2〃i〃レ123・7・261 〃　レ23・・…レレ
M・3レ　　　1開花前；22・・湘・1 職納・椛離・【22・…2［編娼！

N・・41〃1　　瞬馴23”・7i探集・闇後鵬　「 　　　　　　　．　　　一　　一　『

E・ P234・・i・瞬1i

Nα・51〃1　　い1〃灘騨ξ1後少燃妙巨　〃　〃｝i
一　　　｝　　　曽
mo．161　　｝

〃1　　1■　〃 1圃〃1〃1
Nα・71生剰　　レ1〃瞬・時π∫」後仕込 1引23・ユ・・7レ

『　　一　　■　　｝　　一P
M・8レ1　　いi23・・…3i　・　　1－123．・・．・3

「．　　　一　　　一　　｝

V
「一　－

M9レ【　　1〃i〃！　〃　1ヨ
Ml封・花1　　い1〃【　〃

　　　　　　　　　　〃レ■　一　　　一一幽一一　　　騨幽　　　｝　　　一一一・　L一一　　一一．一一一　　弓　一＿r　　．7

@　　　1引　〃レ

．L

｝

Mレ1．　い1〃’．一　　〃　L
　「一　一　㎜　馳　　．L＿＿．｢　レー

Nα・2i生．葉 　　　　　　　　　F煬ﾐ｛・3・・…61　〃

　　　　　　　　　1，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「■　一一　，　．　一　一｝．　一一　　　一一r＿＿r

@　　　　　・　■ 23・…26レ

　　　　　　　　　　　第6章　　私案法A拉1ごBに依るRutinの製造試験

一面の諮原料を使用して私案法A鼓Bに詑5批た方法でR・ti・の歌hllll購試駆を行ったところ第2獅1・蝦を

得た．

o
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第　2表　　私案法に依るRut1n製油試験成績裏

空襲咽仕込量1 抽、出．剤　糠ルチン 精製ルチン　　　一　　　

（1ζ9）

種　類 1嘆劉坂翻響陥量 牧得率
i％）

一　　一

mo．1 障燥剰 ．0．42 ．贈爵水1 10．0 …gl・・■… 1．3

No2 乾劇 0・40　、　i　　　　　〃　　　　　1　　9・o　　i　13。7 314 1… 1．0

No．3． 乾燥劃・・45「　〃 ．ユ0．5 2．7
1・・6 1・・2

0．04

No．4 脱落葉 ・認■　・ ．7．0 ’刎・・7i‘・・81…

No．5． 〃 ・・25i　〃’ 7．0 ．3．0 ・・2巨・2 1ρ・・

No．6’
》 ・⑳i　〃　｛・6・・ 0 0 酬・．

　　」m・・71〃 　．O．45
冷・タ・一ル1

4．8 3．8 0．8 …「・・3一

．No・8 複葉 1．34 沸騰水1． 5．5 ．10．1 0．75
㌃4・・1 6．31

　　Im・・gl〃． 2．85　・ 〃’ 戟E・ 29，・1・．・・ ・・司・・36．

M・・瞬藥 4．80
〃　1・・2・・

30．0 …1・2・絹・・％

画・・麟藥
2．321　〃　　」

42．0． ・28・51… i・9・・1…

Nα・2｝
〃 2．10 ｝　〃 55・7．1・74・・ 1・・3！…41 3．4

No．’ P3　　ク 　　i潤E6　1　グ
・8．｝ 字・．81・…1… ｝・…

Nα．E4レ
（　　1．7＝生10kg）1冷…一ルt・刻　　　　　　　　　　　　　　　　10．18　　　　　　　　　　　　　　　　1（0．03）

6．2
1（1：き劉

3．0

Nα・5｛
〃 〃・

@　　　｝　　　　　〃　　　　　　i　　〃　　　i　15・1　r （0．89O．151）i・・5｝β：旛）

．M61 〃 ・〃’ 堰D』〃 1 〃一・4・21（0．840．142）！ …．1（0．490．083）

Nα・7i生藥 ・・．・｝．〃 1 36L22・・t・・…t・2・・ i・・皿・

No．18 　1Oi　〃． 1冷一己ノ幽ツ日 〃145・・1 ・・…レ・・6 ｝・・2・6

No．19 〃 〃［沸騰水・レ1．39・9 ・．3ggl 16，8io，168　1

Nq．20 生　花 〃 冷・タ・一ルi〃 ・2・β’ P・副86・・｛・・86・

No．21 ’　〃 〃 法曽水1 〃 ・・6釧…69ラ… ［・・7・・

N・．221生集 ・、6・1　〃　1・・8 ・・烈 ・・7・・1… ｛…88

　　　　　註：No．14～16は生葉10　kgを乾燥して乾燥葉L7kgを得た，括弧内戯字ぽ些葉10　k9に到する百分牽．

　　　　　　　　　　　第7章　　私案法により製造した精製耳utinの性歌　　　　　　　　　　　　．

　上記私案法によって得られる精製Rutinは無味無臭，鮮淡黄色の微細な針状結品で結晶水3分子を含み，‘1分子は

100。以下で加熱しても又デシケーター中に放置しても失われ易く，戯塞乾燥又は110～120。の加熱乾燥により結晶

水全部を失って無水物となる．これを室気中に放置すれば徐々に結晶水を取って復元する．

　無水物は188～196。で透明な油滴駅となり，214～215。で分解する．冷水に0．013％沸蜂水に05％，熱メ

タノール及び熱エタノールに20％溶解する．アミルアルコール，酪酸，グリーヒリン，ピリヂンに可溶，エrテルに

僅に溶解し，アセトン，クロロホルム，ベンゾールには不溶である．又アルカリ性の水に溶解し易いが不安定となっ

て徐。に分解され，数日間放置後溶液を灘にして撮早R・ti・を析出し煎・．．・　　　　／

　筒上記の精製品は稀酸と共に撹沸すれぽΩuercetin，　Glucose，　Rhamnose各1分子宛を生じ，又成碧に記載の次の

反応に合致した．．　　　’

ノ ノ
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　1）本品の稀アルコール溶液（1：1000）5ccは苛性ソーダ溶液1滴により彊黄色を呈する．

　2）　木品の稀アルコール溶液（1：1000）‘5ccは塩化第二鉄i容液1滴に‡り濃線色を塁し，之を加熱す。れぽ引色に

変る．

3）廃品の稀アルコール溶液（1：1000）5ccに塩酸0．5Cc及び水銀小粒を加えた後，金属マグネシウム末0。19

を添加して叢面すれば桃赤色を呈する．

　4）　木晶の稀アルコール溶液（1：1000）5ccにアンモ昌ア性硝酸銀溶液2’》3滴を加えれ‘ゴ，徐々に金属銀を析

川して暗色となる．

　5）　末品の稀アルコ戸ル溶液（1・：1000）5ccに次酷酸錯溶液2～3滴を加えれば強買色を呈し，徐々に燈黄色膠

駅の洗澱を生ずる，　　　　　　　　　　．　　　　　　　　邑

　以上製造試験の成績を総括して結論とする．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　論

　1）署々の私案法に依れば轄殊な薬品や特別の処理をしなぐともソバ植物から精製R面nが碍られる．

　2）　Rutinの牧得蟄は使用した原料によりi嵜しく左右される．

　3）Rutin製造原料としてはソバ属植物の各部分（花，葉及霊）とも役立つが，霊の部分は含量が少いから不経済’

である．霊の部分は駆虫剤の原料として利用した方が得策である．

　4）Rutin齪泌の原料としてほソバ属植物を開花野仏期に探附して霊の部分を分離し花と葉の部分を直ちに仕込む

の山脚も理想的である．

　5）　ソバ属植物を乾燥してから仕込む場合ぼCoucH氏の糾うように45分間以内に乾燥とまでほ行ふなくともな

るべく早く乾燥させる襟に注意し決して堆積して発熱させぬ醸に薄暦に拡糊して乾燥することが肝嬰である．

　6）花や藁の乾燥は100。1時間又1ま焙妙乾燥でも蓬支えない，

　7）　ソバ植物を完熟時に探降する時は探取後直ちに緬実衣脱穀して与る所謂脱落葉も乾燥その他管珂！さえ霜げれば

R面n含∫1士は少い淋Rutiaが牧得川來る．但し牧穫後永らく放置して麺実を睨穀して得られる脱藩葉にはもはや

Rutinは含まない．

　8）Rutlnの抽出剤としては熱湯，有機溶媒の何れでも良いが何れも一長…短がある．即ち花を原料とすろときは

イf機溶媒が遡当であるが，乾燥葉を陳料とするときは濃厘な溶媒を使用ナるとクロロフィル，樹脂等の不純物が溶解

して下る故後の精製処理が厄介となるから65～70％濃度な使用’蹴るのが望ましい．

　木研究に際し終始憩篤なる御1一下をいた黛いた商11所長松尾仁llぴ士に沼騨なる謝意を幽す．3く試料を惑干せられた前

小石川顛物隅長松中直枝先‘1書拉ぴに賦料親培に御協ノ」をいた讐いた当所植物園の各位に濃謝ナる，

　5く三々御助言御鞭槌をいた野いた木村2：鯛郎博士如岡部正解技官に瀧謝する．（昭和25卑1月）
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　　Expeτimeptal　t曲were　perfo㎡【ed

autumnale　and　Fago四um　cymosum，　MEIssNER．　We　perf。】㎜e

丑K｝dso

in　the　litera‡ures，　and　as　the　lesult，　we　d

　　Mbthod

been　precipitated　by　lqaving　th

meth野臥。・hol　f・r　ex仕acti・n・

ruti11，　0τ　1et　it　stalld

is　rem・ved，

repeated　cΨstallization　from　the　boiling　wateτ。

　　Method　H・The　dried　leaves　are　macerated　in　the　60－70％ρ01d　metha豆ol．to　obt穿ia　the　extract・whiρh　is

the箆concentrated　and　the　water　is　added　t6　the．residu誠s，　then　dissolve　rutin　after　boili㎎and　the．ta町

matters　areπemoved　fro貸1　the　hot　solut三〇n　by　filtration6　Then，　after　it　is　cooled，　theρrude　ruth三s　separat6d．

This　ls，　then，　purified　by　reczystallization　process　such　as　described　in　Method　I　above（boiling　methyl　alcohol

and　boiling　water　method）　　　　　　’

As　the　results・f期aby　6xperimental　tests，　which　were　carried。ut　in・rder　t・fiRd・ut　the　p・ints・f　atten．

tio駆to　be．paid　on　extracting　the耐in　from　the　plants　bアabσye　two　methods，　the　following　conclusions　were
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

obtained．　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　，

　　1．　The　rut三n　can　be　prepared　wi中out　using　any　special　purifying　mater｝als　or　prccess，　if　abQve　methods

are　used．　　．

　　2・．The　amou几t　ofτutin　to　be　obtained　is　very　changeable　by　the　quality　of　raw　materials・

　　3．　Eve穿part　of　buヒk画heat　plant（flowers，1eaves　and　stems）c狐be　used　for　the　raw　material　of】r叫in，　But

　　　stems　are　morc　su1table　for　a　raw　mate零ial　of　vermicide．than　for　that．　of　rutin，　because　they　colltain　onlyヨ

　　alittle　of　rutiR．

　　4．As　the　raw　material　for遭ut量n，　the　planls　had　better．beτeaped　in　the　season　of　thc三r　full　blossom　and

the　extracting　had　better　be　donc　as　soon　as　the　leav矯s　and’flowers　were　separated　fro血the　ste1ps．　　　　　．尋

　　5．　Thc　proccss　f6士dエy｛豆g　the　leaves　aロ4　flowers　must　be　caπied　out　as聰pldly　as　possible　and　they　must

be　scattered　in　thin　layers　befbre　dry量ng　in　order　to　prevent　fer血entation　which　might　cccur　in　case　of　thick

1・卿・　　　　　　　　　．．　　．　　　　　．・

flava丘。紅e．　Sc…eロce．107，16，1948．
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　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　．The　Preparation　of　Rutin（1）

　　　　　　．　Prepaτation　of　Rutill　froln　the　Plants　belonging　to　the　Genus　Fagopyrum

　　　　　　　　　　　　（Shigeha■u　IcHIKAwA，　Shig6shi　SuzuKI，　T63hikatsu　OBATA　and　Hideo　UDAGAwA）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・nthe　preparati・n・f　Fag・py㎜v述gare　HILL　var．　aestivum　NE血oTo，　var．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dthe　comparative　tests　oa　many　I）reparatioロme・
　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

　　　　　　fextracting士utin　from丑エe　plants　belonging　to丑1e　Genus．　Fagopyhユm，　which　has　been　already　described

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ecid血d　to　take　up　the　follQwing　two　meth◎ds．　　　　　．　　　　　　　　●

　　　　　　　　　1．The　dr五ed　leaves　are　put　into　the　boiling　water　for．extraction，　theロ，　theαude　ruti11，　which　has

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e．extracted　liquid　for　1－2　days，　is　collected　by　filtration　and　put　into　the　boUing

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　alcohol　extract　is　the豆conce豆trated　an4　a4ded　with　water　toμecipitate

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　an　ice・box　f6r　several　days●to　sepa｝ate　rutin．The　mother　llquid，　fr◎1n　wh1ch　the　mt㎞

　　　　　　　　　　　is　repeatedly　co皿ce夏trated　to　collect出e　cτystal　of　rutin，　The　co11ected　mtin　is　the皿　purified　bア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
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　6．　It！s　permi廿ed　to　dly　leaves　and　flowers　at　100。．for　l　hour　or　to　air・dry　them　after　parch…見g　for註

　sho鴬time．

7．Wh…h・紬．・f　th・． o1・・t・厩1。・g’ P・b・・kwheat・面・・皐・e・hm・h・d・。・・巨ft・ロe・pi・g・th・mti・

can　be　obtained　froln　the！r　leaves，　thoug虹they　contain　a　little　amount　of　ruti凪　But　th◎se　leaves，．which

obt3ined　many　days　after　cropping，　do　not　pontaimruth　any　moτe．　　　　　　・

　　8．　As　the　extracting　solve且ts，　either　boiling　water　or　alcohol　wi皿do，　but　each　one　has　its　merit　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

demerit．　That量s　to　say，．the　stτong　alcohol　is　suitable　for　fresh　and　dried　floweτs，　but！t　is　no　good　for　dr1ed

leaves，　because　it　dissolves　out　some　impure　matters　such　as　chloτophyU，　fat　and．resin　and　65－70％alcohol

will　be鵬cessary．
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耳下腺中の血糖降下性物質について

長沢　佳　熊

坂　部　フ　ミ

苗村徳次郎
寺　岡　葉　子

The　Blood　Suga：r　Lowering　Substance　in　the　Parotid　Gland

Kakuma：NAGAsAwA，　Tokuj　iro　NAEMuRA，

Flln虹SAKABE　and　Yoko　TERAoKA

　膵臓性糖尿病においては唾液腺（耳下腺，顎下腺及び舌下腺）ホルモンが欠芝している方がよいとの考え方（緒：方知

三郎その他1））とその反対に耳下腺は膵臓ホルモンのインシュリンのようなホルモン分泌し（Takacs2），　Goljanitzki3））

二二病の初期には耳下腺が腫れる患者があり，耳下腺が膵臓の代償作用を行うとの説（高岡4），その他13））もある．

耳下腺の抽出物についても，従來の研究には血糖降下性物質を含むという実験（Takacs2），　Goljanitzki3），前原5））と

含まない（緒方，伊藤6ろ但しParotinについての実験）．という実験とがある．著渚はこの点を確めようと以下の案

験を行った．．

　血糖降下作用の劃定と試験法　インシュリン定量法の主旨に基ずき，24時間絶食した体重なるべく．1，7～2．3㎏

の家兎の耳静脈から探血後直ちに検休を皮下注射し（特に翻脹注射を行った2例がある），注射後1．5時間，3時間，

．5時間更｝こ必要に応じて適当な時刻に探血し，それらの血糖量をHagedom・Jensen法により測定した（文献7）参照）

　血糖降下作用の有無の到定には，注射前血糖量を100とし，注射後の血髄量をその％であらわすとき，最低血糖

が95％以上のとき無効，86～94％のとき効果不明，76～85％のときやや有効とし，75％以下のとき有効である
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　ゆ
とした．これは著者の多年のインシュリン研究の際の抽出部分について血紬降下作用の有無を到定した経験から，以

上の判定方法によれば，無効物質を有効であると誤認する心配はないと思う．クレアチニン，クレァチン，グァニジ

ン，薩酸（10mg体重2㎏の皮下注射）などはこの田干によると無効～不明の範囲に属する．8）検休量の表示方機と

「しでは抽出に使った原料臓器の相当量9に換算した数を家兎体重2kgに対する注射量ccの次に（’）で示した。

　耳下腺中のインシュリンの定量Best，　Jephcott，　Scot重9）法による（実験1参駅）．その成績によると，家兎に耳下腺

9．95g、体重2kgの皮下注射ほ血糖降下作用なく（第1表検体1），299注射で始めて微弱な作用を認める．これは

膵臓の場合の大約1150以下の血糖降下性物質を含むに過ぎない・その作用は緩慢でやや持続的で，インシェリンの

場合とは異なる（但しインシュリγにある物質が結合し，又はある物質が爽回すると，これと似た作用を呈するから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のこれだけではインシュリンとの相違を断言することほできない）．入血液．1cc申にインシ芦リン0．002軍位を含む

’との報告（Gellhom，　Feldmaロ，　Allen1。））から考えて耳下腺中の血液から導かれたインシュリンに爽雑物が加わった

もめとしては少し作用が大き過ぎる．

　耳下腺中の画糖隆下性物質の探究　Takacs2）の報告を参照し，亡れた少しく考案を加え実験2～4を行った．実験

2によると，大休］yD部分に有効成分が移ると思矛）れるので，実験3では特にこの部分を抽出し，この際のD部

分（VD）の動物試験（第3表）により，明かにこの部分（原料耳下腺15～309でやや有効，40　gで有効）が有効で

ある．

　Takacs2）（1933年）は24時間絶食した家兎に耳下腺抽出物0、5ん59原料相当量を休蜜1k9につき皮下又は

静脹内に注射し，8～24時聞に及ぶ著しい血糖降下を認め，Goljanitzki（1920年）も耳下腺抽出物が著明な血糖降

下作用を有することを認めたが製法が明かでない．前原5）は耳下腺の酸性抽出液（耳下腺0．4g相当量）で李均15，3

％，顎下腺では14．5％の血糖降下を見た（注射後ユ時聞以内）．薯者の実験では注射後5～7時間後に，原料腺379

相当量以上で始めて最低」血踏降下量16～26％を示し，Takacsの場合より多量の原料を必要としている，　Parotin

（緒方，伊藤6））は原料腺に換算すると大そう少最となり，製法の遷もあり，比較の対照にはならないと思う，

　実験4では精製法を考究した，VD部分に活性炭を加えると，有効成分の大部分は吸着されるらしい……（VG部
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　分ボ効力不明か，やや有効な点から推論する……第4表）亡霊した活性炭からメタノール3くは水との滋沸によって有

　効成分を溶離さすことができる．……（この方法は著者及び坂井11）が二二下降憐物質の研究について考案した方法で，

　各種のアミノ酸の分離も行った．職時中独逸のShaaf，　Reinhard12）は活性炭によるアミノ酸の吸荊分離を行ってい

　る），こエで検体不足のため一応研究を打切つたが，以上の実験を通じて，各部分に効力が分散し，一・見無効部分と有

　効部分との分離に不明瞭な点があるのは，二二の下灘とか二丁とかの不完全に塾冒する場合も多く，これは初回の実

　験で一応の分離操作を行い，以後有効加～分が明かとなったとき完全に分離する方針を探ったからである．又少数の動

　物で実験を維えた例もあるが，この際の結果の判定には細’自の注意を彿つた．

　　以上の実験によると，有効成分はエタノールで抽出され，エタノール，メタノール，水に溶け易く，活幽思に吸血

　され，これからメタノール又は水を用いて瀞離することができる．加熱に対してはかなり安定である．その血糖降下

　作用はインシュリンより緩慢，持続的で，弱い．

　　前原5）は血糖降下性物質は耳下腺以外の各種臓器中に含まれ，特に肝臓が最も署しく，生肝臓0．29相当の抽出

　物の注射で最低血糖降下38％に凹し，犬盲腸，耳下腺抽出物もζれに家ぐと報告しているので，肝戯と，効力が弱

　いと思ら腎臓から，耳下腺VD部分の製法に従って製した抽出物につき突験した（実験5参照）．実験第5表に示す

　如く，肝又ほ腎のVD部分に柵当する抽出物は原料409ノ伽R　2　kg相当且の注射で比較した結果は，耳下腺のVD

　部分より血糖降下作用は明かに弱ぐ，殊に腎臓については殆ど効力はない，対照としてdレメチオニン0，29／体敢

　2kgを，5％液として注尉した結果は無効であった．

　　以上の実験により，耳下腺は肝臓や腎臓より多皿の血糖降下性物質を含むが，勝腋と比べると極めて微f辻である．

　この物質は熱に安定な点からインシュリンとは異なると考えたい．・

　　　　　　　　　’　　　　　　　　　実　　験　　の　　部

．　　貴験1．耳下腺中のインシュリンの定量

　　検液の製法新鮮な牛耳下腺をすり瀕し，その199gにエタノール75分，・水25分，濃塩酸1．5分の抽出液500

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ccを加え，2日間放置した後36。で2時聞ときどきふりまぜながら抽出し，二置ガーゼで澱過し，二心をアソラニ

　ァで微アルカリ性とし混濁した液を澗過し，燈明な認液を16％塩酸でpH＝2とし，この瀞液を浴温35。以下，蒸溜

　温度19～20。で減圧蒸溜しエタノールを溜去した後（蒸溜時間約2．5時間），残液130『cに水を加えて750ccと

　　し，これに雄化ナトリウム1879を加え氷蜜中に2日聞放置した後，底に浮游している沈澱を吸引憾過し，混濁し

　　ている澱液を更に硬化澱紙で認過し，沈澱を合せN1100塩酸1L中｝こ塩化ナトリウム59を含む液10　ccに溶

　　かし，澱過し，やや混濁している潴液を検休1とする，

　　蟷1回の酸性エタノール抽出の残りは夏に同様に酸性エタノールで抽出し以下同楳の操作によって検体Eを褥た．

　　検休12．5ccに検休1τ2．5ccを加えて5ccとし，これを検休皿とした．検体皿は2回町田分を含み，その1cc

　　ほ耳下腺9．95gに相当する．　　　　　　　　　　●

　　　検体及び皿の血糖降下作用の検定成紐を第1婁に示す．耳下腺9，95g割当flt以下で無効，299相当濫の畔引皿の

　　注射でやや1百正妃の下降があると思われる程度である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　1装

版面1稀釈　皮下注射fまcc 　　　　　　　＊岬
戟@　　　糖　　　コng％数家弟

M体kg
後

効力

ｭ腱名！倍数外曲・灘 注捌、あ時，譜、時間150、諾17時聞、8時剛、4時間

・唄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一｝　「　　冒一E1・・1・．・（軌95）畑1・・L・（・・D）1・・2（…）i・・…（…）t・・2（…）l　／　l　繭

・・4エ1…；…（・・99）t・21・・6（…）1 94（・9）197（92）1・・5（99）l　l　I 一一

2．2

　　1一

m…1…（・・99）1… 1・・2（…）［・・4（・・2）1・・2（…）｛・・2（…）l　i　l　【繭

・お国…1…（・・995）1… 194（…）93（99）lg2・・（98）196（・・2）1．｝　l　l無効

@　　　　　　　　　　　　　　　　　1（量。2）｝…（・）1蕊「爾阿国・・1・・97129）！・・5・．35　　　　　1…（…）1…（…）188（88）［・・（・・ゲ101’5

三十8至孝鯉瀟盆雛七七〔鰻警誘翫示ナ，
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第1図　実験2の抽出法の説明図
　　　　牛耳下腺235gエタノール抽出
　　　　　　　1

　　　　1「

エタノール抽出液←一一一
　　　　減圧蒸溜
　　　　エーテル

1
エタノール抽出液
　　　　1　・

残　　　物

　　1一〃一ル棚

残物（不用）

水溶液600c「
　1

　2減する
　1
50cc

　減圧蒸溜
　氷室放置
　結融析出，濾過

　　レ
エ鱒テル不用

10cc

氷室放置
濾過

　　　　　　　　　　「
濾液（IvA）　　残　　物
（やや有効）’　　ほとんどない

濾液3cc（lvB）有効

　　　　2撫する

　　　　　1．

　　　　1cc
　　　　＼
　　　　　メタノール
．　　　　遠心分離

　　　沈　　澱
　水1Ccに溶かす
　　　　（：lvC）

　　　　無効

結

　。2cc
（W，B）有効

　　　1

メタノール可溶物

　　　濃縮
　　　メタ！一溜去

水　溶　液
　（FD）

　有効

1

晶

メタノール

　　！

結　　晶
水に溶かす
　濾過
　濾液

（IvE）

（効力不明）

　　　　1
メタノール可溶物

　　瞬
水溶液

　（1vF）
（効力不明）

　實験2．耳下腺中の血穂降下性物質の探究　　　　　　　　　　　　　　　　　‘、

　三三の製法新鮮な牛耳下腺（2回分4個）を，附いている脂肪をでぎるだけ分難した後すわ潰した得た2359に

90％エタノール1175ccを加え氷室に一夜放置し，よくふりまぜて抽出し，二重ガーゼで濾過し，濾液を更にひだ

付濾紙で濾過して得た翼色澄明な濾滋減圧蒸溜（浴灘勺32．，蒸溜温度約19～20．）する・抽出残留物は更にエタ

　ノー・ル1175ccを加え第2回の抽出を第；1回と同襟に行い減圧蒸溜する，第1回，雛2回の抽出液からエタノ”ルを

完至に溜去した残液は75ccで，卵黄色の脂肪が析出したのでエ1テル180　ccと静かに掘則して脱脂しエーテルを

除いた溶液60ccを2分し，その10　cc（1V1）を加溜してエーテル臭を除き，水を加え．て再び10　ccとした後氷室

　に1日孚放置し，混濁した液をひだ付潴紙で濾過し，濾液を隔離1v　Aとし，残りの50　cc（IV2）は25。以下で減

圧蒸溜し，白濁した残液を氷室中に放置すると，無色透明の緬小結晶がかなり析出したので濾過する．淡揚色澄明な

　粘稠濾液」3cc（検液IvB）を貧｝る（1　cc＝原料65．3　g・に相当）．　　　　　　　　　　　・1・・’・

　　濾取した結晶はメタノールで集め，遠心分離し，鴛た結晶は奥に数回メタノールで洗い，最後にエーテルで2回洗

　つて後減圧乾燥する．結晶の牧傳量140mg．この孚量70　mgに蒸溜水2ccを加え，可溶物を検体（1VE）とする．

「（1cc腸原料499に相当），不｝容部分は白色粉末で通常の臓器の処理の場合には一般に難溶性のアミノ酸（クレアチ

　ン，ロイチン等）の部分であるが，この場合も昇華性と融点からLeucinの多量が存在すると考えた．

　　メタノール可溶部分として前記の遠心分離め上澄波及びメタノール洗液を合せ，メタノールを溜去した残留物を水

　4c¢に溶かし検液IvFとする（1　cc＝原料49　gに相当）．

　　動物試験の結果を第2表に示す．WB，　wE，　FF中でIvBが最も作用が明僚なので，動物実験に使つ顕その残り

　の1ccにメタノLル10　ccを加えるとケル状の沈澱を生じたので違心分離する．沈澱はメタノールで教回，エーテ

ルで2’ �ﾙし減圧乾燥し，得た褐色物質を蒸溜水工ccを加えて溶かす．液は不溶物を含み混濁していたがそのま

　ま動物試験に用いた（wC，1cc‘原料65．3gに相当）．

　　上澄液と洗液とを合せた水性メタノ朔ル可溶性物質は常事でメタノールを蒸発し0。85ccどし検液IvDとする



、

116 衛　生　試　験　所　報　告

（その1ccは原料品76，89に相当する），酋D部分が明かに有効である（第2表）．

　實験3．耳下腺中の血糖降下性物質の探究（その2）

　実験2によってIvD部分に有効屈性が移行することが分つたので，疸接にこの部分を幽し，亘！に精製を試みるこ

ととした，牛耳下腺3頭分6個からすり潰した原料3109を得，これを90％エタノール1500ccで抽出し，更に

残物を干タノール1500ccずつで2回抽出し，浴温350以下，蒸溜盗度19～200で減圧蒸溜し，エタノールを溜去し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　2　爽

　　　　　　苧戟@　　糖　　m9％　　数
検休各

　皮下注射最cc

Ikgに騰
効力

梺

家兎
b2．0

・醐／薦断㌫剛50、間身170葡80畠「「翻げ

阿・，・5（289）1…51・・（…）179（86）1・・（四）1・・（・・）1・・（96）1・・（・・）1　1糊

一　一

南

a・IW・！a・・（約…）1・…lg3（1・・）193（…）lg2（・9）i86（・・）1・・（・・）lg5（1・・）193（…）1 鞍
a・1W・1・・755（…）1…7 1…（…）1・・2（95）1・・2（95）t…（94）1…（97）l　l　l無効

・・2iW・1・・82（約・・9）1…1・・（…）193（・・）186（87）1…5（94）1・・（96）｝　｝　1不明

・・小・i・・7・（約859）1…i ・・（…）1・・（95）186（・・）・・圃1・・（98）l　i　t不砂1

a小・1・…（約…）1・・851・2・（…）｝・2・（…）1・22（・・2）1・・9（・・）1・・（・・）1｛δ嘗（，，）i　’階蕩

備考　零（）内の数字は相当する原料耳下腺倣9数を示す．
@　　撒（）内の数字は注射前血糖公を100としたときの％数を示す．　　　　　　　　　一

@　辮注射後9時間．

第3図　実験3の抽出法の読明図
　　　　　　牛耳下腺
　　　　　　　　トタノーノレ欄

エタノール抽出液←一一．・一…一一一

減圧蒸溜
エーテル 　　　1一

エダノール抽Hi液
＿」

残　　物
　　　
　　1エ”一ル
　　旨

残　物，，

水溶液　　　　　　　　　　　　　．『

　　減圧蒸溜，紹品析出，遠心分離

　　　　i
エーテル（脂肪）

水溶液8cc

　　メタノール80cc，遠心分離

1

結　　品

上澄液
　　暴圧濃縮

水溶液10cc・

　　濾　　拠

　　1

沈　　澱

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　濾　液VD　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　品

た後，水溶液をエーテルとふりまぜ腕臆し夏に減圧濃縮し析出した結晶を濾訂し，画意8ccを得，ζれにメタノー

ル80ccを加えて逮心分離し沈澱を除き，上燈液を減圧濃縮し¶10　ccとなし，析山する贈品を偲去し面明な自由を

検体VDとする（1　cc口原料319に相当）VD部分はエキス分31。66％，菰褐色やや粘稠の澄明な溶液である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
満面実験の成績は第3衷に示す如く，原料409（家鬼休重2kgにつき）相当濫では明かに血糖低下作用を認める．

　試験4．耳下腺中の血糖降下性物質の精製　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　実験3によって傷た有効部分VD　51ccに良質の活性高高0，89を加え，1，5日間氷室中に入れ，時々ふりまぜ

て睨卸した後濾渦し，微に黄色を幣びた澄明な濯液2．7ccを得た．これをVG部分とする（1　cc目環料319・に相
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第　3表

注射量cc 血　　　　　　　糖撒　　mg％数
家兎1検体

Qi名 注射法 解・縢 注射前　　　　　注　　　　　　射・　　　　後

効力

梺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　一P．5時間13時聞15時間i7時聞19聞時124時間
…剛皮下｝、．29（、。1）1・・351・・3（…）184（82）i…（97）195（92）1・・（74）1・・（88）lg6（93）｝醐

…i剛皮下1・・96（・・9）1・蕊1・26（…）1・・3（・・）1…（87）！・・8（・6）1…圃・・5（・3）1・・2（野服

…トの1細・・66（・・9、i・・5g189（…）！89（…）1お（・・）79（甜）【・・（i・・）！・4・・（84）i別（94）翻一一

3・・圃撒1・・4・（・5・）1・…1四（…）【・2（89）1ウ・（86）174（・・）182（89）185（93）lg8（・・7）1駕

備考畳（）内の数字は相当する原料（耳下腺）量9数を示す．』　　　　　　　　　　　・

@　継（）内の数字は注射前血糖量を100としたときの％数を示す1

当）．三色｝ご使用した活性炭にメタノール15ccを加え還流冷却羅を附し数時間加熱し活性炭を濾別しゴ活性炭に更に

メタノーノ←15cc「 �ﾁえ同断に操作し，メタノール液を合し，メタノールを溜回すると結晶状の残留物少量を得，こ

れを蒸留水2．6ccに溶かすと淡褐色溶液となる（VHM部分）．残った活性炭は更に水20　cc．ずつで3回数時間加熱

沸矯させ，水に溶離する部分を合せて得た水溶液から水を蒸散させ淡褐色のエキス少量を徳，これを蒸溜水2．1ccに

溶かすと淡褐色溶液となる（VHW部分）．

　VG，　VHM，　VHW部分を動物試験した成績は第4表に示す．．有効部分は活性炭に吸蒲しないVG部分にも少し認
め’ 轤黷驍ｪ，主にメタノールで隔離したVHM部分に移行し，VDW部分にも少量移行している・律って有効成分は

活性撰に吸着されるものと考えらてよかろう．検体の不足によって精製を続けることは一応これで中止した・

第　4　表

皮下注射量』cc
血　　　糖締　　mg％　数　　　　　　④霞’

e体重

@kg
検体名

注射前　・
注　　　　射　　　　後　一　　7　－●一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　｝

効力

普@定纏聖灘1 1．5時聞13時聞i5時間17時間19時間
…lvG　1・・96（…）1・・821・…5（…）1・・3（・・）193（図）1・・7（97）lg7（・・）ト・6（96）1 麹や有．

…51vG／・・96（309）1…81・・6（1・・）1110～1。4）195（・・）lg2（87）11101量。、）1101量。4）i不明

…51・馴・・覗　1…i・・9（…）197（82）199圃lg5（・・）lg5（・・）1・・（・・）1錫や有

・・21・剛L9 1・ユ巨富・（…）｝94（85）1・a（艇）195（86）93（泓）196（87）1 鋤有

試験時日　昭和24年6月30日，天気雨，室温25。．
�l　＊（）内の数字は相当する原料（耳下腺）量9数を示ず．

@　料（）内の数字は注射前血糖：壁を100としたときの％数を示す。

　費験5，肝臓及び腎臓申の血糖降下性物質の試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　一

　牛肝臓抽出液の製法新鮮な牛肝臓をすり潰し，その500g｝ご95％エタノールユ500　cccを加え，隠々ふりまぜ

ながら一夜氷室に放置して後布片で漉し，次に濾紙で濾過するt残物は再びエタノールで同様な抽出を行い，ここに

得た黄色透明のエタノール抽出液を合し，減圧蒸溜し残液157cc（黄色の脂肪訴出）にモーテル560　ccを9匠に分

け静かにふりまぜて脱脂する．最後のエーテル抽出液は殆ど無色となる．水層は帯白黄色の孚透明の液で，これを更

．に減圧濃縮して．20ccとなし，ひだ付濾紙で口過し澄獲色澄明な液17．2c『を得た．これを数日間氷室中に放置す

’ると洗澱を生じたので再び濾過し，濾液15，5ccを得．これをLA部分（LA　20　ccを原料肝臓5009に相当するも

のとし，1cc冒原料25　gに相当）とする．　　　　　　　’

　LA．11　ccにメダノール100　ccを加えると，始めは液全体が白濁し，オ、りまぜると白濁がうすくなり，壁に光沢

ある樹脂状物質が附清し，液は黄色宇透明である，ひだ付濾紙で認過し黄色澄明な液とし，これを減圧濃縮して85cつ

とし，LB部分（1　cc＝原料43．13　gに相当）とする．

　牛腎臓抽出液の製法，新鮮な牛腎臓をすり潰し，その260gに93％エタノール960　ccを加え，時々ふりまぜな
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がら氷室に15時間放旧して後布片で漉し，次に品詞で濾過する，残物は鴨ぴエタノールで同様に抽出し，こ騎こ得

た黄色透明のエタノール抽lii液を合し，減圧蒸溜してエタノールを溜去後，エーテル650　ccを10回に分けて加え

静かにふりまぜて醗脂する1水溶液は105cc，これを減圧蒸溜し，残液をひだ付濾紙で潴過し澄明な灘液RA　16．5cc

を回る（RAlcc＝原料15．75gに相当）．

　RA　10　ccをとり，メタノ戸ルユ00　ccを加え，白濁した液を氷蔓｛中に一夜放置し，遽心分躍する．上澄液を減圧

濃縮して8．5ccとし，これをRBとする（1　cc＝原料17．99に相当する），

　これらの液及び対照として5％メチオニン液を家兎に注射した成綴を第5衷に示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　5糞

皮下注射班cc 』血　　　　　　　　　　　　　雫唐＊＊　　　　　mg％　　数 効方，家兎

ﾌ重
検体名 一　一　　　一　，

鰻隻g騰 ・・翌年爾壽時間1、舳卑，時間1，．5時謡lg時1訂勃定

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　一　　匿　　．　　「　一　　一　　「ci・Al・・86（・・9）1・…1・13（…）1…（98）1101・1，。赦（86・！・・2（・・）l　l1・・（・・）1不同

・・gl・Al・・24（…）［・・ユ81・・3（…）1…（98）：…（88）lg5（艇）｝97（・・）l　l1・・（97）1鐵

『2・・5i・Al・・9・（・・9）i…1・・7（…）1・・（92）198（92）196（・・）198圃ig6（・・）1　陪錫
一　　．　一

・…1RAI・・54（49）1・・731・23（・・q）11248。、）1・23（…）1・・4（93）1・・3（・・）；・・8（96）1　1無効

…IRBI・…（…）！・・451・・4（1・・）1・・3（99）1…（88）11・・（88）198（86）1・・6（93）l　i糊

・・7・に劉…（・・29）1・・与・ig2・？、。。）［・・（・・2）［・・（98）lg2・1、。。）｝92・1、。。）｝・・（98）1　1無効

備考　趣（）内の数字は相当する原料赫9数を示す．

@　糠（）内の数字は注射前1血糖皿を100としたとぎの％数を示す．　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　　　論

　1・牛耳下腺中には血糖降下性物質を含むが，碧者の現在までの実験では膵瞼に比べると間題にならぬ程度に微沁

である．然し耳下腺中の血液中のインシュリンによる疽よ夢は大きいと思われる．

　2・この物質は耳下腺につきインシュリンの定昇的抽出法を行うときほとんど抽出されないし，3ζその血糖降下作

用ほインシュリンに比べると後発｛生∫エつ持統性で麺かに弱い．然し署者等の鴛た血糖降下挽物質はまだ不純な面恥の

物質であるから，これ等の点でインシュリンと至く異なる物質であるとは断言できない，

　3・この物質は水，含水エタノ戸ル，含水メタノールに頗る易溶性であり，淡末に吸齎され，メタノール又は沸騰

水によって淡末から側聞する．

　4・肝臓巾にもこの物質と似た血糖降下性物質が含まれるが，その量は耳下腺より小さい．腎臓中にはほとんど含

まれない，　　　　　　　　　　　　　、

　絡りに臨み二二を頂いた恩師，緒方堂博士，東京大学医学部沖中内科中山光重博士，高岡善人博士，八五宗一学士

小坂種樹学士垣ぴに原料臓器を提供された門外臓器製薬株式会肚肚長山口入十入墨，工場長早津演ご氏に感謝する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・：文　　　　　　　献

　1）緒方知ヨ郎：医学綜報．第ユ．巷第5珊（昭21）「唾液腺の内分泌に就て．

　2）LTakacs：Ze旦tschr・f．菖esamt．　exp．　Med．，1933，90，547．

3）J・A・Goljanitzki：Ergeb豆isse　d．　Gcsamt．　Mcd．1929，13．

4）高岡凱：綜合医学・5，22号10貰（昭23），日本医～∫七曲．1昭24．1328号8～9．．

5）前原二二：日本内分泌，昭9（1934）10，433～503，606～644．　　　．

6）絡方エ瓦伊膝四十二，岡部佐七：薬学雑誌，昭19．64，79～88．

7）長沢佳熊：心木内分泌．昭17．18，123～1438）未発聾，

9）．C・H・琉・t・・D・A・S…t・C・》・」・ph・・tt・Am．　J．1・hy・i・1．1925，・150．285，緒方澱器薬品化学略，

ユ0）　E・Gellhom・J・Feld：nan，　A．　AIIen：Endoc．1941，29，137．

11）　長沢佳熊，坂非実：未発衷．　　　　　　　　　　　．
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12）

13）

　　The　adthols　extraCted　the　blood　sugar　lowering　substance　from

　

三tS　CO皿tent　IS　Very

士hat三t　is．caused　by　the　insulin　contained　in　blood三n　the　parotid　glahd

Best，

insuli皿．　This　is　easy　to　solve　i皿the　water，」aqueous　ethy1．al

a4d　is　eluted　by　methyl　alcohol　or　bo迎ing　water．、

S・・hb1・・d・u琴・drw・・ir9・・靡…ce　cr・be　e…a…d・1串・f・・m・h・・x　1…・…り・・五・・b・n・・h・i・寧m・11b・・hrぞ

．that．of　parotid． №撃≠獅пC　and　there　is　almost　no　such　substance　in　th俘．．　ox　kidney．

EゼShaaf・． O・Re三nhard．：B6r・耳943，76・1171㌍75・　　．　　　　』　　　．・　．　．　　　　’

G・Zuelzer．：．　M　Hirsches耳andb・Inn・Sckret・．βd皿．，（1929），918～920、

’　　　　　　　．The　Blood　Sugar　Lowlering．Substance　in　the　Parotid　Gland　，

　　　　　　　　（Kakμma　NAGAsA甲へTokujiro　NAEMURA・Fumi　SAK：ABE　aad　Yδko　TERAoKA・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　ox　paτotid　gland，　but　it．waS　found　that

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　’　　　　　sma11　co甲paring　with　that　of　ox　pancreaS，　and・its　act：on　is　too．ε1嬉ht　to　be　thought．　by　us

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Th1s　substance　cannot　b6　extracted　by

Scott　and　J6抑cott’s　insu！i臓assay’血ethod．　Its．actk）n　is　sk》wer，　weaker　b這…mgre　Iasting　than　that　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cohol　or　methyl　alcohol　and．is　absorbed　by　c1ユarcoa！
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合成培地における病原性細菌の榮養に関する研究
∂

桑　原　輩　吾

Studies　on　the　Nutritional　Requiremellts　of　Some　Species

　　　　　　　of　Pathogenic　Microorgallisms．　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　Sy6go　KUWAHARA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．まえ．がき

　最近．10年聞病原性細菌の罵声についての知見はいちぢるしい進歩ゐあとを見せている．私も3年この方数種の病

原菌の栄養を合成培地をつかって追究してみたのでその要点を以下に報告することにする．

　　　　　　　　　　　　　　　11．数種病原菌の発育素についての実験

　a）　實臓の方法’
　　　　　　　　　　　　　　　　
　1．鵬木培地　　ブ、1；：本培地としては主として窒素源の加え方によって次の各種の培地を区分した．

　培地A：、隅Po44．59；（NH4）β0401591　NH盛c16159；Feso40．oo19；Mgso4・7H200．oo19；ブドウ糖1．09；

　　　　　蒸溜水1000cc；P9：7・o～7・4

　培地B：上の培｝也に次のアミノ酸を加える．

　　　　　グリシン；岬外ソ・刈・・’1吋シ・・みトリプト・．・ン済・スチヂ・轍塩・4アルギニン轍

　　　　　盗，4」・メチオニン，アスパラギン，4・グルタミン酸，各1（ア3M濃度．」・チステン，」・チロシン各1『4》・

　培地C：NazHPO42．59；K耳2PQ10，359；NaCI　5．09；MgSO4・7Hρ0．19；ブドウ糖1．09；4・グルタミン酸

　　　　　0．59；グリシン0．29；アスパラギン0．29；’・ロイシン0．159；d・アルギニン炭酸塩0．0759；α・アラニ

　　　　　・0・05即みメチが・0・019ゆチスチ・0μ・・」・ヒスザ雌灘0・029；桐プトファン0・01

　　　　　9；蒸溜水1000cc，

　培地b：Cの紐成中グリシン0．25g；♂・グルタミン酸1．Og；’・チロシン0．05歯；泌バリン0。029；、」・睾スチン

　　　　　0．059；1・トリプトファン0。0259とする，

　培地E：Na2HPO42．59；KH2PO40．359；10％カ．ゼイン水解液100　cc；」。チスチン0．019；4・グルタミン酸0・

　　　　　59；MgSO≧。7H200．19；FeSO40．19；ブドウ糖1，09：蒸溜水900　cc；pH：7。6，　　　　　　．

　滅菌は100。，30分，3回，3くほ偲過によった．最終培地量ほ5cc，ガゼインの水解は20％硫酸を用いた・

　2．使用した菌，株接種の方法　　実験に使った菌殊はブドウ球菌（黄色3殊，白色1操）．溶溺菌（3株），肺炎球

菌（1，π，皿，X可，XX皿型各1株）．淋菌（6株）．赤痢菌（志賀5株，大野及び箕田各1株），コレラ菌（各型1株）・

　　　　　　　　　　　　　　　ヘジフテリー菌（4株），ブルセラ．（3株）．百日咳菌（1株）．ウェルシ出菌，破傷風菌，悪性水腫苗，ヒストリテクス菌

．セブテクス菌の各1株で16毬，41株である．　一

踊に鯛型培地新解膿の触永浮轍，又はブイ・ンをうすあたものを用し・，接種菌灘10，00傷・250・脚程

度とした．

　b）賓蹟の成績．発育素として使ったのは合成物質11極，浸出液3秘である．浸出液のつくり方は次の通りに

してある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　酵母エヤスーピール酵母の中試験管寒夫斜面24～48・時聞培餐を5cc蒸留4くに浮灘，10（ド30分：加温浸出後灘過

したもの．

組繊エキスー牛の肝・脾・筋岬い，100．30分加…盈三三ユ9の組劒力＝水2cc｝・含まれるよう1こしたもの・

実験の結果は第1衷に示されてい叡一般にビタミンB族が最も有敷なの｝ち糖代謝こつながりをもつ酵補；鷹の構

成因子としてたやすくうなづけることである。パラアミノ安息香酸，植物ホィレモンの一部にはほとんど発育伜用がみ

られなかった．組織水浸液はかなり強い発育促進作用を示すが，筋肉の発胃作用がよわい点が注口された・
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Nス菌 P

・　ニコチン酸 一ト1一 噺 1甘H刑・ 珊 一
一掴

鴫風刺　・ 肝エキス 一1－1細1瑚一 矧一・【措
一

一1肝1良
P

　　　　　　　　　　　　　　III，数種病原菌の窒素原要求度について

　次に卜者は上に案験した菌群の一一部についてどのアミイ酸が栄養源として大切であるかをアミノ酸ぬきとり実験に

よってしらべてみた．突験に使ったのはブドウ球菌，肺炎正求菌，大野菌，箕田菌，コレラ菌の各1株Br．　melitcnsis，

1株，忠賀菌5殊，ジフテリー菌4株で，培地Dに必要な発育素群を加えたものを苗木とした．
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　実験の結果は第2表に示してある．表に示された結果からみると，一般的に発育に有敷なアミノ酸ほグルタミン酸

アルギニン，アスパラギン，ロイシン，チスチン，トリブトファンなどであるが，これらの必要度の関係はアミノ酸

と発育素の組合せ方によっても一部は変り得るようであった・これは水素の軸受，アミノ基⑱転移などの反応経過の

ずれによるものであろうが，この点については更た完全な合成培地をつかっていろいろな面から検討する必要があろ

う，同じ菌種の中でも菌株｝こよる要求の差もいくらか認められた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV．淋菌の榮養源について

　淋菌は各種栄養源に対する反応がかなり他の菌と異るので全く別に実験を行ってみた．

　1．基本培地　　NazHPO4・12H203．09；KHゴPO40．359；瓶C10．39；NaC120．19；FeSO40．0019；MgSO4・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ
　　　7H30029；CaC120，19；ブドウ糖2．0914グルタミン酸1．09；」・チスチン0．019；蒸溜水1000　cc；PH：

　　　7．2．

　2．発育促進物質と窒素源との関係　　これまでブイヨンの主成分であるペプトン中のある物質が淋菌の発育を妨

げることが報告されている．このものが果して窒素源そのものであるかどうヵねまだはっきりしないのでこの点につ

いて著者は2，3の実験を行ってみた．すなわち上記培地中の41グルタミン酸とチスチンの代りに，各種のアミノ

酸，カゼイン水解液及び濃度のうすいペプトンを加え．発育素物質をあたえた時り発育のもようを調べてみた．アミ

ノ酸混液としては4・グルタミン酸，1一ロイシン，4・アルギニン炭酸塩，ムヒスチヂン塩酸塩，4・メチオニン，グリシ

ン，ムチスチ哩）7種を混ぜたものが使ってある．結果は第3浅に示す通りで，アミノ酸三舟とカゼイン水解液の場

合・発育促進物質を加えても，0・3％ペプトン添加の場合に比べて発育がわるい．これは栄養源中のあづアミノ酸　　．

が菌の発育に不利盆に作用することを示すものではなかろうか．

　2．合成塊地でアミノ酸相州が示す拮抗作用

、　第　3　婁

酵母　｝

肝 脾　1

@、1

腎　、

血（　　ヘ　ロ

茄　礎　培　地 ・／・i・1・1・ノ・レ　i．・／副

グルタミン酸ソーダ 5／6 6／6 4／6 3／6 6／6 0／6

ア　ミ　ノ　酸群 、2／6 2／6 2／6

カ．[イン水解液 2／6 4／6 3β 0．6 4／6 0／6

ペプ・・…％1・／・16／516／・1　i◎・6 1／6

◎

1．・基礎培地はV：La，1からアミノ酸をとったものを用いた．

’2．数字の分母は試験した株数，分子はその中発育した数を示す．

　著者は前項にのべたアミノ酸の作用を更にくわしく検討するため肝毒液添加基本培地（アミノ窒素な．し）に種々の

アミノ酸を加えてその敷果をしらべてみた．

　イ）一種のアミノ酸を加えた場合，発育に有敷なものは4・グルタミン酸と4・アルギニンだけで，他の10種のア

ミノ酸（グリシン，α・アラニン，バリン，ロイシン，チスチン，チロシン，’・トリブトファン，」・ヒスチヂン．4」・メチ

オニン，アスパラギン）には発育敷果が認められなかった．同じモル濃度では4ξグルタミン酸の発育能力は，4・アル　　●

ギ昌ンのそれの約2倍であった．

ロ）4・グルタミ．ン酸を含む基本培地に他のアミノ酸を更に1種添加したところ，多くのアミノ酸が無関係であった

中に，2，3のものはかえって発育を害するという現象がみられた。すなわちチスチン0．5’mg％，」一ロイシン10　mg％

グリシン20mg％，アスパラギン50　mg％はいつれも多少の差はあれ確実に発育を抑制する．しかもグルタミ

ン酸，ロイシン，グリシンの共存する培地ではチスチンがかえって著しい発育促進作用を示した．

ハ）4・アルギ昌ンを含む培地では」・チスチン0，1～10mg％，’・トリプトファン2mg％でや玉発育が促進された

（第4婁A，B参照）．

■
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（B）．

　発育源としてのアミノ酸相互にみられる拮抗作用はたとえぽ炭二丁，Streptpcoccus　bov…sについて報告があるが，

それらと対比して更に検討するならぽ，苗の発育代謝をしらべる何かのてがかりが傳られるかもしれない．

　　　　　　　　　　　　　　　　V．合成培地とス剤の抗菌作用の關係

　病原細菌の合成培地についての知見の進渉は．その一難をス剤の作用機作の検討に負うといえよう，細螺は上にの

べた合成培地をつかってス剤の抗菌作用についての2，3の突験を行った．

　1）　ス剤の抗菌齪と菌種　　まつ著者はブドウ球菌，コレラ菌，大腸菌，変形菌，線膿菌，志賀菌，大野菌，箕田

苗に対する28種のス剤の完全発育阻止モル濃度をしらべてみた．その結果特に強調すべき点は一般にス剤は菌種に
　　　　　　　　　　　　　
か瓦わりなく共通の抗菌性をも？ということである．。つまりある菌に対して他のス剤よりも高い抗菌慨を示すス剤は，

他の菌に対しても濃慶の差はとにかく比率的には高い抗菌力を示している．これはス剤の作用点が病原細菌に共遍の

代謝機作に向けられていることを示すものであろう．（第5衷略）　　　　　　　　’

　2）合培団地の示す抗菌｛質と生休内敷果　　オりれわれが合成培地でこれまで調べたところでは化膿菌群と腸内細菌

群との間の抗菌債はあまり大しを蓬がないようである．この抗菌慨と臨床治療成綴との差は生休側のいろいろの條件

によるものであろう．しかし抗菌佃を求めるに当って問題になるのは，各菌種がそれぞれ栄謎嬰求の度を異にするこ

と，特に腸内細薦が比較的かんたんなアンモン培地に発育するのに，化膿菌の多くは初雑なアミノ鑑素を必嬰とする

点である．そのため菌種により合成培地の含む拮抗物質，発育の速度と慧はそれぞれ異ってくることになる，それで

著蒋は同一菌種について培地組成の変化と抗菌慨の凹係を珀究してみた．

　菌糧：白色ブドウ球菌M13殊．接種は培地5ccに対して生菌5，000～20，000．

　培地：イ．水解カゼイン培地　　培地Eにニコチン酸，ビタミンB1を加えたもの．

　ロ．アミノ酸培地　　培地Bにアスパラギン酸，ニコチン酸，ビタミンB1を加えたもの，

　ハ　ブイヨン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　この培地における菌の発育を濁度計でしらべた結果と2，3めス剤に対する抗菌慨が第6図と第7裳に示してある．

この裏からおかるように水解カゼイン培地とブイヨン発育はほとんど藻がないから抗菌慣の差は全ぐ拮抗物質の含ま

れ方にあるとみてよい．しかしカゼイン培地とアミノ酸培地では発育の速さにも量にもかなりの差があり，従って両

者が示した抗菌個のちがいは何によるものかほにわかには決められない間題である．．培地から拮抗物質を完全に除く

ことほきわめて必要なことではあるが，そのため菌の発育が低下したのでは抗菌蝦を無意味に高くするのに役立つだ

けである．このように考えてみるといろいろの苗樋や菌株の抗菌債を調べる場合，その培地組房～，い、かえれば柴毅

嬰求の限界がどこにあるかを充分考え合せねぽならないであろう．今後ス剤の抗菌慣をしらべる場合には，理想的に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のは1種のなるべく拮抗物質を含まない，しかもその発育と茸が自然培地に対してひけをとらない程度の合成培地が工

夫されることが望ましい．
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第、6，図　　ブドウ球菌の各種培地に於ける発育

数字は完全発育阻止の加9％を示す．

但しブイヨンの場合．50％阻止の数字

、を示す，

　　　　　一　　　　　　　　　VI）　結　　　　び

　著者はこの論交で，病原菌のr部のものの発育素及び窒素源要求度を申心に合成培地における発育を検討し，あわ

せてス剤の抗菌作用との関係を弾じてみた．
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　　　Studies　on　the　Nutritional　Requirements　of　Some　Species　of．Pathogenic　Microorganisms．

　　　　．　　　　　　　「　　　　　　　』　　　　　　　　（Sy6go　KUWA｝IARA）

　　The　v三tamhL　and　amino　acid　requh℃ments　for　lg　species　of　pathogenic　bacteria　were　investigated．　For　most

species　of　bacteria　the　vitami島13　groロp　and　6everal　amino　acids　are　very　essential　for　theiτgrowth。　On　a

strain，　of　N．　gonorrhoea　antagonisticりhenomeno血between　amino　acids　was　observed、．　Employing　these　inves．

tigated　synthetic　media，　the　author　discussed　the　inter・relationship　between　the　compositioa　of　synthetic　media

and　the　antibacterial　effect　in．vitro　of　sulfa　drugs．
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細菌性獲熱物質に期する・研究
特に螢光学的にみ禿発熱物質の性タ伏について

　　　　　　　　　　　　　　　青　山　好作

　　　　　　Studies　on　the　Bacterial　Pyrogenic　Substances

Specially　on　their　Nature　from　the　View－point　of　Fluorescence　Reaction

　　　　　　　　　　　　　　　Kqsaku　AOYAMA　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・ま．えが．き

　薬液の豚管内注射後に・・不測の事実として偶発される発熱や悪感・職喋等の副作用発症の原因ほ化学的欠陥以外に

細菌学的汚染が重要な因子となることがSeibertl－2）（1923）｝こJ：つて報告されて以下，細菌学の新しい観点から樹究

されるようになりジ従來臆説の域を脱しなかったこの方面の研罪分野は著しく鮮明さ菱ますに至った．しかし細菌性

発熱物質の∫瞠的本態についての論及はつい髄のことでIR・bi鵬・n3’（・944）は含水撫系なりと論じ，小林・一・）

’（1948）は蛋白性物質のものと報告しているが，．そのいずれもが未だ確認されるに至っていないL

　痛事9『12）は凹きに注射用葡萄糖中よりの分離菌及び腸チフス菌，パラチフス菌などの培蓋濾液より・，或は発熱性ジ

フテリア免疫血清中よりなど・数種のものより結品或は粉末1伏に細薗性発熱物質をとり出すことに成功した．家いで

この数種の細菌性発熱物質について光化学的に検討した結果，肱管内注射薬の良否は紫外線照射による選別が甚だ容

易であることを始めて公けにするにいたった18）・しかして細菌盤発熱物質の個々にわたる物理化学的｛生1伏は相違する

が持記すべき共通点として・1）蛋白反応ほ例外なく陰面である・2）紫外線照射により美しい螢光（主として青色）

を発する．3）吸牧スペクトルの些出品大はいずれも2650Aで一致する．4）吸光係数（b比率と発熱量の比率とは

ほぼ李行ずる・5）血灘郷家兎）は発熱現象に丹二行して赤血球数及び血色素量の減少をみるが，白血球は顕著な増多

現象を撮すなどの一蓮の試験結果をあげるにいたった・そこで著者は更に本研究の一歩前進塗期すべく各種の細菌挫

発熱物質について動物性蛋白質とその初期分解産物，アミノ酸などの螢光と対比すると共に，それが化学的影響によ

り種々に変り行ぐ螢光性を物質の構造との関係に結びつけて追究する一方，細菌免疫学的な検討をも併せ行い，；本態．

の究明に関し，いさ製か検討を加えたので報告する．

　　　　　　　　　　　　　　　II．細菌性発熱物質と紫外線による検出　　　　　　　　　　　『

　1．紫外線透廻波長と細菌性四四物質

　細菌性発熱物質（以下坦に発熱物質と呼ぶ）に紫外線を照射すると，いすれも，二色乃至紫色の螢光を発するが，

この際の螢光の張さは，紫外線透過波長と透過率によって影響される．したがって発熱物質のもつ螢光惰も時として

不明瞭に或は鮮明に検出される・このことは本法実施の上に至大な影響を及ぼすものと思われたので，発熱物質及び

市販注射薬（20％葡萄糖注，5％チトラート注）中の螢光姓アンプル（アンプルのま瓦照射してその内容液に螢光

のみられる場合を仮に名づけた・以下これによる）とについて，紫外線透過波憂（透過率）と検出の関係について検

討を加えた．

　ここに供試した発熱物質は，著者が発熱株の培蓋濾液或は菌体内より，結晶または粉末状に抽出精製したもので

GH12（Macrosporium　sp．），　G10（Micrococcus　sp。），G66（Subtilis　sp・），S58（S・typhi），S1（S．paratyphi　A），

Java（S，paratyph五B）及びN（発熱性ジフテリア免疫血清中より分敵精製したもの）の7種である．

　実験に用いた紫外線透過波長は250～680mμの間のもので2537，　UVD1，　V・V1，　V・S1，　V・P1，　V・B2，　V・Bl

V－G1，　V－Y1，弘01，　V・A1，　V・R3及び弘R1の13種類である．これの個々の紫外線透過波長と透過率について

は第1炎に図示した．

　発熱物質及び螢光物質は透過波長が360mμ（3600　A）の時が最も鮮明に認知され，透過波長がこれより長いか短

いかすると，これにともなつ，て鮮明さを減じ不朋1瞭となる．たとえに波長が480mμ以上となるとji諺1野は著しく暗

、

剣

、ノ
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　1。o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く螢光は全く認知し得なくなる．また紫外線波長が

　7。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　310mμ（3100　A）以下の場合には，波長はガラス、

　曾。　　　　　　　　　　　　　　　に天工され・アンプル等のガラス器内の溶液中の螢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光物質を検出し御なくなるから，紫外線を螢光学的
　70
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定性反応に応用するための條作としては，310mμ以
　‘o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上のものでなければならないことになる．なお波長
　50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　透過率は50％以上あれ1ま反応には可算の支障も來．

“　　　　　　　　　　　　　　たさないようである．2537呑の波長のものを用い
　56　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た場合は螢光反応は見られなかった。一：方月旺途の試

　2。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みとして315mμ以下の波長を陶製の蒸発皿に溶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　液を入れたものの上から照射してみたが，その結果
　’o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は鮮萌な螢光は認められなかった．即ち256mμ附

　，O◎2髄朗052D3ら。4妬4凹凸εO櫛瓠0働‘偽6εO120　近の波長では発熱物質及び螢光物質の検出には不適

　　　　　　第　1炎　　．紫外線透過波長と透過率　　　　　　当である．紫外線の色調も汲畏によって轟り，360

mμ前後ではほとんど無色であるがこれより長い380～480mμでは紫色から淡紫色となり，順次変り520　mμでは

　織色，560mμでは費色，600　mμ．以上では赤色となった．

　　夏！にこのUVD1（360　mμ）のフィルターを胴体として，これにV・V1，　V・S1，　V・P1……等と順次に絹合せて，紫外

線フィルターを二枚合せにして匪躬し，UVD1の照射感度を翼に高め上うと試みたが一般に網野は昭くなり，かえっ

て不明瞭となって鍛量三光物質検出等には不適なることを知った．

　　2．紫外繍の鏡緻度

　　発熱物質には螢光があるので，紫外線照射により容易にその存在を認知出前るが，どの位の濃度に蜜で検出月震ミる

か，即ち紫外線の鏡面度15）の実態を知るべく，先きの実験において最も良好な成績の鶴られた，UVD1（紫外線透過

波田3600A，透過率50～60％）のフィルターを用いて各毬の発熱物質，蛋白質，アミノ酸，ペプトン及び有機酸

について，溶媒には蒸溜水を用い，木紫外線で認知し得る最大稀釈濃度について検討を加えた．同時にこの溶液に濃

＿硫酸域ほ50％苛性ソーダ液を2～3倍ゴ迂になるまで滴々と滴坐し，この間の螢光色調の変化を追究する∴方，本法

が感度高上乃至は微量検出の上に持つ慧義｝こついて検討を加えた．その結果は第2表に示した．

　　　・　　　　第2衷　紫外線照射によ．る螢光とその鏡敏度

擁
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質

蛋

白

、腸チ・・菌（S58）1舳（・・ユ2・卿口添

養毛　　　　薩金　　50％苛ゼ駐ソーダ

（・；・・）蹄白（…29・…！

パ・チ・・A菌（・・）1胃白（・・・・・・…）隣白q・5・）瞬白（・・・・・・…！

パ・チ・・B菌（J・v・）胃白（・・・・・・…）隊舳（・・5・）騨（・・即・輪

差ま羅蒐竃あデ血清1開白（1・・oo．ooo）1一

痂。τospo「iu浴A）1青白（・…．…）1一

1淡薦（・・10・伽

1尺別青（1：10．000）

1

血　渚（刺舶 （・・5・・）1黄（・・・・・…）1．一．．一．・

血 藩㈹i青白（・・1…0）1淡黄（・・1…00）L．．一〆

卵

卵ア・ル

堂些」淡舶．．（・・5・）塵（・ご・・・…）」二

…　随（1・5・．…）瞬（・…．…）L喝二：＝フ

卵グロ …　1舶（1：10．000）　　淡緑　（1：10．0）L＿．一／

到照 内高（…5・・…）騰（・・5・・…）塵白（・・！…卿
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ト

ン

ア

ミ

ノ

酸

i・一一・隔（・・2・・．…）1黄線（・・…．㎝）陣白（・・2叩．…）

・・プ・・ア． E1舶（・・・・・…）臓（・・2・・…〉．17

・イ・シ・隔白（・・2・・牌白（・・刎1／
チ・チ・擁（・・5・ρ・・）陶（・・£・・）1／

チ・ヂ・顧（・・・・・…）瞬q・2・・…）i／⊃

そ．

の

他

榎 酸随（・・5・・…）陶（岬・…）［／
ケ　　プ　　ア ・・

P舶（・・5・…6）1舶（・・5・・…）レー／’

簸ドールプロビオ陣緑（・・・・…q）瞬（・・2・・…）1／

註　1．⊂）内数値ぽ鋭敏度を示す．　2．一は螢光滑失を示ず．

　即ち発熱物質は青白色の螢光でその鋭敏度は100，000倍，検出限度は0．5γである．蛋白質では卵グロブリンは

青白色螢光，一濃硫酸処置後は淡線色でその鋭敏度は50，000倍，検出限度は1γであり，ペプトンの検出限度は200，

㎜倍で0．25γ．アミノ酸中，チロヂンは150，QOO倍，検出限度は5L有機酸のケファリンでは検出限度は500，

000倍で0ユγということになわ，紫外線は発熱物質その他の物質を相当低濃度に於ても検出し傳ることを知った．

　　　　9　　　　　∫　　III．螢光学的にみた発熱物質の化学的性欺　　一．

　1．物理化學的性欺　　　　　　・　　　　　　　　　ゼ

　地者の得た細菌性発熱物質は一般性状として，1．’糸状菌より鴛られたものは細菌より得られたものより，比較的

熱に対し安定している．2．超四目御調作用（水晶板発振襲趾，周波数3bo　KC，鋸1次躍圧85　V）の結果は加熱の

場合と相反し・細菌より呪の｝こ鞍べる≧・糸脳よりρものは短㈱作用で不活性化される・3・pH　4（酸姓i側）

及びpH　9・（アルカリ側）においては24時小回【＝放置すると，発熱性が潰失する．4．発熱物質ほ牛神膜を透析す

る比較的低分子なものと，透析しない高分子なものとの二様の種類の存在を認めるなどである．

　これらについての定性試験成績は第3衷に示した．

第3表定榛反応
　－　－　、　「　－

D㌔ _．．一試料
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狽凾垂?堰@A
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沈’
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水解剃一 一　　　　　． 一 一・ P一 一 一
Fehling

水解後ト 一 一 一 一 一 一

M・1isch　i一 一 －　　　　　　　一 ’刑 軒 掛 一

螢　光　賦　験｝＋1＋ ＋　1＋1＋1＋．i＋

　2．元素分析及び吸敬スペクトル測定値

　発熱物質は定性反応の結果からすると蛋白幡物質とは異るものときれるが，託るものは淡水化物系の存在を予想さ

せるものがある．しかし大部は轄類とも異り，質的な系統については明確な存在を知り徳ないが，元素分析の結果

・（第4炎参照）は深きにRobinson等温｛報告した分折値とやや類似した凄味ある成縦が餌られた・適者により得られ

たぜ，の（以下Aと略す）とRobinoson尊の分略せるもの（以下Bと略す）との比較は第4爽に示した．

　第4衷より発熱物質は各々の化学的面分の間に幾分差異のあることが認められた．

　　　　　鵬．4…凝発熱物質の分析値　　　　露『
潮S．Pと，a．

@　typhi　A
@　（S．1）　　一　　「　　一　「　一　一

S，P，，a．　IS．　t四hi

狽凾垂?堰@B

@37．45 S0．72
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唐吹D

?X旦13）＿

@37，70
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㊧ｼ　　　一　　　　　「　　．　一「　38。75
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．o　lo 　0．一　r　．一　　　　一一　～

　一　．

o 0 0 1．43 ／1
11＿一．一＿．

@　2．38 0．29

・．38「／｛

‘∫

1．，

S 0 0
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・・h／1／／睡酬12・・88・33窒
　註：1）Pseud・mαna騨e釦K｛n・sa及Pr・teu3　vul窮arisにつ」・ての戊紬よ　　’

　　　　Robinson｛駆の報告せる邑の．

　　　2｝ン乏中押値は分析値を示す．
　　　3｝濃中の斜線は實騎求了，　　　　　　　　　　　　　　　　　．　第5炎．発熱物質．の即詠スペクトル曲線．

　ついでこれを吸牧スペクトルで測定してみると，発熱物質はいずれも吸牧曲線が類似し，吸光傑数も動物実験の発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●熱量とほぼ一致するという甚だ興味ある知見16）が得られた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　吸牧スペクトル測定の條件としては，各発熱物質の所要彙を蒸溜水に溶解し，分光々度計でこれの吸牧スペクトル

勾澱をとった。この吸牧曲線は第4婁に示す如ぐ，横軸に吸牧度（λmμ），従軸に吸光慶をとると，各発熱物質の吸

牧（波長）極大は265mμで全く一致している（第5表参照）．吸口ほ265mμのところで初めて起るが，これに附

加する母体自身ほこの藁（265mμ）が作用する範囲内でほ，吸股スペクトルに影響を尖さない．この265mμの波

　　　　第6炎　発熱物質と吸光係数　　』　　長に於ける発熱物質の吸光係数を3；1：嚇すると（篇

騨謄騰群発熱型＼一．．区分測定灘

撫獺．・ @（％）

S・tyPhi（S，58）

S・pa「・t”hi　A（S1）l

Sl’ Lratyphi．B』『…
（Java）
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副
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　1

1

6糞参照）吸光係数の比摩と発熱彙との比蛮とは

ほぼ弔行した．この発熱f11は供試動物（家氾）に

注射し，その際の休澗の昇降度，発熱同等の挙均

埴を算川したものである．こ例り乏光f系数の比率及

び発熱量の比率の算川についてはすでに報告1．た，

ので省略する1α）

　3．螢光學的定性笈照

　発熱物質：を所要濃度に溶解した水溶液につい

て，そのまエの状態と．或は種々の試薬を加えて化

野反応を起きしめた後との両密に．紫外線（UV・D1）
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．を照射して鯉察した．一一方各種のアミノ酸，蛋白質及びペプトン等を対照にとり同様手探で試み比較した・

　この実験に用いた試薬は，諸物質の螢光発現に何等妨げないものとした．ただし試薬中ニンヒドリンが淡講色，T・

B・P．が淡黄色に螢光を発した（第7爽参照）．

　　　　　　　　　　　　　　　第7表’螢光学的定性反応

＼区分　発　熱　物潭　レ・ノ酸 蛋白質（ペプトン）並に試薬

反応＼JGH・2ド581S ・1蜘1、N ｛3劉 諺 血清 1剰回腸乙1券、翻 試薬

・㎞・・ u睡白1副青紫「薦一　　一【■劇青乳［青乳1一陣白

N㎞・・曲i濃青白蹄白繭紫青紫1刎瀕1融1舶　　　青紫白1青紫白舶1融 淡青白

i酒面i等B．P■韻1台詞・韻1頗　　淡青　青紫■・嚇濃訓濃蔽瀕庫船

鯉㎞舶臨白・畑野剃青白　　　　青白繊青白醐劃融陣1薦 一　　　　r

F・hli・g　l 蹄噸蔽舶勲舶　　　一隊白一一劇騎劇暗三一
Molisch 1自習1二二1醐黒紫黒紫　劇劇紫1副爆1黒紫隠紫卜
試刷えず蹄白糟雑白諸白 青畷舶舶 舶1馴舶陣中陣白1 ｝

嚢蕃白巨購曝…線蕃白青差響灘認喜顯1噸叢謡自書1．一 @　　黄金1黄金1一
Hβ04

企B、

一
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腺調整露黙騙白癬蕪i塁審慈曙轟緑1舶蕪i黄盤金i難鵡@　　　　　　　　　　　　　　　一

嘩源評渇咽罪源蕪1青蹴線習舶葱重罰 瀕引網青一

KMnO4

¥H2SO

△B 青磯皐耳隠麟 青→
W青白
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ﾂ購書醜舶綴黄㌦ 黄緑→　　＿
@　黄金1
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濃　度
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　　註：1．Aは濃厚溶液，　Bは稀溝溶液で夫々の濃度は衷示しナこ，．

　　　　2．　｛一⊃は螢光陰性或は滑失を示す，

　　　　3．T．B．PはTe士ra　broln　phenol　phthale｛nの略．

　　　　4．・T．chlor　acet．は，　T＝ichlor　acetic　acidの略．　　　●

　　　　5．→印は螢光色調の段階的礎移を示す．寧印は微細な沈澱を生じそれが螢光た扱する喝の．

　第7表に示した如く発熱物質と蛋白質，アミノ酸承ぴペプトンの螢光学的定性反応を，主として濃硫酸を試薬とし　・

て用い，この際におこる色調変化を監察したところ，発熱物質は青白色が最後に暗紫色と存つたが，純蛋白質，ペプ

トンは黄金色，トリプトファン，チロジンでは黄緑色となり，発熱物質は光化学的にも蛋白幌の物質とは全く別個の

ものとめ成績を得た．

4．螢光の強さと登熱量との關係

　市阪の豚管内注躬薬中螢光反応陽性のものは，副作用の発現と関蓮性がある．但しその螢光の張さには段階があり，．
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あるぜ，のは強く鮮明に，あるぜ，のほ粥ぐ不鮮明にあらわれる．そこでこの瞥光色調の度合と発熱性特に発熱靖との関

係について検討して見ることにした．対照には発熱物質と至ぐ同系色を示す核酸（以下NS．と略す）とアルギ昌ン

（以下A．Gと略す）を，また比較的類似した螢光のみられる硫酸キニーネと堀酸・、ルミンとを用いた・　儘

　測定方法は溶媒として蒸溜水を用い，これに各試薬の一定量を溶解して検休とし，その際の螢光を予め所要量の発

熱物質の溶解してある蒸溜水を対照にとって，その却々に紫外線を照射して肉眼的に比較観察した．そり詳細は脇β

婁その1，その2に示した．

　発熱物質は使用皿と螢光色の間に直線的関係を認めるが，N．S及びA．Gは発熱物質と同系色の色調を出すに要す

・る調製量は．かならずしも比例的とはならないものがあるが大休に於て直線関係が鶴られた。そこで仮にこの両青の関

係が，菰光色調及び個タの使用量に於て比例したとし，「 ｭ熱物質の螢光色調を出すに要する既知螢光物質（N・S及び

A・G）の使用猛との値は一直線上に集るとすれば，これより次の関係式が成立つ，

‘卿
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艶
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　　引●．・四●■●一口馴晒　め鴇

第3衷　　螢　光　色　調

その1．核酸及びアルギニンと発熱物質
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，’こ∫

μ」．7∫
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^．．，ゼ 避

ノ1：”
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f言‘，∵；
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　　ぐ3や　．‘　・

E£し’「　　「「

／
　’
I

’粛
‘・”　　μ‘

の’　　6」

膚眼へ・・寿．

〃　　　塗”ρ

r・霊　　・’　　　”・”3

’ε‘3

　　　　　　　’喝5　，
　　9■一　　’一’　　一・　，隔ザh

　　レナ　　　　　ロリ　フけ
跡畔∴∵∴＝二：濤よ二．1．1’

と発熱皿との関係
その2，硫酸キニーネ及び塩酸ハルミンと発熱物質

　即ち発熱物質及び螢光物質の稀釈を倍数稀釈即ち等比級数に行うと，稀釈倍数γ＝2，発熱物質の裂示最低螢光濃

度＝σ，供試螢光物質の最低螢光濃度置う，発熱物質が螢光物質と同じ色調を呈する最高濃度に蓮する倍数冒π，螢光

脚発撒・噛鮒・購度・チ蓮繍細・撚・その公式・・哲｝撃・門外避
なる．したがって発熱物質の且｝7は，既知蟄光物質Xを使用した場合，π（又一δ）十6雷yとなる．

　家に発熱物質と硫酸キニーネ（以下硫キと略す）及び塩酸ハルミン（以下塩ハルと略す）との凹係についてみると．

　これはN・S及A．Gの場合に較べると，両器の聞に顕著に相似した雫行関係は余り認められないが，個々の勘合の

五拍勺関係では大体挙行する曲線がみられた．

　　二一しの如く発熱物質の螢光色と，既知螢光物質の減光色との間に一定㊧類似螢光山並に一部のものでは，等比級数

的な関係式の成立がみられる．このうち発熱物質とN．S．とA。G．●とはかなり1E確な実験式が成立するも，それらは

鼠的にも物質にもそれ自身のもつ螢光は弱い為に，発熱物質と同程度の類似した螢光を出す為には，相当五1日目．S．

　及びAG。が必要となる，　　　　　　　　　　　　　　・

　　更に著珊が市販アンプル中より検出した螢光性不良アンプル中にも，螢光の張いものかならずしも弛烈な発熱作用

　ありとはかぎらず，螢光色調と発熱性との一致した流記は認められなかったから，螢光色調の張弱と発熱物質との関

係は…胴上迎のような相関的成綴は成立するとしても，実際的にはかなりの例外の出現が予想されるわけである．
　　　　　　　　　　　　ノ
　　5，各種アミノ酸（二二酸及びその他）の螢光と稜熱湯瞼17）

　　畳白質とかアミノ酸を生体に注射した場合，発熱原因となるかどうかについては従來より種々の疑悶がもたれてお

　るが，健康家兎に健旗血浦をPro・kg　3　cc宛輝脈内注射しても発熱その他の特記すべき副作用は何等認められな

、い1細）．た遇し免疫血渚中に石炭酸が防腐濃度に加えられある場合には，注身殖後数分間，クランプの起るのを認め
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　　た．しかしこれは一種の生体反応で発熱とは無関係のものである．

’　アミノ酸のある種のものは，’発熱物質と至ぐ同系類似色調を出す標示晶の調製が可能壕ので，アミノ酸の個々のも

　　のにつき，螢光反応を検する一方こオtを家兎に翻脈注射して，その発熱性の有無について検討した．（第9表参照）本

　実験に供したアミノ酸は18種類で，有機酸及びその他をこれに加えると即種類となる．発熱試験は材料の都合上7

　　最高Pm。kg　2　mgの注射量に止めた．　’　　　　』　　　　　　　　．　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　第9表　アミノ・酸脂肪酸類等の．発熱試験

発　　熱　　試　　験

供　　試　　薬
　「　1
ｻ　　　　学　　　　式

測定

Z度
i％）

／㌔9時の温度
到定

グ　リ　コ　字　一ル　NH2・CHz・COOH 0．1　　一

1一ア　　ラ　　ニ　　ン　CH3・CHNH2・COOH 0．2　　一

バ リ ン　（CH3）2・CH・CHNH2・COOH 0．2　　一

ア　4＿1＿り
ヂ

　　CH2NH詔・（CH2）3・CHNH2・
ン　　COOH

0．2　　一

4－1一トレオニ　ン　CH3・CHOH・CHNH呂・COOH 0．1　荻青

・・アチ．・
w・C●CHゴN（CH・＞C伽H・）：i…一
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0．1　青白

0．1　　一

アス．パラギ著酸　COOH・CH2・CHNH2・COOH 0．1　　一

ノ’ チスチン（・S・CH2・CHNH2・COOH）2 2．0四病緑

グルコーゼチスティ
ン

0．2　淡青

フェニールアラニン・ CJ｛5・CH2・CHNHz・COOH 0．2　淡青

酸
チ　　　ロ ジ・毫98轡●CH・◎C皿H・ 0．2　回顧

トリプトプアン　CsH即・CH2・CHNH2・COOH　　O．2．國青白

・スチヂ・
hC慧箋護C鴫COQH…一

カゼイン加水分解液

プロ．ビオン高

畠　レ　イ　ン　酸

カ　プ　リ　ン　酸

脂ラウリツ酸
ミ　リス　チ　ン酸

肪
　　ステア　リ　ン酸

濃紫

CH3・CH2・COOH 0．1　　一

0．1　淡弓

田【1g．COOH lo．1　＿

CllH艶・COOH

C13H幻・COOH

C17H鵠・COOH

三
面チールア，

・・ICH・岬・

乳　酸　ア　ミ　ド C宜3・CHOH・CO・NH2’

　　　　　　　　　　　　　　
及酷酸アミー五．ig聖CO’NH・

グ　リ　セ　　リ ・副…H・H・H・H…H

0．1　　一

0．1　　一

0．1　　一

0．2　　一
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0。1　　一

1．0　　一

1

2
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十〇、3　　一

十〇．3　　一

十〇，4　　一

十〇，5　　一

十〇．1　　一

斗0．8　　土

一〇．2　　一

十〇。2　　一

十〇．4　　一

一〇．7　　±

十〇．6　　日

毎〇，3　　一

一〇．2　　一

十〇．4　　一

十〇．7　　士

十〇．4　　一

十〇．5　　一

一〇，1　　一
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●
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び
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の

他

タ　　ウ　　リ．

尿

チオ尿剃
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グア・四七

尿　　　　　　　酸

　　　　　　●

ウ　　レ　　’タ　　ン

N一メチールーN一ア
セチールーウレタン

酸

　　　　　　　　　　　　　　一　　冒　　、　　　　幽
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CO／NH2

@＼OC脇
0．1 ．　鱒
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H5qO・CO・N・CH3
@　　　　60c馬 0．1 陶

1 十〇．9 ま
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E…

0．1 咄
1 十〇。4

@　、

一

●

葉

　以上の実験よりアミノ酸，脂肪酸，グァニヂン及び尿素認尊休箒は著明な発熱源とはならない力言，腿々疑陽性を示

すものが認められる．構迭上からは明解な醗明をなす根拠は得られなかったが時として分子皿の大きいものL方が小

さいものよりもむしろ発熱は陰性を示す成績がみられ興味深い．

　　　　　　　　　　　　　　．　　IV．発熱物質の抗原性に’ついて

　従來細門守伝染挫疾患に見られる発熱現象は一休対細菌間の特異的反応現象としてみられ，いわゆる特定の細菌毒

索がその要因として指摘きれてきたところであるが，覚者の研究によって，奥に薦休内毒素以外に確たる発熱物質な

る存在が想定されるに茶つた。カ・Σる発熱物質を頻回に家勉に注射すると発熱不感状態となることが認められたので

この発熱物質の抗原性について二，三の検討を試みた1　　　・　　　　　　　　　　　　　，

　雷，魔　臓材料
　使回した菌魎ほS．typhi（S．58）．　S．　paratyphi　A（S　1）．S．　pamtyphi　B（Java）の3種である（これよりの発熱

物質の精製濯iは先きに報告したので省略する）．培誌認液5Lより腸チフ．ス菌は70～100　mg．パラチフスA菌ほ50

～80mg，パラチフスB菌は160～200　mgに淡褐色粉末として得られる．　　　　・

　発熱L量はS．58，S1は家勇に対してPro，　k950γで発熱陽性，25γで発熱疑陽性．10コ口陰性である，Java

はPro．kg　50γで疑陽性，75γで陽性となった，なおS．58ほ健康罵及び伝染性貧血病焉に対しPro，kg　30～50γ

で発熱陽性となった．　　　　　　　．

酬…1琳震129マウ冬｝謝し瀞肛勲注射に焔最少致死飛はJ・V・は10mgの注射で7日間以」・生存したが・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●S．58，S・1は5mgであった，

　2．家兎と酸熱不感欺態

　趣康家兎3匹を一．・群としこれに発熱物質（S，58）をPro．kg　100γ宛注射した．休｝認は注珊二曲及び注身ナ後30分

i時澗，2時間，3時間の5回にわたって測定し，この間休湖が1。以」＝ガ・．ヒ些した場合を発熱陽焼とし，便宜上

0．9。以下は陰性とした．実験の総日数ぼ6σ肩間でこの間，注射の間隔は二日注射或は1日，2日，3日，4周，

5日，7日及び10日おき注射の8群とした．その結果は第10翼に示す如ぐ1回便用した家兎は5日聞以上休恭させ

れば次の発熱試験に用いて支障ないようである．これに反：して頻回に淀射し．た場合はそれに比例して顕著に発熱不愚

状熊が認められた．したがって発熱試験に一・・度使用した寒兎ほ最少限5日以しのf㌍i遼期を必要とするものと思われる．

　3．免疫學的性質
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第10’表　家兎の発熱暦仁状熊
＼運数（日）
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1）発熱物質と菌体免疫皿清．との反応．
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ゆ　・�

　　沈降元．　

_稀釈度免
u源
ﾟ＼1一　　一　一　　魍　　　　　一　．　一　　　　　　一　　　　S．paratyphi�

融，�
i、6，i�

00『

@一　一　．　」　　一　　「十

�

．　

ﾓ89611砿　　　　　1．．1000　　　1� 　　　沈降元1「　

@　稀釈度免
uへ血清の　

@種類�

00�，0

O0�
，�10，．0
O01O00�

　50，＿

o　＿�

oo　oo6　

p�

。。25。，，。。1・，　

P�00000卜�
10 O0，0

O0

� � � � � �
．　　　　．　一　　一　一十 　　　　　　　．　　｝　　　　　　　　　　　　　　一　　s

謔¢X � 卜� 1十��
．paratyphi　

@　B�
�

ト＿．一一1＿＿．．� 1－　1�

�
／一．� ．parat苑hi�

　　一� � � ト� �

．typhガ� � � � �
　「　一　「　「　．　　一　

@一�

　　　皿　一一

�
　．　　　　　　　－　一　　．一

� � ．typhi� � � ト� � 1一� �
．s

?獅?狽?獅b?窒� � � � � � � � � �
．s

?獅?狽?獅b?窒� 一� 　　　　　　　　　一� � � � �
鼻、、＿、。ml・� � � � 一� � � �

s．t

� � � � 1一� � �

� � � � � � � � �
．t

?盾高垂唐盾� � � � � � � � �
．n

≠窒≠唐?奄獅� � � � � 　　　璽� � � � �

　　　　　　　　　　｝　一　　　　．SDn
≠窒≠唐?奄獅� � � 一� � � �

� � � � � � 「�哺� ．anatum� � 一� � � � � � �．anatum『．

@幽　．一　．　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　．　　赤

氈@菌（
u　　賀）� � � � � � � � � �

　痢　菌（
u　　賀）� � � � � � �

〃（KB皿）� �
1－
P一�十� � � 〃（KB皿）� � � � � � � � � 　「

〃（箕田）　一�

1’
黷P 黶｡

@1�一　　一　　　一　　一　　　　　　　　　　　一　一　　　　　」　｝　　　　　　　　　一一

kl 黶｡十�� 〃（笠田）� � � � � � � �
に　し�

〃（西貢イトド�
　　　　一　　　　　　　7　　　　一　．　一　　　．　’　　一　一　　一　　　　　一　　一　　　　一　一　一　　　　　．　一　．　一　」　　　　－　一　　．　　一　　．　．　　　　　　一　＿　　　＿　　　．　一　．　　　　　　　＿　　一　　＿　　幽　　r　「．　「�

�－H十トト� 〃（西土）� � � � � 一
仙測引十トト1一「一� � 血清ト� …旧刊■一�ト
く発熱物質は該当する菌体免疫血清との聞の沈降反応は陽牲となるが，それは抗元構造と結びつ彫ナて考えられる
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ようなもので‘よなく寧ろ非特異的反：応と見られる竜ので，菌休題碍素に見られるような特異皮応とはその意毅を異に・

するものと思われた．

　2）・免　疫　元　性　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　．

　細菌性発熱物質の頻回注射後における発熱不感駅態の発現は免疫の成立と関係するかどうかをまず｛疑集反応によ、り

うかごうこと転して，発熱物質S．58，S．1及びJavaの各々を各別の家兎に短日。，2mg宛60日聞連続注射し，

その注射全州は12m9に照した．

　　　　　　　　　　　　　第12炎　家兎免疫と凝集反応
釈　　　　　　日　数

　　　　　”　　　区分
発熱物質　　　　＼＼

1・1　2・　i301 ・・i・・1 60

発熱度1発熱度際発灘熱度灘1発熱度1発熱度騰

S…a㈱…A6・）陽ほ
S．paratyphi　B　（Jaya） 旦　　．エ

2　　　3

1（一）陪1劃（一）1引劃（一）

1（一）隆

S．typhi　（S．58） 号　早1（一）陽

劃（一）降　告 （一）

号1（一）ほ1薯（一）

　第12衷に示した如く細菌性発熱物質による免疫家兎血清中には凝集素の産生は見られなかったので，免疫学的に

は完全抗元ではなくhaptenようのものと解される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　V．む　　　．す　　　　び　　　　　　　　　　　　　　・

　判者は発熱物質の化学的並に細菌免疫学的本態について二，三の考察を試みた．その結果1）著者の得た7種の発

熱物質について試みた定性反応，元素分析の結果からは，蛋白質的なものを肯定する何筆ゐ成績も得られず，むしろ

時としては多糖類の含有を想像せしめたが，明確な本態についてはなお検討を重ねる必嬰がある．

2）紫外繍射試験｝・よる概反応の有無と蝋スペクト・レ測定値，就・販牧曲線の棚と吸囎大（2650A）の

一致，更にこの吸光係数の比率と発熱量との比率との相関性などについて皐∫確認を行った．これらは今後この方面の

研究のよりどころとなると思う．　「　　　、　　　・．　　　．　　て

　3）明確な螢光反応を碍る紫外線の波長は3600Aの透過波長（透過率50～60％）のところが最適で，その鋭敏

度は発熱物質では1，000～120，0CO．蛋白質では10，000～50，000アミノ酸（トリプトファン，チロジン）では20，

000～200，0COである．

　4）発熱物質，蛋白質，ペプトン及びアミノ酸等の濃厚或は稀薄溶液について，螢光学的に定性試験を試み，同時

に発熱試験を行った．濃厚溶泌こ濃耐酸を添加す乙と，発熱物質ではi号白色→二二白色→昭紫色の螢光色調あ変イヒが

ある．蛋白質では青白色ら桃紫色→蹟才色→費金色となり，アミノ酸中トリプトファ既では胃白目→貿織色→概黄色

に，ペプトンは青乳白色→黄緑色→紫黄色→蹟金色と階段的に螢光色調は変化した．その本態は不明であるが，物質

構造の差異並にその分解過程の推移の差による．ものと思われる．

　5）市販注射薬中に存在する螢光アンプルの螢光色調の強弱と発熱度の関係については，発熱物質の魑当f逢を無螢

光葡萄糖液（20％三三）に加え発熱赴と螢光色調について吟味した，なお核酸，アルギニン，塩酸ハルミン，硫酸

キニーネ等を用い，発熱とは無聞係に発熱物質と同系類似色調を出す標示品の調製が可能なることを知った．　　一

　6）腸チフス菌，パラチフスA及びB菌より待られた3麺の発熱物質とサルモネラ菌及び赤痢菌属の踏休免疫血

溝との問の沈降反：応は，パラチフスA菌免疫血漉と発熱物質（S・58）は10，000倍，発熱物質（S．1）は50，000倍

パラチフスB菌免疫血清とはS・1は1，0CO倍；鼠チフス菌免疫血清とはS．58は50，000倍．　S．1は10，000倍．

腸チフス菌免疫血清とは，S．58は10，000倍迄陽憧で他のものはいずれも500倍で反応は陰部であった，即ち発熱

物質をもつてす’る免疫血漕との間の洗降反応は非特異性反応と見るべきで，休内毒素に見られる特異反応とは異なる

ものと思おれる．　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　．

　7）腸チフス菌，パラチフスA菌及びB菌より鴛られた3種の発熱物質は，その発熱量を一・定日数（5日間以上）

休止期なく頻回にわたり家兎に注射するど，家兎は発熱不鳳舩熊となり遽には発熱陰性傘は陽性率よりも高くなる．

また1日0．2mg宛60日間蓮続注射（注射総量12　mg）すると，日時の経過と共に発熱陽性尋ぎは低下し逆に陰性率
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、は一暦高度を示すようになる．．このような状態の家兎より探血し，凝集反応を試みたが陰幟であった・即ち発熱物質

は免疫学的には完全抗元ではなぐhaptenようのものと解される．

　　終りに臨み御懇篤なる御指導及び御校閲をたまわった恩師入田貞嚢博士に深甚の謝意を表し言す．また本実験をな

’ナに当り三聖助をいた虻いた東北大学黒屋致授並にサルモネラ菌二等の免疫血清を御分輿下された1國立予防衙生研

究所副脹小品鱒・警に衷’巨より．瀦緻曝す・なお本研究は豆召和24鞭文言科難獺補助によって々された・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引　　用　　文　　献　　．　　　、
　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　1）　Seibert　F．　B．：Am．　J．　PhysioL，67，90，1923，

　2）　Siebert．　F．　B．：Am．」，．PhySioL，71，121，．1925．　　　　　　　1　　　　．　　、　．

　3）Robl耶on！S．　Fluss6r　A：1．」．　Bio1．　Chem．，・153，529，ユ944．．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　4）小林，．浦口：綜合医学．5（11），4，1948．

　5）小林，浦口：綜合医学．6（2），6，．■949．

　6）浦口：生体の科学．1（2），2311949．．．

V）浦口：綜合医学，6（17），4，1g4g．　　　　　　　　　　　．　　　　　．　　　　　　　　　　　．

　8）浦口：綜合医学．6（18），11，1949，

　9）入田，青山，丹治：綜合医学．6（17），7，1949。

10）　入田，．青山，丹治，田中：公衆衛生学雑誌．5（1），26，1948．　　　，

．．11）入田，．青山，丹治，春田町衆衛生学艦∵5（7），20，1949．1　．　　　．　　’

12）入田，．．青山，丹治，春田：公衆術生学侶誌．5（7），27，1949．．　　　　．　　　　　　．．　　’，

13）　入田，青山，丹治：綜合医学．6（16），4，1949．．

14）　入田，基山，丹治，菊地：最新医学．4（12），32，1949．

15）志方：医学研究．19（5），29，1949．

16）入田，青11」，丹治：日本雪嶺新報．1326，9，1949．

17）．入田，青山，丹治，春田：日本医事新報．1365，13，1950．．

18）入田，青山，丹治，牧野：綜合医学．7（13），18，1950．

　　　　　　　　　　　　　．　　Studies．bn　the　Bact6rial　Pyrogenic　Substances．

，・
@　　　Sp6cially　on　their　Nature　from．　the　View－point　fo　FluoresCence　Reaction

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Kosaku　AOYAMA）

　1．　The　author　isolated　7　sort吊of　pyrogenic　substances　from　various　miclobrganisms・According　to　the　quali一

tative　and　elementa±y．　analysis，　it　s㏄1bs　that　they　map　be　po！ysaccharide　na出re　rather　than「protein　substance，

but　the　naturc　of　these　substances　are　to　be　furtherly　studied．ill　detai1．

　2．　The　fluoresceロce　reactions　and　abso】φtion　spectra　gf　these　sub§tances　are　i阜vestigated，　aロd　the　interrela・

tionships　between　the．垂凾窒盾№?獅奄モ奄狽凵@and　these　re母ctions　are　quantitatively　studied．

　3．　Fluorescence　tests　are　performed　on　pyrogenic　sub6tances，　protein，　Pepton　and　several　amino　acids，　and

on　theτelatblls　between　chemical　structure　and　fluorescence．　’　　．　．　　　　　　　　　　　’

　4　U台ing　nucleic　acid，　arg1nine，．harmine　hydrochloride　or　chinine　su！fate，　the　author　sllc6eeded　to　prepare

th・i・di・at…ξf1…escbn・g・f　p翼・9・niとrゆ・t・n・e…

　5　The　precipitation　reaction，　betwee且3sorts　of　pyro9璽nic．substmces　from　typho1d　and　pamty抑oid　A　or

Bbacilli　and　anti・protein・serum　obtaincd　from　salmonella　or　shig611a，．are　considered　to　be　non・spec…fic．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　6　According　to　the　repc母tcd　inlections　to　rdbbits，　the　pyrogenic　substances　6eem．to　be　haptcne　nature　in1・

mumloglcally．　　　　　　　、　　　　．　　　　　　　・　　　．

9



138 衛　生　試　験　所　報　告

アクリヂンのスルフォンアミド誘導体
‘‘

rulfarivanoll’に關する研究（第一・報）

八田貞義　　山口・一孝　　告山好作
　　　　　　丹治園枝　　安部肚2ド

・　　Experimental　Studies　on　the　Anti・bacteria1

　　’　　　　　　Action　of　Sulfarivano1，　　　　　　　　　　　．

　　　　aNew　Sulfonamide　Derivative　of　Acridine

Sadayoslli　HATTA，　Kazutaka　YAMAGucm，　Kosaku　AoYAMA

　　　　　　　　Sono6　TANJI　and　Sohei　ABE

し　　1．　ま　　え　　が　　き

　Ehrlichのサルバルサンに端を発し五化学療法は，かのDomagkによるProntsilの発見とそれにつ導く各種の

Sulfonamide誘蝦休の合成，　Flemingに始まる抗生物質による新たな化単触法えの展開と，飛躍的進歩を途げ，グラ

」、陽性菌による疾患に対しては，ほぼ浦足すべき’効果を示している．更にグラム陽性及び陰性菌に対し効果のある，

ニトロフラン誘瀦休がアメリカ及びわが國に於て合成され1－6），新たに注日をひくに到った．

　入田等7－10）も同一製剤を調製して突験し，ほぼ同牒ゐ成績を確認しiた．

　こΣに報告する新合成薬　Sulfarivano1　（以下S．　R．と略す）なる新合成物は，好気性菌及び嬢気性菌に対し甚

だ右効なる抗菌惟をもつばかりでなく，化学療法剤研究えの新たなる展開を招來するものとして興味深いものがある．

　　　　　　　　　　　　　II．‘‘Sulfarivano19，の構造並びに合成について

　草味，山口箏により創興された新合成薬S．R．は融点313。の淡黄色微細鱗片誹風でアクリヂンの誘導休である．

Rivano1（以下Rと略す）はAcetamino　benzene　sulfamyl置換体で分子式ほC溺H螂07N4Sに…致するが共の合成

法は次の通りである．

　　　　　　　　　NH2

1の⑳…㌔一一脚函《＝趣1．一

　　　　　　　　　NH＿

蝋1二（）幽魂讐磯回

即ちEthoxy　6，g　diamino　acτidln　lactatc（Rivano1）．にP・Acetaminobenzene　sulfoch！orideを粛淡酸ソーダアルカ

リ性でAcetolle溶媒中で縮合させる．

　本化合物のSulfonamide塞が6位に結合しているか或は9位に結合しているかは今のところ明らかでないが後日

山口等によって詳細に報告されるであろう．

　〔箕　　騒〕

　麗排器，冷却器，盗度計を附した三ケイフラスコに良く乾燥した中性のacctoneユ00　ccを入れ水浴」二に麗控を始

めながらP・Acetamino－bepzene・sulfochloridc　11窪を加えて溶解きせる．これを徐々に加熱しながらEthoxy　6．9．

diamino　acridine　lactate　17．1g，重炭酸ソーダ6．5gを加える．三度は40。を超えることなく約1時聞三三加熱

を続けると，反応の結果生成した黄色結晶性沈澱を以てフラスコ中は充されて來る，引続き溢度に淀意しながら2時
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●

間反応を継続する．反応終了後冷えてからす早くacetoneを濾過し，生成物は水を以てアルカリを洗う．（この際

アルカリのついているまま永く室気申に放置すると生成物は褐色となるから，注意する）

面白し繊賦物を轍すると脚297．を有す瑚製品耀5れる・これを鰍酒精力・ら再結晶して．310ヶ313．

の黄色鱗片晶8gを得た．

　〔元緊分祈〕

　　　試料3．143mg　CO26．5701hg　H201．660mg

　　　　　C26H塾07N4Sとして計算値　C　56・46，　H　5・．18；実験値　C．57・01　　　H5・87

　　　試料　2。480mg　　O．220　cc　　（13．。　　758皿m）

　　　　　　計算値　N1037実験値　N　10．34（元累分析は伝染病研究所第7研究部分析室に俵頼した）

上記の実験結果を碍るまで前後5回行った実験を側面に第1表にまとめると次の如くである。

第　1　表

原　　　　　　　　料 反応

椁

粗製

i牧ﾅ
粗製

i融_

　Fﾄ結：

　　　　IqA・CIN・HCO・［Aceton

反応

ｷ度 し＿　．．　　．　　　　　　．．　一　～．　　　　　　　　　　　　．　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　．　一　．　　．　一一　　一　　一．　一一　　　　　　　　　　　　　　　．　　．＿闇　．

・、7響、

2　　17．1

3　　17．1

（粗

?9．cc　醐g
・…6・5ユ005ぴ3 P10297．

（聾1。㌦，，（無掲、ぴ

　　i
3

（轡li、．5

　　　t

4

i（再結）

5

17．1111．O

　　l
65

、7」（墜1㌦5

　　1　【

（無水）

　100　　　560　　．　　3

（無水）

100　40。

10　297。

10　297。

2．　20　307。

（無水）　　　　・

　100　40。　　　3 22　307。

…反応温度をアセトンの沸点まで」げて行つ
iたA・Cは粗製を用いた（含水）
水より再結晶しm．p．308～309。のものを
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アセトンは無水を用いたが反応の進行につ
れて鳶色となる．層

水より3回再結晶してm．p．310。のものを
少量得た．

A．Cは再結晶したるものを用い且無水で
あったが今回もアセトンが無色となった
（高温のためらしい）然し反応濃度40。位で
反応が著しく活濃なることを発見した．

今回は温度を40。以下にしたためアセト
ンも燈色とならず粗製の牧量は多かったが
短時間のためか未反：応物が多分にあった。
水より1回再結晶せるものをアルコールよ
り再結叙して黄色鱗片1伏晶m．p．313。のも
りを得た．

時間を3時聞にし湖度40。以下としたの
で牧量がよかった．
無水アルコールで再結晶しm・p．313。のも
のを得．得量もよい．

註）1．表山RはRivanoL
　2．　表申A．C。はp・Acetoamino・ben2enes巳lf㏄hloride．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　III．普通培地に於ける抗菌力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

好気性菌賭通ブ伸控（肺炎双球菌・溶血性醐球菌・淋齢2％蝋ブイヨン）謙鯉菌にはチオグリ・

一ル酸塩培地を用いて検体を所要濃度に稀釈し≒．

　被検菌の培養液を10万倍に稀釈し，（嫌気性菌は10倍稀釈）その0・1cc容をSRの稀釈液に移植して培養し・

168情間後観察時に於ける菌完熱学鵬止の最低灘をもつ鍛諸島とした・この成績は第2表に示した・

　第2表の成績を要約するとブイヨン培地に於けるS・R・り好気性菌に対する抗菌力をR・と比較すると・2・3の

徹除く他はほ咽搬繊はそれより低い加であったが・s・’しと上ヒべると約…騨後のプ燗のひらきを示し

た。嫌気性菌に対して髄にRよりも話篭い髄示して注目された・凋・対靴して胤・たRS・に比すると類似した

成績であったが，2，3の菌株に対してはむし．ろ高い蝦を示した・

】V．合成培地に於ける抗菌力

黄色憎憎寸寸島台，Ileat1・y株，及びFP・A・209　P椥赤痢菌（志賀菌及び箕田九大X菌）・コヒラ菌に対し
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第2衷　普遍培地に於ける抗菌力
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ては，カゼイン水解培地，結核菌（入

型及び鳥型）；及び抗酸性菌に対して

はKirchner培地，大腸菌（（Coli　Co－

mmunis，　Aerobactcr　Aerogenes）．

腸チフス菌，鼠チフス菌，霊菌，及

び赤痢菌（駒込B皿）に対しては第3

表に示した組成のものを用いた．菌

の移植五1は各々の合成培地に3代以

上継代二三し，，その10万倍稀釈液

の0．1ccをもって菌移植蹟とし，　・

1〔潟時間二一後の菌完歪二二阻止濃

度を比較した．（第4衷参照）

　試験管内実1験におげるS．R．とR．

との抗菌偲を比較すると，S・Rは好

気｛生i望iよりも嫌交サ生萬｝こ支寸しイ∫効邑こ

作用して注目された．また普麺培地

と二丁培地とに於ける丁目に二上な

叢は見られないことは，S．　R．がブ

イヨン成分に依り余り拮抗されない

ことを示すものである．

V．血清との拮抗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．R．がブイヨン成分によつ（は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　余り拮抗されないがln　ViVoに用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いた場合，拮抗物質として眠要硯さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる日浦との拮抗を見るべく，．鼠チ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フス菌を用い合成培地で検討を加え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た．S・R・を合成培地で所要濃度に稀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釈して二三しおさ’，これに三層L消惣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1％，5％，10％に加えたぜbのに約

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　500～1000個日菌1を移殖し120時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観察した．対照としては鮫二物を加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えず薬剤のみを所要濃度に有するも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の（菌は増殖しない）と培地のみのも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の（萄は増殖する）．との2種とした．

　　　　　注3SR一…Sulfadvano1．　　　R…一・榔》ano1．　　　　　　　　　』この実験では被検物が…種類である

　　　　　　　弗譲論評．Hs…伽㎜】㎞蜘　　から齪的なrとはいえな叫お
　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よその見当はつぐと思う．S，R．の

抗菌力は血滴の1％添加でほ1／2倍．5及10％添加では114倍に低下した，これをR・の1，5及び10％添加

によりいずれも1／5倍に低下したのに比較すると血清との拮抗作用は娩分弱いように思われた．

　　　　　　　　　　　　　　　VI．生体内抗菌作用

1）羅，　性
S．R．の抗菌作用はRivaml核のi抗菌力がゴ三体で，　Sulfommide基をづけた意；～逢は乏しいように見受けられるの

4
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1．カゼイン水解培地

　　Na2正旺）04

　　KH3PO4

　　Tηpto山m

　　Cyst1ne

　　DextrOse

　　Nicot…n　acid

　　VB1　　　．　一

　　Distilled　wateτ

2・5．（9）
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　0．02

　0．05’
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　10－4
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3．大腸菌（Coli　c6mmunis）

KH2PO4

NH4C1
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F6SO4・7宜20，

Dextrose‘

Distilled　Water

5．　腸チフス1菌（S．57）
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NaCl
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Dcxtrosc
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Disti11ed　Water．

　．5．0（9）
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　0．001

　1．0

1000（gc）

pH　7．2

　0．5（9）

　0．05

　0．2．

　0．1

　0．05

100（cc）

pH　7．0

第’3衷培地処：方

■

2， kirchner培地

Na2HPO4　　　　　　3．0（g），

KH2PO4　　　　　　　　　4．O

MgSO4・7H20． @　0．6
Sodium　Citrat．　　　2．5

Asparagin　「　　　　5．O

Glyceτin　　　　　　　20（cc）　亀

Distilled　water　　1000（cc）

　　　　　　　　P正【7．0

4。大腸菌（Aerobacter　aeroge鵬s）

NH唖H2Pq　　　　　　1．5（9）

K2HPO4　　　　　　　1．O

MgSO4・7Hρ　　　0．2

Sodium　Citrat　　　　2．5　　　　’

Distilled　water　　1000（cc）

　　　　　　　　pH　7．2

6．鼠チフス菌（S．9）

（NH｛）β04　　　　　0，5（g）

NaC1　　　　　　　　0．05

KzHPO4　　　　　　0．2

Dcxtrose　　　　　　　O．1

’Distilled　water　　100（cc）

　　　　　　　　　pH　7．2

7．霊　　　菌

　　Asparagin　　　　　10．0（9）

　　Dextrosc　　　　　　　5．O

　　KH2PO4　　　　　　　　　2．O

　　Na2HPO2　　　　　　2．5

　　Mg2SOゴ7H20　　　0．4

　　Disti11ed　watcr．　1000（cc）

　　　　　　　　　　pH　7。2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

で，実験応用上の意義も勘案して，毒性の点について，R．との比較検討を試みた．

　轟性を知る為に，休重三15g前後のマウス3匹を一群としS．R．及びR．の5・8・10・15及び．2σm9を羅口投興

したところS，R．の8mgでは智頭生存したが，10　mgでは1匹，15　mgでは2匹20　mgでは全頭勢死し，　S・R・

の経口投與に依る最小致死量は10mgであった，　R・ば5mgでは・話頭生存したが，8mgでは至頭発死し，最少致

死量は8mgであった．すなわちS．R．の毒接ヒは比較的僅少で月．つR．」：り毒姓の弱いことは，　Sulfonamide基結合

の意義を証するものとして興味深い．

　2）生彊内に於けろ抗菌力債

　S．R．は普通培地及び合成培地に於て，赤痢菌及びコレラ菌に対し特に有効に作用したので，　Marsha11，　Braton簸

の方法にならい，腸内限局性疾患に対する効果のめやすとして，ゼウス糞便内大腸菌回数の減少駅況をうかがってみ

た．即ち159前後のマウス7匹に2日間，午前と午後の2回．S・R・は6mg，　S・T・及びS・G・は101ngを胃内に

継口投輿し，31日目の∠醐にマウスの糞便0．19をブイヨンにて1万倍稀釈し，この1ccを遠藤亭板に混釈培養して

菌数を測定した．第3炭に示す如く供試薬投與前の菌数と投下後のそれとの弔均菌数比較は．s・R・は1／40，s・T・は

働
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2／5，Sulfaguanidineは1／4となり，S・R・は契にSulfagua駆idincの10倍に遠する効果を示している．

　　　第　4裂　　合成培地に於ける抗菌力　　　　　　　雛　5　爽　　マヴス糞便内菌数による効果測定

　　供試菌．．．
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@　1
■ド均．
@　　1／40鮫！ 2，．5 114　の

　　　　　　　VII．む　　す　　び

　　彰i合・，」～薬　‘‘SulfarivanoP’は各種ぬ㌶E翼1適中ラ～ミ探【1南，

　コレラ菌に対し特に有効に作用し，その他の菌に対

　してばR．よりも抗菌力が弱かったが，嫌気性菌に

　対しては2，3．の閑を除きR・よりも高く，ほぼIL

　S．と類似した力齪を示して注目された．

　　マウスに対する縄口投與による最小致死量｝よ10
●

　mgでR．の最小致死flt　81ngに比較すると幾分斌

　勇・るするのがみられたのはSulfonamide基導入の意

義を示すものとして興味深く感ぜられた，マウスに本剤を経口投興して，その前後に於ける大腸菌群数の湯黄少を比絞

するとS・R・は実にS・G・の10倍に達する効果を示した．この事実1よ腸内限局性疾患に本1刊を用いた場合，優秀な

治療効果を示すであろうことを示唆するものである．　　　　　　　・

　本研究は学術研究会謎俵染丁丁盛錬研究特別委員会の研究費援助によってなきれた．科会長小島…三郎博士に池忠謝し

ます．
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　（Sadayδshi　IIATTA，Kazutaka　YA珂AGUcl∬．Kogaku△OYAMA．Somc　TNAJI　and　Sdlci　ABIこ．）



・

No．2

　　　馬

アクリヂンのスルフオンアミド誘導体
‘‘rulfariVanol’，に関する研究 143

　　　The　anti－bacterial　action　of　rivanol　aロd　sulfari》ano1，　a皿ew　synthetic　drug　sulfonamide　derivative　of．■ivaロ01

　are　compared　In　Vitro　and　Ia　Vivo，　Sulfarivanol　acted　more　effectively　than■量vanol　on　Shiga　dyse夏tely．bac量Ili

’and　choleτa　Vibr1o，　but　less　poteat　tQ　some　d1fferent　stπain。　It　showcd　a　little　higheτeffect　to　strict　anaerobes

than　rivallol，　and　almost　same　potency　as　hom6sulfamine．　The　M．　L　D　for　mice　by　oral　a伽inistration　was　10mg

　and　that　of　Rivanol　was　8　mg・The　decrease　of　the　lacto5e・f－erment1ng　flora　of　intestine　was　compared　with

・1v・ngl．f・坦即u・p・se・f　mea・u・ing　th・i・．・ffect・within・・im・l　b・dy．bアth…al・dm漁・ati。h．　The　effect　gf

　sulfaτivanol　was　10　times　hlgher　as　that　of　sulfaguanidine．　This　suggests　that　this　will　be　a　uti五izable　therapeutic

　age且t，　when　adm五nistrated　for　theヌocalized『d蛭ease　of　intestine．．

　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚤

　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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三三植物の土壌肥料學的調査（第2報）

　　　　　　　永．田武雄　　岡勘秀夫
Studles　oll　the　Soil　and　Manure　of　Medicinal　Plants（Part　II）

　　　　　　　　Takeo　NAGATA　and　Hideo　OKAJIMA

　甲高等は弟1報に於て衛生試験所構内土層の性質を明かにし，又水層め肥料試験の結果から窒素及燐酸の有効態成

分鑓が著しく不足する土塊である癖を確めた．猶本土堀を供試して朝瀕，アメリカアリタソウの三嬰素試験を行い肥’

料の要求性を明かにしたが，御報は之に引続いて多作植物である大麦，ベニバナ，サフラン，コルヒクムの三嬰素試

験を一応済ませたので蝕に第2報として報告する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　．

　第1章　夫萎：の三要素試験

　従細水稻は燐酸の欠乏に対する抵抗性が可成り強いが，大麦は弱いと云われる代表的な作物であり，西国と薬用杣

物の抵抗｛生を比較対照する臨は有意義と考えたので本試験を施行した次第である．

　（1）　裁培試強の要顕　　　　　．　　　　　　　　　　　・

供試土壌

容　　・器

肥　　料

品　　麺

試験区

播種月日

牧穫月日

試験所構内炎土．ガラス室栽培．

5万分目1ワグナーポット．

硫酸アムモニア，燐酸1石茨，硫酸カリを各嬰聚として鉢当0．40g，炭酸石茨4．Og，慣行法に

従い全日Σ’基月巴．

虎の尾埼1号．

無肥料区（Ca），無窒素区（Ca十P十K）無燐．酸区（Ca十N十K），無加里区（Ca十N十P），完全区

（Ca十N十P十K）．3漣制．

11月13日．鉢当2粒播種．

6月25日．

　（2）生育紐姻

　播種1週間後の11月19日より発芽を始め21日発芽揃したので24「1に第1回間引たし10木5ヒとし，更に12月4

日｝こ第2回間引をして5木立と．した．この第2回日に間引いた5本の幼桶物上部の李均草丈及爪fltは笏1浅の通りで

あった．

　即ち嬰素魔除区は発芽後約牛ケ月で既　　　　　　　第　1　炭　　大変発芽16rl後の草丈及1R最

に懸区畷べ脇って居り特に無麟　　　鯉駆’無二揮無轍区無憾甲州区
区，無肥料区に明かであった．このi筐分　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東　丈（cm）　　7．58　　　7．68　　　8．34　　　8．20　　　8，54
欠乏の徴候は12月6日頃よわ外観にあ

らわれ，無肥料区，無窒素区は葉が黄色　　生眠量（9）　　0・50　　0・55　　0・65　　0・80　　0・85

を糟ぴ，無燐酸区は墨色が稿強かった1

12月下旬より1月上旬にかけて無燐酸区，無肥料区，無窒素区｝よ栗の尖端が黄化し，軍丈の生育も不良であった。叉

完至区，無加里区は前記各区が直立型であるに対し横に拡がる個鋤型であった．1刀10口頃より完全区，無加里区

ほ分けつを始めた，2月初旬より3月中旬にかけて無肥料区，無窒素区，無燐酸区は下葉1～3枚が白化した．又牧

穫期の郡に荘通幣黄色であるが無燐酸区と無肥料区は帯線色で燐酸不星の特有の微候が見られた．　　’

　（3）牧穫成績

　6月25日即ち播種後225日月に牧卜した鉢当りの全末数，出穗本数，草丈，稗電」具t，子実粒蜘子プξ】Rllt，子実

100粒当）R∫鵡地上部計電f逢，探部粛f出地上部対根部P割合及び完全区をユ00とした場合の各区の牧∫Lt指数は雛2

翼の通りになる6

　即ち本成綴からすると無肥料区，無窒素区，無燐酸区，は全然分けつせず間引当時そのましの一・木立ちであり，又

この塑は牧穫期に至るも穂朶みの儘で，出穂し鴛なかったものが無燐酸区で9割，無肥料区で5割，十束累区で2割
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下

和

草

草

同

子

　　体’重

　　　　指

　　実　　粒

子実重量
同　　　指

第2表’大麦の牧穫成
　　　無肥料区　無窒素区　無燐酸区

　本　　　数

穗　　本　　数

　丈　　（cm）

　　　量（9）

数

数

（9）

数

子実100粒当重量（g）

地上日誌重量（9）、

同　’　指　　　数

根　部　重　量（9）

同　　　指　　　数

地上部1根部

5．0　　　　5．0

2．5　　　　4．0

20．0　　　　23．3

1．09　　　1．04

13．9　’　　　13．3

0．5　　　 層12．5

0．01　　　　　0．34

0．1　　　　4．6

2．00　　　　2．72

1．10　　　　1．38

7．3　　　　9．1

1．30　　　　　1．35

20．9　　　　21．7

0．85　　　1，02

5．0

0．5

18．6

　1．00

12．8

　0

’0

　0

1．00

5．7，

1。ユ5

18．5

0．87

績

無加里区

　12．0

　5．0

　56．7

　5．88

　75．1

207．0

　‘6．73

　91．6

　3．25

ユ2．61

83．1

　5．93

95．4

　2．13

　　　　の多きに達した．無加里区，完全区

完全区　も分けつは通常であったが，無効分

17．5　けつに終ったものが多かった．

　5・5　　肥料要素の影響は桿も子実の粒数

66．3　電量も同様な傾向であるが子実あ牧

　7・83量に特に顕著であり，無燐酸区，無

100・0・肥料区の如きは出穂したものも殆ん

23幼ど全部が批で終った．これはフ禰の

　7・35場合にも見られた現象で燐酸が子実

100・0の成熟に必要な事を如実に示すもの

　3．15
　　　　と云い得よう．子実100粒当りの重
15．18
　　　量成績もこれを裏書きする．又根部
100．0
　　　　の霞量も地上部と略同様な傾向であ
　6．22
　　　　るが，無肥料区，無燐酸区，無窒素

1QO・0凶馳上部に対する根部の割合が完

　2．44
　　　　全区に比し大であった．

　水稻及麦類の日本全國の平均成績と衛生試験所梅内土壌を用いて藷者等が行った第1報の水回と本報告の大麦の比r

較対照表をつく・ると第華表の樗iになる．

第　3　表

岬鮒賀惣
大麦｛訊謹

　水稻及麦の全強卒均と構内土の成績比較

無肥料区　無窒素区　無燐酸区’無加里区

52．4

10，7

25．7

0．1

54．4

16．5

23．2

4．6

88，3

5．7

58．1

0

91．1

79．8

81．0

91．6

完全区

100．0

100．0

100．0’

100．0

　数字は完至区の子実牧量を100と

した場合の指数．本表からすると用

賀土は加里の肥効は全戸亭均と大き

な差はなぐ，概して低いが燐酸と窒

素に著しぐ欠乏し殊に燐酸を施さな

いと分けつが行われず愁思率も低ぐ

3くたとえ出穗しても充実せず完全な子実の牧量は皆無であった．窒素も亦同様で完全区の5％にも蓮しなかった．

　（4）：大観三日平調聖血要約’　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　、

　用賀土を用いた大麦の三要素試験の結果からすると，発芽後約2q日で早ぐも外蜆一1燐酸，窒素の不足の徴候があ

らわれ，些育は不良で分げつもせず回忌期に至るも1】聴しない茎があり・叉たとえ出穂しても批となり充実した子実

の雨量指数は三燐酸区’0，無窒素素区僅かに4．6であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　これを水面に較べると無加里区は箪ろ高い牧錘指数を示したが燐酸・窒素の要求性は顕著に高いで又全國弔均と比

較すると有効態加里成分蟄は大差ないが燐酸｝窒素に極めて欠乏した土壌である尊が更に裏付けされた．

　第2章’ベニバナの三要素試験

’ベニ．バナ（Cσア’義塾3’鋤’07勿s・L・英Safflower）の紅花は管状花の花冠を乾燥したもので，花はサフロール黄

Saflor　yellow　C24H30015（黄色素）とカル夷ミンCarthamin　Cコ11玩010（紅色素）を含有する．紅花は婦人病に効あ

ると云われ費薬原料，又之より「ベニ」’を製し食晶の蒲色’（菓子，かまぼこ）に用い，3ζ婦入の口紅にも用いられ，

紅療法なる一種の民間療法に多量に使用されるという・

　梢乾燥した温唆な所を好み著しぐ肥沃な土地は茎葉のみ繁茂するから良ぐないと云おれる，肥料は三成分中窒素を

主とすべきであるが，肥沃な所は茎葉が繁茂し易いから，．その用量を節滅して適当に燐酸，加垂を加用し肥料として

は糊巴，厩肥入糞尿・油粕類・蝸鵬媚乱米糠・確木荻等が蛋軸・・地力噂融解の施肥量の一例は次の通りで

あると云う（z），

　堆肥150貫，人糞尿200貫，過燐酸路次3貫，離断5貫：．　　　　　　　　　　　一

　築者等臥用賀＝ヒを用いて三要素試験を行ったので以下その大要を櫨べる，

　（1）1餓培試騒の要領

　供試土堀　　試験所構内表ニヒ，ガラス室栽培．
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容　　器

肥’　料

試験区
播　　積

株　　揃

牧　　穫

2万分の1ワグナーポット．

硫酸アンモニア，燐酸1石次，硫酸加里を各嬰素として鉢当19，淡酸石次109を椴行法により基

肥として施用．

無肥料，無窒黙g無燐酸，無加1E，完全区で第1躍と同様．2紐制．

10月23日，銚当16粒撮極．

11月24日，悶引いて4本立とす．

開花当初の花辮ほ黄色であるが，漸次紅色に変じ速にに暗紅色となり後萎凋するもので花冠が鮮紅色

を呈する頃を適期として共の祁一頭花上の小花を指で摘み収り下方の白色部を除き風乾して試料にし

た．爾全軍の牧穫は6月6日に行った．　　　　　　　’

　（2）生宵二二

　10月23日に播踵し，1週別後の11月1，臼に発芽を始め，11月24日に聞引し，4木立とした．当初の生育は各

区共遅々として進まず，2月中旬迄は甲乙ない駅態であった．幽玄区別に蓬を生じ完全区の生育最もよく次いで無加

虹1区，無窒素区ρ無肥料区，無燐酸区の順位であった．

　開花は5月16日より始まり同27日迄続いたが一覧裏として示すと第4糞の通りであった．

　　　　　　　　　　　　　　第4婁　ベニバナの開花調
製1・7日！．・8日i・9日i・・日1・・日【2割・3日［24引25日126・127・1計

無肥駆｛1

継素区｛芸

無轍区｛1

無灘区｛§

船医｛言

1

2

2

1

1

1

2

1

2

2

1

1

2

1

1

1

1

1

2

1

2

2

3

2

1

1

2

1

1

亀

2

1

1i

　3

　2

　4

　4

　1

’1

　8

　7

　8

　8

缶区の開花の李均日は無肥料区5乃23日目無窒素区5月19月，無燐酸区5月24日，無加1E区5月23日と成

り，無家素区の開花が早ぐ次で無加里区，無肥料及完登区，三燐酸区の順位であった．

　（3）　孜手董成紐

紅花の牧穫は適期に嘉した都度探花したが其の月日は第5表の通りであった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　5　表　　紅　花　探　花　調

1、醤124・1・5・126同1・7日…29…日131・1劉・日1・・【・臼1噛

㈱料区｛£

騰区｛1

無・鞭区｛1

無・加階｛1

完全区｛1

1

2

1

3

1

1

1

1

1

2

1

2

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

3

2

2

1

1

2

1

1

1

月　「1

5，28

5，26

6，3

5．27

5．28

即ち無窒素区，無加璽区，無肥繕区画完全区，無燐酸区の順に午均白花きれたヨ‘になり，開花の不均層位と伺一で

あった．猶開佗後5～10日で探花きれた弓；になる．歪叢の牧穫は6月6日に行い風乾燥後調査した牧穫1磁llは第6裟



、

No．68 薬用植物の土壌肥料学的調査（第2報）、 147

のようになる．

第

箪　　丈（cm）

茎葉重：量（9）

同　　指　　数

紅　　花　　数

同重量，（9）・

同　　指　　数

地塁上部重量．

同　　指　　数

根部重量（9）

・同　　指　　数

地上部ノ根部

6　表

無肥料区

　25．2　’

　　0．41

　　6．7

　　3

　　0．09

　・14．3

　　0．50

　　7．4

　　0．05

　　7・0．．

　10．0

ベニバナの自噴i成績
　無窒素区　無燐酸区　無加里区

59．8

’2。35

38．4

　4

　0．34

53．9

　2．69

39．9

　0．28

39．4

　9．6

24．2

0．30

4．9

1

0．06

9．5

0．36

5．3

0．02

2．8

18，0

66．5

5．74

93．8

7

0．57

90．5

6．31

93．5

0．56

78．9

11．3

完全区

75．7’

　6．12

100．0

　・8

　0．63

100．0

　6．75

100．0－

　0．71

100，0

　9．5・

とした場合の各区の牧量指数を水稻，大麦と比較すると第8表の様になる．

　　　　　　第　8　表　　紅花の水稻，大麦との器量比較袋

　　　　　　　　　　無肥料区　無窒素区　無燐酸区　無加里区　　完全区．

　水稻10．716．55。779．8100．0
　大　　　　 、麦　　　　　　0し1　　　　　4．6　　　　　0　　　　　、91．6・　　　100，0

・紅花141353．99．590．5100．0

　即ち肥料要素の影響｝よ燐酸，窒i素，

加里の順位に南牧したがその減牧程

．度を茎刑部，前部，根部に分けてみ

ると根部に最も強く影響し次いで茎

葉部，花部の順位であった．

　地上部対根部の割合は正常に近い

ものは1大麦では2．3，ベニバナでは

10．0内外であったが牧量の特に低

い無燐酸区は大麦では0。9であった・

が，ベニバナでは却って18．0と壇

大した．即ち無燐酸区は地上部の割
　　　ぐ
合に根部が著しく小であった。

　目的とする紅花の完全区を100．0

　即ち本成績からすると紅花の用賀

土に於ける最小要素は水稻，大麦と

同様燐酸であり，次で窒素であるが

毒筆の牧量指数は共に水稻，大麦に

比し大で特に窒素は格段の差異があ

るから肥料要素の要求性ほ余り強くなく，中でも窒素は普通の肥沃土と称せられる所には施用の必要はあるまい．適

量の燐酸を水稻程度か又は多少少な目に施用すれぽよかろう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

　次に紅花の色素の強さを比較するために紅花をガーゼに包み最初蒸溜水中で黄色素め出なくなるまでよくもみ，こ

の色の強さを比色管を用い，完歪区を標塗として比色し，次いで5％の炭酸曹達溶液中で前と同様に紅色素の出な

くなるまでもみ，色⑱強さを完全区と比較した所，第9表の成績を得た．数字は完全区を100．0とした場合の指数で

示した．　　　　　’　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　第9表　紅花色素含量比較表
　　　　　　　　　無肥料区　無窒素区　無燐酸区　無加里区

　Saflor　yellow　　　　60．5　　　47．1　　　27。3　　　101．9

　Carthamin　　　　　76．2　　101．3　　　35．5　　．11．30

かつたがSaflor　yellowは少なかった，

　（4）べ昌バ牙の三三素肌瞼要約

完全区

100．0

100．0

　即ち無加里区は完全区に比し遜色

なく寧ろ優った成績であったが両色

素共に無燐酸区は少なかった．無窒

素区はCarthaminは殆んど差異な

　ベニバナは当初の生育は肥料要素による差異は明瞭でないが，2月中旬以降より確然とした影響を生じ，無燐酸，

無窒素区は不良であった．然し燐酸特に窒素の要求性は水指，大麦に較べ強いので多肥する必要はなぐ普通の土壌で

は半靴程度の燐酸に少量の窒素を補給する程度でよかろう．加里は特に不足した所を除き先ず施用の必要なかろう．

　燐酸の欠乏した場合は紅花の牧量が低いだけでなく開佗，探花期が遅れ叉Carthaminの含量が著しく低いので生

意を要する．　　　　　　「　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　　の　　　
　第3章　サフランの三要素試験

　サフラン（Cmα‘33σ”伽3　L’；英Saffron）は蕃紅花とも呼ばれ，この雌蓬のα一Crocin！・β一Crocin，　rCrocetiaの

3種Qカロチノイド色素を含有し髄室も通経或は芳香薬とされ，又食品，化粧液の鴇色料に用いられる，

　冬期の塞冷に堪え積雪下にも生育するから東北地：方の寒地にも栽培可能である．．強粘の多湿地を除いて大方の土地

に栽培される．排水不良地では病害に侵され易い．種球を作る場合には1箇4～7g程度の小球を植付けてもよいが

蓋の晶晶を目的とする場合は少くとも二89以上の大球を植付ける必要があり，球の大なるもの程開花数も牧i醗量も多

く，球輩の増殖摩も亦球重に比例すると云う（3）．又サフランは墾料煽坂の度が少ないから栽培地が肥沃であるか或は

●
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前作に施1．た肥料の残効がある場合に1よ施肥量を節械し碍，時には無肥料にて栽培出來る．球茎中の成分含滑は西ケ

原農｝1‘試験場の分析結果｝こよると新鮮物百分中窒素0．49，燐酸0．22，加皿0，32である．普通施肥期は六名後2月

末頃までに遊説として行われる．侮サフランの肥料ほ主どして新たに形成される球茎の発育に利用され，開花期前に

施用した場合も共の牧丘甑モには殆ど関係がないと云われる（3）．　　　　　　　’

　笹者等も前論と同様サフランの3嬰素試験を行ったので以下共の大要を報告する．

　（1）　i自恕試瞼の要胡

『／

供試土壇

客　　五t

肥　　料

賦三豊

植　　付

　球叢の牧穫．

　（2）生育鯉i過

　10月22，日植付けたものほ111月初句膜藁を発生し11月20日無塩住区に1球，無心画期に1球，完全区に1球

開花したが他ほ開花しなかった．開花球茎ほ粛量5。397．Og4．8gのもので概して夫きな樋球であった。

　（3）　牧穫成績　，

試験所構内陣土．ガラス室；幾培。’

植木鉢．

硫酸アンモニア，燐酸一石荻，硫酸加里を嬰素とし：て2万分の1ポットに換算し1g．炭酸石荻10　g

の割に播肥として施用．　　　　　　　　　　　　　　　●

無肥料区（Ca）・無窒素区（Ca十P十K），無燐酸区（Ca十N十耳）・無加住区くCa十N十P）・’完全区（Ca

十N十P十K）．2蓮制．

予め秤量した種球を鉢当3個宛10月22日に樒付けた．極球の蹴さは2，5’》8，8’ №ﾌ範囲にあり，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D
和歌山分場で生応した曹通の肥栽管理によったものである．．

葉の尖端から漸次黄変を初め至葉の過雫が枯黄したので5月2日牧嬉した．

5刀2日牧穫したが共の成綴は第10衷の通りである．（鉢当）

　　　　　　　　第10糞　　サフランの牧穫成綴

　　　　　　　　　無肥料区無窒素区　無燐酸区　無加里区

植’付　球　数

牧　穫　球　数

同　増　殖　傘

植付球茎重且（9）

仕口三壱球≡茎11t皿（9）

同　」曾　加　傘

同　　指　　数

全蓼豪三アR五1（9）

同　　指　　数

根群TR五1（9）

同　　指　　数

3　　　　’3

13．5　　　　9，5

4．5　　　　3。2

12．0　　　10．0

ユ7．0　　　　　14．1

1．4　　　　1．4

82．9　　　　68．8

0．93　　　　　0，59

78．8　　　　　50。0

1．53　　　　　1．48

91．1　　　　　88．1

　3　　　　　3

13．5　　　　　14．5

　4．5　　　　4．8

13。4　　　　14．5

19．1　　　　18．7

　1．4　　　　1．3

93．2　　　91．2

　1．15　　　　1．28

96，7　　　　108．5

　1．93　　　　　1．38

114．9　　　　82．1

完全区

　3

15．0

　5．0

12．0

20，5

　1。7

100．0

　1．18

100．0

　1．68

100．0

　本成綴からすると球霊数の増殖率

ほ3～5倍で無窒素区に租低い様で

あり，＝R量の埆加率は1．3～1．7倍

で完全区に租高い．籏葉及根群重猛

は無窒素区に租低い傾向はあるが今

迄の3要素試験程大きな影響はなか

った．又球茎の増殖率は3～5倍で

あったが，軍量の圷｝加は1．3～1．7

倍程度であった．栽培前後の種球の

眠さを個々に比鞍すると中には薯£培

前よりかえって減少していたものも

あった．

　以上嬰するに窒素欠宝塚は租劣っ

た傾向はあるが今迄試験した作物の様に嬰素による差異は大きくない，これはサフランが義分の嬰求性が元來低いの

か，それとも球恨中の墾分が利用され，土壌中の成分に余り依存しないで済むのに因るからであろうが，若し後者が

ゴ三として原因するとすれば種球の大きな株からは敗穫球茎澱も亦多ぐなる筈であるから，試験の区別には無関係に全’

区を通じて植付球茎の軍鼓と共の牧礎球茎の重三との相関凹係を見た所，ア躍十〇．44，P＜0．05となり，．相凹係数は

余り聞ぐはないが，大きな球茎を移付けると股穫球輩量も一般に多く成るという租信頼するに足る関係が認められた．

　（4）サフランの3要素試駁臓績要約

　サフランの開花ほ共の年施した肥料には無関係で，種球の一般に大きものが開花する様で本実験では5宮租度以上

のものが胴佗した．無窒素区は租劣る傾陶はあったが，今迄庁つた作物の様に要素の肥効は出血でなかった．．これは

サフランの成育が敵した肥料成分づくは土壊巾の有i効態の西分に余り依存しないで種球中の成分を利用する為と思われ

る．従て種球の大きな株は救穫球茎最も一般に多ぐ7調十〇．44，P＜0．05という相関係数が得られた．

　本試験に用いた亭亭は普通の肥培管理を一撮にしたものであるが，各区から生漆した球茎を同…な区の種球として

試験を更に繰返したならぼいっかは肥効が顕著に出ようと思われるが，これは將來の研究を要する闘題であろう．
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第4章　コルヒクムの5要素試験
馬

　コルヒ〃・（Colo〃6多〃2σ2‘伽〃2ηθ10　L．）は極中にコルヒチンColch葦cin　C22H渇NO6を含有する植物でイヌサフ

ランとも呼ばれ通常球茎にようて栽種される．本植物の3要素試験の結果は以下の通りである．

　（1）栽培試騒の裏領　　　　引　　　　　　　　．

供試土壌

容　　器

肥　　料

試験区
植　　付

牧　　穫

（2）

試験所構内表土，ガラス室栽培，・

2万分の1ワグナーポット．

硫酸アンモニア，燐酸1口次，硫酸加里を要素として各19炭酸石荻109を慣行法に従い基肥とし

て施用．

．無肥料区，無窒素区，無燐酸区，無加里区，完全区，2蓮制．

各種球は重量測定後9月22日鉢当2球宛植付けた．1球の重量は11～389の範囲であった．

β月23日，葉部の大部分が黄化し枯れ初めて居た．

　　　　生育紐魍

　植付翌日の9月23旧より早くも発芽を初め同月25日目り9月初旬にかけて各株開花した．其後二様の葉を発生し

たが其の生育は外観上からは区別三二ない程度で島つた．　　　　　　・　　’

　（3）三下戌績

6月23日無官した扇～績は第11表の通りである．成績は鉢当りで示し；た♂

　　　　　　　第　11　表　　コルヒクムの予州成績

　　　　　　　　．無肥料区無窒素区無燐酸区　無加里区　完全区

植　付　球　数

牧　穫i球　数

櫃付球重量（9）

牧四球重量　（9）

球重増加傘
完全区を100と
した場合

葉部重量（9）

根群重量（9）

2

4．0

26．7

28．6

1．1

79．9

3ゼ20

2．40

2

4．0

24．1

29．5

1．2

82．4

2．63

2．05

　2

　3．5

26、3

39．3

　1．6

110。1

　4．30

　1．97

　2

　2．5

26．1』

35．6

．1．4．

99．4

2．98

0．75

　2

　3．0

32．7

35．8

　1，1

100，0

　3，53

　0．85

窄・

　本：野球は春日部陣場で：普通の肥培，

管理の下に生産したものである．球

数及重量の栽培による塘加は前章の

サフランに鮫べ低かった．又ザフラ

ンと同様に肥料による差異は少なか

った．種牛の重量とその撚の牧穫球

輩の重量との相関係数を区別に関係

なく算出するとプ一十〇．38，P＜0．1

となり確かな相関はないが，種球の

大さに影響された傾向は覗われる．

　（4）コルヒクムの3・專素試二二二三　　　　　　　　　　　　　　　匿　　　　　　　　　　　　　’

　コルヒクムの開花は勿論球茎の数も牧量も肥料要素による差異は少なく一種球の大きと牧山球茎量の関係も明瞭で

なく相関係数は十〇二38，P＜0．1でサフランの場合よ一り小さかった．即ちコルヒクムの球茎の救量は肥料にも種球の

大さにも大した関係がない事になるが，これに就て次の様に考察出三まいか．木試験に使用した四球は概して大きく

而も3ルヒクムの全生産柳中葉部及根群の占める割合は1門2割程度にしか達しないので二等の部位に潰費される成

分は僅かですむと見倣し得る．従って球茎巾の成分で十分足りて猟余り有る場合は肥料にも種球の大さにも大した影

響が生じないと見られよう．依って此樋の試験はサフランの所でも述べた様に長年月繰返してみる必要があろう．

　要するに球根植物の肥料要素に対する影響は普通の種苗作物と異なり，共の成育は土壌及肥料の養分にのみ依存す

る必要はなく，自体の球茎中の貯臓成分を利用出置るので顕著な肥効が出ない搬である．換言ずると完全な球茎を植

付けれぽ少くも其の年の肥料ほ余り問題思しなくても良い様である．　　　　　　　　　　’

　継りに臨み本試験の施行に当って維始御指導御鞭健を賜った不山重勝部長，調査に手を煩わした見島美津子嬢に厚

く態謝の意を表する次第である．又研究費の一部は文部省科学研究費によった．　　　’．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　　　献　　　　　．

　1）　東大農学部．日本内地に於ける作物養分・天然供給力に関する研究（1913）．

　2）刈米，若林．薬用植物栽培法．33（1913）．

　3）　　　　　　　〃　　　　　　　　　　〃　　　　　399《プ405　（1913）．

／
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●

　　　　　　　　　　　　第3耳で　ノ・マニンニクE砂〃226s鋭01〃s　TRIN’

　第1節　一般性欺

　ハマニン昌クはイネ科に属する多年生植物で，チンキ・テンキグサ・クサドウ・ブナ・ムリツ・ムレヅ等と云ひ

アイヌ名にてはうイムン・モロチ等と冒ふ．

1形態秘　　　　　　　．　　　・　　　　　　　　　　’
　ハマニンニクは群落をなして繁茂し，株は叢生し基部は廣鍼形の鱗片に擁せられ，根茎ほ砂中を個佃横走し，粗張

なる振根を発出する．i笠は直生，翠一・にして，草高6（トー120　cm（時として200　cm（172））に及び，共の質強剛にして円

柱形，中塞∴｝郡に密軟細毛を布く．葉は質厚：く強靱，幅廣き線形にして深緑色を呈しニンニクの葉に酷似してみる．．

（券期崩芽時に特にその観がある．ハマニンニクの名のある所以である．）葉は先端尖り早天では内毬し刺状様をなし

襲面癖1｝なれども一晒稗々粗飾こして縦賑多し．長さ1（ト60㎝，幅1－2㎝である．節部は膨大にして無毛，纏葦

即多し．舌片は短く面内である，二二花序は晶々円柱形，直立，即一にして，長さ15－30㎝，初め二色後線白色と

なり，更噸雄となる．芒無ぐ，轍1ま有毛，・7一4・鰍鞠お．…q．・8節）をつける．㈱33狗

　　　　　　　　　　　　　　第33衷　　ハマニンニク（1穏当）節数の変異

材　料

E－1

E－2

E－3

E－4

E－5

範剛モー・隣均値．轡型差
18－40

20－36
18・一・27

19－26

「17－37

26

26

23

23

25

27．45±0．18

26．78±0．16

23．12土0．09

22．98土0．09

～5．21土0．20

3，76ま：0．13

3．28土0、11

1．80士0．06

1．94土0．07

4．25±0．14

獺係剰測定数
13．69±0．47

12，25＝士0．42

7．77土0．26

8．45ま：0．29

16．86土0．58

200

200

200

200

200

総括【・7一・Ql・・ ・5．・・・…81・・65・…6 ・4．田…22両『．

　　　　　　材料：一　　　　　　探　　集　　地　　　　　　　探簗年月日

　　　　　　　　　E－1　　　青i森下上北郡百石町　　　　71VII，　1942
　　　　　　　　　E－2　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　’　2八なII，　1944

　　　　　　　　　E－3　　　　秋田縣南秋田郡船越町　　　　8／Vll，　1943　　●

卓押太でぱ普通モロツと稠される．秋田縣南秋田祁赫越地方ではトドクサと曾ふ．

・・融撒殿鱗65蝋1944）碩に顛されナ・’・㍗ンニグの1生状に蜘る記廊訂醐瓶1了つf・・訂正の締には柵噛してある・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
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　　　　　　　　　　E－4　　　　　　　　．　，’　　　　　、　　　　20／VI1，　1944

　　　　　　　　　　E－5　　　樺太元泊郡泊岸村新聞　　　30／VllI，1942

b各面に対をなす2小穂，稀に3小穂を付ぐ・小穂は4－7花よりなるも稀に9小花に及ぶものがある，1穗当り．83

－264小花（準均173．64±0，67小花）を付ぐ．（第34表）小穂は長さ2」3cm｝こして扁卒である．

　　　　　　　　　　　　　　　第34表　　ハマニンニク（1穂当）小花数㊧変異

材・料陣囲Lモー・叙爵値標・鞠差’1変異係剃測闘
E－i

E－2
．E－3

E－4

E－5

83－212

86－221．

8ト239
88－231

85－264

（156一一160）

（156－160）

（186－190）

（191－195）

（166－170）

総括83－2641（・7・一・75）

．158．26±1．42

153．75±ユ．40

190．15±0．94

194，70土1．01

171．35士1．51

29。82±1．01

29．43±：0．99

19．78土0．67

21．08土0，71

31．68±1．07

’　18．84±0，66．

　19．14±0．67

　10，40土0．35

　10．83＝ヒ0．37

　　　　　
　18，49土0．64

200

200

200

200

200

・73．餌・・。671・・．・2・・．471・・．・9・・…1・，…

．材料：一第3＄表のものと同じ

　小野に2護穎あり．護穎は：革質，線状披針形，鋭尖頭，通例3－7．脈1背面に長下毛密生し，辺縁膜質である．謹

頴は小憾よりも短い．外穎は線状楕円形，鏡尖頭にして7脈あり，背面に短三毛を生じ其の質比較的閉し．内穎には

2竜骨ありて上部に二毛を有し，上端は凹く2裂す，雄薙3個，子房は有柄，』頂端有毛である．柱頭ほ2個にして毛

状である．　　　　．　　　　　　．

　穎果は長野円形である．（後に詳述す）

II生態　　 ．　　．’　　　　．　’　．　　　　・
　樺太・千島・乖海道の海岸に豊田に自生する・然して本州に於ては青森・岩手・秋田の諸職に多ぐ・南に平ぐに従

ひ少くなり本田（74）（1930）によれぽ日本海：方面では鳥取縣（大谷）地方三太準洋側にては茨城縣（ZF磯）地方迄自生があ

る・牧野・田田里（111）（1％勿は九十九里ケ渡銚子地方（千葉縣海上郡）に見出してみるが・著者ρ昭和21年（1946）の

実地踏査によれば同縣三白亀川以北の長生郡・山武郡海岸にも見られ，九＋九里ケ浜の南部にも分布さ才τる卒が明ら

かとなった．著者はこれが太zド洋側の南限でぼないかと考へてるる．

　一般に，ハマニンニクは回帰砂地及び海門に近き川口の灘黒地に生じ樺太・千島・及び本邦北部地方（北海道・本

州東北地方）にては概してハマニンニク．を優占種とするハマニンニク淵叢E砂栩z‘‘〃ZO”ゴ3　associationを現出するが・

それ以南にては他の植物と共に群叢をなす躰が多い．一般に海岸礫地及び崖には自生は少い．特殊の地形をなす場合

を例外として管，自生は一般に海岸より30mを限度として内陸には自坐を見ない．

1江．自生密度　　　．　　　　　　．一
　群落地1こ於ける10m2内の穗敬は35－100である．然して樺太の自生地にては，同一群落丙では海岸線に偏りて

密生する傾向が認められる．

lV　外國に於ける分布（11）（57）（73（努）（89）（90）㈹（93）（96）（100）（10D（102）（11s）（123）（124）（147）（17σ）（172）（203）

　北極海に面せるシベリア地方，チュクチ宇島，カムチァッカ三島，オホーツク海に臨むシベリア地方（オホーツク・

アヤン），樺太（南・北），千島，満洲（遼東牛島方面），黒竜江流域，黒竜江河ロより豆畑江河口に至る日本海に臨む

濯晦州，アリューシアン列島，アラスカよりサンタクルーズ（カリフォルニア州）に至る北アメリカ洲の太畢洋岸，北

極海に臨む北アメリカ洲，グリーンランド，ラブラドルよりマサチュセッツ州に棄る大西洋岸，スペリオル湖及びミ

・シガン湖畔となってみる．　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　一

蹴1鮮には本種の麺たるテ．ウセンテンキ助〃・・’・〃・・〃’・TRIN・v・鵡・・…1碑（HAc阻）H・NDAがある（74）

（129）（13D

V　利　用

　ハマニンニクは種々の方面に利用きれてみる．即ち，北海礎アイヌは葉を以て幣を，千島アイヌは袋・帽子。寄喪・

　＊著者の牒1竃1∫1ミ（咽6）の距1嚇査によ2・1「・九4り哩ケ1賓｛↑鯉仙武噌i蜘甜｛1・噛癖轟き‘よ・海四川50mな隔てナ・内卿！1に隔50『70m

　　イヶの範岡内に慮々に群叢をつくってみる．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　■

’
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魚纐共他の器具を糧製する（円物．アリーシァン土人はTiriyohoと称；し，環の未だ幼く雀いてるる時探弄し細く裂いて

乾燥せしめたるものを以て籠オご製しアッツ島に於てはAttu　Baskctと称し名物の…．・となってみる（s9）．父全草1さ飼料

と乙て利用ざれる（76）（88》．陶IIITCIIOOCK（73）（1935）ピよればアメリカインデアンは木植物の腫実を食物として用い

てみると言ふ．（後述第3節III謬照）　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　第3図ハマニンニクの開花順序　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・

　Ok②
　⑤一（ガ

。碕・

Oo衝
⑳　　1

藩

　　　ロ　ザ

蚊　　　1
　　　1　　6
　⑤
　　l　I
　母1

駅　σ¢げ

　o（％〆
　○かQ＼
　⑩2

　％⑱＿・

　⑩
’○、かQJ
　⑰争レ

25

24

23

22

21

20

19

18

1ワ

16

15

14

13

吃

ll

！o

②⑲
＼Φ女，

％ノ11．

婁」

㊦

　適

ぜ　）

　⑤

2

二）

1⑨

　　第2節開花准　　　　、　　　・．
　花穂の柵造に就ては第1節に於て述べた処であるが，本論文

に於ては便宜上花穗の最下の節を第1節とし．纈[に一って順次

第2節，第3節，……と名付ける．同一小穏内の小花は穏軸に

近き薦登りものより順一三1小花，第2小花，……と名付ける・’

観察は個｛木観察と群落観察｝こ分つ．

　個体観察は樺太（栄浜）の自坐地で行った．

　1個盟観察
　1．開花順序花期の中央部より租々上部の節の第1小花よ

り開花し初め，訳第に共の上下の節の第1小花に及ぶ．各箇の

第1小花の過雫を開花して第1小花盛花期たらんとする頃第2

小花開花し初め，次いで第2小花盛花期となり，以下同襟にし

て第3小花，第4小花の順に闘花して花穏の上部及び下部の節

の小穏最先端の小花を以て花臆全小花の開花を孕る．

　花穏の部位別に見れば，花穏の中央部の各節及び最上節は開

花最も早く，これに隣接したる上下の数節硝々遅れ，最下部の

節は開花最も遅し，

　1花穂の開佗期間は7－12日である。

　素直的なる1四丁に就て開閉順序を観察したるものを図示すれ

ぼ第3図の如し．

　自然の状態に於て，代糞的なる6穂に就ての開花の調査は第

35表の如し．

第65衷　　ハマ昌ン昌クの開花調査

第1小　花

雄2小花

訳
A
B
C
D
E
F

計

A
B
C
D
E
F

計

1

6
29
37
35
52
42

201

0
1

8
2

39
21

71

213
23
19
．11

13
0
9

75

7
30
23
34
7
10

川

　0
　0
　0
．0
　0
　0

0

0
0
0
0
0
0

0

4

0
0
0
0
1
1

2

0
3
0
0
3
0

6

・【6

13
3象

3
5＊

1
8

1

0

1雛

0

7

33

’28

10
．15

　9
　3
20

85

0

0

0

21・
7
2
1
2
0
3

15

0
3雫

0
．0

0
0

3

・i・．1・・

0

0

0

0

0

0

・1・

2零

1

0

3

11

0

0
0
0
0

0

0

0
0
0
0

0

1噛

1＊

2

ol

霧

9

5

2憶

2喫

1鱒

1菅

1畳

7

計

45
51
53
53
55
61

318

44
49
51
50

56

303

．馨澱の研究と殆んど時を同じくし℃．木侭鱒）｛1943｝喝寄生的野爵口的粒以て，ハマニンニクの閏花に就き研究し．駿表してみろ．間者の班究ぱ彼

　のものと滴立無閥係で．別々に研究され殆んど時を同じくし℃偶然葭表されれに過ぎない．
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第　3小花

第　4小花

A
B
C
D
E
F

計

’A

B
C
D
E
F

計

・1。
　0　　　0
　0　　　0
　0　　　0
　1　　　5
●　0　　　0

1

0
0
0
0
0
0

0

5

0
0
0
0
0
0

0

0
0
0
0
0
0

0

　0
　0
・0
　0
　0
　0

0

1

0
0
0
1

0

2

0
0

．0

0
0
0

0

　6
　2
、11

　9
34
30

5
14

6
13

7
6

兜i．・・

0
0
0
0
1、

0

1

0
0
0
0
1
1

2

0
11
0
0
0
0

11

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0．

0

・1・

0
0
0
0
0
0

・1・

0
0
0
0
0
0．

0

12

0
8

13
0
1

3累

2砦

5管

7＊

1愚

11曇

341・9

1＊

0
0

12＊

1＊

1＊

2巾

0＊

27

29
30
42
49
48

225

1

，2

0
12
3
2

1512・・
総 計273・9・…　2・・1…4い1・1571・・i・66

　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　・＊開花終了を示す・

2．1小穗内の小花の開花順序1小穗の小花は第1，第2，第3小花……の順に開花するを普通とする・

3・日別開花率　第35表より小花毎の日別開花傘を算出すれぽ第36表の如し・　　・

　　　　　　　　　　　　　　第36表．　小花毎の日別開花率（6穗合計）

1

　　　　　i開花数　201

第1小花
　　　　　　　％　63．2

　　　　　　開花蜘71

第2小花
　　　　　　　％　23．4

　　　　　　「開花数

第3小花 p％

　　　　　　1

1

0．4

2

75

23．6

111

36．6

5

2．2

第4小花

総 計

三三！・1q
％　＿」

開ぞE数　　273　　　191

　％　　 31．5　22．1

3

0

0

0

0

0

4

2

0．6

6

2．0

2

0，9．

0

10

1．2

5

33

10．4

85

28．1

92

40．9

1

5

211

24．3

6

2

0，6

15

5．0

51

22．7

2

10

70

8．1

7

0

3

1．0－

11

4．9

0

14．

1．6

8

0

0

0

0

0

9

’0

0

0

0

0

10

3

0．9

5

1，6

34

15．1

15

75

57

6．6

11

2

0．6

7

2．3

、29

12．9

2

10

40

4．6

計

318

100

303・

100

225

100

20

．100

866

100・

　爾第35袋より二上毎，小花短の日別開花傘を図示すれぽ第4図の如し．

　各回苺全小花の日別開花寧は大休に慌て3頭曲線を示しその内特に2頭が顕著である．

　これは下に述べる如く第2小花は第1小花と相接して盛花期をなす為，第1・第2小花の開花を主とする日，及び

第2・第3小花の開花を主とする日の2頭が著しい故である．

　（1）第1小花2頭（第1，第5日開佗）が著しい．この内第1日は開1乞の過半数を占め特に著しく，第1小花盛花

期をなす．

　（2）第2小花2頭（第2，第5日開1ε）が著しい，この内第2日の開佗は大体に於て最も多く第2小花盛花期をな

す．

覧（3）第3小花　大休に於て3頭（筋2，第5，第10日開1乞）を示し，その内第5，第10日の開IEが著しい．特に

第5日は開花最も多く，笏3小花盛花期をなす．

　（4）第4小花2頭（第6，第10開1のを示し，第10口は開IE渦挿画を占め特｝こ碧しぐ，第4小花盛花期をなす．
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・　　　　　　　　脇4図　穗舟，小花短の日別開花率

　第1小花　　　　第2小花
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A

：B．

　　第1小花
碑1z・1葺㌧㌣・》・・1戸，

窒

噌

嵐

二、

劉

。

第5図．鵬ゆ花肋開花鍛
　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ第2小花　　　　第3小花　　　，　第4小花
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　4．関花進度　第35爽より各｛悪晦，小花短の開佗進度を図示すれば第5図ク）如し．蝕に開花進度とは共の日迄に

開花を終りたる小花数ぼ）全小花数に対ナる百分率を冒ふ．　　　　　　　　　　　　　　．

　各穂毎の全小花の開花進度は大休に調て3階段を示す．これは前項の所論によりて明らかな如く，第1、・第2小花

を開花する日，第2・第3小花を主として瑚花する日に続いて各々開了Eせざる日の存在するが2～である．即ち，大休

に於て，第1日（30％程度）より開花｝初め，第2日にて50％程度となり，第5日にて80％程度となる．（第37表，

第5図参照）

　各小花の開花進度は第5図の如し．即ち，’　一

　（1）蛎1小花　第1日（60％程度）より開花し初め，第2日にて80％程度となり，第5日にて殆ど100％となる．

　（2）第2小花　第1日（20％程度）より開花し初め，大休に於て窮2Hにて60％程度となり，第5日にて90％程度

となる．

　（3）第3小花　犬鷲に於て第5日（40％程度）より開花し初め，鱗6日たて70％程度となり，第11日（最終開花日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にて100％となる．　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　．　　　　　・．

　（4）第4小花　第5日（5％）より開佗し初め，第6日にて15％となり，第10日にて殆ど100％となる，

　5．開花日毎の各小花の開花数回串　第35衷より開花引舟の各小花の開花数比卒（6穗合計）を婁示すれば第37

裂の如幽 ｵ．

脇37衷　　開花日毎の各小花の開花数比寧（6穂合計）

開花．日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

雛1小花

73．6

39．3
0

20
15．6

2．9㍉

0
0
〔〕

5，3

5　．

第2小花

26．0
58，1

0
60

40．3

21．4

21．4

0
0
8．8

17。5

第3小花

0．4

2．6
0

20
43．6

72．9

78．6

0
0

59．6
72．5

第4小花

0
0
0
0
0．5

2．9

0
0
0

26．3．

5

開花敬
合　　計

100
100

100
100’
100
100

100
100

開花率

31．5
22．1

0．

1．2

24．3
8．1

1．6
0
0
6．6

4，6

開花∫珪度

　31．5
●　53．6

　　，，

　54．8
　79．1
　87．2
　88．8
　　，，

　　，，

　95．4
　100

　爾笏37爽を図示ずれぽ第6図の如し．

　（1）第1日　第1小花泌回数（73。6％）を囲む．第1口に第1♪」、花盛花期あり．

　（2）第2日　第2小花過∫i敬（58．1％）を占む，第2Rに鱗2小花盛花期あり．

　（3）第5日　筋2小花（40．3％）・第3小花（43．6％）を虫とする．第15日に第3小花盛花期あり．以後にてほ第1・

第2小花は漸減する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　（4）笏6日以後第3小花の開花を主とする．第4小花は第10日に最も多く開花するも第3小花よりは少し．こ

れ雛4小花の絶対数少きによる．

　6．開花時刻　午前9時より午後6時迄なり．開1ε最も多きは午前11n｝一午後2時迄なり（穎開き溺た穎外に㌶

はす時を以て開花とした）．胡乱ほ［蔚花しない．　・

　7．開花時間　120－240分にして150－210分を普通とす’る．開花は1回限りなり．．

　8．開面角慶20r35。，敵前23．25。である♂

9・開論人劇戟花概人工繊伊“へば引旨にて軽く願する・∫二により開1醐に讃小花（杢努ミな服当賊

び翌日開脚すべき小花の一部）を入為的に開花せしめfミ｝る’ D（夙にTSCI　IERN訊K（184）（185）（188）（1904，1921）はライ褒

に就き人工刺戟による人為的開花の現象を認め報告がある．）斯くの如くして人為的に開幸せしめ得る時刻は午前8ii苗

一午後6時30分頃迄である．人］二刺戟に鋭敏なるは午111110時一週後3時頃迄にして，早朝及び夕刻に偏るに従ひ

て困雅となる．されど風強き日は既に風によりて開花を促進せられる為か上述によりて入工刺憐を興ふるも顕薯でな

い．人二1二刺鰻を興へて開花に至る迄の時聞は粗起によりて襲なるも3－10分にして，4一℃分を普通とする．Jl嘲及

び夕刻に偏るに従って時間を多く要する傾向がある．
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　　■1　騨落槻察

　　1．開花時期　自生地の位置・地形・四丁的條件に

　・よわて異なるも’，本邦東北地方（青森・岩手・秋田）

　方面でほ5月下旬である，北海道にては5月下旬よわ

　7月上旬に亘る．即ち，5月下旬最下部たる西南部＊

　渡島傘下方面先づ開花し漸次北進して6月中旬一下旬

　東北部＊の日i本海沿岸地方及び大挙洋滑岸地方開花し，

　東北部の根室湾一帯及びオホーツク海沿岸埴方の6月

　下旬一7月上旬開花を最絡とする．樺太に於ては6月

　下旬より7月下旬に亘る．即ち，6月下旬最暖部たる西

　海鐸南部・本斗方面より開花し初め漸次西海埠を北進

　し，相前後して（6月下旬一7月上旬）亜庭湾一帯，

　三野オtて東海岸南部地方開花し，漸次北進して新間地

・方に於ける7月下旬開花開始を最も遅しとする．東海

　岸にて薪間以北の多來加湾一・帯・オホーツク海沿岸地

　方（旧國境線迄）は7月下旬開花し，西海岸中部（旧

　門門支庁北孚・旧泊居支庁南孚）地方は7月上旬一中

　旬，西海岸北部（旧閉居支庁猛牛）地方は7月中旬一

　下旬開花する．爾樺太（新間）より当所圃場（埼玉縣春

　日蔀町）に移植栽培したものは4月下旬一5月上旬開

　目する．

　　2．開花期間樺太に於ける観察によれぽ18－23日9

　青森・秋田・岩手にては14－20日に亘るを認めた．

　　3．

　　第6図　開花日毎の各小花の開花数比論

　　　　　　（6穂合計）

塔・・ @　涯1・・1、出㎜1㎜㎜皿皿膨獲麹

箔～8 ・i・ll㎜li／一

環5日　　開　花　セ　入層　’

・・欄懸慧≡ヨ’
　　　　　　　　　　　…一≡一≡ヨ・・羅臆猴…≡箋　
・・撰羅蓬妻甕i……四四』

昂・・駿笏 多一三「三三≡三一一｝一一一

第8己　　間　祀　　讐　ズ

窮㌍　　　聞　　紀　　ゼ　　κ

第10・彫一≡一　一≡ヨ≡≡≡三三三＝＝
　先r，2＝丁鵜＿＿　　　　　　　　　＿一一　一

第1・・四隅獲藝……華藝藝…妻垂

　　　　開花と氣象的條件群落としての開花も，多数開花ある日’，極く少数の開花ある日乃至全然開花なき日の存在

　すること個体観察に於ける開花と同様である．開花は気象的條件に支配ざれる事多ぐ，晴天にして日照あり気温高き

．日には多数開花あるも，曇天にして日照なぐ気溢低き日は開花は少きか又は開花しない。天候不順なう時は，既に開

　花期に労してみても開花殆んど無く，天候回復すれば一斉に開花する，特に雨天にして気温低き日続ぐ艮菩は，既に開

　花期に蓬ぜるに拘らず開花殆んど無く，後晴天高温となれば大多数の小花は一斉に開花し共後の開花に異変を來す、

　即ち，共㊧後数日順調なる天候続くとするも開花は却て少い傾向がある．．これ，開花期に達せるも天候不順の為未開

　花の儘にて待機の状態にありしものが天候好変の際，旧く開花せる為と考へられる．人工接種をなすに当り注意すべ

　き事である．

　　群落としての開花は，開花ある日と錐も一日中絶えず蓮続して開花するに非ずして，或時刻に全群落一斉に開花す

　る傾向がある．気候的條件の変化が衝撃をなすものと考へられるのである．　　　　　　　　●　　　　　‘

　　第3箇　　i稔　実

　1直写率、

　ハマニンニクの稔実率（稔実せる総穎果数の総小花数に対する百分率）は自生地の位置・気候的條件により，伺一

地方にても場所によりて異る．（第38表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　II　1着色位置による小花数比率・穎果藪比率・稔實率

　萎角の発生なきハマニンニク百石ユ39穂，新間35穂，船越22穂を導び，着花位置による少花数比率・穎果数

比率・稔実学を調べ次の成績を得た．　（釘539表）’　　　　　．ご

　即ち薫花位置による稔四四iは第1小花最も良好にして小穗先端の小花に至るに従ひ漸減する．陶同表による時は小

花・穎果共に第1小花に最も多く小｛悪先端の小花に望るに従ひ少くなる事を知り得た．この傾向は樺太（新聞）にて

　＊本論文に隔ては便宜L，li4忌11刷轟祉大開闇闇裳llillとを劃す礁のi刷を西il榔と爵ぴ．その京側棚⊂北部と幽する事とする．
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第38表ハマニンニク（1穗当）穎果数の変異（附：稔実率）

材　料

E－1

E－2

E－3

E－4

E－5

総括

範　囲

47－143

43－140

46－128

40－130

21－175

21－175

モロド

（96一ユ00）

（91－95）

（81－85）

（81－85）

（96－100）

（91－95）

雫均・値

104．10±1．18

96．18±1．29

84．76土0．93

80．21土1．01

ユ04．42土1。54

93。93土0．58

標巡偏差

24，72ま二〇，83

27．00土0．91

19．57±0．66

21．10±0．71

32，19±1．09

27．13：と0．41

変異係数

23．74±0．84

28．07土1．02

23．09土0．82

26．30土0．95

30。82±1．コ3

28．88＝ヒ0．47

虚実茎｛・圭

65．78：と0，95

62．56土ユ．01

44。57土0．54

41。20：上0．56

60．94±1，04

54．09±0，39

測定数

200

200

200

200

200・

1，000

材料：一第33衷のものに同じ

第39ii攣　　ハマニンニクの穏実

試　西
区　名

百　日

新’問

船　越

小　　　　花　　　　数

　　小花

数

『寒マ1際マ1際3

6927
％

33．85

1598

27．95

968

22．74

6906

33，75

1566

27．39

　973

22．84

5549
（20463）

27．12

1381
（5717）

24．16

　962
（4258）

22．59

祭71際，1鷹第・小花1第・小7・1獅花1第・小・麟・小花1塑小花

1066

5．21

871

15．24

933

21．91

15

0．07

277

4．85

419

9、84

0

24

0．42

　3

0．08

5594　‘

　％
45．37

　％
〔80．76〕

1112

32．39
〔69．59〕

　554

31．13
〔57．23〕

．4666

37．85

〔67．56〕

1114

32．45
〔71．14〕

　647

36．35
〔66．50〕

　1903
（12329）

　15．44

〔34，29〕

　777
　（3432）

　22．63
〔56．26〕

　431
（1780）

　2422
1〔44・8（⊃〕

　164

1．33

〔15．38〕

　340

9．90
〔39．04〕

　130

7．32

〔13．93〕

　2．

0．02

〔13．33〕

　79

2．30
〔28．52〕

　18

0．98
〔4．30〕

0

　10

0．29
〔41．67〕

　0

「

〔〕は稔二二を示す

も木州（百贋・船越）にて4｝同機である．1『然寄生により又は人工接種によりi饗角発生したる場合にても，淵ε位置

による小花数比率・穎果数比率・稔六畜1は第1小花に最も1旧く，小汁先端の小花に輩るに徳て♪低下する～1「‘よ蛋角発生

せざる場合と同様である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　111穎果・
　穎果は長楕円舩にして，淡茶褐色乃歪淡赤褐色を呈する．凸部に向って漸細し尖頭をなす．頂部は黄色を県～．棺々

膨大し，三毛にして，2個の柱頭の残靖を有する．腹側は凹面にして苅状窩様をなし，正中線に濃祝色を～｛～する小縦

隣起認めらる．背面下端に胚あり．二面には小綴がある．

　ハマニン昌クの1穂当りの穎三論は21－175，亭均93．93土0．58である．（第38糞）

　ハマニンニク穎果の大さは，（第40－43婁）

　　　長径4．45－9．30mm　　亭均7．262土0．0095　mm　　　　．

　　　中高径　　0．95－2．20　　　　　　　エF」均　　1．764土0，0024

　　　コ　　　匹湾盛　　0．35－1．30　　　　　　　zr；均　　0．866土0．0020

　　　アR痘t　1．1－9．6m9　　　　『F均　 5．50±0．020出g　　　　　　’

　署濟はこの穎果を食糧化する醜を目的として研究をffひ既に発翼（1946）し．た～1‘は第1草第3節（衛搬67：232）に

遮べたところである．昭和17年産ハマニン昌ク穎果（全粒）を当所に於て分栃：したる結果ほ次の漏りである．

　　　水分　1乞25％，　粗蛋白質18．43％，　含水二二59．42％，
　　　ネ［1四旨肪　　　　2．20％，　　』罪且繊羅雄　　　4，81％，　　　　鯉丁目質　　　「2．87％

　　　　（木晶100窟のカロリーは339．6である．）

●
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第40表　　ハマニンニク穎果の長径の変異（箪位mm）

”材　料

E－1’

E－2．

E－3
耳一4

E－5

総括

範　　囲

4．40－8．90

4．8Cトー9．30

5．40－8。40

4。45－8．．20

5．45－9．20

4．45－9．30

モード

7．20

7．40

7．10

7．10『

7・40．

馬子値
7．271±0．0243

7．410＝と0．0236

7．157±0．0183

7．108±0．0175

7．363土0．0198

7．25　　　　7．262±0．0095

標準偏差

．0，804±0．0172

0．783＝と0．0167

0．607±0．0129

0．581：と0．0124

0．656土0．0140

変異係数

11．06±0。24

10．57±0，23

8．48：ヒ0，18

8．17±0，17

8．91：ヒ0，19

・．・・・・・…671
9．65±0．09

測定数

500

．500
　へ500

500

500

2，500

　　　　　　　　　　　材料：一　第33表のものに同じ．
　　　　　9
第41表．ハマ串ンニク穎果の幅径の変異（箪位mm）

材　料

「

E－1

E－2

E－3

E－4

．E－5

範　　囲

1．30－2，20

1．30トー一2．15

1．40－2．Q5

1．20－2．15

ρρ0－2・20『

モード

1．75

1．85

1．75

1．75

L75

軍均値
1。787±0．0054

1．863＝LO．0055

1．783±0．0044

1．718土0。OG47

1．729±0．0062

標塗偏差

0．178±0．0038

0．181±0．0039

0．147＝ヒ0．0031

0．157＝上0．0033

0．205＝上0．0044

変異係数

9196土0。21

10。02土0。22

　　サ8．23土0．18

9．14士0．19　、

11186＝ヒ0．26

測定数

500

500

500

500．

500

総副・．9・一・．・・1・，751…餌・・…24｝・．・78・…D・7i・…8・・．・・1島…

　　　　　　　　　　　材料：一　第33衷のものに同じ

第42表　　ハマニンニク穎果の厚径の変異（胆位mm）’

計理騰囲．

　　E－1
　『E－2
　　E－3．
舜

　　E－4
　　E－5

0．40－1．30

0．40－1。30

0．35－1．20

0．45－1．10　．

0．55－1．20

モ”ド． 亭均値

0。85　　　0．859±Q．OD39

0．95　　　　0．921±0．0050

0．80　　　　0．817：ヒ0．0048

0．80　．　　、0．826±0．0044

0．90　　レ0．909±0．003昌

標準偏差陵端数

0．ユ29±0，0028

0．165ま0．0035

0．158：上0．0034

0．145ま0．0031

0．127±0．0027

15．04＝と6．33

17．90±0．39

19．33土0．43

17．55±0．39

13．99±0．30

総括．0．35－1．30 ’・・85・・866≠・…2・1．…52・…D・41・7・49・…7

測定数

500

500

500

500

500

2，500

　　　　　　　　　　　材料1一　第33表のものに同じ

第43表　　ハマごXrク穎果の重量の変異（胆位mg）

材　料．範　　囲

E－1

E－2

E－3

E－4

E－5

2．7－8．6

2．8－9．6

1．3－7．8

2．8－9．2

1．1－7。3

モード陸．均値

5．7

6．1

5．5

5．0

5．0

5．77＝ヒ0．045

6．19土0．049

5。38土6，04ゴ

5．07±0．043

5。08±0．035

標塗ヒ偏差

1。48±0．032

1．63土0，035

1．37ま0．029

1．42±0．030

●1。17：上0．025

変畢係数

25．66＝ヒ0．58　　・

26．27±0．60

25．43土0，58

28．10＝上0．64

22．95±0．51

測定数

500

500

590

500

500
総括1・．・一・．65．・「5．・…．・2・け。48・・．・・4126．98・・．・・1・，』・・

く

替料：一　第；33炎のものに同じ
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・夏V　ハマ昌ン昌ク峯角薗嵜生と稔実

　婆角発生によりて稔案に影響を及ぼすや否やに碑て見るに第44衷の知し．

　　　　　　　　　　　　　　　鋤；44炎　　ノ、マニンニク凄角菌寄生と稔実

’

試　　験　　区

百　47

舟背　36

褻角菌審生穂
，，無寄生穗

婆角菌寄生穂
，．無寄生穂

：本数

22
6

77
22

　　　　1
総1小花数総穎：果数

　　　　1

3467
816

1438
402

15090　　4856
4258　　ユ780

稔実寧，

、　41．48
　49．26

32，18

41．80

・姿角数

56
0

353

　0

寄生率

％
1．62

　0

2．34

　0

不稔実率

％
56．90

50．74

65．48
58，20

上衷は同一地区内に於て褻角発生せる穂と然らざる穂に就て不稔実率を比較せるものである．百47区は浸濱法に

より，紺36区は噴霧法により接衙せる試験区である・鼓に不稔実傘とは下式によりて罪出せるものである・

　　　不辮％一越遊蟹二三騨・…％

　　　　　　　　　　＝100％一〔稔実率＋寄生率〕％　　　　　　　　　　　　　　　　．

’　　婆角菌寄生によりて不稔実率を埆加する．三角菌寄生によりて稔実率を低下せしめる．

　　　Vハマ昌ン昌ク多角菌寄生と帽子重

　　　次の各区に就き，稔実せる極子の千粒重を求めた．　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　．　　脅

　　　（a）褒角多澱発生のもの5穏（寄生寧1穂李均25．40％）　　　　　　　　　．’

　　　（b）　三角少且発生のもの5穏（　　　，，　　　1。00％）

　　　（c）　i嬰角発生無きもの5穂．

　　　千粒重を見るに（。）3、8㎎9，（b）4。9049，（・）6．6429にして・・マ昌ン昌ク萎角菌寄生によりて種子」Rを藤減せし

　　めること明らかである．

　　　爾ハマニン『ク褒角菌の寄生と種子重との関係を漕花位置によりて見れば第45衷の如く野生の影響著明である．

　　　　　　　　　　　第45i蓬　　ハマ昌ンニクi萎角菌寄生と毬子賦（ラ資花位｛置による千粒買）

1鋤花｝第2椛1第、小花1第、糀1第，小花1第、糀

1　．l　　i　　i　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　［

（a）響胴多皿発生のもの

（b）婆角少償発生のもの

（C）褒角発生無き喝の

9
4．201

5．459

7．531

4．354

5．218

6．504

3．250

3，668

4．381

2，796

’3．005

4，350

1．300
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日本における勘ψ0磁％み。πの地理的分布

岡部正義－　山縣　悔．’　高．城正’勝

　　The　Geographical　Distribution　ofπz6110露〃〃。κ

　　　　　　　　　　　　　in　Japan

Masayoshi　OK蛆E，　Makoto　YAMAGATA　and　Masakatsu　TAKI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．緒　　　　言

　キハダ（P乃θ〃0♂θ肋0π　属）は古來よの黄藁或は黄柏として健胃強壮薬とされ（寺島良安氏の和漢三才図絵に此の

薬効の細説あり），殊に水モキスより製したるはダラ一穴ケ或はダラスケと称し盛に販費されたものであるが，今回

．伝研の俘田忠之進博士，．水野伝一氏，田村トミ曲想の三氏に依りベルベリジの抗菌作用が研究せられ，共の結果グラ

．ム陽性菌は勿論陰性菌にも作用があり又淋蓉に対する抗菌作用も認められ・且此のベルペリンは黄栢より比較的簡肇

に分離することができ，然も原料的に豊富な関係から世人の注目を引き’共の増疏の機蓮漸ぐ旺となりつNある現状に

鑑み之れが天然分布区域を聞明にし，以て資源増殖の参考に，・又各種類の形態及構造其他を探究して学術研究資料の

晶醐に資せんとするものである．

　　筒本調査は文献並全州主要の営林碧，試験場，各大学演習林，村役場共地に依頼して調査編纂したるもの℃，も
　　　　　　　　つ　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　とより完壁を期し難ぐ將來漸…撤訂せんとす麟ρで不備又は誤膠に対しては御示教り栄を賜わらん事を希う次第

　である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．

　　　　　　　　　　　　　　1耳・勘吻伽4…嘱の種類並其の検索

現在迄発表せられたる種類は次の如くである．

1）

2）Pん・

3）P乃・

4）・P〃・

与）Pみ・

6）Pみ・

P加〃04θ勿の。π〃〃卿アθπ5θRUPRECHT

ノψoπf6棚MAXIMOWICZ

酌吻〃沼ππ〃Z蜘くINO

ハ「魏加〃30〃’β〃4〃留MAKINO

五σひθ〃6∫DODE

5αc加」勿θ勿5θSARGENT

キ・ハダ

｛

オホバノキハダ
フジキノ・ダ

チウゴクキハダ　　●

ニツコウキノ、ダ

ミヤマキノ、タ鴇

｛

カラフトキハダ
ヒロノ、ノキ・ノ、ダ

Sy皿．　Pゐ．σ〃2ε‘ノθ欝θRUPR．　vaL　5αo加1勿σノおθFR．　SCIIMIDT

7）P〃・

8）Pみ・

9）Pゐ・

10）P乃・

11）Pみ・

12）P乃・

賜150πゴ’HAYATA　ct　KANEIIIRA

魏5〃σア6NAKAI

ルfo”θNAKAI

s勿6郷θDODA

％2⑳名ψ11y〃吻3　DODA

1勉アgθ∫’ゴDODA

タイワンキノ、タ晒

｛　シマキノ・ダ
　タケシ・マキ・ノ、ダ

ビラウドキノ、ダ

黄皮樹，小黄蓮樹

　以上十二樋類に及ぶも現在我油土に生育しているものは　P乃・αノ鵜〆8鋸。，P〃．ブ砂。耽蹴，　P乃．κb痂耀α〃〃〃，

、p乃．1W競。η20π’認～’〃7，勘．五〇槻11砿Pみ．3σo加1勿。榔。の六極｝こして，：是等の内，杉本順一氏の検索によれぽ，チ

ウゴクキ’・ダP”・：緬伽・脚・・は・・…キ・・ダ昂・5蜘1’”θ”5θ胴じもので・又〒㍗ウキ”ダ昂・・4偽

る0加0解β栩〃ηはオホバノキハダP乃．ノψ0厘α〃ηに同じものであると論じている．，

£賭等腿等各種の細胞・織凄・根・紮塑の外部並内酔態国花の繊果輝子稚苗等の触よ欄査研究を行

い，共の相違並各種の特徴を明かにせんとしているもので「1下材料の蒐莱に努め研究中である。

　現在資料の一部（胎葉，材鑑，並種子）入上したるものは，キハダ（和歌山縣・東京都・埼王懸），ニツコウキハダ
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（栃木波向），ヒロバノキハダ（北海道雨竜塵）の3種と國立科孕博物館所職のミヤマキハダにして調査せる結果は次

の如くである。

　（1）キハダ・陥。μ040〃伽’30伽7傭oRuPREcHT

　　　　和歌山縣東牟婁郡七川村北海道大幅演習林添

　小葉1よ卵朕楕円形にして長さ干均（十葉）9．38糎（最大10．2糎，最小8。7悔），幅挙均4．08輝（最大’4．5糎，

最小3，6楓）鏡尖頭，葉縁ぼ細鈍鋸歯にして襲面に反張す．裟面葉賑に密毛少く裏面葉賑に沿いてイ∫するも特に主

脈の甚部に多し，華部は歪形及円膠（四十七町中歪形四十一一葉，円形三葉）狐脚，葉柄はZF均しO6髄（最提1．3諏

最短0，9糎）少しぐ三毛あり．識部肥大筒1伏にして新芽を包む．（第一図参照）

第一図　キハダ小葉及葉脈断面

ノ

ク，

トこ〉つ

　　　づ

表血

　　　ノ

黛
さミ　民

謡多

‘

a面

燃郵総

額’

Phellodendro：1　alnurcnsc　Ruprecht

　和歌山縣東牟婁新組川飛散

（2）ニツコウキ・・グ勘・κゴ々々・〃…”・！1襯MAKINO

　　　　栃木縣下都賀郡寺尾村産

　小環｛灘ミ楕円形にて長さ李均11，02擁（最大12，0樋，最小9．5糎）幅zF均3．85擁（最大4．1拠，最小3．4

糎）鋭尖頸，葉縁細鈍鋸歯にして裏面に反張す，翼の両面腿L及葉柄職ll！1に短毛密証す．葉柄ほ卒均0．27拠（最長

0。4糎，最短0．2締）にしてキハダ艶ヒロバノキハグ1こ比し温に短し．（第＝図蓼照）
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第二図　ニツコウキハダ小僧及葉賑断面

　ノ
kノ

赴＼

昏＼

、

事

グ・

％
　ノ

　。〃

表：下

熱
、k

トク，

＼

三面

●

、

Phe110dendron　Nikkomo血tanum　Makino・

　　　栃木縣下都賀郡寺尾多産
「

　（3）　ヒロノ、ノキノ、ダ　P乃・5σo乃〃ゴ72θη5θSARGENT

　　　　北海道石狩國幌加内村北海道大学演習林添牛内事業区産．

　小葉は長楕円形にして長さ亭均10．17糎（最大．12．4糎，・最小8。8糎）幅4，45糎（最大5．2糎，最小3．7糎）

『先端鋭尖頭，縁辺細鋸歯裏面に反張す．基部歪形．円形或は鈍形．衷裏脈上に微毛あるもの又は無毛のものあり．葉

柄は長ぎ亭均0．74糎（最長1．0糎，最短0．5糎）にして柄細ぐ．微毛あり．（第三図参照）

　（4）　ミヤマキハダ「P乃．五σ〃σ〃擁DODE　　　　　　　　　　，

　　　　静岡縣安部都安部峠産

　小葉は長楕円形にして長き7．0糎，幅2，7糎，先端尖頭，細鋸歯縁，基部歪形，鏡拠形，裏面荻白色を呈し，葉

脈葉縁に短毛三布，葉柄短く有毛，葉脈及弱軸他の種に比し濃褐色を呈す，（第四図参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　III．調査に依る結果

（1）1世界に於ける分布概況　　　　．

P加”046〃み。〃属は寒笛南部より温滞に亘りて分布し即ち分布図に示す如く日本・揮太・千島・沿海州・東蒙古・
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■－

　ロ

騨．・・一・棚小嶽葉脈願

　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　噛　ノ　　　・＼

　　　　囎§劣

　　　　訪鵡

　　　　　　7　　　．』

　　　　　　頓　　　　，　　　鼻。

濁謙

・‘駿

織

，　　L

　　　　　　　　　　　　　　　　　Pk。ll。d6。d，。n，a，h。1i。。nse　S，，g，nt

　　　　　　　”　　．　　　　　　　　　　　．　　　．　　オビ海道大学幌力rl内演習林産　　　　　　　　．　　　9　　　　　　　＿

鷺1轍罎簸；支湘湾等の三内にの獅t、而←て共の種類に醐布状況を示せば次の如くで

　　　　　　　・　種　類●　　　　　分布区域
　　　　　　P励伽〃。。。＿・，，’，昧駄一眠酬，東蒙古，シペ，ア　 ’．

　　　　　　Pみ・　　　　ノ妙。耽σ　　　　臼木（本州中部）

　　　　　　P乃・　　　　κb面脚膨〃2．　日木（中國地方）

　　　　　　P蹴　　　　　ハ「’競02〃。η’σ2耀〃2日本（日光及中部地方）

　　　　　　Pみ・　　　　　五σ槻11占　　　　周本（中國地方）

　　　　　　・P〃・　　　　　sπo加〃πρ〃∫β　　日本・樺太・千島（南部）

　　　　　　Pみ・　　　　曙1sω曜　　　　台湾
　　　　　　P乃．　　’。w厩　　　朝鮮（十指島）　　　，

　　　’　　Pみ・　　　　，ηo〃。　　　　　朝鮮（成南）
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第四図　ミヤマキハダ小薬及葉脈断面

奮

薄
三面

ら
　1、

ノノ

ガ
ノ

裏面

■

Pゐ．．

勘．．

P乃。

　　　　　PheUodenrdop　Lavallei　Dode

　　　　國立科学博物館，胎葉標本ニヨル

ε伽θ％εθ　　　　北支那及西支那（湖北四川省）

物σ‘名q地y11吻レ　支那（四川省）

F礎8θ認　　・　支那（四川省）

　（2）　日本に於ける分布欺況

　一般にシヒ群系よりモ㍉ツガ犀ブナ群系に亘りて分布するもシヒ群系内には少ぐモミ，ツガ群系より、ブナ群系に

多く分布するを見る．即ち北海道にありては比較的廣範囲に亘りて分布しこれより漸次南部に至るに従い其の分布が

少い。　　　　　　　　　　、　　　．　　　　』．　　　　　　　　　　　・　　　　．「　一　

　品種別に依る分布状況を示せば別表の如くである．

　　（イ）　キ・ハダ　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　’

　　殆ど至國に分布す．　　　・　　　　．　　　　　　1

　　（ロ）　ヒロバノキハダ

　　北海道にありては至る処に分布し青森・秋田・宮城・福島・栃木・埼玉・東京・山梨・長野の各縣にありては局

　所的に分布し長野縣以南には生育を見ない：
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第5図　　世界に於ける分布概況

　　懸・．儀

　　　　　　　　　》

　（ノ・）　オホパノキハダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　・

栃木縣（日光），紳奈川縣（大111・塔ケ岳・丹波山・蛭ケ｛丑），東京都（高尾山），卸岡三（志太郡・岡知郡）に分布し

それ以南には見えず．

　（昌）　ニツコウキハダ　　’

　栃木縣日光の特産，　　　　　　　　　，

　（ホ）　ミヤ！マキノ、ダ

　北海道（日高國襟似郡アポイ山中腹），幅島縣二葉郡野上臨業区，栃木縣日光，塙玉縣秩父郡，山梨縣虜郡留郡に

のみ分布す．

　　　　　　　　・　　　　　、　　分　　　布　　　表　　　　　　　　　　．・

　（イ）

営倉
秋　田

岩　手

01形

宮　城

編　島

キハダ

中津軽・上北・三戸・北津軽・下北・南津軽各郡，下北郡』吹越山（508米），恐山．

南秋田郡一五城目，仁別，旭川村．山本郡一入森，廃村，措館町．北秋田郡一上小阿仁・山瀬芥村，荒瀬．

鹿角郡一花輪．仙木挽一檜木内村入幡卒（1641米）．南秋田・河辺・北秋田各郡界太2F山（1171米），仁鮒．

山杏饒山・

下閉伊郡一門馬村．糊手。和賀・稗貫・上閉伊・九戸各郡．盛岡市．

　北村山郡一藁山（1462米），駆ill」（1016米），赤砂山，北村111．難内一鬼坂鹸．最」＝郡一封｛小國・古口・戸沢・

角川・大蔵各村．西置賜郡一津川村．西村山郡一白岩村，．　　　　　　　　　，・

三吉・宮城・名販・柴田各郡．柴田郡～二王山下．

双藥郡一津鳩・葛尾・大堀各村．西白河郡一西郷村．叢雲郡一牧本・湯本各村．石城郡一・大野・上小川・

川前・水戸・三阪各村，鮫川．耶瞬郡一檜瀕・吾饗各村，醤多方．束白河郡一宮本・高城各村，石川．相

1
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　　　　　馬郡一金房・石田・飯曾・大館・山上・王野稗村．信夫郡一中野・上湯各村．伊達郡一霊山赫．南会津郡

　　　　　栖原町．大沼郡一西山・宮下・川口・昭和各村．由口．只見．磐梯山（1819米），害妻山（2024米），入三山

　　　　　（1022米），霊山（805米），．阿武隈高原．

群　馬　　碓氷郡，長野縣二千曲山（1654米）．北甘栗郡妙義山（1104米）．北甘栗郡，長野縣界荒船山（1423米）．群罵

　　　　　・碓氷郡界碓氷瞭．勢多・利根郡界赤城山（1828米）．碓氷郡臼ヲ1：町小根i11．山田郡一梅田村．利根郡一片

　　　　　品村外五．赤城村外一．碓氷郡一坂本・臼井町．多野郡一上野村．東・黒保根各回．中…耐廉．

埼玉．秩父郡一大潴村．　　　　　　　　．　　　’　、．
千葉　安房・夷隅・需津三界清澄山．

茨　城　　多賀郡一花園山（802米），高萩．久慈郡一大子．西茨城郡一笠間．那珂郡一檜沢・薩郷各村，筑波山（876米）．

栃木　上都賀二一足尾町．安芸郡一i飛駒村．塩谷郡一塩原町．那須．鬼怒川．　　　　　　　一

口奈川　　足柄上郡一旦川・三保・玄倉・寄州村．

山　梨　　南亘郷郡一河内，早川，：身延山（1143米）．北亘摩郡一塩川．南亘摩郡一野呂川，大菩薩，西部地方．

長　野　　’西筑摩郡一奈川・楢川・木租・開田・新開・三岳・白義・王滝・上松・大桑・読書各回．駒岳（2956米N

　　　　　坊主岳（1911米）．

新　潟．南魚沼郡一苗場山（2145米），上樽村．南魚沼郡，群馬懸口朝日岳（1820米）．岩船郡一保内・三面斉村．北

　　　　　蒲原郡一黒川村，胎内山，他．東蒲原郡一東川村．妙高．戸隠高原．五十嵐川．北魚沼．

　　岡　　志太郡一梅地．周知郡一水窪，熊切，：気多．

愛　知　　北設樂郡定光寺山．　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　∴

岐　阜　　大野郡一i飛揮黒部立山，白山（2702米）．吉城郡一古川，琴平．益田郡一粟鞍岳（3026米）．懇那郡一恵那山．

　　　　　郡山四一大日嶽（1709米）．糧斐郡一伊吹山（1377米）．本災郡～悪田谷．

富　山　　中新川郡立山（3015）．黒部．　　　　　　　　、　　、

幅　井　　大野郡一寺西谷村李泉寺，上穴馬村．南條郡一堺村．敦賀郡～票野村黒河谷山，愛発村肥幽谷．口叩．

石川：能美郡．　　・一
京　都　　北桑田郡一知井村9

三　重　　名賀郡一理目零，治田山．鈴鹿郡一鈴鹿娘．多気郡一大杉谷．

奈　良　　吉野郡一大台ケ原山（1566米），洞川，十津川・上北山・下北山村．宇陀郡一室生山．

和激闘　　伊都郡一高野山．東牟婁郡一七川村．田辺．

滋賀　滋賀郡「比叡山．東浅井郡一伊吹山（1377米）．伊香郡一三國｛君．

兵庫　美方郡一氷山．宍栗郡一回谷村．終回雪彦．　、　・　　　　・
岡　山　　阿哲郡一新見・豊永村，上房郡～千尾村．苫田・勝田各郡．津山市．

廣　島　　紳石郡．芦品郡一膝尾村．

鳥　取　　西伯郡一大山・逢坂村．‘東伯郡一旭村，西鶴．

島　根　　鹿足郡一日原．仁多郡一船通山（1143米）．安濃郡一三瓶山（1126米）．邑智郡一都賀行村．

徳　島　　麻櫃郡一高越山（1123米）。美馬郡一束祀谷山村．三好郡一黒滝山（1210米）．美馬・名西・那賀郡境創山（1955米）

愛　媛　　周桑郡一石岬山（1981米）．

高　知　　幡多郡一江川崎村，佛森田野．安芸郡一魚梁瀬山．高岡郡一横倉山（1336米）．長岡郡一東本山．伏立山（1．

　　　　　133米）．

山・口　玖珂郡一贋韻村，

　　岡　　入女郡一矢部村．入ケ滝．

佐　賀　　藤津郡r能古見・吉田川村．

宮　崎　　南那珂郡一小松山．北砂当駅一高崎町，1」」田。西岳村，兇湯郡一都農町，三納村．西諸縣郡一須木・眞幸・

　　　　　加甲州各村，田野町，小林，高原．卑悶悶郡一高岡．西臼杵郡一高千早．

長　崎　　北筒木郡一多良岳（983米）．下膳郡一対島，耐崎．

大　分　　直入郡一九下山（1764米）．玖珠郡一飯田村．

熊　本　　天草郡一三岳。鹿本郡…國見岳（1018米），「他。入代郡一五ケ庄山時下．上・下釜城郡．阿蘇・菊池郡界一

〆
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　　　　　深厚まμ．5．影強目君1；一篇1フ1ζ春雪，　i5房州（1722米）．

鹿見島　　姶良郡一霧島山（1426米）．出水郡一矢嶽．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、　．

　（ロ）　ヒロノ、ノキ・ノ、ダ

北海道　　渡島・後志・石狩・天塩・十勝・釧路・根室・北見路地方．札幌郡一江別町，廣島村．雨濾郡一幌加内村

　　　　　阿寒郡一雌阿搬岳．日高四型似郡一様田村．千歳郡一千歳．斜里郡一下里山，紋別郡二湧沸村．利尻岳．

　　　　　色丹島．繭館Ill，夕張山（1668米）．藻岩山（636米）．札幌近郊．室蘭・札幌間沿道．由仁・苫小牧閥．

与野　上北・束7鰹・西7晦（日本平滑岸壁賄部）各州．入唐m（155撒），＋細湖附近新場．奥入砒大111岳

　　　　　（goo米），大群越．

秋　田　　南秋田郡一男麗山（732米）．　．

宮　城　　柴田郡一笹岳．

　　島　　塑葉郡一野上，小塚，小塚入，王ノ湯，大沼郡一尾岐村．

栃木　上都賀郡一前白根山（2377米），馬返．

埼　衷　　秩父郡一大滝村．三峰山（1921米）中腹．

山　梨　　東入代郡一迫分・奥院聞．南瓦晦郡一身延山．西山梨郡一御屠．

長　野　　西筑魔郡一奈川・木祀・楢川・函島・害雲回忌，駒岱，上赤沢，與川，柿共．御嶽（3603米）．三浦山（2394米）．

　　　　　小川．田立，藺．諏訪郡一金沢東俣．上伊那郡一掴，照河内，小野，川島及束・南部．下伊那郡一建山，

　　　　　飯田，上水内郡一阿寺，伊奈川，湯松沢．北佐久郡一浅間山（2542米），軽ヲF沢．松本窃附近．謹科山（2530米）

　（ハ）　オホバノキハダ

栃　木　　上灘寺湖附近日光，太双㍉湯坂，千手，百蒲ケ浜．

融奈川　　足柄上郡一三保．足柄下郡一箱根．中・愛甲郡界大口1（1253米）．足柄上・愛甲・中郡界塔ケ屈（1492米）．

　　　　　愛甲津平準・足柄上郡界丹波山（1567米）．漁久非・建柄．ヒ郡界蛭ケ岳（1673米）．中郡一國府村，烈燐．

來　京　　南多雇郡一高尾山（600米），　　　　　　　　　　　　　　　　・

騨岡拠出山大宮新古一合附近．

　（昌）　ニツコウキノ、ダ　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　・

栃木　下都賀郡一寺尾村，出流山．上都賀郡一男体山（2434米）下麓．那須山（約2000米）．上都賀・塩谷郡界女峰

　　　　　山（2464米），太郎山（2368米）下麓．

　・（ホ）　 ミヤマキ・ノ、ダ　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

北海道．渡島・石狩・膿振・日高・天塩・北見・根室・色丹島賭地方．穣似郡アポィ山（811米）．

幅島　　蚊葉郡一野上，　　　　　　　　　　　’

栃　木　　上都賀郡一揖ノ湖附近中輝寺阪，千手，湯元，中宮祠．

埼玉　井戸沢，赤沢，入川．

山　梨’南都留郡一谷村，遊分・奥ノ二間．北都留郡一栓川．

翻岡　安部郡一駿河安部峠．

　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　，（第六図一第十二図謬照）

　　　生胃献況遊蓄積量の概略　（3）

　比較的高地に少く父群落的にほ存在せず点生するに過ぎざるも従喬木階以上に現れて生育す．光線に回しては陽性

にして亭撫こ夏野一問疎開する森林内の充分陽光を叩くる処に生育し水分に対しては租湿性なるを以て多くは渓間或は

之に接する斜面3ζほ河岸等の租田川を幣ぴる沃土を好んで生育する．

　而して全勢州嬰當林男並試験場共の他に照会及び文献による調査結果の概略を示ぜぽ家の如くであるが，生育駅況

並蓄積最共適確を期し難く加うるに照会先の回答詳細は紙数の都合により一々詳述出來ないので斉陽解別に共の野守

を取纏めたものである．

　北　海　遭　　　　　　　　　　L

　渡島より択捉鳥に至る迄全道に生育し，殊に石狩國内に多い．潤葉樹林若くは針潤混湾林の随所に生育して居り，

アカダモ・イタヤカヘデ・ネマガリダケ群落の標塗地に含まれる．キハダは面積1んヘクタール中直径6糎～2本，

8糎’》1本，10糎’》1本：計四本である，（北大雨疏演習林植物調査）

■
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　　　　　　　　　　　　日本に於ける分布概況　．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ
　　日高國様似郡アボイ山（811米）中腹大凡250～500米にミヤマキハダ生育す1北見下畑尻島上色丹島にも生育す．

　　館脇博≠の設に依れば北海道に於てはヒロバノキハダの分布1ま肥沃地に多しと．（北大演研報九ノー）

　　　膏　森　旛

　　中津軽・北津軽・西津軽・常津軽・三戸・上北・下北郷郡に又入甲田山（1551米）の900米の個所及大聞越にヒ

　　ロバノキ〉・ダ生育す．

　　　岩手縣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　上閉伊・．下閉伊・岩手・和賀・稗貫・九戸各回に生育し，岩手北部にては果実を煮食すと．（三陸櫃物誌）

　　　秋　田　縣　，

　　山本・鹿角・北秋田・南秋田・仙北の各郡に，ヒロバノキハダは男鹿山（732米）た生育す．

　　　山　形　縣

　　北村山・．西村山・西既賜。最上各郡内に生育するも少く点生し見込蓄積量3．㎜石．

　　　智城取
　　本吉・宮城・名取・柴田・各郡に生育し，ヒロバノキハダ1ま柴田郡笹谷に見る．

　　　霜　島　縣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　信夫・伊邉ボ石城・相罵・石川．・西白河・岩翻・田村斉郡の阿武隈高原400～500米の処に生育し三葉郡にはミヤ

　マノキノ’ダ・野」・’小塚入．玉ノ～易にはヒロ”片”ダ生育す・一般｝こ繊の高い1腋以下に多いも」蜘に少く又耶

　麻。大沼・河沼・図会賦課郡にも全般に生育し多くは中腹以下の沢筋に点在す．
　　　　　
　　見込数皿16，800石，

　．　栃　＊　縣

　　ニッコウキハダは下都賀郡出洗山・女峰山（2464米）・太郎山（2368米）・男体11！の下麓沸須山に，オホバノキ・バグ

　は日光・太不・湯坂・千手・湯元・窩蒲ケ浜に，ミヤマキハダは中揮寺坂・千手・湯元・中窩祠に，ヒ”ハノキハダ

　は罵返。前白根山に生育す．

　　沸須・上都賀・塩谷の各郡内に散在するも少ぐ見込数鼓450石．

　　　群　馬　縣

　　利根・碓氷・多野・害諜・山田斉一に坐育するも少ぐ見込数量4350イゑ大間々営林薯部内にありてほ10町ル当

　1石程度の蓄積肚である．

　　　茨　誠縣
　　多賀・久慈・那珂・西茨城各郡に生育するも大休1町歩に1～2本煮在する程度にて少い，見込．500石．筑波山

　（876米）花園山（802米）潮回にも生育す．

　　　埼　ヨ三縣・

　　秩父郡三婦山（1921米）の中腹にヒロバノキハダ，非戸沢・赤沢・入川にミヤマノキハダ生育す，

　　　千　驚縣

　　安房郡溝澄山　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　東　京　都

　　南多服郡高尾山（600米）にオホパノキハダ生育す．

　　　脈申奈川縣

　　キハダは足柄上郡的に，オホノキハダは大lll（1253米）塔ケ岱（1492米），丹波111（1567米），蛭ケ昂（1673米）中郡

　照岩・足柄下郡内に生育す．

　　　山　梨　縣

　　、一般に数∫11少きも至縣下山林に，“ミ生し見込蓄秘540眉．キハダは南互鷹郡身延山（1143米）・北亘燦・中亘β；￥に，

　ミヤマキハダは身延山（協動＝奥ノ院間）・南都留・北都留郡に・ヒ1・ハノキハダは身延lll，東八代・西lll梨・東山梨

　の斉郡並片房沢御料林に生育す．．

・　　長　野縣
　　全墨画に生育するもキハダは西中膜郡に多ぐ，ヒロバノキハグは西減車・上水内・上伊那。下伊那・諏訪・北佐久

　の各郡に生育す．
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　　　　＼
　　新　潟　縣

　南魚沼・北蒲原・東蒲原・岩船・北魚沼の各郡に生育点在し稀に発見するに過ぎず．見込蓄積量5，8♀0石．

　　静　岡　縣

幽蒲乙甲　’隅脚継勢蝉甲一細三三欄
　　愛知　縣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　’

　北設樂郡段戸御料林・定光寺山．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　岐阜県
　三野・吉城・三災各郡に生育す．　　　　　　’

　　富山縣　　　　　　　　1　．．　　噛　．　・　　　　　．　”

　大野・南條・三賀の各郡に生育．

　　石　川　縣　，

　金沢営林署白山事業区．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　京　都　府　　　　　　　．

　北桑田郡知井粒京大芦生演習林に生育するも僅少．

　　三　重　縣

　多雪・鈴鹿・多気¢！各郡に生育す．　　　　　　　　　　’

　　奈　艮　郷

　宇陀・吉野郡に生育するも少い．往年吉野郡北山地方に多数生育せしもダラニスケの原料として探集せる為現在僅

少となる．　、　　　　　　　　　」　㌧

　　和歌山縣
　伊都・東牟婁・西牟婁の各郡に生育す，『　”　　　　　　　．

　・滋　賀「縣　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　i

　滋賀・東浅井・伊香の各郡に生育．　　　　　　　　　．　　　　　　　　．．一

　　兵　庫　縣

’美方・宍栗郡に生育するも少ぐ見込200石．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　岡　山　縣　　　　　　　　　　　　．　　　　r
　阿哲・上房・苫田・勝田の各郡に生育．　　　　●　”．　・

　　廣　島　縣

　芦品’憩石郡に生育・　　　’　　　　　　　　　　　　一・　　　　　　　　　　　　　　一　．’

　．鳥．取細　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　西伯郡逢坂村民有林に直：径5～6寸のもの約30本位，大山村民有林に直径6～7寸の壱の約10才位，倉吉営林

署部A’駅内に随径2～3寸のもの約蝋3耐9もの約100本’‘～6寸のも920糀　　，

　日原・川本営林署部内に生育するも少ぐヘクタール当り40本程度，共の他仁多・．安灘郡内にも生育す・

　　山　口　縣
　玖珂郡廣瀬扁．

　　徳島縣幽　　　’　　　　ゴ．　　・
　麻植・三好郡内並美馬郡に生育するも少く見込30石．

　　愛嬢縣1
　周桑郡石槌山・　　　　　　　　　　　・．

　　高　知　縣　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
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　　方

オホバリ

オヒキ

オウシキ

オホヘギ

オヲヒキ

オヘギ

オイヘギ

オホバク

オホバコ

オホバソ

オホツキ

カネソキ

キハダ

幡多・多芸・高岡・長岡の各郡内に生育す．

　組　岡贋
八女郡矢部郡山岳地方・筑波後國入ツ滝（極稀）．

　佐賀縣　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　
藤潭郡及武雄営林碧部内に生育するも少く見込800石．　’　　　　　　　　　　　　　　　　一

　宮　崎縣
北蕗縣。南那珂各郡並美々津・高岡・高千穂・綾・加久藤の霜解林署部内の標高400～700米の天然林中に点在す

るも少く見込5，600石．

　長　崎縣
北高木郡多良岳並対鳥・下県郡祠1崎に生育．’

　大　分　鱗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　／

森営林署部内の九窟山．・散生，少く見込三石．

　熊本縣
天茸・入代・阿蘇・菊池・麗本・球脚・．卜益城・下益城の各郡に生育・

　鹿三島縣
　姶良郡霧島山・薩瞳郡矢野に生育す．　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ヤ，方　　　　言

　　　　　言

キガカバ

コウチン

サン虫ンサウ

・サンゼン・リーウ

シコ

シコウ

シコノキ　・

シコノベ

シコノヘイ

シコロ

　　　　方言の行はる製地：方

押目「縣（気仙郡）

岩手縣（気仙郡）

娼手縣（和賀郡）

撃破縣（東伯郡）

秋田縣（鹿角郡）

1岡口班系（美作地方），「躍島県系

岡山縣（美作地方）

嘩阜縣1日高1地方），≡三近縣（紀伊j111方），和歌ln縣（紀fjl，iu方），新矛潟縣（東蒲原，中蒲原郡）

栃木縣（今市断林碧湯西川担当区部内），

群馬縣（多野郡）

鳥根縣

新潟縣（南蒲原郡）

端手縣（気fl15郡），宮城縣（本吉郡），山形縣（酒田地方），瀟島縣（会準馳方，相馬郡），茨城

縣（多賀郡），來京都（郡部），輻井縣（越前地方），三粛縣（紀伊地方），llF岡縣（伊玉乏地方），

需山縣，滋賀縣，和歌山縣（紀伊地方），宮崎縣（西諸縣郡）・

．島取縣（囚幡地方）

71仙縣

静岡縣（駿河，遠江地方）

岐阜縣（飛弓甲地方），埼ヨミ縣，Ill梨縣（南亘座蔀河内）

胃森縣（上北郡・三戸郡）・岩手縣（堵手郡）

尉i森縣（≡…戸郡）

岩…手脚（稗貫，下閉伊，邦ロ賀各郡），新潟縣（北蒲原郡）

睾」森縣（北津軽郡），秋田縣

岩手縣（上閉伊郡）
青森縣（東・南・北・中各津軽郡及⊥北・下北雨郡），岩手縣（九戸，和賀，．L閉が，二＝戸，

堵手，東磐ヲ降郡），秋則i！系（鹿角，北秋田，仙北，lll本，雄勝翻19，111梨縣，灘賀縣，北

　鴨
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シツコ

．シツコウ

シツコノキ

シロツペ

シコロベ

スコロ

スウパク’

6タンパ

タンバ

『ガキ

ビコ　’

ピコノキ

ピコロ

《ギ

ホウチン

ミヨウセン　　’

メギノキ．

メグサリノキ

モヘ

ヤツクハ

リユウセン

シケレバニ

シケレベニ

ボアンポーロームー

ボアユー

フワングキヨングナム

フワンキヨンビナ．一ム

黄塵

黄被羅

黄柏三

川黄藁又は硬皮藁木

黄皮三又は小黄連樹

荻三三

Amur　Cork・tree

　　海道．

　　岩手縣（岩手郡）

　・　青森縣（三戸郡）

　　青森縣（三戸郡），山形縣（北村山郡）

　　琢田縣（北秋田郡）　．　　　　　　噂

　　秋口縣

　　岩手縣（九戸，稗貫郡）

　　熊本縣（上盆城郡）

　　秋田縣（雄勝ヅZF鹿郡）

　　秋田縣

　　島根縣（石見地方），茨城縣（多賀郡）

　、．岩手縣（岩手郡）　　『　　　　　　’　　　　　　、

　　岩手縣（稗貫郡）

　　岩手縣（岩手郡）

　　秋田縣（仙北郡檜木内村）

　　富山縣

　　長野縣（松奉及安曇郡），新潟縣（東・中頸城及刈羽郡）

　　静岡縣（遠江地：方）

　　青森縣（下北郡）
職

　　青森縣（南津軽・中津軽郡）．・

　　秋田縣

　　勢門縣（岩船郡）　　　　　　，

　　アイヌ

　　アイヌ

　　浦州　　　　　　．零

　　浦州　　　・．

　　朝鮮　　　　　　．

　　朝鮮

　　東三省

　　東三省’

　　吉林　　・’　　　　　　　　”　・　　，．

　　薩二二　　　．　　　　　『’　〈

　　湖北，．四川

　　湖北興山

　　英國

　　　　　　　　　　V．結　　　　　言

　本研究は未だ結論を得るに至らず調査研究を続行中であるが一応現在迄の研究調査の結果を報告する家第である．

この後は罐別の細胞・繊・並｝・葉・幹・根の外部内部形態，花の麟深実，樋子，鮪等を比較研究して徳，

の特徴を明かにし．且成分，含有二等を検出して優良品種を決定せんとするものである．

　絡りに臨み太研究に文献の閲覧並種々助言を賜はりたる國立科学博物館植物部，東大理学部並農学部，農林省林業

試験場各位及御協力を徳たる二丁主要営林署，試験場，各大学演習林，村役楊に対し深謝の意を表する家第である．

　　　　　　　　　　　　　　　　膠　　　　　　　　　　　　　　　　、（昭和二十五年丘月十五日稿）
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。fi・・i…ea・i。gご皿・1…1・n．　　　．　　　『　　　　・　　　’幽　・
　　　　　According　to　the写esults　of　the　studies　on　varieties・　speφal　fea≠uτes・　d嬉tri正lution　in　the　world　and　ia
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　　㍗．1∫11　　　　1∴・抄．　　録　　一’・1　’1．「．　く

　　　　　　　　　　　　、　／

　　　異項環ズルホンの合成（第1報）（ペンツチアゾリーノレ化合体）　板井孝信．山本栄：㌦　　1：

　20種のペンツチァゾリール基を持つSulfid又はSulfonを合成した．此大部分はチフスの化学療法剤と．して試験

　した．（薬誌，68，・128，1948）

　　　　異項環ズ～レホンの合威（第2報）（ヒノリール化合体）板井孝信，菅野三郎：密漁68，131，1348．

　　芳香族異項環に対するP－Nitrophenylsulfepyl　chloridの作用に就て（第1報）　　　　’　1．

　　　　Thiazolylsulfon類の合威（其1）　菅野三郎，大野昌子：薬誌．69．503，1949．　　　　　　．

　をA甲in・ph・・yト2’一・mi・・一4’一皿・φyト5し・班f・n（M・助1P・Gmi・・1汲ぴをAmin・ph・皿yト2’弔綱’一m・thyレ5ノ「・血・“

をP－Nitrophenylsulfenyl　Chlorid及び2－Hydroxy－4一卑ethylthiazo1より合成した．此攻率はBambasによる原法よ一

りよかった．　　　　　　　1　　　　　　㌧』－

　耳下腺ぱ血糖降下性物質を含むや　長沢佳熊，苗村徳次郎，坂部フミ‘：日本内分泌学会雑誌，昭24．4～5．、

　「カタラーゼ∫高分子電解質」複合系の研究寺山宏：日化，70（8－9）昭24．’1．　　、

　第二報：カタラ「ゼーセルロrゼ硫酸カリ．複合系の活性度に及ぼすpH緩衝塩及びセルロー・ゼ硫酸カリ字）濃度

　　　1　の影響．寺山宏，．山初鶏，草間慶一：日野，71（3）昭25219．．‘　　　　・

　第三報：カタラーゼーセルマーゼ硫酸カリ複合系の潤濁度の測定と，1該複合系の活性度に回せる理論的考察．寺山

　　　　　宏，山心力，草聞慶一：日化．71，（4）昭25248．　“　『　　　　　　』　　　　　　　　　一

　　コkイド滴定法によるバクデリヤの研究’（第L・報）　寺山宏，荒川清二：生化学第’22（3）125，昭25．・．

　9・th・Natu・e・f　Metachr・masy（H・T・・a蜘・，Th・」・p・囎M・dical　J・囎打餌：2，　N。・3，雰37（1949），

　　コロイド滴定法に依るバクテリヤの発育欺態の研究（速報）寺山宏，・宮本晴夫：化学と工業2（6）（1949）

　植物バイラスの種子及び汁液による伝搬亭山重勝農学3．（1）705－709，1949．　　、

　モザイク病タバコ組織の呼吸卒山重勝：植物病理学会報14，（1）2チ32，1950．　』　1　。

　細菌に対ナるグアノフラシン（塩酸塩及び孚L酸塩）のin　vivo数果について　越沼きみゑ，大谷政衛，宮∫

本晴夫，柳町徳三，桑原章吾：東京医事新誌．67（2），14～16，1950．　・‘

マウスの溶蓮菌．鼠チフス菌実験感染に対してグァノフラシンがいくらか死期を延長できることを実証した．　・’、

　グ7Zフラシンについての3～3の基礎実験・　宮本晴夫，越沼きみゑ，柳町徳三，大沢弘，：東京医事新
誌　66．580～582，1949．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　’　、

　5－Nitro－2－furfu±ylidene’母mi孕oguanidine　HCIの浸透及び接触抗菌力，殺菌力，耐pH性，ぜの他について調査

し，この薬品の臨床応用を論じた．「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　細菌の薬剤耐性につV・ての知見補遺　ス剤耐性と糖代謝のつながりについて桑原章吾，小山源太郎，大

淵令子，大沢弘，：大林遙：医学と生物，17．’37－41，1950．

ス剤耐性の進度と培地の炭素源との関係を抗菌慣を指標として迫温し，糖代謝の変位は知性になるための要因の1つ

ではあっても，主役津演ずるものではないことを推論した∫　　　　　　　　　　●

　キチンを原料とする高分子抗菌性物質「マクラミン」に9V・ての研究’入田貞義，寺山弘，寺山ゑみ，桑

原章吾，宮本晴夫，青山好作，宇都宮則久，丹治園枝，越沼きみゑ．基礎と臨駄1（2）．ユ0，1948

1L　一般的性状及び各種好：気性菌に対する抗菌作用について．　　　　　　　　　　“

　キチンを原料とする高分子抗菌物質マクラミン（T㎡methy1　Chitcsaniuln－icdide）の性状，抗菌作用の検討を試み，

そ㊧結果毒｛生は比較的僅少で，物質の抗菌作用は大体スルファミンとスルファチァゾ」ンレの中間に位した．

II・殺菌力及び殺菌作融・対する拮抗菰1・ついて9細菌難誌（・）27，・949．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Macram二nは黄色葡萄球菌に選択的殺菌力を有し，その作用は殺菌的で発育阻止的要素は少い；パラアミン安息香

酸とは拮抗しないが，腸内の有機物，ペプトン及び内エキス等によ・り力｛闘は著しく低下した．　　　り．　　．

‘
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　111．動物実験及び局所療法剤としての贋値にマいて　　　　　　　　　　　　’

　Macraminはマウス焚便中の大腸菌減少の試験でほ大した効果を認めず．又溶血性通鎖球菌，肺炎双球菌を用い試

みた愚論防禦案験では2～4日の死期延長を認めたにすぎない．しかし種々模擬実験の結果からみると膿痂疹，熱性

膿擾等の局所療法剤としての効果が期待される．

　ホモスルファミン（マルファニール）に関する二三の実験　　入田貞義，宮本晴夫，青山妊作，塩田輝重．

　最新医学…3（12）1，1948．

　スルフォンァミド剤と尿素との併用効果を四察中ホモスルファミンと尿素とは逆に拮抗して抗菌力はかえつ・て低下

するという新な解実を発見し，この作用機序について究明する一・：方局所搬法剤としての蝦値を生休拮抗という槻弓か

ら基礎実験を行った．

　ホモスルファミンの作用機序につV・ての一考察．’宮本晴夫，塩田輝粛医学と生物14（2），1949．’

　ホモスルファミンと尿素とは加熱操作により容易に縮合したが，生休内の複難な機構によるi渚種の刺戟のため起る

可能性を考慮し，肺炎双球菌に戚嘱したマウスに投函治話したが，試験管内におけるような拮抗現象は認めなかった．

　菌（aerobacter　aerogenes）のスルフォンアミド剤抵抗性に獲得す筍こと㊧機作について

　1．耐性株の各種スルフォンァミド剤に対する態度医学と生物15．（5）258，1949．宮本晴夫，越沼きみゑ．

　一・・般にP．AIB．Aによって拮抗されるS剤に対しては菌が抵抗性を獲得し，　P・A・B・Aによって拮抗されないS

剤に対しては菌が抵抗性を獲1肌難し・から・菌の抵抗性の囎と亭A・RAとは密接な関係にあるζとが窟はれた・

　II．抵抗性とパラアミノ安息香酸との関係　医学と生物15．・（6）．312，1949，

　acrobacter　aerogenesを供試菌とした場合にこの菌が，　S剤に抵抗性を獲醇することの機個こついては．　P・A・B・A

と密接な油壷性において考察され，との菌がより多くのP．A．B．Aを生産するためによるものであることを知った．

III．ビタミンB診合成能の二二　綜合医学7（4）．28，1950．入田貞義，宮本晴夫，越沼きみゑ，太幡利一・，

旧記管内に於てS剤に耐性を三徳したaerobactemerogenesの生産する量は耐性を穫侮していないもとの菌株のそ

れに比して絢1！2趾であることを確認した．　　　　　　　　　’　　　『　　　　　　　　　　冒

　抗濾過性病毒剤「フエノスルファゾールの抗菌作用について」入田貞義，胃山好作，大林蓮，雅田正気，

石非進，潴水武彦：周本山脚幽晦誌4（4）．17，1950．

　フエノスルファゾールの抗菌作用を，これと構造の近似した従來のスルフォンアミド剤と比較し．i欠いで抗ヅィル

ス性を日本脳炎ヅィルス（中山殊）につレ・て検討を加えた．フエノスルファゾールは1’脳炎ヴィルスに対してはin

vitroではこれの活性化を阻止したが，　in　vivOによる実験では活性化を阻止し縛なかった，

　昌トロフラゾPン（山鼠フラスキシ）とスルフォンアミド剤との協同作用並にその作用機作につv・て

入田貞義，創面好作，丹治療治：東京医亦新誌，66（9），194g

　ニトロフラゾーンの難溶性打開として試みたS剤との併用はi跳vit⑩の実験で顕著な協同作用を認め，S剤力慨

は約10～1000倍，ニトロフラゾーン2～3倍効力が暦張され．斯様な協同作用はS剤構造の論義的簡rπな分子小

’なるもの程強い．またS剤とP．A．B．Aと菌との拮抗関係は，ニトロブラゾーンの存在により署しく変動した．

　コロイド滴定によるフラシンの作用形成の観察宮本晴夫，寺山宏，医学と生物16（2）．100，1950

　コロイド滴定法を用いて細菌の発育状況を追跡することに成功し，フラシン作用形成について逮ぺ’さらにスルフ

ォンアミド剤との協同作用機距論じた．

　病理学的にみた昌トロフ7ゾーンの雍性について　入田貞義，青山好作，丹治園風三田正気：綜合医学

7　（12）．　25，　ユ950．

　ニトロフラゾーンの灘性を肉眼的のみならず，病理学的に．も検討を加えた．その結果昌トロフラゾールは致死量

（pro　kg　O．5g＞の10分の1量以上では長期通続投輿した場合慢性中毒が実験細胞の変性或は循項障碍となってあら

われるが，これが25分の1量以下では35日間投與によっても肉眼的にも病理学的にも何等のみるべき変性が認め

られず，曲直は一般の想像に反して軽度な事を確認した．．

　・新ニトロフラン誘導体Z－Furanの抗菌作用に関する研究八田貞義，胃山好作，丹治園枝，中島㍗：仔：東

京医螂新誌67（7），15，1950　　　　　．　　　　　　　　　・
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　新に合成されたZ－Furanの抗菌性について．　in　vitroとia　vivoとに分けて効果をしらべその応用圏値について検

討を加えた．このものは従來のNitrofuraa誘導体特にFurach璽に載べるとその毒性が幾分減弱している点，好気性

・菌は勿論，鎌気性菌に対しても顕著な抗菌性が認められ，また鼠チフス誌面染マウス，並に破傷風毒素接種マウえの’

死期を1’》2倍に延長し．in　vivoに於ても治効力を有することを知った．

　　　　　　　　　　ぬヲ
　　ヘキシ帥ルレゾルシン及びイソアミールりノルシンに就いての細萬学的基礎研究み田貞義，青山好作，

大林蓮，：大野エイ子：東京医填新誌67（1）24，1950　　．

　1．局所化学療法剤としての意義について

　ヘキシールレゾルシン及びイソアミールレゾルシンを局所療法剤として表在及び深部創傷に応用した場合の効果に

ついて二三の模擬実験を行った．その結果このものヵ欄傷剤として幾多の特性を具備していることを知った．

入田貞義，青山好作，丹治園枝，中島富子，林長男，

　II．霜雪病原菌に対するin　v三tro抗菌作用とその作用機作について　東京医事新誌．67（8）ユ2，1950．　　　　　．

　駆虫剤．殺醐毒剤として注目されるベキシールレゾルシン，イソァミー・ルゾ・レシン購原性系継，放線状菌

に対し抗菌性を有した故in　vitro抗菌作用を検：す一方作用皮作について検討を加えた．

　尿素及びその誘導体とスルフォンアミド剤との協同作用並にその機序に関する研究宮本晴夫：化学療

法とホル’モン療法1．（7）261，1948．　　　　、

　ブイヨン培養について尿素及びウレタンとスルフォンアミド剤との間には著明な協同作用が暗められ，その細菌に

対する作用は尿素よリウレタンの方が張いが，スルフォンアミド剤との協同作用は逆に尿素の方が著明であり，尿素

及びウレタンと抗スルフォンアミド物質にしての’P．A．B．A肉エキ・ス5ペプトン，血清及び細菌数との間には一定の

濃度と一定時間の範囲内において拮抗現象が認められる．

　尿素をスルフォンアミド剤と併用することの敷果について宮本晴夫：医学と生物ユ3（5），344，1948

　尿素の添加は合成培地にて腸内細菌に対するスルフォンアミド剤の抗菌力を10～100倍に腸管内投與による方法

では乳糖分解菌に作用を3倍がた塘歯せしめ得る．

1スルフォンアミド剤と尿素との併用敷果についての動物実験宮本晴夫：最新医学4（3）．169，1949．

　鼠チフス菌及び肺炎双球菌感染に対するスルフォンアミド剤の活効力は尿素の適量を生体内濃度に留意し分割投與

すると1．4～2倍にまで増強されることを生体内に証明出來る．

　転載ファミンとパラアミノ安息香酸と尿素及びチオ尿素との「せりあい」について　宮本晴夫，化学療

法とホルモン療法2（4）1451949S：AとP・A・耳Aとの拮抗堵は山定時間内でP・A」B・Aの添加時間の相蓮によウ

影響されないからP・A・B・Aの細菌の酵素等に対する親和力はSAのそれよりも可ない強い、ものと思はれる，又S．

Aと尿素との共存する培地に後からP・A．B．A、を加えた場合もLP．A．kAが存在する場合と同様の拮抗比が認めら

れる・’これよりP・A・B・Aの菌体の親和力はS・A尿素あるいは菌体と尿素との親和力よりもはるかに大であることが

実証される．，

　光電池劇職謹厳による尿素及びウレタンとスルフォンアミド剤との一協同現象の観察　　宮本晴夫：東京

医尊‘新誌66．　（5），　222；　1949．　　　、　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

　光度計を使用してS・A，S・Tに尿素，ウレタンを併用して菌の発育を圏察して見ると箪独に用いた時より菌の誘

導品が延長され，対数期，定常期が抑制されて併用効果が著明にあらはれる．又H・Sに尿素，ウレタンを併用して』

みると誘導期が延長されるが対数期，定常期には作用がなく結局併用効果が見られない．それ故ウレタン，尿素の如

く作用型の異った薬剤を併用すると菌の発育の各期に別個に作用して協同現象を示すことたなる．

　ホモスルファミン（マルファ昌一ル）と尿素との拮抗現象の本態　　宮本晴夫：日本医科大学雑誌16．

（10）．364，　1949，　　　　　　　　　　　　　　・

　H・Sと尿素との拮抗現象の本態は加熱操作りよ両者が結合して新化合物を形成することを明にし．この化合物の

化学的性朕抗菌性について述べ，加熱の郵度及び時間による拮抗のあらはれかたについτ論じた．

　細菌の抗スルフォンアミド性獲得の妨害に対する尿素の影響　　宮本晴夫：基礎と臨駄2（5）．30，1949，

　aerobacter　aemgenesをS・Aを含む培地に継代培養することにより，S，Aに対する抵抗力が大になり，抵抗性を

’、

ノ
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　　　堵大せしめ鶴るが，尿素はこの菌株の抵抗力の獲褥を障害するのが認められる．故にS剤に尿素を併用すると協同

　　　作用を示し，菌がS剤に対する耐性を獲衛しがたくなるから’S剤を漣用すると使期当初よりも効力がなぐなったよ

　　　うな従來のS剤の欠点を捕ふことが出來る．　　．・”　．需

’　　尿素療法特にスルフォンアミド剤との併用意義i入田貞蓑，宮木晴夫：日本医～1三軸　1335．6，1949．
グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　　　　ス剤と尿素併用はin　vitroに於いてペニシリン，ス剤の箪独では何等効を奏しない．グラム四時菌及びス剤耐性菌

　　　に対し著効を示した．このことはin　vivOに於ても同様の効果が期得されるし．ストレプトマイシン箏とともに新し
　、

　　　い治効分野を開拓してゆくことであろう，

’　　スルフ．オンアミド及びスルフォン誘導体と尿素との協同作用機序についての・一・考察　　宮本二三，日本衛

　　　　生学雑誌　4．（4）13，1949．

　　　　スルフォンアミド剤のN’の脂肪薦，異二丁で置換された誘1擦休，N4の水素原子をフタール酸で置換された二三．

　　　体は尿累との協同作用を認め衛るかスルフォンアミド剤のN4のNH2塾を原子團で澱換された誘鯨体でほこのよう

　　　な現象ほ存在しなかったから協同作用の機作としてN4のNH2基が主要な役割を演じているものと思はれる．又尿

　　　素と逆の関係になっているパラアミノ安息香酸と拮抗されるから深いつながりがあることが推測される．

　　　　ソバの駆虫効果について（第1報）各種駆虫剤との比較入田貞i嵐粟木秀夫，宮本晴夫，高橋信將ゴ公

　　　衆爺園生：5（2）．72，．1949

　　　　ソバの煎汁及エキろほヘキシールレゾルシンより劣るが市販駆虫剤のリスターアスカリヂンに比較して排虫摩及び

　　　完刃引蜥雪ともす儲た結果を示し竺シー・ヒレゾルシンにIM5％に一時欄作用を認めた測・・にほらにらの特

　　　記すべき症状もなく服用方法の考案により一腕遙い成績があげら才鴻る．　　　’

　　　　生ソバの駆虫効果につv・て（第2報）特に作二巴態の考察　入田貞義，乗木秀夫，営木晴夫，二上源次。1

　　　日引網蔚｝大学豪1ヒ謎ヌ16（4），26，1949．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　ソバのゴヤス煎剤の排撃率80弓90％の優秀成綴をあげた．1

　、，　これば蜘虫の興徳及び麻辣により駆虫効果をあらわすものであり完全駆虫率像10％足らずであった．

　　　　葡筍球1管野中涯に関する研究1八田貞叢，宇都宮則久，券日斉が依田源次：食品衙生1（1）9，1949．．

　　　　下野1澁の原川明について‘臆を起源囚を大四四晒唖腿ぴ葡潮噛幡に関する窪験欄望iである

　　　　食品の新鮮保持に関する研究　　宮木晴夫r依田源次，中尾基久，柳町徳三，越沼きみゑ：日記衛生学難誌4
　　　　（4）．　149，　ユ950　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　「　　　　　　　隔

　　　　フラシンを入れて食品の新鮮保持に聞する実験を行い抗菌力作用型式灘性の諮点から柴i耐雌細菌培殖に関する突験

　　　である．　　　　一　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　，’

　　　　その結果フラシン10万培稀釈より濃度の濃いものは腐散させるまでの時聞を延長させることみ：川回る．

　　　　繁用医薬品の細菌湾染度及び有害物質に関する研究（第1報）粉末薬剤中の三二について　入二二，

　　　胃山好作，丹治園枝，田中万千子，公衆衛生5（1），26，1948．

　　　　四種の薬物につき衛生細菌学的な検討を加へたところいつれも多数の徴生物が生存し．鴨にエビオス及びヂアスタ
　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　ーゼからは臨・h・・量・hi・型の大且脳の存在はなかったが，　A…9・螂型及び・醐型の大腸菌が多数iこ椥llきれ，又数

　　　多い蘇吸ρ㈱の分騰の存在力鋤錬た・・の・とはこの二目りの難取扱ひが著しぐ非職的であった・と．

　　　の証明ともなろうし，医薬品の1反締が躍に化野的のみでなく，細菌学的にも併せ行うべきことを示唆するものと思オ．

　　　更に葉物中の妙理菌数をいかほどまぜとおさへて取締るかの薬品衝生の問題｛よ，公血衛生上当然起らなぐてはならな

　　　い大切な問題であると思はれる．　　　　　　　　　　　．

　　　　医薬品の細菌汚染度及び有害物質（第2報）八田醸，青山卿・，丹治園枝誘日正知公衆徽・翔f：誌5
　　　（7）．20，ユ949．　　　　　　　　　　　　、　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　医薬品の細菌汚染度及びイ丁害物質第3報　入田貞竣，青山好作，丹治薗枝，雅日斉．公衆衛盤1学新誌5．

　　　（7），　27，　1949

　　　　葡萄塘よりの分離面について家兎に対して発熱試験を行ったところ細菌より2株，糸状菌より3株の発熱陽性株を

　　　癒ξ｝た・こオ醇より’の発熱物質はし・つれも耐熱性であるが，酸及びアノレカリに対して‘旨い，細霜に因するものはセ。

、

鱒
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ファン膜を通過ずるので主偉は無分子化合物と見られるが，糸状菌の暢合にセロファン膜を通過しない部分にも発熱．

性を認めるので，主体を低分子化合物のみに煽することは出來ない．

　　紫外腺照射による不良注射薬の迅速発見法入田貞義，青山好作1丹治園枝。綜合医学6（16）．4乳1949，
　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　蛋白設または含水炭素設と世界の医学界に大きな議題となっている注射液中の発熱物質を紫外線照射に依る螢光反

応の有無により簡軍迅速にその存在を知る方法に成功した・種々の濃度の葡萄糖液をドイソ製Y型ハノドア型常圧

水銀燈で照射すると多ぐの場合は青，若干に黄または赤い螢光が発せられ，これらの大部分（75％以上）に発熱作用

陽性となることが家兎の実験並に入体実験により確認された．葡萄舘ばかりでなく転化踏，チトラート液などについ

ても同様螢反光応と発熱関係は並行した．　　　　　．　・　　b　二，　　　　　　　一　　　　噂

　　腸チフス菌パラチフス菌及び菌の産生する発熱物質につV・て入田貞義青μ」好作，丹治園枝．母本医事新．

報　 1326．9，1649．　r

　著者らは5typ玩S・paratyphi　A及びl　Bの培養液より発熱物質を分離し準．このもの瓦化学的本態は未だ不明

であるが，化学的性反応の結果からはPUrmann等の主張する含水炭素系物質に類似する．これらρ発熱物質は紫外

線照射によわいつれも青色の螢光を発した．この三種の発熱物質と8種の螢光物貿（螢光反応陽性の20％葡萄紬注）

及びさきた分離発表した2種の発熱物質（GH：2，　GHlo）とにつき吸牧スペクト匝で測定した結果は，吸牧波長極大は

いつれも256mμ（2650　A）で一致しその吸牧係数は動物実験の発熱量（発熱反）とほ黛李醒した．発熱物質は引腰菌種

によって，一般的な物理，化学的性状及び化学祷造は異る示母体に附随した発熱基は低分子のものではその数が少く．

高分子のもの砥ど其の数は多いようである・この詳細については目下実験続行中である．

　発熱物質の生体特に血液像に及ぼす影響葡萄糖液等の発熱物質の研究入田真義，青山好作1ヂ｝治園枝，

菊地滋：最新医学7．（12）．『32，．1949．　　　　　　．・　　　　．　　　　　　　　　，

　発熱物質の細評特に血液豫に及ぼす影響を家兎について試験した．発熱物質を注射すると，発熱現象に雫上して赤

血鰍及び餌壷の減少溝ら泌・し画し白血球敵して醗熱時に於ける白血聡数はqH・・（糸状菌）では
一時減少を見たが，第1贋部，非吸着部（細菌）発熱物質では亥第に増加し，体温干常復煽後に於写も墳加の傾向がみ’

られ，この増加に注射前に比較すると約1．5～2倍に及んだ．個々の白血球に建ては発熱かb恢復時にかけて中性嗜

好白細胞の顕著な増多を，リンパ及び大軍核白細胞の減少とが見られる．塩基及びエオヂン嗜好細胞に於ては著変が

見られない．しかしこの血液像のi変化も24時間後には大体常値に復帰している．発熱起因物は発熱物質とや瓦類似

した成績を示した．20％葡萄糖，r生理食塩水，蒸溜水の豚管内注入は赤血教に彩響を與えないが，’白血球は幾分量的

質的に影響された．

9　ジフテリヤ血清中に産生せる発熱物質並にその除去法入田貞義青山好1乍，舟冶園岐，牧野正顕：綜合医’

学　7．　（13），　18，　1950　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　有機歓呼剤（イオン交換樹脂）を用いて，ジフテリヤ血清中の抗毒素にさしたる影響をあたえることなく血清申に産

生された懸瀕を完全に除去する・ξ・・細した・更にζの血榊よ螺殖を糠分離論理・油島漱
幽について検討した．　　　　　　・　　、　．　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　．　‘

，


